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はじめに

　学校内外での子どものいわゆる噛題行動藩は、

先進諸国が共通に抱える困難な教育的議題の一つで

あり、いま早急に対処が迫られている大きな社会問

題でもある。

　欝§8年4月から2§癖i年3月までの3年間、われ

われ福島大学教育学部（以下、福大と略記〉と米国

の嫌嫌校・ミ書ルデネシー州立大学教育学部（以下、

MTS慧と略記〉の共闘醗究グループは、科学醗究

費の補助を受け．子どもの問題行動に臠する9米箆

較醗究をおこなった。国際的な姥鮫羅究は、子ども

の問題行動に関して、①それぞれの国の握会文化的

背景につよく規定される繕面と、②文化や国構の違

いを超えて、極々の問題行動・鱈人の成長過程・集

醗の力動などに内在するある程度普遍的な翻面を、

海時に明らかにできる利点がある。かつて、いじめ

や不登校はわが国特有の病理であむ、その原因は9

本の文化や教育離度の特異性にあるとする不毛な議

論が続いたが、実証的な国際比較醗究を積重ねるこ

とで、こうした混乱の多くは回避できる難

　「開題行動」という言葉は多義的で、外延も広い。

本醗究であつかうヂ開題行動」の範餐には疾患や障

害に伴う開題行動（たとえば常岡行為、多動、異食

など）は含まない。また、非行の一部は扱っている

が、飛沫犯や交通犯罪などは除外している。基本的

には教育現場で問題になっているイジメ・不登校・

校内暴力など、脚較的頻度の多いド8常的藩な開題

行動を主たる醗究薄象としている。

　われわれの共同醗究は、i）相互に訪問し、現地

のカウンセラーなど関係者からの開き取り調査と資

料叡集、および2）日米でのアンケート調査からな

る¢隻1については、すでに発表済み（巻末「既霧

醗究報告一覧ま）なので、本報告書では2）アンケー

ト調査の結果について記載する。

　　　　　　　↑．対象と方法

　この調査は、子どもの問題行動について、生徒、

教纐、保護者を対象に9米でアンケート講査をおこ

ない、臼米での開題行動の発生実態とそれについて

の各グループの認識を探ることを目的としている。

　ト董．アンケート屠紙

　講董にもちいたアンケート屠紙は、資料として巻

末に掲載してある。まず福大徳で田本語飯の原案を

作り、その英語版をもとに擁TSU健と協議を重ね

た。その協議の結果を盛む込んだ修正英語版をもと

に福大鹿で議論し改訂田本語版をつくり、改訂9本

語版から翻訳作成した改訂英語版をもとに雑TSU

健と再度、詰めの協議をおこなうという作業を数回

おこなって9本語飯、英語版の最終版を完成させた。

　アンケート驚紙は人権やプライバシーに十分配慮

して作成したが、念のため9本では調室を受け入れ

た福島市の申学校長会に、来撰では調査を受け入れ

たナヅシュビル市の各車学校長に事鋳にアンケート

罵紙（生徒驚、保護者罵．教懸罵〉を見てもらい、

意見を聴塾た。その結果、福島市では特に修正意見

はなかったが、ナヅシュビル市ではいくつかの項目

が望ましくないとの指摘を受け、英語版からは醗除

した窃（粥除した項目についてはヂ結票」のなかで言

及し、資料の麟表のなかでも明記してある。薄舞除し

た項目以外は、9本語版、英語版は基本的には同一

の質闘項醤から成り掌っている。）

　ト2．サンプリングと調査の方法

　福島市内の公立中学校に在籍する中学2年生と、

ナヅシュビル市（米国テネシー州）の公立申学校に

在籍する8年生（9本の中学2年生に相当〉を調査

対象とした。

　福島市内には認査鋳点で公立中学校が鐙校ある

が、そのうち2校は2学年が玉学級以下の小規模校

のため調査対象から除いた。2学年が複数学級（2

～8学級〉ある残りの鰺校から、学級数の4分のi

をランダムに選び出し、その学級の生徒全員を調査

対象とした。各対象校の2学年の学級数を4で割り、

懸捨五入して学級を選択したので、実際の摘出学級

数はi学級の学校が鴛校、2学級の学校が6校とな

った。その結果、調査対象として摘出された学級数

は24学級、油墨された生徒数は884人となった。

　福島市での調査は2GO若年7月に実施した。各対象

校に生徒罵、保護者罵、教魎罵アンケート用紙とそ

れを入れる封筒、および実施手順を記したマニュア

ルを一揺送付し、懸薮後に一低して返送してもらう

留め置き法をとった。調査対象の生徒に生徒駕アン

ケート屠紙の記入をもとめたほか、生徒に保護者罵

アンケート尾紙i枚と封筒を持たせ、保護者に記入

してもらったものを学校に持ち帰らせて鐙任が園釈

した。教麟欝は調査対象校の、管理職をふくむ全教

員に記入してもらった。生徒屠、保護者屠、教麟欝

のアンケートはすべて無記名とし、記入後はアンケ



一ト矯紙と共に醗つた無記名の封筒に自分で封をし

て提鐵してもらい、匿名性が保てるように醸した夢

　ナヅシュビル市での調査は、字類の関係で20馨i

年2月に実施した．ナッシュビル毒には8学年をも

つ公立のミドルスクールが、調査鰭点で留校ある。

アンケート謁奎への協力は各学校長の裁量にゆだね

られ、7校から協力の摩し出があった．7校の8年

生全員の数は重，3総名であり、福島市と調査数をそ

ろえるため．全員を調査対象とした。また、対象生

徒の保護者に保護者罵アンケート驚紙を醗布、7校

の全教員に教唾罵アンケート罵紙を配布し．回答を

もとめたΦ擁出方法が異なるほかは、配布から同級

まで、福島市とおなじ手順でおこなった農なお、7

校はランダムに選ばれたものではないが、地区・生

徒数・学校のプ轟グラム内容などで特鍵な偏りはな

く、ほぼナッシュビル市の公立中学校を代表してい

ることを確認している窃

　ト3．回収結果

福島市でのアンケートの回収数（回取率）は．生

徒から峯ま837韓4．マ％｝、獅からは357（5翫2％）、

保護者からは7§G（85．§％）であった（表S王）。

　ナッシュビル毒でのアンケートの回収数（掻取率〉

は、生徒からは総馨（58．圭％）．教麺からは148

（45．尋％）．保護者からは280（2G．3％）であった

（表s玉）⑬

表S噛躍毅結果

褄島毒 ナッシュビル市

撒 人数　　蟹破数　　同級率 人数　　回叡数　　同級率

生徒

ｳ麟
ﾛ護者

884　　　　　　＄37　　　　　　§4こ7

ｨ03　　　　　　　357　　　　　　　59㌧2

W84　　　76群　　　雛．9

ま，3袴　　蹴　　　58議
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2．調査嬉嬉の概i要と学区の地域難

24、鶴斎の撮要と学纏の地域特性

　2確ナ磯．福島霧の雄跨難生

　福島斎羈束薙の壕締約2灘醸錘こ位覆する〈璃診2ト

隻議〉人鶏約簿万難都毒である欝欝壌の西半蔀は麹9麟

撫級の険しい奥懇繊脈に葉東部と南部は3心麟滋前後の

簿武鰻の癒陵地にかか鞍，それらに霞まれて福島盆地

あるいは権達盆地と縛確熱る璽地溝広ぶる纏人々の居

住空間となって矯るのはこの平地部と琿愛地部に限ら

れる（悪癖象簾姦）横

奪

。舞

50⑭紬

織霧簸4㎞療雛嫉鞠練麹蘭』q駐

羅掻墨鮎2羅幽趣麟。轍鍛耀v鞠

　　　　β磁瓶落懸
　域内の農縁で捻近麹契降養蚕業溝盛ん垂こな秒．福島

はその集数と嚢漣産業の集中する商工業鄭市として発

達した轟瞬治以降l　i新し恥地方自治体ギ福島県達の成

立とともにそ¢蛾藤機翼が働輪，ま1た太平洋麗から

欝本海鰓に分岐する幹線鉄道の闘認こよって交通拠点

としての機能も魏わったみ今馨では養蚕業と聞達産業

はほとんど溝滅した漢歩近隣農赫纏全国有数の果樹生

産地域に変身を遂硯福島市の農榊心機能も発展的

に維持されてき丸また福島憲鵜　舞本国士の幹綴に

あ紗かっ鯨から鋤帰参可能な距離に位置して，高度

経済成長幾以降には工場進鐵も進ん蔦

　ところで福島市《籔麟縫縮3〉の毒蛾面積霧6麹㎡は

欝本の自治体み中では最も広い部類に入るが，広い毒

蛾を持ζ》にいたったの銭全国で広域合騰の機運が高

まった昭和紛年頃1に，福島盆地を占める鑑美都の全斑

材を順次合倍したことに起顕して熱る離このため，市

域には経絡の異なる地域や集落が含まれることになっ

たふ霧の大鷺約28万人の中に鶴多くの券都市入舞も

含まれる．これちの地域の地域縫を説窮することは，

本翻案の対象である中学絞の各学区の特徴を説窮する

ことにもなるために詳麹は次簸に送蓼，まずは人篶と

毒街化の動権1を鞍i述する癬

　福島斎嬬離述のような諸機能の集積と有秘な立地

条件もあって簸貢して人韓を蟻纐させ，毒街地を

拡大し続けてき傷まず珍菊薄額から．中心毒街地の

誌面に穂びる鉄連藩飯籔線謹沿線に建窯瞬雌の開発滋叢

続恥て宅地伽麟進展し亀幹線国道濃綴こも毒衡化が

進展し，師醜灘齢ら誌へ紳びる国道4号の沿穣に

は圭％織年代から諸嬢殿の立地沸続き，癩導く爵号の

漆絵にも菱鰯）年の繧夫出トンネノ麟響以降塗醐幼霊

進展し鳥中心市街地の蕩方嬬戦前から工場地帯で

あったが，岡麟を遜る国道4号溝圭9箆辱に新講イパ

ス化されて以降1さらなる毒街化の進展羨みられ，幹

線型漁業施設の立地も進んで，今では恒常的に交遜渋

滞羨発生するような商業幹線となって赫る。

　王卿年頃からは大規模な宅地開発も行われるよう

になった暴中心審街地から約獲麟帝の丘陵地に叢％8

年ギ蓬莱二漢一タウン蓬の開発が始まゆ．新穣街地の

形成嫁今も繍潔ている．さらに中心繭地西方の野

覆・笹木野地区では，隻9触年に大規模な区翻翻蒙業

が完成し．玉螂年誘の新バイパス福島醗麗の開通

もあ恥嚢って，納では窺在最も活発に大型商業施設

を搾う新市馳の形成が続いている。

　地方，こうした霧街地の外顯拡大は中心毒街地の

大鷺を一貫して減少させてき丸すなわち」蜘年に

灘．7鞭人だった中心市街地締央地区〉の人織属2㈱

年墨こは箔轡玉人にまで減少した。このような中心市街

地の空洞ヒ臨福島潅に限ら構今羅の全国の多くの

地方都市が抱えている地域問題でもある。

2一藩一鉱燐講論区の製臓

20磁年度現嵐福島市には簾｝の公立中学校ぷある

（羅昏無給．それらの学区の地域牲と叢9簿年以降の

3
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規模の変遷を蝕み慧にまとめて示した講9簿年代

に．＆とβの2校が統合されてP中学校が翻搬され，

また郊外に開発された大規模住窯懸地内にR中学校が

愈搬された。

　学区の地励生は大まかには都市部と農村部とに分け

られようが，福島市の中学区はその両方め地域牲を含

んでいるものも多くて，端的に説明することは容易で

はない．しかし筆者めみるところ，主に学区内の土地

利穏の構成から恥くつかにまとめることもできるよう

蔦以下．各学区の地域牲について概鏡する．

　①中心市街地：福島市の中心業務地区を学区とす

るの審寓轟轟翼の3校であるむ中心翻蕾街，官庁街．

飲食街，幹線業務地区，密集市街地などを学区内に含

んでいる．ただしK中学区は，中心市街地の蒲に広が

る大規模工場地帯と．毒街牝で消滅しかかっている若

干の農業地帯を含んでいる噂

　②都心周辺市街地：しと瓢の学区には，中心市街

地に蹴窶した密難宅地と，露霜琢地と鐵±轡主題

が混在した地i帯を広く含む。

　③近郊混住地区：9．遮，欝，G．薮の各学区は，

中心襯から詫董こ伸びる幹線交通路沿恥に1早くから

住宅地化の進緩をみるとともに，近年の新たな幹線進

路の整鯖によって新だな宅地化も続いてる．また．B

と建の学区に巍巍榔農村地域も広く含まれる。、

　④新興南街地÷近難農村：餐学区と0学区は近郊

農村地帯と大規摸区画整瑳地や住宅掻地の開発地が含

まれて，複合的な性格をもつ。0学区内には．高遠這

躇のインターチェンジに連接する幹線国道沿いの商業

地，および小規模な蕎業集積をもつ鰻蟻下集落・大森が

含まれる⇔

　⑤郊外大蔑模住宅躍地：　蓬莱地区は慶述の通珍

妙簿年から入居が纈次開始されたニュータウンであ

解，臓中学校がここを学区とする。開発初鶏からほぼ

一餓経過した現在では，学齢の進行で入学児童生徒

数の減少を招いている．

　⑤純農村：　《，？，Q，Sの各学慾ま，景観や土地

利矯からみて農地と撫林が大半を占め，小規模な工業

団地もみられるものの，純農村地帯と規定できる噂一

　（注｝ここで塗意すべきは罫擁農麹の娃縷である．資本

　　の場合，遠隔地を除妻磐鶉繍地帯でも農業専業縫帯

　　はまれで．大多歎縁邊鍮こよつで都繍こっく家榛

　　員を含む兼業農家であって．その子僕たちも都毒文紀と

　　遮断されて継るわ垂ナではない、しかし景観や辮撮に

　　おいて農耕的である点で，子僕の生講こ都毒部とは

　　異なるバックグランドとなっているといえる。

　⑥飯坂町：　飯坂町は福島盆地の北西瑞こ古来から

発達した温泉歓楽集落であ雛，福島と鉄鶏で結ばれて

いる．露・Cの両中学校は，この町を東西に折半し，

温泉街と背後の農村を広く含む学区を有している．

　⑦松辮町：　松綴緯fは，福島盆地とは丘綾地を隔て

た小盆地と周圏の丘綾地を含む鰻脅治体で，隻966年に

吸収合併されて福島市に属することとなった。丁中学

校はこの縷松辮町の行政域をそのまま含む広域の学

区を持ち，松煙市街地のほか．大規難字団地，大工

場，純農耕と，多様な環擁を含んでいる．

　：2一葉群3．生錠滋の変遷にみる諸特鐵

　次に，蝕録4に示した静簿年以降の生徒数の変

遜から讀み取れる特徴を考察する．まず，福島市全体

では．董9お年にピークを遽えた後砂減少溝顕著である．

これは海矯闘の全匿的趨勢である少子乾が．福島でも

隅棟であったことを示す。

　変化のパターンには講参85年前後をピークとするも

の，王卿年代をピークとするもの，そレて200ひ年ま

で増擁していたもの，の3パターンに分けられる。こ

れらは，少子化の露熱誠と住宅地化の縫会増とのかね

あいによっているといえる．すなわち．叢郷年前後に

最大となった地区嬬この時期まで糖化・宅地化が

続いた地区（秩瓢《義瓢N．匙のであった。慰方，35

年前後のピークが玉9簿年代の最大時に髭べて弱かっ

た地区は，宅地1綴叢それほど活発で緯なかった鐵間部

（氏S〉，宅地化の余地のなかった1醗薩地の地区硫K

醒），空洞化涯力の強かった温泉郷｛C）であった。

95年に最大となった0は南福島駅慰近での住宅開発

がこの時勢駐こ顕著であっ丸また，2綴搬年毒こピークと

なったしでは》幹線道路の開通に梓う新たな市街地化

が今も続いている。

　2－1咽醇．対i象中学校¢齪

　以上の公立中学校のうち，憾とSの2較は，今躍の

調査薄象からは除いた心こ＝れは，再校は玉学年玉クラ

スめ小規模校で，茎校から趨象学綴をランダムに選ぶ

というサンプ夢ング原則に合致しないためである。

　なお福島市に銭以上の公立中学校のほかに，いず

れも中心憲街地内峯こ立雄捗る国立と私立の中学校が至

校ずつあ蓼．それぞれ4％人，253人の生徒が就学し

ている〈獅玉年度〉．藏校の通学鯛は市内全域をカ

バーしていて公立絞とは経絡を異にしていることもあ

り，本研究の対象とはしていない。
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1

2-2.ナツシユビルの概要と学区の地域特l生

2-2-1.ナッシユビルの地域性
ナッシユビルはテネシ一州中部の中心都市で(Fig. 
2-2-l),l843年以来,州の恒久州都に指定されている。 
一帯は,カンバーランド川がアパラチア背後の台地を
開析して形成した約100km四方の浅い盆地状をなし
ており,ナッシュビルはこの盆地北部のカンバーラン
ド川岸に開力,れた交易拠点を起源としている。この地
は,アパラチア越えしてきた開拓者たちが最初に見出
したプルーグラスの繁る放牧適地となり,定住者をひ
きつけて発展した。南北戦争・時には,両勢力の境界部
に位置する州内の各地とともに激戦地となった。
南北戦争後,初の黒人大学として,また黒人霊歌を
全米に広めた合唱団の母校として著名なフィスク大学
をはじめ,初の黒人医科大学M西 Medical College 
など多くの高等教育機関が創立され,「南部のアテネ」
と称された。プロテスタント教派の本部も多く立地し
「プロテスタントのヴァチカン」 とのニックネームも
ある。そしてこれら以上にナッシュビルを有名にして
いるのは音楽産業である。アパラチアの山間地で歌わ
れたカントリ一音楽が,市内のRyman会館でl943年
から-14年まで毎週末催されたコンサートのライプ放
送で全米に送り出され,「ナッシュビル・サウンド」と
して世界に知れわたった。 

2-2-2.人ロ属性の比較
基本的な人ロ統計について,福島との比較でまとめ:

たのがTabte2-2-l である。人口はナッシュビルが福島
のほぼ2倍,自治f本の面積も約2倍で,人ロ密度は同
程度となるが, しかし福島市域の3分の2は居住不適
の吾妻の山地帯で占められているから,可住地だけで
みれば福島のほうが3倍の人口密度ということになる。
年齢構成は,l8歳未満人ロ率は同程度だが,高齢人
口率は福島のほうがはるかに高い。世帯・家族のサイ
ズとも,ナッシュビルのほうが分解が進んでいる。顕
著な違いがみられるのは母子家庭の比率であり,ナッ
シュビルで全世帯のl割が母子世帯というのは, 日本
の常識からすれば驚くべきことに違いない。
ナッシュビルの人種構成は,白人と黒人で占められ, 
大都市や西海岸諸州でみられるようにアジア系やヒス
パニックを混じえた多様性は少ないといえる。ただし
そうしたマイノリティーの集中地区が皆無というわけ
ではなく,都心の南東セクターにはメキシコ系や西ア
ジア系移民の集まる地区が存在している。
ところで,ナッシュビル市はl963年,市街地外縁の
ダビドソン郡と同一自治体を結成した。本稿では「ナ
ッシュビルJ とだけ記している。この合併は 高所得
者層の都心部から郊外への転出が続いて生じた財政的
苦境を打開するためであったという。l989年の所得統 
計では,世帯所得の中央値が,ナッシュビル328,377, 
テネシ一州$24,307,全米平均が$30,056であつた。 

Table2-2-l Comparative Demographic Characteristics of Nashville and Fukushima 
Nashville- 
Davidson  t ufa!shima 

Population (2000リ 
(19951 
(1980リ 

(Change Ratio80-00)  

569,891 
530,796 
477,811 
19.3  

291,l l8 
. 285,754 
262,837 
10.8 

Age 
under 18 

OPop・ulation,%リ 
65 and over 

0? opu.laa'on,% リ  

(200の 
l26447 
222 
63444 
11.1  

(1995) 
61,032 
21.4 
43,423 
15.2 

Race 
White Alone 

0P,opulatl.'on,%y 
Black Alone 

(n◆op・ulation,% l) 
Hispani c (all races) 

(;ンPopulauon,%?  

(2000) 
381,783 
67..0 
l47,696 
21.9 
26091 
4.6  

Nashville - 
Davidson  Fukushhna 

Househokls  
(2000) 

237,405  
(1995) 
97j 的 

Population in Hou9eholds 
Average Household Size  

545,726 
2.30  

281,I l l 
2.a 9 

Family Households 
Population in families 
Average Family Size  

.l38,106 
408,548 
2..96  

72,851 
256,461 
3.52 

No Husband Female 
Householder with Children 
under 18  

(/Household,%)  

23,407 

9.9  

2,211 

2.3 
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Figure2-2-l Location of Nashville in the StateofTemlessee
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他方,l人あたり所得では,ナッシュビル$l5,l95,テ
ネシ一用$l2,255 全米平均$l4,420 ドルであった。 
しかるに,ナッシュビルには比較的恵まれた小人数世
帯が多いということが示唆される。 しかしながら隣接 
郡を含んだ大都市圈でみるとFig.2-2-2のようになる。 

(l990)
Legend
Do lla n
17362-20127
20300 -21793
22256-23855 
1理24419-28377 
I 28687-43615 

Fig.2-2-2 MedianIncomeinNashvilleMSA

これは,高所得者層が合併ダビドソン郡のさらに外側
を指向したか,または市街地部に低所得居が增加した
かのいずれかまたは両方を意味することになる。

2-2-3.地域構造:サブエリアの特徴
ナッシュビルの市街地(Fig.2-2-3)は,カンバーラ
ンド川西岸の都心部を中心に,約l3~l41m程度の広
がりがある。しかし,地図上で密集街路の市街地にみ
える場所でも 建物密度は低く,都心から約101m南
に位置する農業博物館のあたりは緑豊かな緩起伏の近
郊農本、iのような景観が混じる。また,北西部への市街
地拡大がみられないのは,等高線から判読されるよう
に地形的制約による。ここはナッュビル盆地の北西端
にあたる。 

Fig.2-2-4
Subareas and Middle Scltools 

RimmedNunber:Subarea
Alphabet:Middle School
COnly identif ableschookon? ? .of  
www.m - a ∞w西e shown.) 

J ● 

ナッシユビル内部の居住区の性格について,ダビド
ソン郡計画局のホームベージから把握した「サブエリ
ア」 (Fig,2-24)の地域情報と 現地共同研究者である
Phill 開0 能 からの教示による居住者の社会経済
階層に関する情報をまとめたのがTabte2-2-2である。 
以下,簡単に各サブエリアの地域性をまとめておく。
(1)地形条件: 北部のサブエリアNo.l と2,西部
のNo.6a 解がきついという記述がみえるほ力lま,ほ
とんどがle,vel,flat,gentleなどで表現されているように
平坦ないしはなだらかな地形である。
(2)士地利用: No.l と2が農村地帯,No.3,4,6,13 
が都市的士地利用が半分程度,その他の多くは市街地
帯である。そのほか,空港に近い東部のNo_5,l3,l4 
には工業地区がみられる。また,No.l3の東縁にある
PetoeyPnest湖畔はレクレーション地帯となつている。
(3)社会経済的特性: 一般的にいつて,都心地区
(サブエリア9)の北,東,および南方のセクターに
経済水準の低い地区が 南西セクターには高所得者層
が多し、。 しかし多くのサブエリアは,住宅地の開発年
代に対応した多様なクラスの住民が混じり合つている。 
各サブエリアの特徴は以下の通りである。
・サブエリアl 一郊外開発には向かない地区。住民 
の社会経済階層は中程度。
・サブエリア2一主な階層は中の下。南ほど低所得。 
・サブエリア3一荒れていることで知られる高校が
ある。中の下。
・サブエリア4一古い住宅地に高級住宅地区が混在。 
・サブエリア5一地区内の高校は低学力で荒れ気味。 
・サブエリア6一中の下から中位階層が主で,南西 

A
一

一回

一●
K● 

B● 

・Q
●f ' 

回

回 .  

● 

s
回
' 

C● 

●T 

Y 

X● 

W
● U 

●Z 

回

回

●V
 

部に中上層。 



4

Table2-2-2 Profiles of Nashville's Subareas 

sub- 
area  

Physical Feature  Land Use  Commun通os  SocioeCOttotuiC 
Satus  

Public Middle 
Schoots・Sampled 

l  
1)moderateslopitlgland in 
the no成w商 国f,2) 
steepy hillside in the 
southeastern half  

fam1&unused40%,urban use8%; 
single family lots50%  

Forest Grove, Joetton, 
Marrowbone, Germaltown 
Hill  

Lower middle to 
Middle  

1-0 

2  forested steep slopes and narrowridgesandvalleys  
predominantly nlral, suburban 
I◆sidence, lightmdusrialareas  

Bellshir1e,Dalemere, Union 
Hill, Parkwoo・d  

Lower to Lower 
Middle  

0 ・0 

3  
l)gently rolling level land 
m the southeast;2)steep 
hinsideinthetemainings  

residential 54%,famland 
residential zoned37%  

Bord前u高Whites Creek, 
Sooasboro,Hayna Hights, 
Bell Bend,'binityHilts  

Lower to Lower 
Middle  l -l 

4  
predominantly level, 
floodplains of the 
Cumberland River  

:residential55%,agriculture28%, 
industrial 10%  

Goodlettsville,Neely's 
Bend,Madison,Rivergate  

Middle to Upper  2-l 

5  
l)mosayflat and gently 
rolling 2)floodplain along 
the Cumberland River  

residential 60%,commercial, 
industrial, and service30%  

Maplewooa,Inglewood, 
Riverside,Dalewood, 
Rosebmk, East Nashville  

Lower  5 -2. 

6  
l)tanldsuitable for urban 
use is less than30%;2) 
steep slopes an,d flood plain 
account for7uyo  

residential50%, vacant or farm 
land40%  

Old HidcoryBoulevard, 
Bellm s m uo,Poplar 
Cree:k,HapethValley  

Lower to Middle  2 -l 

7  
l)primarily level and gently 
rolling,2)sloped lands in 
KnobHillaldWestMeade, 
3)aced-plains along rivers  

dominantlyresi&ntial,raagingf unthe 
ta・go-lot suba tBofHi1lwoodaadWest 
Mn detotbemoteurta lneighbou南cods 
afSylval,withscatterednulti-fmily 
complexes  

Bene Ma ‘t  HIM  

ElkinsPark,Hillwc-t, 
Syln nHigbts,W部t 

Meade,Natioas・Urbaadale  

Lower middle to・ 
VeryWeatt1ly  

l -0 

8  
located directly north of 
downtown,genemlly flat 
floodplain along the 
Cumberland River  

various u!ban uga inoluding resi‘knee, 
com nututy館jel l通os,office,cam lercial 
and in‘lustria1   

Gem antom,Fisk 
Neighbodmd,BuenaViista  

LowertoLowef 
Middle  2 -0 

9  predominaatlylevelalong the ClmberlanldRiver  
governmental, finaeial and 
commercial center  

Rutledge Hill is emerging 
community  Mixed CBD  0-0 

10  mostly flat to rolling terrain  
Highlyurbaaized to the【K'1th,ba oming 
subuOanandfinally ruml inthehill area.  

W1litland,Music Row, 
Hillsboro,Edgehill, 
Melrose,Glendale,Lealand  

Mixed  3 -0 

ll  genem11y flat  
oida・mixeduseareawiihaboutone・thilrd 
isresidential andthesame% is 
eommn ial andn eant  

Woodbine,Paragon Mills, 
Glenclif '  

Lower  2 -0 

l2  gently rollingorlevel w通l more steeplandisin thle 
southeast  

about64% of'the parceled area is 
residential  

caB Ridge,PangonMilb 
CfieveHatl,Breatwood  

Mixea   l -0 

l 3  mostlevelwithgentle 
slopes  

m i? d 40% ,eommuniey fm .litles 
l2%.oomm rcial and industrial l l% lake 
sidereaa tional area  

M 心 n d  n o,Mt 
View,SmithSring,una  

Lower to Middle  3 - l 

l4  mostly gentle sloping terrain 
withblroadfloodplain  

Almosthalfof aleara iscumntly 
developedasmlxedresi‘klltia」. 
Pem iagton Be【l,d area includes 
alb面商 w le・K. Industrial and 
office concentrated inAilpa tand 
HemutaglM開_  

pemingta !Bend,DonelsOn, 
Otd Hickory,Hopewen, 
Lakewood,Hemlitage 
NorthPercyPria t  

Mlxea  4 -1 

_    

Source : www.nas1:jvllleorg/mpc/1planning.h;tm1,andsuggestion.fi'om a C-WO「ke「Of MTSU 

Note:”Middle school,,In this study isdeflinedas,theschoolswhichhaVe8th G「ado

10 
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l l 

・サブエリア7一中下~上層まで混在。
・サブエリア8一かつて富裕な住宅地区だったが, 
老朽化とともに衰退地区に変貌。黒人のために設立さ
れた3つの大学が立地,
・サブエリア9一ナッシュビル都心部で居住人口は
少ない。衰退地区やホームレスが多いが高所得者用
高層アパ・・ートも増加中。
・サブエリア10一年々富裕階層が増加しつつある
地区で,特にヴァンダービルト大学周辺の地区には中
上層が集まる。音楽産業の多くもこのエリアに集積。 
・サブエリアll ーメキシコと中米諸国からの移民
やブルーカラー層が多い。
・サブエリアl2一様々 な住民層用のアパートが集
まる団地が混在。B配ntwoodの周辺は? 市圈内で最 
も富裕な居住区のl つであり,他方,南東端の地区は

下~中下層の居住区。
・サブエリアl3一クルド人,アジア系,メキシコ系
の移民が多く,ブルーカラー層が占める割合が大きい。 
・サブエリアl4・・・古くからの住宅地区。古し、住宅地
は中下~中クラスが集まる傾向があるが,Percy Priest 
湖の沿岸には中上層の居住地区がある。

2-2-4.学校制度と調査対象中学校
(1)学校制度
ナッシュビルは,公立学校制度(Public Sdm.l 
System) を南部で初めて実現した自治体として知られ
る。l998年,ナッシュビル・の公立学校は単一の運営体
Memp fm M 画ePublic Sdnolsを結成し 学年編 
成体系をそれまでの「K4,5-6,-;・8,9-l2」という細分さ
れた体制から, 「5,6」と 「78」を統合した体系(要す

Table2-2-3 ''Middle Schools"in Nashville 

Middle 
Schoo・l  

Sub- 
a r e●  

Number of Student,by Grade   Atta d.- 

anceRate 
(%)  

A n m l e  

S m :t ot  

TCAP●  

Number of Staff 

G5 G6 G7 G8  Total  Adm Class Othas 

A  1  106 125 200 158  589  94  39.6  2 34 28 
B  3  252 212  464  95  30.8  2 32 30 
c 
D  

4 
4  
991 94 145 102 
204 169 210 147  

440 
730  

94 
93  

41.S 
37.5  

l 25 19 
2 40 28 

E 
F 
G 
H 
I  

5 
5 
S  
5 
5  

65 58 267 240 
238 243 

l86 149 143 141 
241 228 76 39 

242 177  

630 
481 
619 
584 
419  

92 

97 
95 
89  

34.6 
27.l 
87.5 
30.2 
27.2  

2 39 32 
l 46 
2 34 20 
2 37 32 
2 17 37 

J 
K  
6 
6  
l69 133 153 147 
l44 94 152 110  

602 
500  

93  57.0 
4't.2  

2 38 26 
l 31 27 

L  7  58 76 139 129  402  91_5  30.8  l l5 30 
M 
N  
8 
8  
l86 179 125 81 
201 199 57 33  

571 
490  

96 
96  

48.l 
50.2  

2 38 23 
2 35 26 

0 
P 
Q  

10 
10 
10  

142 141 51 56 
220 189 
l l8 114  

390 
409 
232  

98 
94 
92  

63.4 
64.5 
31.0  

2 44 25 
1 26 28 
l 24 25 

R 
S  
l l 
11  
ll7 132 391 355 
221 212 1710 180  

995 
783  

93 
94  

34.0 
39.0  

3 59 40 

T  l2  338 344  682  95  53.0  2 43 28 
U 
V 
W  

l3 
13 
l3  

239 278 233 216 
181 129 269 253 
280 290 261 210  

966 
832 
l,041  

94.5  
41.9 
39.8  

2_ 32 28 
2 49 33 

x 
Y 
Z 
a  

l4 
l4 
l4 
l4  

219 191 194 171 
95 9'7 187 182. 
184 149 191 168 
147 120 186 165  

775 
561 
692 
618  

93 
94 
93  

38.5 
47.8 
46.6 
45.4  

2 42 25 
2 34 23 
2 43 '30 
2 40 32 

TOTAL   3,484 3,243 5,208 4,562  l6,497  ,2066  41.8  45 897 675 

Notes (l)”Mia leschool”in.tllisstudyis& fi田lastheschools whidlhave8th Grade.
(2):Schoob gb wn ln boH.letla ・,are tlle paIl icipatell gd loolsin tlus l'M a d L

(3)TCAP:TanH?coCo叫商 加e地 t;Ptognm (see''w,ww.tm 一 的W 00lCuntydataf'') 
Ttlescoresshowna elheava ・age of the following fivesubje由;Readina b 開 M m m SocialSaldieS・ 
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るに5・4・4制)・、、・の移行を進めている。
本研究の対象である「ミドルスクール」とは,通常, 
5_8の4学年をもつ学校であるが6-8,7-8というケー
スもある。またテネシ一州では,一般的にはカウンテ
ィごとにschoolDistlict (学校行政の地域単価を形成
しているが,伝統的に力の強い市では市単独でSdm:)l 
DjstIictを持つ。それはSpecial School DistIictと呼ばれ 
て小学校だけを管轄するが,その多くがK:・6の学年構 
成を持っので,ミドルスクールと学年構成が重なる。 
また,ミドルスクールの名を冠しながらも 学年編成
の変更で現在は5学年以下しかもたない場合もある。 
要するに,どれが日本の中学校に相当する力lま学校 
ごとの学年編成をみないと判断できな'し、。 
いま第8学年を持つ学校を「ミドルスクールJ と定
義すると,2001年ll月現在,ナッシュビルではミド
ルスクール,名を持つ公立学校37校のうち,24校がこ
れに該当する。それ以外に第8学年を持つ公立学校が
3校あるので,合計27校が日本の中学校に相当する「ミ
ドルスクールJ ということになる。ナッシュビルの都
市計画局と前 l Boardのホームページから把l量し得
たそれらの分布をFig.2-2-4に,各校の属性を1me 
2-2-3に示した。
ミドルスクール名以外の3校には「マグネットスク
ール'」2校が含まれる。マグネットスクールには,複
数のサブエリアにまたがる広域力ら集まる優秀な生徒
が集まる。このほか第8学年の生徒が学ぶ公立学校と
して「オルタナテイプ・スクールがあるが これは通常
の学校から一時的に数遇間程度入校して学ぶ教育機関
なので,上の表には含めていなし、。また,これら公立 
学校のほかにナツシユビルにはAcadel可やキリスト
新 の名を冠したミッション系などの多数の私立校
がある(小'中あわせて57校)。富浴層の子弟や優秀な
生徒はこれらの私立校を選択するケースが通例である。
ｫ2)調査対象 

アンケート調査への協力はあくまでも学校の自発的
決定に委ねたために,27校中7校からの協力にとどま
つた(Table a 3)。回答者・も任意協力であり,ランダ
ム抽出とはいえないが母集団と比べて意図的な偏り
はないともいえる。
C3)バス通学制度とその解体
l960年代後半から,ナッシュビルでは人種構成の均
衡を保つために,居住地区外.の学校にまでパスで通学
させる制度(一 が実施されてきた。しかし近年, 
学校の質を高めるために近隣地区を越えた広い地域か
ら様々な生徒を入学させるマグネットスクールと大規

l2 

模コンプレヘンシプ・ハイスクールが設立されてきた。 
こうしたことが,バス通学システムを解体させる主要
因となつた。そのため今日では,一定の学区内の学校 
に通学する形態となっている。しかしながら,学区数
はナッシユビルでわずか9つであるために徒歩可能
な範囲をはるかに越える距離をバス通学する生徒もま
だ存在している。それでも往時と比べれば長距離通学
は大幅に減った。そのため,サブエリアの社会経済状
況が,地区内の公立学校の質と深い関連を再び持つよ
うになっているといえる。
C4)学カレベル
Table2-2-3には全米統一学力試験TCAPの成績を
示してある。これは主要5科目を対象とする試験で, 
全米平均を50とする偏i で示されている。表から明
らかなように,ナッシュビルの公立学校は非常・に低い
点数レベルにある。これは先述のように 富裕で優秀.l _
な生徒の多く力;私立校を選択する結果である。表中で
高し、得点を示している学校は,2つのマグネットスク
ールCG,0)と,富裕后の多いサブエリア6やIO,の地
区に集まっている。 . ・
調査協力を得た7校の学力レベルは,最高水準のマ
グネットスクールを別格として 40点代から20点代
までばらついている。.サブエリア5からは2校が調査
対象となったが, l つはそのマグネットスクール,他
のlつはドラッグFp極を抱えた低所得地区にある低学
力の学校であった。 
要するに,被験者には多様 
されているといえるだろう。 

【資料】

、包含
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3- 1 生徒用アンケート (生活・学習)

01あなたの性別はどちらですか。
【福島市】 ・
福島市内全域の公立中学校20校から小規模校2校
を除いた、18校が調査対象校に選ばれた。このl8校
から学校規模に応じて、ランダムに24学級の中学2 
年生(884名)が調査対象となり、837名から回答が
得られた (回収率94.7%)。
【ナッシュビル市】
ナッシュビル市では、日本の中学2年に相当する8 
学年生が在籍する24校の中から7校が選ばれ、その
該当校の全員(1376名)が調査対象となつた。その結果、
800名から回答が得られた(回収率58.1%)。
【両市間の比較】
両市における回答者数及びその觸l」構成は表Ql の
通りで、ほぼ同数の回答が得られた。 日米合わせて
l600名を超える中学2年生から回答が得られた。
表Ql.回答者数とその内訳

、、、、、、、  福島市   ナッシュビル市  
人数  %  人数  % 

男  426  50.9  387  48.4 
女  406  48.5  396  49.5 
不明  5  0.6  l7  2.l 
計  837  100_0  800  100'.0 

02現在あなたが一緒に住んでいるのはどなたですか。
(複数回答)
【福島市】
男子の同居家族は、多い順に①母親(97.7%)、②父
親(88.8%)、③兄弟姉妹(85.9%)、④祖母(38.2%)、⑤祖 
父(27.4%)、⑥その他(3.3%)、⑦義理の父母(0.9%ｻ�A⑧
義理の兄弟姉妹(02%)の順であつた。女子では、①母 
親(98.3%)、②兄弟姉妹(88.9%)、③父親(87.4%ｻ�A④祖 
母(37.6%)、⑤祖父ｫ27.3%)、⑥その他(4.2)、⑦義理の
父母(0.7%)、⑧義理の兄弟姉妹CO.5%)の順であつた。

o a  loo t a  m  2so m  a ) 0 0 a  

野 1.同居表族(福島市) 

l3 

福島市全体では、①母親との同目98.0%)が一番多く、
以下、②父親(88.5%)、③兄弟姉妹(87.5%)、④祖母
(37.8% )、⑤祖父(27_4%)、⑥その他(3.8%)、⑦義理の
父母(0.8%)、⑧義理の兄弟姉城0.4%)の順になつてい
た。祖父母いずれかとの同居が約三分の一を占めてい
るが、義父開 兄弟女株との同居は極端に少ない。
【ナッシュビル市】
男子では、多い順に①母親(83.7%)、②兄弟姉妹
(64.0%)、③父親(55.2%)、④義理の父母(l3.7%)、⑤祖 
母(ll.4%)、⑥その他(l0.l%)、⑦義理の兄弟姉城4.7%)、
③祖父(4.9%)となっていた。女子では、①母親(88.6%)、
②兄弟姉妹(71.9%)、③父親(45.6%)、④義理の父母
(149%)、⑤その他(l24%)、⑥祖母(9.9%)、⑦義理の
兄弟姉妹(5.3%)、⑧祖父(3.8%)の順であつた。そして
全体では、①母親(86.3%)、②兄弟姉妹(67.9%)、③父
親(50.4%)、④義理の父母(l4.2%)、⑤その他(ll.l%)、
⑥祖母(10.6%)、開 の兄弟姉城5.2%)、⑧祖父(4.3%) 
の順で、同居していた (表S-Q2参照)。

0 l j) 100 I ll) a D 2a  :m  :動  -

解 a構 (j ジyf j㈲

【両市間の比較】
同居家族は、父、母、兄弟姉妹祖父、祖母につい
ては福島市の精が多かった。逆に、義理の父母、義
理の兄弟姉妹、その他の人についてはナツシユビル市
の場合が多く、いずれも両市間に有意差が見られた。 
特に頭著な違いは父親との同居率で、福島市の88.5% 
に対してナッシュビル市は50.4% と38ポイントも少
なかった。同様に福島市の場合は祖父との同居率が
27.4%、祖母との同居率が37.8%だつたのに対して、
ナッシュビル市の精はそれぞれ4.3%と10.6% と大
きな違いが見られた。逆に、義理の父母との同居率は
福島市の0.8%に対してナッシユビル市ではそのl7倍
以上のl4.2%であった。同様に理 の税女赫との同
居率は、福島市の0.4%に対して、ナツシユビル市で
はそのl3倍の5.2%であった。さらに「その他の人」
にっいても福島市の4.2%に対して、ナツシユビル市
ではその2.6倍のll.l%であつた(表Q2参照)。 
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03家族で一番話しやすい人は誰ですか。(複数回答) 
【福島市】
男子は話しやすい相手を、上位から①兄弟姉妹
(34.9%)、②・母親(33.7%)、③父親(9.6%)、④その他(4.7%)、
⑤祖母(2.6%)、⑥祖父(0.7%)の順で挙げていた。同様
に女子は、①母親(50.0%)、②兄弟姉妹(31.0%)、③父
親(3.2%)、④その他(2.0%)、@組母(1.5%)、⑥組父(0_2%) 
の順で挙げていた。福島市全体では、①・母親C41.7%)、
②兄弟姉妹(32.9%)、③父親C6.5%)、④その他(3.3%)、
⑤祖母(2.0%ｻ�A⑥組父(0.5:'/o)の順で、話しやすい相手
を挙げていた。父親については男女間で有意差が見ら
れ、男子が女子より・も多く挙げていた。

o a  loo 1,a  2m a  

国m-1.-a ? 、人(?

福島市では女子の50.0%、男子の33.7%が一番話し
やすい相手として母親を挙げていた。次は兄弟姉妹で
男子の34.9%、女子の31.0%の者が挙げていた。父親
を挙げた者は少なく、男子の9.6%、女子の3.2%のみ
であつた。そして本数母を挙げた者は両者を合わせて
も2.5%であった。
【ナッシュビル市】
男子は、上位から①母親(510%)、②兄弟姉妹(40_7%)、
③父親C28.4%)、④その他(20.5%)、⑤祖母(l82%)、⑥
祖父(8.6%)、⑦義理の父母(3.4%ｻ�A⑧義理の兄弟姉妹
(23%)の順で挙げていた。同様に女子は①母親(51.0%)、
②兄弟姉妹C39.6%ｻ�A③その他(31.8%ｻ�A④祖母(l9.3%)、
⑤父親(l2.9%)、⑥義理の兄弟姉妹(5.8%ｻ�A開 の父
母(4.3%ｻ�A⑧祖父(2.5%)の順であった。
全体では、①母親(50.6%)、②兄弟姉妹(39.6%)、③
その他(26.3%)、④父親(21.l%)、⑤祖母(18.7%)、⑥祖
父(5.7%)、⑦義理の兄弟姉妹(4.3%)、⑧義理の父母
(3・8%ｻ�ﾌ�№ﾅ�A話し行 い相手を挙げていた。父親と
設については男女間で相違が見られ、男子が女子よ
りも有意に多く挙げていた。
ナツシユビル市では男女とも51.0,%の者が、同様に

l4 

話しやすい相手として母親をトップに挙げていた。次
の兄弟姉妹については男子の40.7%、女子の39.6%の
者が挙げていた。さらに「その他の人」を男子の20.5%、
女子の31_8%の者が挙げていた。その次に祖母で、男
子の182%,女子のl9.3%の者が挙げており、祖父と合
わせると、男子の26.8%、女子の21.8%の者が祖父母
を一番話し行 い人に挙げていた。

0 50 100 150 200 250 

図Q3-2.一番a やn 、人(i nンユビル市)

【両市間の比較】
福島市、ナッシュビル市共に理 が一番話しやすい
相手として挙げられており、全体で福島市の41.7%に
対してナッシュビル市は51.3%であった。次に兄弟姉
妹を挙げており、全体で福島市の32.9%に対してナッ
シュビル市は39.6%であった。以下、父親、祖父、祖
母、義父母、義兄弟姉妹 その他の人のいずれにおい
ても、ナッシュビル市の方が福島市よりも有意に多く
相談相手として挙げていた。
両市の顕著な違いは、福島市では父親を一番話しや
すい相手として挙げた者は男女合わせても6.5%のみ
だったのに対して、ナッシュビル市ではその3倍の
21.l%であった。同様に「その他の人」を挙け'者が福
島市では3.3%だったのに対して、ナッシユビル市で
はその7倍の26.5%であった。さらに祖父母を一番話
しやすい人として挙げた者は、福島市ではほとんどい
なかったが、ナッシュビル市では祖父を5.7%、祖母
をl8.7%の者が挙げていた。
その一方で、福島市では無回答都i男子でl3.4%、
女子でl2.3% と全体の1割を超えていた。それに対し
て、ナッシュビル市の精 は男女ともl%未満で、両
市間に大きな違いが見られた(表Q3参照)。

04あなたは、次の人と平日に平均すると一日どのく 
らい話をしますか。(02の回答者に限る)
【福島市】
男子では父規との平均会話時間は、多い順に①30 
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分(33.3%)、②1時間(16.4%)、③2時間(6.6%)を上位
に挙げていた。同様に、母親とは①30分(32.5%)、②
l 時間(27.4%)、③2時間(12.7%)、兄弟姉妹とは①30 
分(27.0%)、②1時間(20.4%)、③2時間(13.4%)の順に
挙げていた。さらに祖父とは①30分(37.6%)、②l 時
間(13.7%)、③2時間(3.4%)、祖母とは①30分(38.0%)、
②1時間(10.4%)、③2時間(8.0%)の順になっていた。 
福島市では、いずれの相手とも一日の会話時間は多い
順に、①30分、②1時間、③2時間となっていた。
一方、会話がほとんどないと回答した者の相手は、
①祖父(52.0%)、②祖母(37.4%)、③父親(32.8%)、兄
弟姉妹(l8.0%)、母親(10.6%)の順になっていた。 

ほとんどない

30分

1時同

2時間

3時聞

4時間以上

図Q4-1.父a との会講時間(Ii 島市)

20 10 e0 80 100 l 20 l -0 

図Q4-2.母:a との会話時問(福島市)

女子では、父親との会話時間は上から①30分
(26.0%)、②1時間(13.7%)、③2時間(7.0%)の順であ
った。同様に母親との会話時間は①1時間(23.8%)、
②30分(23.3%)、③2時間(17.0%)、兄弟姉妹との会
話時間は①30分(21.4%)、②l時間(18.9%)、③4時間
以上(l8.l%)の順であった。 さらに祖父とは①30分
(25.8%)、②1時間(5.6%)、③2時間(4.0%)、祖母とは
①30分(31.4%)、②2時間(10.5%)、③1時間(9.8%)の
順であった。男子と違って、女子は相手により会話時
間のIll員序に差が見られた。
また女子で会話がほとんどないと回答した者の相手
は、①祖父(57.3%)、②父(42.2%)、③祖母(39.9%)、
④兄弟姉妹(11.7%)、⑤母(4.8%)の順であった。なお、
母親については0.1%水準で、兄弟姉妹については1% 
水準で男女間に有意差が見られた(表Q4参照)。
【ナッシュビル市】 ・ 

l5 

男子では、父親との会話時間は上から①30 分
(29.1%)、②1時間(24.5%)、③4時間以上(18.2%)の順
であつた。同様に母親とは①4時間以上(26.6%)、②
30分(22.1%)、③1時間(18.8%)、兄弟姉妹とは①4時
間以上(32.9%)、②30分(21.2%)、③l 時間(15.3%)の
順であった。 さらに祖父とは①30分(8.3%)、②l 時間
(4.7%)、③2時間(2.3%)、祖母とは①30分(l7.3%)、
②l時間(9.0%)、③2時間(4.4%)の順であった。
そしてほとんど会話がない相手には、上から①・父親
(51.8%)、②祖父(39.5%)、③祖母(30.2%)、④兄弟姉
妹(28.6%)、⑤義理の兄弟姉妹(23.5%)、⑥義理の父母
(23.5%)、開 (11.6%)の順で挙げていた。 
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ほとんどない

30分

, a la

2時間

3時間

4時間以上

図SQ4-3.父a との会話時間(ナツシユビル市)
0 20 ◆0 00 80 100 l20 

図Q4-4.母:a との会話時問(ナツシユビル市)

女子は、同様に父親との会話時間は①30分(41.7%)、
②4時間以上(21.1%)、③1時間(20%)の順で上位に挙
げていた。母親とは、①4時間以上(34.9%)、②30分
(20.3%)、③1時間(l9.7%)、兄弟姉妹とは①4時間以
上(35.9%)、②30分(20.4%)、③l 時間(18.3%)の順で
上位に挙げていた。祖母との会話時間は①30分
(15.2%)、②l時間(8.l%)、③4時間以上(5.3%)、義理 
の父母とは①30分(5.3%)、②l時間(3.8%)、③2時間
(2.0%)の順で同様に挙げていた。
そしてほとんど会話のない相手としては、上から①
父親(66.1%)、②祖父(37.1%)、③祖母(26.0%)、④義
理の父母(23.7%)、⑤義理の兄弟姉妹(21.0%)、⑥家庭
内の他の大人(20.5%)、⑦兄弟姉妹(19.0%)、⑧母親
(11.7%)の順で挙げていた。
【両市間の比較】
両市共に父親との会話が少なく、特に女子の場合は
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【ナッシュビル市】
男子は、上から①12時間以上(26.8%)、②6~l2時
間(22.2%)、③3時間(l2.4%)、④5時間(11.6%)の順で
挙げていた。同様に女子は、①l2時間以上(28.8%)、
②6~12時間(22.7%)、③5時間(11.4%)、④4時間
(10.9%)、⑤3時間(10.1%)の順で挙げていた。そして
全体では上から、①12時間以上(28.3%)、②6~12時
間(22.0%)、③3時間(11.4%)、④5時間(11.3%)、a  
時間(9.0%)、⑥2時間(4.9%)、⑥1時間(4.9%)、⑧30 
分(2.8%)の順で挙げていた。なお、男女間に有意差は
なく、家族と過ごす時間に性差は見られなかつた。 
20
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40
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「ほとんどない」と回答した者が福島市で42.2%、ナ
ッシュビル市で66.l%に達していた。逆に両市共に母
親との会話が一番多く、福島市の場合は男子で30分、
女子で1時間と回答した者が一番多かつた。これに対
してナッシュビル市では、男女とも母親と4時間以上
会話をすると回答した者が最も多く、それぞれ26.6% 
と34.9%であつた。次に兄弟姉妹との会話が多く、福
島市では30分から1時間と回答した者が一番多かっ
たのに対して、ナッシュビル市では、母親と同様に4 
時間以上と回答した者が男子で329%、女子で35.9% 
と、全体の三分の一もいた。また福島市では祖父母の
いずれかと同居している者が全体で65.2%を占めてい
たが、男女とも祖父母との会話はほとんどなく、あっ
ても30分と回答した者が一番多かった。
なお、父親、母親、兄弟姉妹、祖父については0_l% 
水準で、祖母については5%水準で、両市間に有意差
が見られた。つまり、ナッシュビル市の方が福島市の
場合より、これらの人との平日の会話時間が長いと言
える (表Q4参照)。

Q5休日に家族と一緒に何かをして過ごす時間は、平
均して一日どのくらいですか。
【福島市】
男子は、上から①2時間(l7.1%)、②1時間(15.2%)、
③3時間(11.7%)の順で挙げていた。女子は、①6~l2 
時間(l6.3%)、②2時間(14.0%)、③3時間(13.8%)の順
で挙げていた。男女を合わせた全体では上位から、①
2時間(15.5%)、②3時間(12.7%)、③1時間(12.3%)、
a ~l2時間(12.2%)、⑤5時間(9.2%)、⑥4時間(7.9%) 
⑦30分(7.5%)、⑧l2時間以上(7.4%)の順であつた。 
なお、男女間には5%水準で有意差が見られ、男子よ
りも女子の方が家族と一緒に過ごす時間が多かつた。 
8

.R

8

e

a

a

a

,0

0
 

16 

vf ,f  00  、事0 ,f 0 90 0  ●◆O f 、gf  s ト3 cOo
p 。 .、if

田 体日l秘 前 a(t %シf '㈲

【両市間の比較】
福島市の場合は、l 時間~3時間という回答が一番
多かったが、ナッシュビル市の場合は6時問~l2時
間あるいはそれ以上という回答が一番多かつた。逆に
家族と一緒に過ごす時間がほとんどないと回答した者
は、福島市の男子でl4.8%、女子で14.3%、全体で14.7% 
であった。これに対してナッシュビル市の男子で4.4%、
女子4.3%、全体で4.4%と、福島市の三分の一以下で
あった。また両市間には0.1%水準で有意差が見られ、
男女とも福島市に比べてナッシユビル市の生徒の方が、
家族と一緒に過ごす時問が多いことが示された(表Q5 
参照)。

06あなたの家の家族関係はうまくいつていると思い
ますか。
【福島市】
家族との関係が「うまくいつている」 と回答した者
は男子で31.5%、女子で32.5%であつた。「まあまあ、
ぅまくいっている」 と回答した者は男子で44.0%、女
子で44.1%であった。「うまくいつている」、「まあま
あ、うまくいっている」を合わせると、男子の75.5%、



女子の76．編と、茜分の三の者は肯定的な園答をして

いた¢

逆に、家族とギうまくいってない遷と回答した者は、

福島市の男子で2．麟、女子で畿霧と女子の方が多か

っ丸これにギあま移、うまくいっていないまを無え

ると、男子で9．魏．女子で鼠％とな移、否定的な轡

答は約正割を占め男女ほぼ慰むであった．

　露

鱗
騰
矯
搬
織
笛
鐙
綴
鐙
纏
夢〆』が紳《もだゆ穫鋤繁く無調㍉ま紳《沸

騰薩．家湊難烈福監韓

　1ナッシ講ビル市｝

　家族との関係が勝まくいっている∫と回答した者

一は男子で33．蕊、女子で35．璃であった。ボまあまあ、

うまく恥っているまと回答した者は男子が48．簾、女

子が鰍筏であっ凡そして、弩まくいっている」、

　ギまあまあ、うまくいって熱るまを合わせると、男子

で雛、窃、女子で73忍％となり、約8割が肯定的な掻

答をしていた。

欝
欝
櫛
備
鵬
郷
鱒
醗
鰺
欝
縫

鋼馨艶隈ゆ欝把儀鐙鎮
　　　　　　鷺襯家扶饗籐｛ナツシュピ輝｝

　逆に、家族とギうまく恥ってない」と画答した者は、

男子で2↓鑛、女子で2↓錨と男女に差はなかった6こ

れに彰あまり、うまくいっていないまを換えると、男

子で5．霧、女子で6、騙とな穆、福島市の場合よ滲否

定的な回答辮若干少なかった（菱蟹参照〉、

【再編の姥鮫董

　両市とも家族との関係は概ね良好で、爾市問に有意

差は見られなかっ鶴しかし、穆まくいってないま

ギあま滲うまくいってないまを合わせた数は福島市で

は男女とも細編で、ナッシュビル市の男子約銚、女

子約霧よ穆若干多かった。いずれにしても、肯定的

な醤答が雨露とも鐙分の三強を占め、家族関係は雨霧

とも概ね良好であったゆ

響現在あなたが付き合っている親しい友達は何人く

らいいますか。〈複数画答〉

菰福島市董

　男子では、上から①海人以上ま（騒．i％〉、②騒

～6人3（鍛萄、③舞～9人ま（瓢9麗）、女子では、

①繍人以上ま（瓢霧》、②軽～蔭人ま（29．6紛、③

ギ7～9人ま（雛．霧）の顛で濾吝していた。なお、男女

禰には瑞水準で有意差が見られ、親しい友人演ぜい

ないまと回答した者は、男子でa編、女子で玉．鰯と

男子の方が多かった．逆に、ギ欝人以幻と回答した

者は男子に多かった。

欝

㈱

華鈴

書癖馨

総

癖

圖

t礁：も蔑　　零齢3λ　　4一＄人　　？齢｛｝人　　婚人馳

　　麟癖報．羨し赫友人数（霧島霧〉

1ナッシュビル制

男子は、上から①ギ鐙人以封《欝8紛、②「4～6

人ま（器9紛、③駿～3人葺（器編）の類で回答して

いた。溝様に女子は、①鍍～3人」（鎗6麗）．②ボ欝

人以上ま（28．簾）、③ギ4～6人ま（器霧〉の顛で回答

していた。ギいない」と回答した者は、男子で激磯、

女子で王．編と、福島市講様男子に多かった。しかし、

男女間に有意差は見られなかった。

毅
磁
憩
鐙
雛
鰺
翁
麟
鐙
騰
麟

重
　

重
　

輩
　

重
婁
　

毒

も嚇蔑　　葉略入　　輔ム　　欝㎏入　　婚人魔

　鐵螢」璃馳い友人薮〈ナッシ瀟ビル市〉
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【両襯の比較茎

男女を合わせた全体では、福島市の場合、上から①

ギ鐙人以惣（蕪編〉、②蓼4～§人権（鍍鋪、③ギ7

～9人達α＆磯）の顛であった．ナッシュビル毒の場

合は、①ゼ欝人以ね（34濯懇）、②ギ王～3人鍾籔鮒、

③縫～6人達（25．艦〉の瀬であった。友人数ギi～3人ま、

鞍～9人3、ボ欝入猟ま」については再市悶に：有意差

ぷ兇られ、ギ1～3人まについてはナッシュビル市の方

が、ぎ7～9人肇、ギ欝人以上まにつ秘ては纏島市の方

潜多かった．そして両市とも総むて女子よ鞍男子の方

解、付き合っている友人数を多く挙げていた。

　これに対して、窮し塾友達力“いない壌と回答した

者は、福島畜の勇子で2．瓢女子でL磯、ナッシュ

ビル憲の男子で21錨、女子で玉．鑛と、岡市とも男子

に多く、女子の2賠であった（表蟹参照〉。

雛07で答えたあなたがっきあって駆る親しい友達は

どこで知琴合った人ですか．（複数回答）

藍福島市！

　男子では、上から①購¢クラスの人ま鱗．磯〉、

②購じ・クラブや部活の人達（77』㈱、③上記以外の

騎じ学校の人ま（醤鮒、④ギ学校以外のクラブや

スポーツチームで知多合った人3（鷲編）、⑤ゼ近所

の人ま（嫉三紛、⑥ギ塾やけいこごとで知り合った人ま

α2．2鷲〉、の順で挙げていた。講様に女子は、①綱

じクラスの人ま（窪む．鮒、②履1じクラブや部活の人ま

（80．鋤、③上記以外の購じ学校の人ま観．㈱、④

随勝の人ま（牲5簸、⑤ギ塾やけいこごとで知誓合

った人1〈1玉．3紛、⑥影学校以外のクラブやスポーツ

チームで知穆合った人ま⑲塗紛の噸で挙げていた。

　ゼゲームセンターや遊び鞠で知触合った者は意外

に少なく、男子で3．鰯、女子で2．脳であった。ちな

みに男女駕に有意差はなかった。

【ナッシュビル毒1

　男子では、上から①騎Oクラスの人ま㈱．鮒、

②随所の短（鳳9鶉、③編葺学校の人ま（35．鴛）、

④縮1じクラブや部活の入墨（隠編〉、⑤紗ラブや

スポーツチームで知蓼合った人ま（23．鰯〉、⑤ゼゲー

ムセンターや遊び場で知滲合った入墨（欝欝の顯で

あった。女子では講櫨こ、①賜じクラスの人」（犠7紛、

②「返湧の趣（銘㈱．③悔む学校の人」（娠2鶉〉、

④編じクラブや部活の人員28．紛、⑤ギゲームセ

．ンタ“や遊び場で知滲合った人ま（25．8％〉、⑧ギその

健の人ま（17護紛の頬で挙げて恥た．

　墜やけいこごとで知蓼合った人達は少なく、男子

櫛

櫛

識｝

講

壊幻

2魯β

糠晦

輩鱒

鐙

　む

魏誕瓢‘1

鋒欝

T女

講

灘

無

爵

鋤

織

辮

　　き

薮髭グ／爵が
　　　　塩鱒灘懸勉ま㈱
で乳磯．女子で鼠誰であっ起また．罫学校以外のク

ラブやスポーツチームで知撃合った人まについては、

男子が女子より有意に多かった（表磐参照）。

繭禰の姥鮫」

　福島市、ナッシ畿ビル毒の恥ずれも男女ともに付き

合っている親しい友人として、編じクラスの人達が

一番多かった。特に福島市の場合は男子で96．磯、女

子で鰍編と、ナッシュビル市よりも20ポイントほ

ど多く両市闘に有意差があった。百様にゼ同じクラブ

や部活の人まも福島市の方ぷ、男子で7乞脇、女子で

8容．錨と、ナッシュビル市よ轡も有意に多かった。

　逆に、ゼ近羨の人」はナッシ論ビル市の方が、男子

で総．艦、女子で47澄％と福島市よ渉有意に多かった。

同様に、ギ学校以外のクラブやスポーツチーム進、ゼゲ

ームセンタ繭やその鰹の遊び麹、蓄その飽の人まにつ

いてもナッシ講ビル市の方が有意に多かった。

團
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　これに対して陶じ学校の人遣は、爾欄に有意差

はなく、福島市の場合もナッシュビル市の場合もほぼ

同様め約纏であった．

　ヂゲームセンターや遊び鞠で知り合った者は、全

体で福島市の場合は3聯5に過ぎなかったが、ナッシ

ュビル霧の場合はその7倍以上の224編も熱た。また、

ギその絶の人達も福島畜の場合は塩覇だったのに薄

してナッシュビル毒の場合はその3倍以上の猟鶏も

いて、親しい友入を学校以外からも広く得ていること

が分かる。磯一、ギ塾やけいこごとで知疹合った人葦

については、福島市の場合溺男子凱鑛、女子猛．蕊

で、ナッシュビル市の男子乳艦、女子＆錨よりも有

意に多かった。

福島市の場合は学校を中心に親し雛友人を獲得して

継る解、ナッシュビル霧の場合は学校に限らず、それ

以外の場でも親し赫友人を多く得てお穆、交友関係や

活動範圏の広さが飼われる奪

胎あなた縁友人関係や家族関係の毯みは誰に相談し

ますが．｛複数嬢答）

霊福島市墨

磁み事の相談相手として、男子は上から⑳繭性の

友人達（盤5麗）、②ギ母親ま《墾．銚）．③碗弟姉蜘

〈2§、編〉、④ギ父馳く鉱鮒、⑤先輩魚鋤の類で挙

げていた。同様に女子は、①ギ離の友人」〈鉱。嚇、

②隠鋤く翫｛鵜、③院弟妹掬（34、紛、④嘆
性の友人パ圭5．3％）、⑤先輩（疑．編）の類で挙げていた轟

　相談相手としてギ父親1を男子ぷ女子よ参も有意に

多く挙げて輪た。逆に、ギ母親と購性の友人まに

ついては、女子が男子よ蓼有意に多く挙げていた．

　　　　　辱　　　灘　　　繊　　　1鈴　　　獅　　　2鱒　　　銷磨　　3灘

　　　　黛
　　　　母

　　　灘
　　　脚
麟麹離縁

　　繍
　　繍
　　　脳
　　灘
ス飼㌶撫
　　　纏
　鰹繍亀

翻

　　　　　　　隣壌．悩纏鹸繧手（福駒

　そしてギ誰にも帽談しな矯と獲吝した者は、男子

で臆霧、女子で箆9％と男子が女子よ弩も有意に多

かった。

【ナッシュビル布達

　男子は、①瞬縫の友人蘇42．9麗）、②ギ母親鋏観．6紛、

③曝牲の友撮（33．磯）、④況弟嫁掬（訟鰯〉、

⑤ギ父親（麗㈱、⑥先輩｛嶽磯〉の頬で上位に挙げ

ていた毒濁様に女子は．①属性の友人」繊編〉、

②晦親」（蟹．騙〉、③ギ兄弟姉蜘《鰍鑛）、④曝

縫の友人鍾28．5鶉、⑤郵先輩嚢滋鰯｝、⑥祖母傑．6紛

の顯で挙げていた暴男女闘で差清見られたのはギ父親ま、

購姓の友人墨、ギその麹、で誰にも相談しないまで、

ギ父親3を除いていずれも女子の方が男子よ移有意に

多く挙げていた（表囎参照1．

　　　　　奪　　　　　灘　　　　　麟饗　　　　　董灘　　．　　罐　　　　　2欝

　　　　黛
　　　　舞

　　　鵬
　　　騰

麟灘　　飆
飆　　　鐘縷肇
灘崩糖　　　纏
　講繍辱

魑

　　　　　　　選競縷繍ナ鱒硫1
【蕎畜聞の比綴

　爾市とも、男女共通してf濁性の友人」を一番多く

相談類字として挙げていた。特に福島市の女子の場合

は82．磯とナッシ講ビル毒のそれを2癖ポイント以上

も上図ってお参．有意な差ぷ見られた。次に多かった

のが罫母親まで、ゼ父親まは両市とも共通して少なか

っ亀ただし男子の場合は、両毒とも相談相手に父親

を挙げた割合解女子よりも有意に多く、福島市で

2L鑛、ナッシュビル市で籔鰯と、いずれも女子の

2倍以上であった毒また雨霧を比較して特徴的なのは、

相談相手にξ難の友人まを挙げた者が、ナッシュビ

ル霧では男子で33．鑛、女子で28護巽と上位を占めて

雛鳥これ起対して福島市の場合嫉男子でその三分

の一の9．錨．女子で二分の一の拓．3簸ことどまってお

警、再編に有意な差が見られたさらに祖父母を相

談頼手に挙げた者もナッシュビル市の方が有意に多く、

特に祖母につ継ては福島市の4、8簸こ対して、その2

倍以上の無銭であった。さらに、磯戚の大人ま、ギ先

輩墨．ギその1麹を挙げ驚者もナッシュビル市の方が福

島市よ滲も有意に多かった。

　ところで相談相手に学校の教麟を挙げた者は、福島

市の男子で＆編、女子で5，％、ナッシュビル市の男

鐙



子で圭．磯．女子で2澄％と両市巽に非常｛こ少なく、男

女合わせても福島市で籔．鑛、ナッシ銘ビル毒で急儀

に過ぎなかっ瓦しかもナッシンビル市の方が橿鳥斎

よ穆も有意に少なかった。

　そして、雛にも相談しな“と回答した者が．福

島市では男子で35．霧、女子で20．磯だったのに対し

て、ナッシ簾ビル市では男子の礁嬬、女子の嵐礁に

過ぎなかった。全体ではナッシュビル寮の8．銭に対

して、福島市ではその3倍の28．篠で、橿鳥霧が有意

に多かった。嶺こ福島毒の男子の場合は、三分の一の

考が誰にも籟議しないで真人で悩みを抱えている。し

かも縫糸共通して．女子よ懇も男子の方が有意に多く

　ゼ誰にも相談しない墨で．融に購えている（表船

参薫｝．

癖沁あなたは親し雛友達とのつきあいのなかで。どん

なことをしていますか．

【福島赫

　男子の場合、ゼよくある達と躍馨したのは、多い類

に①ギ一緒に遊んで過ごす3《総鰯、②ゼお互いの

家に行き来する3（43．鶉、③ぎ学校や麺の友人の不

満や購みを蕎すま（獄霧｝．④磯焼のことを話療

（露鎗、⑤廃語で話すま（猟紛、⑥ギお金や物

を貸し借りするま（践4紛、⑦ぎ将来のことを話す圭

（慧．蕊｝の類であった。講様に女子では、①夢一緒に

遊んで時霧を遺ご勢（65．紛、②ぎ学咬や蝕め友人

の下溝や悩みを話すま｛鐙磯｝、③幾性のことを話

すパ藍総、④電話で語勢｛姐紛、⑤雛互い

の家に行き来する3（鰺、携｝、⑤蚕家や親の不満や悩

みを話す圭｛2玉．4嚇．⑦1将楽のことを麺すま（琵紛

であった。

　男女懲で有意蓋が晃られた項翻ま表雛び董の通鯵で。

ξお互いの家に行き来する婁だ1｝は男子に多かった。

それ以外の穐話で話す垂爆姓のことを話す戸家や

親お下溝や悩みを話す拝学絞や友人の不漢や憾みを

話す肇は女子の方が有意に多かった。

叢ナッシ蕊ビル市董

　男子では、属様に多も噸に⑦ポー緒に遊んで時騰を

過ごすま嬢．棚麟、②曝性のことを話すパ鉱4甑

③纏話で話す3綴．講、④多お互い⇔家に行き来

する肇稔魔｛溝｝．⑤ぎ学校や友人4〉不満や悩みを話す」

｛33．粉、⑥嚇来のことを話す3｛駄3甑⑦破達

の家に泊まる童｛25．鋤を上位に挙げていた。購様に

女子では、①織詰で話をする玉（65．鰭）、②曝性

のことを話す3｛55．89、③ぎお互いの家に行き来す

るま（3駄翻9、④ぎ一緒に遊んで縛粥を過ごす3（3マま沿、

⑤ぎ学校や友人の不濃や悩みを話す採33↓錐｝．⑥f友

達の家に泊まる3（舞働．⑦嬬来のことを話す誰

｛32．猟｝を上位に挙げていたゆ

　男女撮では、穐話で話をする峯と稼や競の不演

や悩みを話す圭につ継ては有意麹夢死られ。男子より

女子が多かった俵磁翻圭参無｝。

藍灘南麗の期戯

　醐に有意差が晃られた項縫は衰雛翻2の通りで、

男子纏：霧毒とも蓄≒締に遊んで過ごすまことが一番多

かった。女子橡霧島市の場合纏ギ→麓｛こ遊んで過ごすま

3陰



　　凄．一繊こ遊んで鱗鍵を遙ご牽

　　2、お叢赫鐙霧に癒奏楽す蕎

　　　　　康一纏㌶雛繋ず桑

　　　　　姦毯器で羅をす愚

　　　　　5鍵盤矯こと壷謡愛

　秩霞や報め準裟鱗雛みを護誰

気学校令友人め幕議墾難轟奪議す

　　　　　＆寄寒の鑓を籍葉

　　　§．欝金軸を驚む癒移零墨

　織震緕争塾や鱈ん熱も紮纏事象

　　　　舞．友達脅家事こ離家る

馨 鎌 葦劔 総参 欝 2総 3奪癖 3鋳

鰹窃籍2親し碁友達との活難｛福島女子〉

総よくある

霧と音ど春為る

登極とんど陰継

　　葉．一纏に遊んで欝欝憂遜ごす

　　乳お灘1赫の叢二行妻察する

　　　　　敬一纏に勉強掌る

　　　　　顎鑑慧で籍を掌る

　　　　　轟．纂麹のこと笹欝

　藍家や轟紛不請噛慰みを議す

？．響駿や友人¢｝準漢攣悩みを議す

　　　　　敬聴報》こξを猛省

　　籔お金や魏を糞も鰭参す愚

　織君転購、轡鞭ん熱も匙響ずる

　　　　讐．友達¢家菰濃馨る

錘麟奮3；親しい友達との活動（ナ響シュピル男）

福島市欝翻難姻 ナッシュビル市蟹銘蜘麹〉 備考
繋ぐ癖倉i 〆』雛 夢く．《露 夢く．綴｝1 〆醗 βく懇§

乳お互塾の家に遊びに行き乗ずる ○ 男＞女

塩竃誘で謡をする 0 0 女＞男

雛具縫のことを講ず ○ 女〉男

載家や親の不満や簸みを器す 0 o 女＞男

子．掌紋や絶の友人の不満や騒みを誘す ○ 女〉男

表Q駕麟．男女闘に有意差が見られた項縫

注｝備考の男〉女は男瀞女よ磐も有意に多駆ことを表す。
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　　雀，一緒に遊んで跨潟を過ごす

　　2．お互転矯》蒙に鎚棄掌る

　　　　　鼠一緒に驚強蒙る

　　　　　豪鷺籍で護を掌る

　　　　　5．異性纏ことを証す

　載家や義の不溝縮みを講ず

？．学妓鱗友人の不満や軽みを譜歩

　　　　　3．懸案のこと董誘蜜

　　鋒お金や物を饗し懲参する

　総．書継争耕や絃んかした参ずる

　　　　讐．友達の家に譲まる

壅塞くある

嚢と嚢ど妻ある

無縁とんどな継

表鎌癖毫藏栄爵に有意差が見られた項鍵

　　　　　　漣》備考の欝〉米は、馨本｛揺蕩帝》潮来蟹｛ナッシュビル毒）よ穆も有

　　　　　　意に多憂てとを表す．以下賊

が一番多かったが、ナッシュビル市の場合は野鶴で語勢、凄絶のことを議すまことの方がより多かった。ま

たぎ友達の家に泊まる」は、ギよくあるまrときどきある倭を合わせると、男子は福島市解2L編なのに対して、

ナッシュどル市ではその3倍の綴霧に達していた毒女子も、同様に福島市が2獄脳なのに対して、ナッシュビ

ル市の場合は3倍以上の箆灘こ達してお夢、ナッシ蕊ピル市では気軽に友達の家に外泊している。またダ物の

貸し借切も、男女とも福島市よ勢もナッシ筑どル市の方ぶ有意に多かった．さらにr将来のことを話すjも福

島市よ参ナッシュビル市の場合溺有意に多く、よ籔濃密な友人関係を結んでいる．

一方、陳や親の不満や膨みを議す達ことぷ、rほとんどないまと昼吝した者は、福島市の男子で畿3麗・女子

で獄鑛と、ナッシ鑑ビル畜よ粉も有意に多かった．前記の蔚でも見られたように。福島市の男子の場合・多

くめ者が悩みを誰にも相談出来なも畷独な状混におかれていることが飼われる（表9憩参照〉・

有意差の水準 備　考

β〈．倉。圭 登ぐ磁 欝く萬

圭．州緒に遊んで舗を過ごす G 繋＞豪

孔門緒に綾強する ○ 米＞欝

嵐電器で議をする O 来＞難

籔具縫韓ことを議す G 来〉欝

載家や親の不満や悩みを話言 O 米＞韓

乳学咬や態の友人の不満や慰みを議す 0 賛＞来
書．将来のことを話ず ○ 来〉β

猛お金や大轍御する 0 来〉疑

繊無熱争った擁ナんかした婆する o 米＞舞

魏友達の家に泊まる 0 米＞β

瞬あなたの趣味や好きな活動は何ですか．催数酪）

隠癒諺

男子では多墾噸に①ゼテレビゲームをするメ（繊錨）、②鰻画を読む達（鑑磯｝。③彰テレビやビデオを見る3

（鉱翻、④以選一ツをするま｛銘．総、⑤培楽を聴く3（灘鑛｝藩上位5位を占めてい丸覇様に女子は・

上位から①辱レビやビデオを見る3（管．8纂）、②贖い物をす嶺（瓢編〉、③階楽を聴く墨（74・3紛・㊧履
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面を読むま級．鋭）、⑤取ポーツをするま（53．禰の顯であった。男女合わせた全体では、①ドテレビやビデ

オを見るま（践筏）、②鰻画を読む3（箆25）、③暗楽を聴く3織．8暢、④rスポーツをする達鰹．3紛、⑤

ゼテレビゲームをするま㈱．艦〉の顯で上位5位を占めていた。男女別では、rスポーツをするμスポーツを見

に行く戸釣舅ギテレどゲー勾については、有意に男子が多かった噂逆に、ゼ音楽を聴くμ楽器を演奏する達

ギ歌を歌うμ絵や漫画を描くまヂ電謡で籍す達ぎ料現1ヂ買継物は、有意に女子が多かった。

　　　輩ス選一㍗をずる辮

　　2，ス潔一ツを艶紅霧く桝

　　　　Sハイキング紅費く

　　　　　寮．鈴蓼をす考鋳紳

　　無．学垂！ビやビデオ宏轟轟寧

　　　　　韓．敦霧鶴舞行く

　　？．テむビゲームを重患癖撫

　　欝．ゲームセンター総懸《寧

　　　　　鋒、濤楽を穂く絆傘

　　　緯．楽器を簾奏する榊

舞、鞍を歌う｛毒3激ケを除く勤降旗

　　　鐙、おうオケ舞穏《辮

　　　　　織．護簗を魏む

　舞．漫甕雛熱傷本を績む纏

　　　欝．維鱗漫擁を蜂く獅瞭

　　　　纏．驚毯で籍す単線

　　　　鐸バソ雛ンを婁矯

　　　　鰺麟蓑を掌る嚇雛

　　　簿．鍵塾物を亨姦剃瞭

　　　　　箆．繁蓬毯紅掃く

　　　　　　禦、教会給費く

　　　　　　　箆．そめ難

難 籔 毒癖癖　　　　耀導　　　　2霜露　　　　甕導轡　　　　鋪曝　　　　3毒籍　　　　着

欝
亥
欝
鑓

毎｛

岳

蟹《麟ト｛趣鎌や碧きな落勢（福島霧）

　　　嘩．ス撚一撃を零蚕纏毒

　　2ス潔癖ツを舞1こ講く剰峰

　　　3．ノ、イキングに無く婚

　　　　　4．釣鯵をする榊

　　§．テシビ轡ビデオを灘る

　　　　窃．雛穰鐘に難く鋼瞭

　　了．テレビゲームを塗る韓嶺

　＆ゲームセンター鵜霧《縦

　　　　　奪．響楽を驚く鋼麟

　　　欝．楽難を灘嚢掌る辮

讐、歌を歌う｛力等重壁を除く》鱗

　　　　雀2滋う建ケ華こ籔く毒

　　　　　鐙、濃霧壱鰹む毒

　　擁、覆欝級餐綴本を驚む

　　　　1翻陰鱗漫籔を懲く

　　　　播．鷺餐で翻す韓権

　　　　凄気バソ糞ンを塗る

　　　　魑一睡嚢を重る榊

　　　欝．嚢群舞をずる毒舞

　　　盗癖．繁華街鶴舞く紳毒

　　　　　難．教会鶴舞く纏

　　　　　　　誠．そ雛難

馨 ｛簿　　　　蒙癖馨　　　　重総　　　　2綴峯　　　葉暴露　　　　鋤　　　　難穂　　　　櫛

舞
衣
纏
縫

蟹綴ト2．趣壕や婬きな活動｛ナッシュビル霧）

注〉＊は男女擬の有意差を表す鋒 獅く．奪G王シ＊＊茎｝く艇掌墾く．偽
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　1ナツシ甑ビル布達

　男子では、①ぎスポーツをするま鱗．講）、②ギ音

楽を聴く」（箆鑛）、③ぎテレビやビデオを見る3

（箆護）、④ギテレビゲームをする」（69．5％｝、⑤

映錘館に行くま（風雅）ぷ、上位5位となってい

た．講様に女子は、①培楽を聴く篠（絵鮒．②

ギ繁華街に行くま（雛鑛〉、③ギ映画鐘に行く3

（絵錨〉、④電器で話窮鱗．8沿．⑤弩レビ

やビデオを見る」（紘3沿、⑤ぎ買い物をする達

（醗錨）斑L位5位を占め、いずれも繍を超え

てい丸男女を合わせた全体では、①ぎ音楽を聴くま

（85．錨〉、②浮レビやビデオを見るま｛篭3沿．

③嫉蚕館に行くま（瓢護）、㊧罫繁華街に行心

（捻編｝、⑤電器で話す1㈹．5％）が上位5位を

占め、ゼスポーツをする」｛68．5％｝はわずかな差で

6位だった。男女溺では、ギス潔一ツをするμスポ

ーツを見るまぜテレビゲーム」ぎゲームセンター茎

ゼ漫颪を読むまが有意に男子に多かった。逆に、ボ映

画館に行く戸音楽を聴く戸数を歌うμカラオ

ケ1「電誘で諾すμ買恥物『教会ぺ行く達は．有

意に女子の方演多かった。

表Q賛一1．屋来覆に有意差が見られた壊欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘考

　　　　　　　　　　〆．o麟玉

茎．スぷ一ツをする　　　　　　　　　0

塩ス求一ツを見に行く

畿ハイキングに行く

甑映函館に行く

崇〉澱

　〉難

業＞欝

　＞繋

兼〉欝

β〉崇

繋〉来

注｝権者紛来〉欝捻、緬｛ナッシュビル毒｝解蕎本｛纏島霧》よ蓼も

　龍に多納ことを表》．

藍繭…禰の比興一

．爾毒薬にポテレビゲーム戸スポーツまギ釣り1と

いつ驚屋外での活動は男子に多く、逆にギ音楽を聴

く〆楽器を演奏する重徽を歌う〆絵や漫画を描

く3r料塵1等の屋内での活動や、‘買い物は女子

の方が有意に多かった．旧来鋳で比較すると、ギス

ポーツをするμスポーツを箆に行く戸釣鞠ξ映

海μ管楽を聴くμ歌を歌うμ電話で話す護ギ料

理戸熟潮騒蓄繁華街に行く墨1教会1こ行く凄の鷲

壌熱雲．有意にナッシ藷どル毒の方が多かっ亀逆

に纏島霧の方が多かったのは．ギテレビゲー勾ボゲ

ームセンター3ギカラオケ茎職藏を読む戸漫露を

捲く漆の5項籍であった。海霧を比較すると、ナッ

シュビル叢の方がより慧康的で多様な趣壕や余暇活

動をして継ることが分かる．

　特にβ米の文化的背景の櫓違を反映しているもの

として．磯獲を銃趣や縁ラオケに行く妻は橿

鳥毒に多＜．逆にダ教会に行く壌はナッシュビル畜

に多く．百寮懇に鵜違溺死られた．

麟2あなたは家庭で纏縫、平均してどのくらい勉強

して雛ますか篠｛複数鍵階）

　盗鳥刺

　男子は多い嬢に．①鞭時鋤く鵠編｝、②蓄39

分諜｛25謁紛．③蓄2時霧ま1三5潔嚇の類であった。

女子も、①建縛濾1（39。禰．②鞠分ま（2｝．2嚇、

③稔時鞠｛凱頷駐の縦であった。逆に瞭とん

どして籍な碧と回答した考は、男子で絃鰭、女

子で凱鑛であった轟なお、男女擢1には有意差は見

られなかった轟

　董ナッシ藷どル霧馨

　男子が①駿瑚陶（貿．㈱、②鞠分」鵬銭｝、

③ぎ2編ま｛癒磯｝の嬢であっ鵡女子も①ギ！時

覇⑫蔭．紛．②細分ま｛25．紛、③ぎ2關ま（臓2繋｝

の擬であった辱濁様に多摩とんどしていない3と躍

香した看は勇子で滋鉱女子で溢．磯でつた。勉

強縛郷に絃男女とも大差はなく、祷島翻様、男女

懇に賓謝晃ら油なかった鼻

摘翻曜の比綴

　平均勉麹噂懇陰欝痘とも縫とんど変わらなかった◎

露斎とも葵襲業鐘して篇響多かったのは残聴擁ま

と雛う欝答で、霧島富の勢子で37．鑛、女子で39．7瓢

ナダシ雛どル毒の勇子で貿．郭、女子で26．傷と橿

鳥毒の方が欝ポイント1まど多かった。2時擁以上

勉強すると園等した考纏．擢島霧の勢子で感鋤、

女子で灘．4転ナッシ蕊どル寮の勇子で21．霧、女

子で2三．霧と廷ぽ溺数であっ丸ところが、3時蘭

以上勉強している考絃福島市の歌2蟻こ薄して、ナ

ッシュビル寮は＆鰭で、ナッシュどル富の方が智

慧に多かった毒そして鰍をぎほとんどしていない凄
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と回答した者は、福島市全体でi7，艦、ナッシュビ

ル市全体で22．説と、福島市の方が少なかった（表

嬢2参照）、

　　欝

欝

搬

働

峯灘

糞総

記

　　だ

絆〆威縛詩調殊鴫ノ
響
　　　　　　霞幾組平8の鰯塗舗

轟

小括

　屈居家族は福島市もナッシュビル市も母親との購

居ボー番多かったぶ、父親との同居は福島市の方ぶ

ナッシュビル市よ参38ポイントも高く有意に多か

っ亀福島市でも単身赴任等で父親の同居率は母親

より憩ポイント低かっ鳥ナッシュビル畜の父親

との同居率の低さは、むしろ両親の離婚等によるも

のではないかと、思われる。岡市の第二の相違点は祖

父母との溝居率である．福島市では雛父母との欝居、

いわゆる三穫代家族演全体の三分の“を占めていた

のに対して、ナッシュビル市ではi割未満で有意に

少なかった。逆に、義蓬の父母または義愛の兄弟姉

妹との屈居率は福島市では双方を合わせても綴こ

過ぎなかったのに対して、ナッシ漁ビル市では双方

を合わせると全体の約3割にも達して、有意に多か

ったゆこれは醜の再婚等に伴う新しい家族形慈｛構

成）になっているケースが多いためと思われる．

　以上のことから、福島市が血縁関係による直系家

族を中心に講成されているのに対して、ナッシュビ

ル市では単身の親や義理の父母・兄弟姉妹からなる

複合家族で講成されているといえる．要するに．直

系家族中心の福島市に姥べて、ナッシュビル市では

結合家族淡比較的に多く、家族の徽メンバー潜よ

吟複雑になって熱るといえる、

　家族の中で｛番籍しやすい人として、両市輿こ母

親をトップに、次に兄弟姉妹を多く挙げていた。父

親については、両市とも男子が女子よりも有意に多

く挙げてお蓼、属性である父親を話し相手に挙げて

いる。しかも、ナッシュビル霧の場合は福島市の3

倍も挙げていて有意に多かったムこのことから、父

親との関係は福島市に比べてナッシュビル市の方が

より濃厚であると言える、福島市より購居率は低い

が、その中で緊密な灘系が結ばれているといえる。

逆に福島市では、嗣居はしていても父子驚係は希薄

で、存在感のない父親像解浮かんでくる．

　さらに祖父母を話しやすい人として挙げたのは福

島市ではほとんどいなかったが、ナッシュビル市で

は祖父母を議し頼手に挙げた者が有意に多かった。

しかもナッシュビル市では男子演、岡性である複父

を有意に多く話し相手に挙げて塾たみこのことから、

ナッシュビル市の場合は核家族化が進んでいる中で

も、家族の繋がりは福島市に比べてよ鯵密接である

といえる．逆に福島市の場合は燈父母との三壁代潟

居が多いにもかかわらず、家族の横の繋力遡は希薄

になっているといえる．要するに、鋳居していても

ほとんど相手にされな秘福島市の父や祖父母に対し

て、別居していても議し相手として頼顎こされてい

るナッシュビル市の父や橿父母像が見えてくる．

　そして特嘉すべきことは、福島市では無轡答者が

全体の1警以上もいて、このことが取りも澄さず家

族関係の希薄化を暗示しているようである．

　平肩の会議綱については、父親、母親、兄弟姉

妹、祖父母のいずれとも、ナッシュビル市の方が有

意に多かった，特徴的なことは、両市巽に父親との

会誌が非常に少ないことである、特に女子の場合は

霧島市で4割、ナッシュビル市で6割以上の生徒ぷ

父親との会話撰rほとんどない1と興馨していた。

その反面、両市類こ母親との会誌が一番多く、会議

時間は福島市の男子で3春分、女子で三時間と回答

した者が最も多かった毒これに外してナッシュビル

市では4時間以上と回答した者ぷ最も多く．男女と

も三分の一を占めていた義兄弟姉妹との会器でも、

福島市では3導分から1時間と興答した者が一番多

かった解、ナッシュビル市では襯溝様に4時闘以

上と回答した者が最も多く、男女とも3割を超えて

いた。また繧島市の場合は祖父母との同居者ぷ多恥

にもかかわらず、会話はほとんどなく、あっても諸

分と回答した者が一番多かった。

　これらのことから、福島市よりもナッシュビル市

の方解家族欝係がぷ弩緊密で、そのために会誌暗闘

も憂くなっているといえる。

　休βに家族と過ごす時開についても、男子は福島
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市では2時闘から重時闘というのが一番多かった。

これに対してナッシュビル市では捻特需以上と、

6～圭2鍵繭と躍答した者が一番多かった．逆にぎほ

とんどだいまと回答した者が、繧島斎ではナッシュ

ビル市の3倍もいたむ

　一方女子は繧島毒では6～鷲時講と回答した者

が一番多く．男女講に有意差が見られた。ナッシ藷

ビル市では男子と講様に捻時驚以上と回答した者

が一番多かった6男女合わせた会誌でも擂身毒の鳩

合はi～3時闘と回答した者が全体の約｛欝を占め

ていたが、ナッシュどル布では6～捻鯛．あるい

はそれ以上と回答した者が約単数を占めていた。

　この結果から、家族と過ごす特薦についてもナッ

シュビル斎の方が有意に長く．家譲とよ鯵密接に触

れ合っているといえる、先述したようにナッシ講ど

ル市の生徒の方解福島市の生後に姥べて家族と過ご

す暗闘オ移いために、必然的に家族との会誌時溝も

多くなっているといえる．これに対して、橿鳥毒の

生後事ま平βにおける家族との会籍が少ない上に．沐

麟こ家族と過ごす輔も少なく、一段と家族撰孫が

希薄化しているといえる懲

　家族との関係では福島市もナッシュビル毒もξう

まくいって継るまギまあまあうまくいっている3を

合わせると約8割で、繍に差はなかっ丸逆に

防まくいってないまと回答した者も．海市とも男

女合わせて約3％で濁葛であった。こめことから。

家族欝孫は両審美蝶こ概ね良野で、総にてうまくいっ

ていると雛える壺家族饗係が希薄化して熱る中で。

総導て肯定的な回答をしているということは．生後

たちが冷めた欝で家族を捉えているとも言える。

　贈き合っている友人数については．再憲とも

男女美遷してゼ給人以上茎という回答が一番多か

った。しかも福島市の場合が有意に多かった◆さら

に徳島毒の場合は、男子の方が有意に多かウた。逆

に幾し赫友人がギいないまと略した考は、麟と

も約簾で再霧隠に差は晃られなかった。このこと

から、両市ともに友人数は比較的に多く、交友関係

の権は蕎憲典にかな滲広いと恥える轡

　親し塾友人と知り合った場羨は、再畜とも騎移

クラス3の中で知り合ったケースが最も多かった・

次に福島市ではギ講じクラブや雛まと回答した者

が多かった瀞、ナッシュビル市では縫羨の人まと

國噂した生徒が多かった。聯一ムセンタ》や遊び

鞠で知り合った考は、橿鳥市の場合は男女合わせ

ても約説だったのに難して、ナッシュビル毒では

その7纏以上鈴2蟹もを超えていた、さらに．紅その

鰹の人まを挙げた考も．ナジシ凱ビ幽晦では撥無欝

の3侮であった。

　要するに学鮫｛クラス・鶴活》を中心に友人縣

を結んでいる篠轟斎に鵜して、ナソシまビル市の場

合は学校以外毒場からも友へを得てお纏、活動範遡

や交友罷係の幅が橿鳥市．麟もが：いといえる。

　憾み事の撫談穣手としては欝装輿にξ織性の友

人峯を挙げた考が一番多く．母親がそれに続いてい

た。父親を権凝縮手として挙げた嚢は、海霧とも男

子は女子の2倍以上で、賓意紅多かった姦裏を返せ

ば、女子と父親との藩係が霧常に希薄であると言え

る．またナッシュビル市で絃勢チの3割強．女子の

3割弱が櫓設権手に£轟性の友人三を蟻ぜていたが、

橿鳥市ではその三分吟一から二分の一で有意に少な

かった帰このことから、ナッシュどル市の婚合が男

女欝の交際もオーブンで広く．ごく一般的に行われ

ていることが分かる．

　そして相談嬢手に学校の教師やスクールカウンセ

ラーを挙げた者は擁市井に非常に少なく．これらの

專穆家が意外に生後たちに相手にされず、敬遠され

ていることが分かる．生徒にとっては．こうした専

門家よ獅ま、ごく親し墾、、身選な人が援談籟手になり

やすく．気軽に権談できるめであろう葎

　躍矯藤なのは篠ξ錐毒こも相談しないまと回答した者

で、ナッシュどル毒では1割弱％だったのに対して

橿鳥市ではその3驚もいた。特に霧島毒の男子の場

合は三分一以上の考が．悩み事を雛にも相談しない

で玉人で抱え込んでいる実態が窮ら醒こなった。し

かも薔霧共に．女子よりも勇子の方が有意に多く。

雛にも相談しないで羅綾に醗えて疑る状：況が窮らか

になったφこうした孤独な生後に対するサポートが

必要である。

　親しい友人との活麟で、ξお互いの家に遊びに行

き来するまは福島癒では勢子が有意に多かった。逆

に、ポ電話で話す拝舞牲のことを話す〆家や競¢

下溝や悩みを話すμ学校や飽の友人の不演や悩み

を癒すまは女子が：有意に多かった礁一方ナッシュビ

ル市では．穐話で話すμ家や競の不漁や悩みを繕

すまのみが女子に有毒に多かった。瘡毒とも共通し

て、噂話で話すまぎ家や義の不満や憾みを話す糞は

女子の方が有意に多く、友人霧士で話し合うことに

よってストレスを登激しているものと患われる善

　縫来（蕎寮｝擁で鞘藍勤酵晃られたの絃紛環穏

で．ξ一緒に遊んで遙ごす〆学校や友人の不湊や悩
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みを誌す達の2項穏は福島市の方麟有意に多かった。

逆に、ギ一緒に勉強するμ電話で話す拝異性のこ

とを話す戸家や親の木満や憾みを講ず拝将来のこ

とを話斜影金や物を貸し借啓する拝言い争った移

ケンカした啓する戸友達の家に泊まる達の3項属

についてはナッシュビル霧の方が有意に多かった、

このことからも、ナッシュビル市の方ぶよ移緊密で

広範な友人鍵係を結んでいると蓄える．

　趣味や好きな活動は．男子では、上位5位内にぎテ

レビゲームをする碁テレビやビデオを見る拝スポ

ーツをする罫音楽を聴く3が両市とも共通して入

っていた毒鐸来聞で擦違が見られたのは、繧高嶺で

は2位にゼ漫画を読む肇が挙げられていたのに薄し

て、ナッシ蕊ビル市では5位に映画館に行くまが

入っていた．女子では．ぎテシどやどデオを見る」

覆も・物をする戸音楽を聴くまが両市とも糞還し

て上位5位以内に入っていた．福島市ではこれに擁

えて、穫爾を読むまとギスポーツをする墨が入っ

てい丸ナッシュビル市では、嗣櫨こボ繁華街に行

く戸電話で話す3が§位以内に入っていた。

　男女聞で有意差が見られたのは、講寮とも共通し

て、ギスポーツをするまギスぷ一ツを見に行く拝鉤

腕ギテレビゲームまについては男子が有意に多か

った。逆に、ギ音楽を聴く戸電誘で話む「買い物

をするまは女子が有意に多かった毒ナッシュビル市

ではこれに換えて、ぎ繁華街に行く拝教会に行くま

が有意に女子に多かった。

　縫米（薦帝）闘で有意差が見られたのは鰺項縫

で、ξテレビゲーム3ギゲームセンターまボカラオ

ケまギ漫蚕を読むまぎ絵や漫穰を描く屡の5項欝は橿

鳥市の方が有意に多かづた轟これに対して、ギスポ

ーツをするμスポーツを見に行くまギハイキン擁

映画パ音楽を聴くま轍を歌う｛カラオケを除

く）戸電話で籍す藩ギ料理壇継物拝繁華街に行

く墜ギ教会に行くまの雄項嚢はナッシュビル霧の方

が有意に多かったふ

　雨霧巽に男子は屋躰での活動漢多く、逆に女子は

屋内での活動や壇い物拝繁華街に行くまが多か

った．さらに縫来の文化的な背景の相違を反映して

いると思われるものには、橿鳥憲では漫錘を読んだ

リカラオケに行く生後瀞多く、逆に教会郵こ行くのは

ナッシ藷ピル毒の生徒が窪倒的に多かった』福島市

で繁繭維銭こ行く生徒が少なかったのは、議査の薄象

となった生後の居建地が毒内金繊こわたっているこ

とと、橿鳥霧窪韓瀞小規模都蜜で繁華街そのものが
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少ないためと患われる。

　総じて両市共に．スポーツをしたりハイキングや

釣穆に行くといった屋外で活動する生徒よ管も、家

でテレビやビデオを見た参、テレビゲームをした塾、

音楽を穂恥た鯵．パソ3ンや料理をした穆、電議で

友達と議した参する等の、屋内で活動する生徒が多

いこと溝分かる。

　平轟の鯉醐は、両姦とも一番多かったのむま：男

女巽通して経時覆まという回答であったゆ次に、

彰30分ま、ギ2時間達の顯で両市とも共通して雛た¢

ギi時鐡は福島市の方ぷ有意に多かったが、ギ3時

間以封は逆にナッシュビル毒ぷ多かった。一方、

ほとんど鯵強していない生徒は繧島市で鰺．磯、ナ

ッシュビル市で22．錫とそれぞれ全体の約2割で．

講禰に大差はなかった。中学2年生ということも

あるかも知れないが、意外に勉強時講は少なく、と

りたてて福島毒の生徒が勉強に追われて忙しいとは

言えないようである．



3－2　生徒用アンケート（問題行動）

　ヂ無回答．不遜駐を含めたアンケートの集計結果は、

巻末の付録に薮録してある。

　各蘭ごとに、福島市とナッシュビル市閥のギ無遽答。

不明」が大きく変動しているので、本節では多難画答、

不晦を除籍た有効駆答にもとづき記載する・なお、

Q欝からQ鍵までの検定はカイ2乗検定によるもの

で、（無心は倉．圭％水準、（紳〉は隻％水準、（⇒は5％

水準の危険率をしめす。

Q舞あなたは中学生になってから、学校に行くのがい

やになったことがあ琴ますか。

％
轡
馨
跨
紛
3
鯵
箆
纏
。

輿｛｝欝学校に行くのが嫌になること

　
勢
女
認
　
欝
　
蹄

勇
　
う
索
朧
　
騨
　
締

雪

翻

【福島市肇

　この闘いに薄しギよくある」と答えたのは欝憾％（男

i4．§％、女鴛．ε％）で、ギときどきある」が2態懸％、

ギたまにあるまが鐙．G％、「まったくない誰が圭載7％

（男鎗．8％、女鴛．4％）となる、性差があり、「よく

ある淫もヂまったくない」も、ともに男子に多い（繋㌔

「よくある凄ギときどきある」を足すと33惑％（男

33．2％、女34．1％｝の生麓が、不登校気分を共有して

いる。とくに注冒すべきは、学校に行くのがいやにな

ることがゼよくある誰と答えて駆る欝港％もの男女生

経である。この生徒たちは、不登校気分をもちつつも

登校をつづけているが、不登校のきっかけとなる不快

な出来事があったり、登校を勢機づけても、る要因が減

少するなどの状況の変化によ参、容易に不登校に陥る

薄謝生の高熱不登校予備軍と考えることができる。

【ナッシュビル市匪

　ヂよくあるまという回答は鰺．3％（男主乳8％、女

鰺．7％）であり、ゼときどきある3鐙．3％、ボたまにあ

る凄34．6％、ギまったくない誰2？．8％となるφ性差絃な

い難「よくある藩ギときどきある遷を合わせると37憾％

（男36．4％、女38．難％）の峯縫が、墾登校気分を共有

している尋性差はな鑑㌔

【誘市懇の比較｝

　爾市の中学生麹で、ともに3～4欝弱の生後が不登

校気分を共有している点は共速しているが．両毒縄で

はゲルーブ構成に差がある｛辮｝むナヅシュピル毒の

場合、ギよくある〆ときどきある」という率登絞繁分

の高い群と「たま紅ある講という申麹群．率難技気分

がギまったくな雛3という欝がほぼ3等分されて駆る癖

それに難し福島霧の場合．不登校繁分の高い群纏ナッ

シェピル毒と縄梯の髭寧だが、串綴露箏が事故近くもあ

り、不登垂交気分がボまったぐなも彗と墾う群が全鉢の

管％にすぎず、ナッシ潔ビ簿辮の路％と比べて少な籍

ことが注9される。換言すれぱ、程度には差があるも

のの、ゼ学校毒こ行くのが嫌だ3という拳蟹絞気分をもつ

生後の割台が福島撫では8灘以北と多いことがわかる鎌

Q鱗学校に行くのが継やになったの嚢ま、どう籍う理由か

らですか◎｛複数塗管｝

　この糧について纏、樵島毒では全鰹が縷吝したが。

ナヅシ藷ピル毒での繕箸には2馨．纏％もの無極答があ

・つた懲それぞれの％絃．袴魍答をした生徒のうち、

各項縁にOをつ纏た生徒の髭率を示している◎

ζ福島劒

　学校に行くのがいやになった理由を複数痙答で難獅

た結果が、豪儀4である疹男女全体で多い嚢に並べる

と、①ド勉強がきらい123．2％｛努28漣％㌦女3翫馨％》

がもっとも多く、②ぎ友だちとうまくいかな裕32翫3％

（男舞．§％、女欝、董％）梅③ギ先生がきらい32翫7％

（男雛．2％．女24．3％｝、④ボ体の養子がわる継3舞悉％

｛勇2癖．蓼％．女22．7％｝．⑤ギ特に環虚纏な獅32概＆％

（男22か奪％、女鰺．7％｝、の蟻‘こなる癖ギ友だちとうま

くいかない漆｛嶺｝、ギ授業がわからないパ鍵｝という

理由をあ握るの絃．勇ぞより女子のほうが多い癖

　権轟華の車掌生が学牧に行くのが嫌になる主教理由

は、圭｝勉強鎌継や学習欝難（勉強がきらい。投薬が

わからな恥）、2｝鋤での舞人擬鎌の磯｛友だち

とうまく籍かな塾触先生がきら籍｝、3｝校難や轍

への下灘や黄塵《校難に不満がある．学校の撒が

負i逡｝などであむ、イジメや掌紋恐蜂・縫との分離不

安・彎入恐怖などの紳経産的理窃纏少ない継ボ体の舞華

がわるい3ボ特に理趣纏な継誰ギその糖きなど・畷纏な

理趣繧な獅が学校に行くのが剣鷹と獅う生塗が少数く

と擁一2鰍縄華この解織か⑳の数の瓢・
カや怠学傾向をもつ毒が舎ま義ている罵雛があ参》　i
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表Q醤学校に行くのが嫌になった理由（複数鐵答）

ぎ毒〈N竺33？〉 藩毒 （翼翼5§2） 嚢斎の

男 女　　性差 謙 男 女　　縫差 計 鎌
友だちにいじめられる 4．？ 4．2 4．5 圭3．§ 欝．粟 i2．馨

辮
友だちとう豪く騒かない 鍵．舞 3纏．裏　繕 25．3 23．4 2違．3 霧．隻

先生がきら躰 2玉．2 2養．馨 22．7 §愈．§ 4？．書 4警．峯

辮
勉強がきらい 隠．爆 3騒．奪 2嚢．2 52．｛｝ 48．§ 5毒．3

辮
授業がわからない 雛．5 鰺．3　聯 茎4、8 2倉．§ 2§．5　嶺 25．2 辮
学校に行くのがこわくて不安 2．＄ 3．？ 3．3 6．2 婆．馨 5．宝

人と議すのがこわい 2．§ 3．？ 3．董 4．倉 2．き 3．3

体の調子がわる雛 2｛｝さ§ 22．7 2茎．8 縫」 翫マ 欝．？

辮
家庭がおもしろくない 2．4 3．2 2．3 碁．2 嚢．7 警．馨

辮
学校の外におもしろいことがある 4．警 5．？ 5．3 42．藝 32．？ 3？．§

講
親と躍れたくない 群．癖 β．2 o．重 ？．嚢 7．2 窒．三

辮
纐彗に不満がある 叢4、§ 絡．警 圭5．？ 35．2 34．§ 蕊．馨

繕
学校の部活動が負担 董2．2 露．8 董3．9 5．慧 2．2　旗 3．3

辮
特に理由がない 22．警 鰺．？ 2§．3 欝．馨 25．5 25．姦

その難 欝．8 捻．圭 縫．9 重5．8 2馨．轟　繊 2望．2
辮

学校ぎらいの理由渉不明確なだけに、鰐癒が難し輪

生徒群と推測される◎

【ナヅシュピル毒聾

　男女全体で多い順に並べると、①ギ勉強がきら毛彗

50、3％（男52．轡％．女48．6％）、②ボ先生がきらいま

鰍4％（男50瀞％、女4§．4％）、，③ギ学校の外にお

もしろいことがあるま37．轟％｛男42．簸％、女32．7％〉．

σ校則に不満がある舜5．倉％（男35．2％、女3塩警％）、

⑤ギ特1に理由はない鐸5．§％（男25．β％、女2翫5％〉、

などとなる。性差があり、ヂ授業がわからないまは女

子に多く（零〉、「部活動が負担まは男子に多い（＊）ウ

　ナッシュビル市では、学校に行くのが嫌になる主

な理由は．1｝勉強嫌いや学習覆難（勉強がきらい．

授業がわからない）、2）学校内での薄人関係の墨難

（友だちとうまくいかな魏．先生がきら輪）、3｝校

則への不満（纐彗に不満がある）のほか、4）「学校

の外におもしろいことがある達が4割弱もあること

が目立つ。

【爾市闘の批較1

　福島市でもナ饗シュピル斎でも．ギ勉強ぎらい」や

「授業がわからなも彗ことが、学校ぎらいの第1の

理由としてあげられている」勉強鎌きらい〆授業

がわからない」という理由をあげる生徒の割合は・

福島市よ参もナヅシュピル毒のほうが多難｛辮㌔

r先生がきらい」なことも学凌ぎらいとなる大きな

要透で、福島霧では2割強．ナ響シュビル癒では約

5割にもの繧る辱ギ先生がきらい」という割合も、ナ

ヅシュビル市のほうが多い（辮％福島市、ナッシ

ュビル市ともに4人に重人の生経がギ友だちとうま

く嘉かない」ことを学校ぎらいの理由にあげており、

友人関係も重要な要翼であることがうかがえる・

　ヂ学校の外におもしろいことがある」という蓬由

は、福島市が5．3％であるのに薄し、ナヅシュビル

毒では3？．書％と7落ちかくもあるのが注縫される⇔

学校の外のギおもしろいことまが具体的にどういう

ことを指すのか、来調査でわからない。ギ校則に不満

がある」が、福島市よりもナヅシェビル市で2焙以

上も多いことは、意外な結果である、福島市にお継

てド学校の部活動が負担まというのが欝．§％ある¢

これも部活動のあり方を考えるうえで．無視できな

い数といえる。

　福島市、ナッシュビル毒に共通してボ授業がわか

らない〆先生がきらい〆勉強がきらい諜と魏う学

校健が改善する余地のある要翼と、ヂ友人関係の園

難」という、最近の子どもに捲摘されている薄人的

スキルの低下による生徒鍵の要石が重なりあって

「学校ぎらいまを生み出していることが示唆される脅

Q碍学校に行くのがいやなったとき、あなた嫁どうし

ましたか。

　ヂ学絞に行くのが鎌になった漆という不登校気分

が、実際の不登校という行動選撫こどう関係するの

かを調べるための設題である。

【福島剃

　この問に薄して、①ギー度も休んだことがない」

という回答が75．6％（男75．5％、女篇．7％）でも
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つとも多く、②縫～6縫くらい休んだま王3．3％傷

王2．4％、女王4．3％〉、③確刻や孚退をしたが、休

まなかった3§．4％（男鎗．3％、女8．5％）がこれに

次ぐ癖④「圭～3週間くらい休んだ3と答えた生捷

は圭．4％（圭．5男％、女ま．3％）、⑤残ゲ月以よ休

んだ」はG．3％（男馨．3％、女§．3％｝にすぎなも㌔

性差はない。

％
総
総
鯵
麓
鰺
馨

　
茎

磨Q総学校が嫌になったとき，どうしましたか

　　　（ぎ市潜想掌総，熱電麟零5雛》

濫鵬軽
羅㌶瀞女・

ノ！ノ〆！
1ナッシュビル辮藁

　有効躍答のなかでは、①q～69くらい休んだま

が5玉．重％（男4§．2％、女犯．§％）でもっとも多く、

②ギ遅刻や早退をしたが、休まなかったま鎗．纏％｛男

器．§％、女欝．8％）がこれに次ぐ¢さらに③ギー度

も休んだことがない盛4．4％（勇猛．3％、女王3．9％｝、

④ヂi～3逼麗くら継体んだま簸．4％（男紛．3％、

女i2．4％｝．⑤磯ヶ月以上休んだま2．霧％（男2．茎％、

女3．重％）と続く癖性差はないφ

繭姦闘の撫較董

　福島毒とナッシュビル斎の生徒の鍵には．不登校

気分に対する反癒の延方に大きな差がある群福島霧

では、学校が嫁になっても「一度も休んだことがな

い〆遅刻や畢退をしたが、休まなかったまを合わせ

て総．O％の生徒夢登校を続紗ているのに越し．ナッ

シュビル毒では薦方を合わせても35．癖％に過ぎず。

縫～6欝くらい休んだ藩と輪う生徒の額含が福島

市の約3．8億q～3遷鷺休んだまが約＆重傷．縫

ケ月以上休んだまが8．7倍とはるかに多い｛錘雛5㌔

この結果でみるかぎり、福島市の生徒のほうがナッ

シ議ビル毒の生徒よむも、学校に行くのが嫌になっ

ても我護づよく登校を続けている様子がうかがえる。

ただ、無蓮をしているぶん福島毒の生徳まストレス

を溜め込んでいる可能性も護く、生後のメンタ疹ヘ

ルスや問題行動との醗連から懸念される。

螢6中学生になづてから、あなたはクラスの申で次の

ようないじめを経験し窪したか．

【福島赫

　図Q総は、どういう形態のずジメを経験したこと

があるかを示している。

　福島霧の中学生が体験したいじめは、⑳ギ悪饗を

言ったり、からかう35嚢、8％（雛磁．3％．女認．2％｝

がもっとも多く、②ギ無窮したり、伸鵜はず戯に蜜

る334、轟％｛男雛．糞％．女3？．3％〉．③ギ殺った触梅

蹴ったりする3欝．3％｛男32．3％、女5．玉％｝．④ギ言

葉で脅す」碧．2％｛勢25．ε％、爽捻．5％｝、⑤ギ持

ち物を隠す3鱒．§％（欝欝．3％、女｝乞3％｝の蟻に

なる轟

　もっとも多毛㌃いじめの形態であるボ悪鷺．からか

継までは有意な性差はない導女チに多いのは£無視

したり、聾禦騰れにするパ男：女鑑隻窪。跨であ

り、男子の方に多いのはギ殴ったり、躍ったりする凄

（男：女雛纏．5窪｝．ギ薄葉で脅す誰（男：女子塗2瀞：

茎》、ポ持ち物を議す」｛勇：女難｝．§窪｝．ザ持ち物を

汚したり壊す」｛男：女饗7．5：舞、ギ人が嫌がること

を無理にさせる渉（男：女賊叢．4：赫、ド使駆走りをさ

せるま（男：女業2．2：三｝、ド着ている物を騰がすま

（男：女駕3．5：玉｝などであるむ女子で絃ギ無権

伸澱まずれ」といった驚神的ない惨めが多いのに対

し，男子ではギ殴る・鑓る3ギ着ている物を脱がす誰

といった身体的な暴力が多い領海がある礁

鮎
銭箱

縁Q絡も蝿あめの継験

麓

鰺

馨薪姦

。饗癖
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ヂ

　
　
　
　
ヂ

｛ナッシュビル撫｝

　イジメの形態で多い饗に並べると、①ギ懸嚢を言

ったり、からかう」雛、5％｛男雛．奪％、女？7瀞％｝．

がもっとも多く、②撫擁したり．鈴懸はず義にす．

るま72．4％（勇72．3％蔓女72露％紮③薪持ち物を・

隠す」55．凄％｛勇擁．｛｝％、女4？。5％｝、④ず8葉で一

脅す」55．2％傷5鰯％．女5L2％｝、⑤ギ殴った1

り、蹴ったりするま54灘％｛男雛瀞％鬼女4乳3％》『

と続く。な1お梅ギ釈継る物を騰がすま纏葵籔マ繧病

除外したぎ

鱒



表Q纏中学生になってから、クラスの中で次のようないじめを経験し家したか

F南　（蕪483僧宝） 欝南　（N出§2解鋤
いじめの形態 性溺 した　された蘭方ある 計 腱 した　　された　両方ある　　計 腱

薦毒の

ﾈ較

無幌，仲閣外れ

’男

洛
ｪ

重察．3　　　　魂．懇　　　　　重｛｝．3

T．倉　鎗．7　　嚢．§

d5．霧　8．暴　　3．嚢

3圭．亙

Rマ．3

艨D馨

1樽

Q

欝．？　　董7．2　　2荏．4　？2．3

I．嚢　焉．8　　28．嚢箆．軽
�D2　　総．5　　2碁．7？2．垂 辮

悪婦からかい
男
女
欝

27．婆　欝．5　　23．4
Q婆轍魂　　　隻4．重　　　　　重馨．撃

增D§　茎2．3　　2圭．§

綴．3

T8．2

凵D8

25．§　董3．茎　　鰯．嚢雛．警
Q2．塁　　　　蓋？贈2　　　　　38．｛｝　　？7．§

Q婆．三　茎5．2　　42．28圭．轟

3辮

持物を隠す
男
女
欝

萎．5　　？．8　　　§．癖

氈D8　3．？　　　馨．慧

R．7　　3．8　　　3．遂

鐙．3

¥2．3

T．§

達榊

Q

27．感　i4‘7　　雛．登§4．馨
d5．4　　　　茎2．2　　　　　玉｛多．嚢　　4？．5

¥．董　　　　茎3事婆　　　　　2襲撃§　　5暴卓4

肇辮

辮

持物を汚し壊す
男
女
謙

4．轡　　5．馨　　　馨．§

Q．斐　　5．叢　　　嚢．3

R．圭　　5．3　　　3．4

欝．2

V．暮

�D3

｝辮

ｯ

至2．§　　　　董3噸2　　　　　　奪卓婆　　35畢2

I｝轡§　　　　　≦｝．5　　　　　　3奪2　　23畢藝

兜�H　　　　重重．3　　　　　　§華1　　2§．圭

璽＊纏

繰

言葉で脅す
男
女
欝

警．懲　　慧．3　　　3．3

S．隻　　4．馨　　　3．霧

�D蓉　　碁．5　　　§．圭

25．馨

s2牽5

T．2

垂辮
欝．3　鍵．3　　2§．奪硲．§

T．圭　　重2鼎2　　緯．嚢　5玉．2

x．2　欝．2　　22．＄55．2 織

殿る，蹴る
男
女
誕

鐙．2　7．2　　重5．5

d．馨　　i．3　　　2．3

T．7　　4．§　　　§．舜

32．警

T．重

O§．3

重織

Q

25．馨　　霧3　　2？．馨　綴．3

ｧ懐　　3．5　　絃4　4？．3
Q幣圭　　　　馨．馨　　　　　23意3　　54．｛｝

1纏

辮

金や物を取る
男
女
欝

継。5　　3．3　　　轡．8

o．3　　2．3　　　登．＄

繧S　　2．8　　　馨．

婆．§

R．4

k．愚

圭3．嚢　　縫．5　　馨．2　3三．纏

e．マ　欝．7　　5．422．3
T．圭　鍍．茎　　蚤．327．嬢

達零

辮

着物を鋭がす
男
女
詳

2．霧　　3．癖　　　3．3

繧T　　婁．3　　　駐．8

s．繧　　2．2　　　2．

窪．圭

Q．轟

T．3

肇繕
翼霧で縷除外

使い走む
男
女
計

4．8　　2．5　　　3．8

O．§　　2．垂　　　圭．3

R．2　　2．3　　　2．δ

至重華圭

T．馨

D8‘茎

茎舞
警．2　　　　　7嘲2　　　　　§亭5　　22・欝

T．馨　　3庸§　　凄．2　董3．7

H．5　　5。2　　5．2　欝．9

1象

繕

嫌な事の無理じい
男
女
欝

3．縁　　4．｛｝　　　4．5

¥．3　　翫7　　　玉、3

Q．窪　　4．8　　　3．2

董2．3

W．8

ｴ．§

肇毒

s

茎§肇暴　　　　3藷4　　　　重3．5　　38．4

s3．重　　　　　3耶7　　　　　叢玉章？　　33．5

S．7　　霧．碁　　重2．§　35．§ 辮

　男女差については．一番多いいじめの形態である

ド悪嬢を奮ったり、からかう」や、ボ無視した参、仲

陽外れにする諜には性差がな秘ゆ

　男子に多い傾拘があるのはド持ち物を隠すま｛男：

女畦．3：圭）．ヂ持ち物を汚したり壊す」（男：女繋

玉．翫重）、ギ殴ったり．鐵つた隣するま（男：女嶺L3：

圭）、ギお金や物を取る3（男：女識圭．を鱒、ギ縫い定

むをさせるま（男：女鑑玉．？：圭）などである噂

【再市間の比較ユ

　いじめの種類や、どういういじめが多いかと雛う

点では、蕎毒聞ともきわめて似かよって耽るφ

　い勧めを経験したという轡答は、福島市よリナッ

シュビル市の中学生のほうが重．4略．8接も多い。福

島市にくらべナ夢シュヒル市でとくに多いのは、

ヂ金や物を取る」麓．8倍）、嚇ち物を隠すま（3。5

倍）、郭大が嫌がることを無珪にさせる」（3護倦）、

ゼ言葉で脅す3⑫．2倍｝、ギ殴肇たり、蹴ったりす

る3⑫．8倍｝などである尊

福島市にくらべナッシュビル斎では．難じめの形態

に性差が少ないことも注置される⑰たとえば徳つ

たり、蹴った参する〆持ち物を汚したり壊す藤とい

う暴力的、破壊的ないじめは福島市では圧倒的に男

子に多いが、ナヅシェビル市では女子にも多い。

斜子あなたは今のクラスの中でぎ糖じめまを目撃したと

き、ど6うように譲る舞いましたか。

【福島司

　一いじめを9撃したとき、①ギ侮もしなかった凄

6馨．6％（男58．§％、女馨2．8％｝という回答がもっと

も多く、②ドとめようとした諜欝．4％（男20．重％、

女i2．2％）、③ギ大人に諾したま麺．5％（男7．圭％、

女雛．4％｝などが続く。④「面白がってみていた誰

6．奪％（勇7．至％、女4、7％）、⑤ギその場から選げた藩

4．7％（男4．4％、女5．G％）．⑥ギいじめに換わった」

玉．嚢％（男2．7％、女子G．9％〉という蟹答は比較約

すくない。

3董．



　いじめを目撃したときの薄処行動には性差があり

（辮）、男子ではぜとめようとしたまく男：女慧L§；

玉）、徳海がってみて魏たま（男：女瓢玉．5：圭〉が

多いのに対し、女子ではヂ大人に話した達（男：女翠

玉：2．のという答か多秘、もっとも多い行動である

「何もしなかった諜には性差がみられな魏（男：女

瓢茎．董：i〉む

【ナヅシュビル毒董

　この悶に外して．①ギ何もしなかった遷と墾う遜

答が34．3％（男38．4％、女3癖．愚％）でもっとも多

く、②ギとめようとした諜32．5％（男32護％、女

32、§％｝．③噛白がってみていた遷鰺．8％傷鉱馨％、

女欝．？％）がこれに続く．④ヂ大人に議し灘総％

（男5輩7％、女欝．2％）．⑤ギその場から逃げた凄生7％

（男2．8％、女§．5％｝、⑥ギいじめに加わった達し7％

（男2．7％、女子O．§％）という罎答はすくない轟

　ド大人に話したま（男：女篇王：L紛、ヂその場から

逃げたま（男：女濯圭：2．3）という回答は女子に多く、

それ以外には顕著な性差はない。

％
欄

瞬

騰

鵜

鵠

Q”いじめを鐵馨したとき、どう振舞ったか

　　　欝市：蕪峨雛，燕市：翼零丁23｝

だ

〆／ノ4避■
【講南開の比較肇

　もっとも目をひくのは、福島市よりもナッシュビ

ル市においては「何もしなかった諜（F毒：醤市謹

1．7：玉）という傍観者的態度が少なく、「とめようと

したま（F南：N寮篇歓2）という稜極的に介入しよ

うとする行動が多華ことである、その一方．ド面白が

ってみて駆た誰（F市：難事鴬数3．◎と観客的な態

度もナッシュビル毒の中学生に目立つφ

　換言すれば、福島毒ではβ割の生徒が恥じめに遭

遇し《も傍観考彰な態度をと靱2割弱の生徒が鑑

あようとするというように、大多数の傍観者と少数

の食み者≧語うぐあいに大きく2群に分か翻る脅勢

っ南砂シユψ賄の飴は・鰯礪観考試
めようとすお3割の介入者、面白がって見ている2

割の観客が三つ琶になって、いじめの場面に各人が

積極的に関与する傾海がうかがえる⇔

O総中学生の次のような行為についてどのようにお

考えですか。

　この設縫では．27項蓑にわたる．いわゆるヂ問題

行動逢について．中学生自身がどのような善悪の極

値縄断をして継るかを調べている｛表Q欝畷、表Q

鰺ぞ）織なお、現地の事情から、一郎の賞賜項目を英

語版から除外している。

重．学校をさ繧る　2．学校にどうしても行けない

【福島毒筆

　いずれも不登校に麗する設麗であるが、ヂ学校を

さぼる凄ことに録しては、紅とても悪いま2纏・璽％｛男

31．奪％．女鹿．◎％｝、ギ悪い」44惑％を合わせると

箆．§％（男鷺．§％、女？轟．2％）の生徒が悪いという

認識をしめす難いっほうヂ学校にどうしても行けな

い藩という場合については男女とも寛容で、薪それほ

ど悪くない擁4．5％、ギ悪くない」雛．5％｛男3L2％、

女雛．9％）を合わせると驚．轟％（男72。7％。女

徳．癒％｝の生徒が悪くないと回答している⑬性差が

あ鯵、不登校に麗しては、女子のほうが男子よりも

寛容な態度をしめす（辮〉。

【ナッシュビル市｝

　ギ学校をさぼるまことに録しては、ギとても悪い3

認．玉％（男菊．！％、女38．3％）．ギ悪いま34澄％を合

わせると73．7％（男73．2％、女7嵐3％）の生後が

悪いと答えて継るゆいっぽう「学校にどうしても背

けない」と雛う場合については。ドそれほど悪くな

い」雛．圭％、ゼ悪くない雄24．5％（男2駄3％。女

30．茎％）を合わせると45港％（男子52瀞％、女子

3§．窪％）の生徒が悪くないと蟹答している。

　牽絞をさぼることには男女とも？割以上が悪いこ

とだとの認識をしめすが、どうしても行纏ないとい

う場合には、男子のほうが女子よりも許容的な態度

をしめす（蓼繋）。

【両市闘の髭較1

　ギ学校をさ繧る」ことについては。福島斎でもナ

ッシュビル群でも男女とも7蟹ちか魏生経が悪難こ

とだと雛う認識をしめしている癖しかし・ゼ学校にど

うしても行書ラない藩ことについては、福島市では『と

ても悪恥∬悪い誰を合わせて24毒％の生徒が悪い

と答薫る一方、ギそれほど悪くないまギ悪くない」を『

合わせて霧．纏％の生徒が・悪く．な雛と是認する態度．

をしめす。一方、ナヅシュピル霧では、ゼとても悪いま
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表麟3一婁中学生の次のような行為につ継て．どのように考えますか（その鱗

茎鴬とても悪い

2業悪い

3灘それほど悪くない

4茸悪くなも・

毒警く｛｝、蕊　　纏峯》く翫綴　　鞠く象蓼麟i

F斎雛篇3鐙講鋤 N窮｛鐸瓢728一簸） 再毒の

性騒舞 玉 2 3 4　性差 i 2 3 婆 燧 轍
学校をさぼる

男
女

3董灘

Q馨．懇

臆寿

T登．2

2麟．3

Q4．碁

敬
7
　
董
辮
象
2

嶋、董

R8．3

33．i

I．倉

欝愚

ﾋ．5

臓2
福Q

詩 2鯖 44．5 22博 7。む 3歌主 34．§ 圭乳§ ＆7 繕

学校にどうしても行けない
男
女

茎3．4

･2

欝1§

高R

駁．5

S73

3
箆
　
麺
3
叢
薄

27』纏

R玉．9

2麟．碁

Q8．暴

22』了

c5
鱒．3

噤p．三 鰺

謙 3．嚢 轟藁 44あ 3圭．§ 2黛、き 24灘 2圭．ま 24愚 辮

学校で飽人をいじめる

男
女

総．5

･．3

36．3

R3愚

薮馨

E了

包茎

ﾇ．5

44．了

T4悉

3玉．馨

Q8憾

玉4．5

ﾇ3
繊3

福V
養

謙 58滲 3難癖 4憾 認 4駄縁 隠．7 雄β 絃7 榊
男 33．δ 45．2 絡瀞 窪3 圭駄奪 242 33護 鎗．5

麹授業中，席を離れる 女 27．2 4翫懸 漁馨 嵐2 箆．至 董73 4象2 2乳9

欝 鎗．5 47諜 欝£ 生麓 鳳4 2酵澄 認．5 25．3 辮
男 44、籔 3象奪 難溶 籔奮 認．6 欝．3 23．2 泌嚢

魏騒いで授業を鋳害する 女 44．2 憩瀞 叢2曝 激2 玉7．7 3乳倉 鎗．2 繊懸

誕 44．5 39』曾 董2窪 敬慕 23．懸 麓．2 鴉澄 欝澄 辮

友人を脅し暴力をふるう
男
女

ε4．3

ﾍ．麟

謁．5

s8毒

象3

ｸ
重
書
麹
a
2

慧2．藝

ﾃ◎．了

25．嚢

�D蕊

簸．至

�D3

滋3
ﾌ登

誕 難．馨 24寿 a3 2．圭 56．＄ 22瀞 簸．2 歎蒙 繕
男 §3．7 2鑑§ 薮2 嵐§ 縫、5 重2諜 駄6 織8

先生を脅し暴力をふるう 女 穫華、圭 24灘 翫7 3．2 総．8 玉織3 ＆8 鰺．馨

謙 総、3 2畿4 噺碁 歌蓼 衡．？ 嫉3 3．2 雄．＄ 轍
男 4乳2 4矯 鼠3 歌主 猫．§ 29鷹 三王2 慧§

学校の物を壊す 女 45．玉 4薮！ 乳容 焦2 鉛．5 33．3 董｛濾 羅5
欝 絡諜 432 銭轡 象㌘ 4畿6 3董3 凱5 縫愚 榊
男 §3．3 23忍 ＆3 生薮 碁子、了 圭5．1 難£ 蕊4

タバ3を毅う 女 63．互 2箆 鼠子 敬2 弱．2 欝．7 難壁王 鷲灘

欝 藝3、2 25．5 乳5 籔嚢 58．5 茎乳懸 茎王、4 欝、2 榊
男 53．2 2乳馨 紙筆 歎警 総．3 織癖 玉無｝ 欝．7

滋やど一ルを飲む 女 53．4 聡洛 圭4．馨 3．嚢 難3．霧 圭3．4 礁2 圭2鼻碁

欝 53．3 27澄 欝．警 感嚢 雛．玉 1生5 難．圭 蓋3．玉

辮

シンナーや薬を乱超する
男
女

綴．奪

W3．3

圭3愚

M31霧

乳窪

Mマ

2蔭

}2

衡．4

T．馨

！乳玉

Y藩

3．2

ﾇ5

歪4．4

z了
｝

舞 縫．蓬 織了 歪β 乳4 穫｝．8 玉器｝ 薮8 蕪．4 辮
男 雛．奪 三3毒 鏡 2．4 5乳3

t．2

董歌登

ﾙ…

蟹短

ﾌ8
嫉3
¥2．8麻薬や覚醒離を使駕する 女 84．4 鐵ま 織了 茎．？

欝 麗．㌘ 織3 董3 撚 綴．4 瓢5 9．藝 欝．碁

辮
潔ルノ縮誘やアダルト

rデオを見る

男
女
欝

32．慧

ｨ．圭

R5．警

2鼠舞

Q篇
Q繧7

鉱了

Q3£

Q蓋．7

三絃§

z§
I§

英語蔽では鉄鉢

ド悪い漆を合わせて54．4％の生徒が悪恥と答え。

「それほど悪くない藩ゼ悪くないまを合わせた

45．6％を上まわっている癖不登校に関しては、ナヅ

シュビル市の生徒のほうが福島市の生徒よ参も、い

っそう厳しい見方をしている彗

3．学校で他人をいじめる

【福島刺

　いじめに臠しては、ギとても悪い諜58．§％（男

56．5％、女雛．3％）、薪悪いま35．O％を合わせると

93．3％（男銘．8％、女籔．8％）もの鑑欝的多数の生

徒が悪いことだと答えている。一方、ドそれほど悪く

ない凄4．4％、ギ悪くな峯、雄L8％を合わせると載2％

（男？．王％、女5．2％）の生徒が悪くないと回答して

いることが注9される。こ論は平均すると、各クラ

スに1～2人は恥じめを肯定する男女生徒がいるこ

とを意味してお参、いじめ発生の火種がどのクラス

にも潜姦していることを示唆している窃性差はないφ

【ナ拶シュピル霧聾

　いじめに臠しては、ギとても悪いま4載8％（男

44．7％、女54．暮％）、ギ悪い誰2翫7％を合わせると

鴨．5％（男75．7％、女83．糠％｝の生徒が悪鞘ことだ

と答えている群一方、ギそれ簸ど悪くない蝉L8％、
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ゼ悪くないま8．7％（男3．8％、女7．7％〉を合わせ

ると2駐．5％《男24．3％、女童7．O％）もの生徒が悪

くないと回答している．性差（纏があ参、ギ悪くな

いまといじめを是認する懇度は男子に多い（勇：女

隷圭．4：圭〉登

【蕨市闘の跳較量

　福島市とナッシュビル毒を比較して一番、欝をひ

くのは、ナヅシュビル驚の中学生のあいだで、いじ

めを「悪くない葺と肯定する生徒が約2割と多いこ

とである。男子では福島事の3．4倍．女子で3．3倍

にもなる嚇

4．授業申に欝もないのに窟を離れる織5．授業中

に騒いで授業を妨害する導

　ともに授業態度に関する設問である．

【福島刺

　授業串に矯もないのに席を離れることに関しては、

ギとても悪い諜鐙．5％（男33．6％、女形．2％）．ギ悪

い誰47．圭％を合わせると貿．β％（男爵溶％．女

鴨．2％）の生徒が悪いと回答している・£それほど悪

くない諜、ヂ悪くない壌4忍％（男4．3％1女4．2％）

を合わせた悪くないという掻答は22．4％｛男21．2％、

女23．8％）となるウ

　授業中に騒いで授業を妨害することについては、

「とても悪も騒44．5％〈男雛．8％、女襲．2％）、ギ悪

い諺33．§％を合わせると§4．4％〈男34・§％．女

84．2％）の生徒が悪いと述べている癖授業申に席を

憐れること以上に、騒魏で授業を妨害するほうが悪

い行為だと多くの生徒が認識していることがわかる・．

性差はない。

【ナヅシュビル｝

　授業申に罵もないのに席を離臨ることに駕しては、

ゼとても悪いま麺．％（男爵．3％、女難．玉％〉、「悪

いまを合わせても鐙．3％（男墾．圭％、女器．馨％）

にすぎず、ゼそれほど悪くない津38．5％、ド悪くないま

25．3％傷2焦5％、女2乳§％）の合計多3．8％《男

55．駐％、女難．圭％）の拳分程度にすぎない糠男子よ

参女子のほうが、授業申に露を離為ることをゼ悪く

ない」と答える考麟多難（辮）壺

　授業中に騒魏で授業を妨害することについては。

ギとても悪癖鐸3．O％（男28．馨％、女舞．7％）、ヂ悪

いま3§．2％を合わせると弱．2％（男総。§％、女

54．7％｝の生徒が悪難ことだとの諺識をしめす鋤そ

の一方で」そ綴まど悪くない』稔．1％」悪くない諜

韓，3％・｛男三2．欝％．女3．馨％）を合わせると菊．8％

（男3§．！％、女4翫2％）もの生徒が悪くないと答え

ている。騒いで授業を妨害することについても、男

子よりも、女子のほうがド悪くない3と回答してい

る者が多糖（辮）¢

【両市麗の比較達

　福島市では、授業申に罵もなく露を離れることや、

騒駆で授業を妨害することは8割前後の大多数の生

徒が悪いことだと認識している¢しかし逆に言えば、

2割前後の生徒が授業中に離籍したり騒いで授業を

鰭することを悪い行為だと認識していないわけで、

あるいは学級崩壊の危険性もある深刻な事態とみる

べきかもしれなも㌔

　ナッシュビル毒では．授業中に驚がなくても席を

離れることを6割以ま：の生徒が是認し、騒いで授i業

を妨害することに関しても4割もの生徒が憾くな

いまと画吝している・ここに見られる爾市欝の違い

が、たんに授業スタイルの違いを反映するものなの

か、ある雛は授業中のヂ荒れ謹をしめすのかは、今

懸の認査結果だけでは判断できない。

6・友人を脅したり暴力を振るう◎7．先生を脅し

たり暴力を姦るう。8．学校の物を壊す。

　これらの設麗では、友人や教麟への言語的な継し

身体的な暴力と．校内での器物損壊など、攻撃的行

動についての認識を調べようとしている窃

【福島市1

　友人を脅したり暴力を振るうことは、ヂとても悪

い諜7董．癖％（男64．3％、女78澄％Xゼ悪いま24悉％

を合わせると95．§％（男縫．難％、女36．5％｝の生

捷が悪いと答えている」そ撮まど悪くない轟3％。

ボ悪くない32．至％を合わせた悪くないという回答は

4．4％（男5．2％．女3．4％》にすぎない藁

　先生を脅したり暴力を振るうことについては、

ヂとても悪い蚕6．3％（男総．7％、女69ほ％X罫悪

い謙25．4％を合わせると駄7％（男9倉．3％。女

§3．重％〉が悪いと回答している。「それほど悪くな

い錘．5％、ギ悪くな矯3。馨％を合わせた悪くないと

いう回答は8．4％（男窪、7％、女穆瀞％）であるゆf悪

くない3と答える者は男子でやや多いが。統計的に

有意ではない。

学校の物を壊すことに関しては。ゼとても悪いま

馨．i％（男47．2％、女45．1％）、ゼ悪い諜43・2％を合

わせると89．3％（男88．7％、女9G忍％｝の生徒が

悪いと観害している、ヂそれほど悪くな恥ま＆群％。

ポ悪くない諜2．7％を合わせた悪くないという醸答は．

雄7％〈男雛．婆％．女2．8％）であるφザ悪くないぎ

と答える者は男子でやや多いが．統計的に有意では“

鍵



ない。

　【ナッシュビル毒蓬

　友人を脅したり暴力を振るうことに関して、ヂと

ても悪い諜5§。8％（男52澄％、女暮O．7％）、ギ悪い」

223％を合わせると79．7％（男78．5％、女給．8％）

の生徒が悪いと懇答しているゆゼそれほど悪くな恥J

iL2％、「悪くない諜警．茎％｛男憩．3％、女7．馨％〉

を合わせた悪くないという回答は2書．3％（男雛．婆％、

女難．2％〉である。性差はな㌻㌔

　先生を脅したり暴力を振るうことについては、

「とても悪い365．7％（男毯．5％．女雛．8％〉、ギ悪

い誘猛．3％を合わせると3暮．駐％（男驚．§％、女

83．重％〉の生徒が悪継と醤答している癖rそれほど悪

くない」8．2％、ド悪くな魏」難．3％（勇捻．8％、女

鐙．酵％）を合わせた悪くないという回答は2纏．β％

（男23．4％、女欝．8％）である。ギ悪くないまとい

う蟹答は男子で多いが、統計的に有意ではなも㌔

　学校の物を壊すことに関しては、ギとても悪いま

43．6％（勇46．§％、女鶴．5％）、ギ悪い」3茎．3％を合

わせると74．警％（男霜．圭％．女73．8％）の生徒が

悪いと回答している。ドそれほど悪くない3欝．5％、

彰悪くない達簸．6％（男茎2．碁％、女鐙．馨％）を合わ

せた悪くないという回答は25．1％（男23．8％、女

26．2％）になる¢性差はない轟

【爾藩閥の比較墨

　福島市の場合、対人的であれ穀物的であれ、破壊

的、攻撃的な行動を9割以上の生徒が悪いことだと

答え、ナッシュビル市でも8割ちかい生徒が悪いと

回答している。雨覆闘の差として目立つ点は、暴力

や破壊をまったく£悪くない諜と答える生徒の割合

である。福島市では暴力に対してギそれほど悪くな

いJ　r悪くない諜と肯定的に籔答する生徒が5～紛％

程度であるのに対し、ナッシュビル毒では20～箆％

程度にもおよび、福島南の2～4倍も多いことが注

目される（繕）。薦市とも、対人的な暴力よりも、

器物破壊といった薄物的な暴力の方が「悪くない諜

と許容される傾陶がある。

9．タバコを吸う雌鶏．酒やヒールを飲む癖

　8本ではタバコや酒は2馨歳以下の未成年では禁

じられているが、ナヅシュビル毒のあるテネシー粥

では2i歳以下の飲酒と喫煙は禁じられている。ただ

し、選挙権は重8歳から与えられる。

【福島毒｝

　タバコを吸うことは、ドとても悪輪363忍％（男

63．3％、女63．圭％〉、ヂ悪いま25滋％を合わせると

88．7％（男87．2％、女§馨．2％）の生徒が悪いと回答

している。「それほど悪くない」7．5％、ヂ悪くない諜

3．馨％（男4。5％、女3．2％）を合わせた悪くないと

いう錘答は難．4％（男㌶．8％、女雲．9％）である。

性差はない。

　酒やビールを飲むことに関しては、ギとても悪も彗

53、3％（男53．2％、女53．4％）、ヂ悪い凄27．警％を合

わせると綴．2％（男8群．4％、女82．纏％）の生徒が

悪恥と回答している。ギそれほど悪くない」欝．馨％、

ヂ悪くなも嶺4．3％（男5．9％、女3．§％〉を合わせ

た悪くないという痙答は鰺．8％（男鎗、馨％、女

17．9％）である覇権差はない。

【ナヅシュピル市妻

　タバコを吸うことに関しては、£とても悪いま

58．5％｛男57．7％、女59．2％〉、ザ悪いノ茎7．0％を合

わせると75．5％（男72．8％、女難．3％〉の生徒が

悪いと回答している」それほど悪くない」鷲．4％、

ヂ悪くない擁3．2％（男爵、婆％、女錘．倉％〉を合わ

せた悪くないという園答は24．ε％（男27．2％、女

22．圭％）となる。性差はなも㌔

　酒やビーールを飲むことに対して、ヂとても悪も擁

雛．圭％（勇58．3％、女鑓．8％）、ギ悪い諜錘、§％を合

わせると篇．7％（男74．3％、女77．2％〉の生経が

悪いと遜答している。ゼそれほど悪くないま蓑．重％、

ド悪くない誰欝．王％（男捻．7％．女魏．姦％｝を合わ

せた悪くないという毯答は24．2％（男25．7％、女

22．8％｝である岱性差はない。

【両市関の姥較｝

　福島事でもナッシュビル市でも．5～6割の生徒

は喫煙や飲酒をド悪い」としている．一方、福島市

では喫繧や飲酒に脊定的な生徒は4～5％と少数で

あるのに対し、ナッシュビル市では許容的な群が約

13％と3倦ほど多い（辮）¢

　縫．シンナーを吸ったり薬を乱署する。12．麻薬や

覚醒剤を観する窃

【福島市】

　シンナーを吸ったり薬を乱欝することに関しては、

ギとても悪い凄82．玉％（男8董．嚢％、女83．3％）、郵悪

い」捻．7％を合わせると9翫8％｛男94灘％、女

97．圭％）と圧倒的に多くの生後が悪いと璽吝してい

る．ギそれほど悪くない達i．8％、ゼ悪くなも擁2．4％

を合わせてもド悪くない3という回答は4乏％〈男

5．5％、女2．9％｝にすぎない。有意な性差はない。

　麻薬や覚醒劃の硬罵に麗しては、∫とても悪いま

82．7％（男雛．O％．女84．4％）、ギ悪い”3．3％を
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表窃3中学生の次のような行為につ継て．どのように考えますかくその2）

王謹とても悪い

2鵜悪い

3響そ撮まど悪くない

4鷲悪くない

＊β〈馨．倉5　緋夢く敬醗　鞠く藪書癖i

F斎醸雛綴翻齢｝ 塾礁｛N埋7鰺一7硲 蕨市の

性懲 圭 2 3　　4　性差 亙 2　　3 4 艦 比較

夜中まで盛勢場で遊ぶ
男
女
欝

3乳6

R歎了

F．各

32．§

凵D馨

R4護

鍛§　獣慧

T．暮　乳4

､8遷　鼠難

紙玉

�D嚢

ｨ．9

餐穏　　23毒

T．＄　3三．7

T．馨　29瀞

聡．7

R7悉

Rマ．2

辮

保護者に無断で外泊する
男
女
謙

3董．7

藷蛯

R3．難

4乳2

浮Q
･．了

葱i　薮轡

T．薮　22

凾R　4議

22、茎

Q3．む

Q2．5

3容護　　2至瀞

R茎．7　26．§

Ri．癖　24．3

2諏3

ﾋ3
Q2．ま

辮

家墨する
男
女
群

24溶

Q三難

H．董

33．隻

R8滲

署

鵠メ｝王2毒　　　　紮鰺蕩　懲嚢

凾Q　雛」

騒．8

｠．5

e．玉

麗．5　圭4溶

凵D3　鳳3
ﾍ藩　　独群

騒．三

｠攣
､2護 辮

学校の内で人を殺った鞭

ﾁた鬱する

男
女
謙

4緻鯵

轟�

b蔭

鎗鴎

甯�

R5．癖

き£　鷲　　　榊a了　嬉

l暮　矯

35．3

F．3

增D8

総．三　蓬｛浦

秩A藝　i7瀞

秩D轡　艶書

玉2灘

ﾛ2

T3 辮
学校の外で人を襲った鞍

ﾂた鬱する

男
女
謙

蕊．婆

ﾐ．王

U23

総譲

Q籍
R圭．嚢

薮籔　鴛　　　麹里離　鷲

l＄　”

34爵

F悉
潤D4

鱒．2　猛諺

Q7．2　22．2

增D2　2継．玉

玉9灘

�D嚢

i5．3

奏

繕
学校の内で人を脅してお

站薰�ﾆる

男
女
欝

叙勲

ﾎ．3

V2惑

器澄

Q玉．2

Q翫2

緯　　玉2　　　整磁§　矯

^　　1．i

瀦難

黶D9

宦D嚢

23．§　　籔懸

ﾕ．癖　　載2

Q3．2　　9諜

建．丁

噤A慧

泓ｹ 辮
学校の外で人を脅してお

笊ｨをとる

男
女
謙

総澱

ﾝ．マ

ｹ3濃

23．玉

Q麟．§

Q4壽

玉．了　玉．4　　　葵＆5　魏

ｰ　　捻

碁2．碁

T．3

T5．5

2態．5　玉2瀞

I5　　＆4
Q2、6　織6

獲麟

浮V

]．3

嚢

辮

万毅きする
男
女
欝

留．5

V3落

ﾐ．婆

2気嚢

Q4．3

I｝．圭

a4　2．2

¥2　玉．2

k8　茎、7

54寿

b．5

T．マ

2i．7　　軌霧

B．＄　　8」

浴D3　　鼠轡

圭4離

絜ｿ

�D三

塾

辮

鰹人の捻転車に無断で乗る
男
女
欝

5マ瀞

�Q．7

�y．茎

3麟£

R3．馨

ｨ2

駄6　三．§　　　拠！』7　2澄

博噤@2』馨

箆灘

ﾋ．嚢

Q3．3

鴛．圭　23．霧

增D警　34落

ﾋ．蓼　29．2

i｛鴻

�X
ﾞ駄5

獅

辮
オートバイや窪動箪を

ｷる　一

男
女
欝

酪藩

香D婆

D蔭

欝、7

ｱ瀞
Q8、霧

乳4　薮書　　　塾生2　2毒

ﾖ＄　3．8

2馨、才

ﾎ．2

w．3

獄4　2圭．警

�D4　27灘

i2護　践5

44溶

S3．§

S嵐2 辮

友達の服などを脱瀞す
男
女
群

総、蓉

V歎3

U3護

鎗．y

K麟
Q7護

7．5　翫至　　　擁鑑癖　鷲

ﾇア　3．4

英語版では除外

異性と牲的な関係をもつ
男
女
欝

欝2
B、霧

ﾋ．癖

鰺懇

ﾄ．隻

｠3

麗誰　2董2

H毒2馨£
高R2纏、嚢

英語版では除外

学校にナイフなどの麟器を

揩ﾂβ・く

男
女
計

藝3．2

T4．§

D、霧

蝕5
ﾍ溶
崧ﾅ

鼠2　生茎一5澄　2」

ﾑ　　3護

総．蔭

ｳ3
ﾍδ

茎3』2　　7澄

ｨ．懸　　翫馨

早D5　　薮3

茎3．2

[
擁
．
茎 辮

自殺する『
男
女
欝

留．2

�S．4

t．§

愚3
p83

ﾂ遙

鼠5　欝§

毎ｱ　7．7

福V　絃霧

鰯では除外

合わせると総．馨％（男§4．5％、女留．5％｝と圧倒

的に多数の生徒が悪いと回答している。ギそれほど

悪くなも彗圭．9％礼薪悪ぐな｝彗2涯％を合わせた悪ぐ

ないという回答。は4瀞％（男5。5％、・、女2．4％》にす

ぎない。ヂ悪くな雛」という回答は男子に多いが、有

．意ではなも㌔∵㌧

【ナツシエビル毒筆・．・

　シンナ“を級っだ塾薬を乱寫することに麗しては、

ドとても悪い声3．8％（男蕊．4％～・女73．3％｝｛ギ悪

い罫2．0％を合わせた雛。8％（男7乳5％、女85．7％）

の生捷が悪いと回答している．その一方、ギそ報まど

悪くない」馨．8％、ボ悪くない」ま圭。4％（舅ま4護％、

女8．7％）を合わせた悪くな恥という回答も茎＆2％

（男22．書％、女錘．2％〉にのぼる」悪くない3と

いう回答は男子で多い（零）。

　麻薬や覚璽劉を使用することに関しては、「とて

も悪いま磁．4％（男57．3％、女65・2％Xギ蠹毒弩

抵5％を合わせると霜・2％（男75・3％・女78・3％）．
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の生後が悪いと回答している。一方、ギそれほど悪く

ない誰9、6％、ヂ悪くない諜欝．6％（男縫．3％、女

童2．8％）を合わせた悪くないという獲答も23．2％

（男24．7％、女雛．§％）と多い。性差はない．

【雨霧閣の比較馨

　福島斎では．シンナーや薬の乱罵、あるいは麻薬

や覚翻の捜用に対して95％以上もの生徒が悪い

ことだと懇吝し．ボ悪くないまというのは約4％と少

ない．一方、ナッシュビル市ではギ悪くない3とす

る生徒が23％と福島市の約6締もあることが注9

される。この結果からおるかぎり、ナッシュビル斎

の中学生のほうが、薬物乱嬬や麻薬・覚醒離の使罵

に対して、よ崩許容的な態度をもっていることがう

かがえる籍

王3．ポルノ雑誌やアダルトビデオを見る。25．異経と

性的な関係をもつ穆

　これらの設問は．ナッシュビル市の調査では除外

した。いずれも中学生の性への態度を調べようとす

る設問である窃

【福島司

　ポルノ雑諺やアダルトビデオを見ることにつ継て

は、「とても悪い」35．9％（男32．8％、女3翫1％）、

ザ悪い3麗．7％を合わせた悪獅という回答は姦2．§％

（男58．8％、女給．6％｝にとどまるφギそれほど悪

くない漆雛．7％、ギ悪くない3玉5悉％（男茎8悉％、

女玉2．6％）を合わせた悪くないという回答が37．3％

（男数．3％、女33．4％）にのぼる鱗女子よりも男子

でド悪くないまという割合が多いが、統計的に有意

ではないひ

　異性と性的な関係をもつことに対しては、ヂとて

も悪い凄28．癖％（男器．2％、女2叡8％｝、ギ悪い」

24．8％を合わせても52．8％（男52．8％、女5象9％）

にすぎない、ギそ癬まど悪くない凄2翫3％、ヂ悪くな

い」20．9％｛男2圭．2％、女20羅％）を合わせると、

悪くないと籍う回答が47．2％｛男47．2％、女4乳2％）

にのぼる。性差はな峯㌔

　男女とも、ポルノ雑誌やアダルトビデオを見るの

は6割強の空挺がゼ悪いまと答えたが、異性との性

的な関係については5鰯がゼ悪くないぎと答え、

異性との性的な関係のほうがポルノ雑誌やアダルト

ビデオをみることよりも受容的、鷺足的にとらえら

れている癖

錘．夜中まで盛り場で遊毒も悠．保護者に無断でタ織

する。欝．家出する癖

【福島司

　夜中まで盛り場で遊ぶことについては、ヂとても

悪い338．6％（男37．6％、女33．7％）、ゼ悪い鐸4．4％

を合わせると73．倉％（男7G．5％、女75．7％〉が悪

いと回答している。ドそれほど悪くな雛3鰺．4％、

ギ悪くない諜3．§％（男嚢．8％、女7護％）を合わせ

た悪くないという回答は27、倉％〈男鱒．5％、女

24．4％）である．ギ悪くない諜と恥う回答は男子に多

い傾病があるが、有意ではない癖

　保護者に無断で外泊することに関しては、ギとて

も悪いま33、8％（男雛．7％、女36．舞％）、ギ悪い」

妬．7％を合わせると鴇．5％｛男78．9％．女3轟。2％）

の生徒が悪いと園答している纏一方．薪それほど悪く

ない嚢6．3％、ド悪くない壌4．重％（勇奮譲％、女22％）

を合わせた悪くないという穰答は2纏．4％（男2L圭％。

女欝．7％〉にのぼる。

　家出に関しては．ギとても悪い鐸3．叢％（男2も5％。

女2茎．8％〉、£悪い335．9％｛男33．三％．女338．9％）

を含むせると5馨澄％（男S7溺％、女窪鉱7％1の生

徒が悪いと選吝している礁一方で、ドそ編まど悪くな

いま「悪くない」を合わせた悪くないという回答が

鶴．9％（男42．5％、女39．4％）もある癖性差はない癖

　夜申まで盛り場を遊ぶことや保護者に無断で外泊

することよ塾も、家出することのほうをギ悪くない」

と是認する男女中学生が多いこと、また、その割合

が4割余りと多いことが注9される。

【ナッシュビル市釜

　夜中まで盛り場で遊ぶことに麗しては．ザとても

悪い罫3．馨％〈男爵．至％、女難．騒％Xギ悪い憾§．癖％

を合わせても悪いという回答は32瀞％（男35．3％、

女30．7％）にすぎない、『それほど悪くない鐸嚢澄％、

「悪くな魏ま3？．2％（男雛．7％、女37。6％）を合わ

せた悪くないと恥う痙答が蟹．圭％（男6も7％、女

薦．3％）もある癬性差はない鶏

　保護者に無断で外泊することについては、「とて

も悪い」22．5％（男22．茎％、女23毒％）、「悪も彗

3圭．α％を合わせると53．5％（男52．5％、女54．7％）

の生徒が悪いと璽答している。一方でギそれほど悪

くないま24．3％、「悪くない」22諜％（男25．8％、

女欝．7％）を合わせた悪くないという画答は4翫4％

（男魏．ε％、女4翫3％）もある暴性差はない。

　家出することに関しては．ギとても悪熱ま45議％

（男44．8％、女45．5％）、ギ悪い鐸8爆％を合わせる

と73．悉％（男警．3％、女？5．8％）の生後が悪魏と

回答している燈影それほど悪くないま茎4灘％、ゼ悪く

ない」韮2．4％（男鍵．玉％、女童3．3％）を合わせた悪
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くないという回答は26.4% (男28.7%、女24.2%) 
にのぼる。性差はない。
【両市間の比較】
夜中まで盛り場で遊ぶ、保護者に無断で外泊する、
という事柄に対しては、ナッシユピル市の中学生の
ほうが許容的で5~7割近い生徒が「悪くない」と回
答しており、福島市での2~3割を大きく引き離し
ている(***)。しかし家出をすることに関しては逆
転し、福島市では「悪くない」 という回答が4割強
もあるのに対し、ナッシユピル市では「悪くない」
という回答は3割弱にとどまる(***)。
l7.学校の内で人を段ったり厳ったりする。18.学校 
の外で人を酸.ったり厳つたりする。
学校内外での暴力に関する設間である。
【福島市】
学校の内で人を殴ったり蹴つたりすることに関し
ては、「とても悪い」との回答が57.6%(男49.0%、
女66.4%)をしめ、「悪い」35.0%を合わせると
92.6% (男89.4%、女95.8%)の生徒が悪いと回答
している。「それほど悪くない」5.8%、「悪くない」
1.6%という回答は少ない。
学校の外で人を殴ったり顧つたりすることに対し
ては、「とても悪い」62.7%(男55.4%、女70.l%)、
「悪い」31.9%を合わせると94.6% (男91.6%、女
97.5%)と圧倒的多数の生徒が悪いと回答しているo 
「それほど悪くない」3.8%、・「悪くない」1.7%とい
う回答はきわめて少ない。性差があり、女子のほう
が校内、校外をとわず暴力に対しては否定的な態度
をしめす(***)。
【ナッシユビル市】
学校の内で人を殴ったり蹴つたりすることに関し
ては、「とても惡い」36.8%(男35.3%、女38.3%)、
「悪い」35.9%を合わせると72.7% (男71.4%、女
73.9%)の生徒が悪いと回答しているo一方で「そ
れほど悪くない」17.0%、「悪くない」10.3% (男
12.6%、女8.2%)を合わせた悪くないという回答
が27.3% (男28.6%、女26.1%)もある。性差は
ないo
学校の外で人を殴ったり威つたりすることに対し
ては、「とても悪.い」36.4%(男35.3%、女38.3%)、
「悪い」28.2%を合わせると64.6% (男63.2%、女
65.8%)の生徒が悪いと回答しているoその一方で
「それほど惡くない」15.3%、「悪くない」15.3%(男
l9.0%、女11.9%)を合わせた悪くないという回答
が35.4% (男36.8%、女34.1%)もあるo「悪くな
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い」という回答は男子で多い(*)。
【両市での比較】
一番目立つ両市間での差異は、暴力に対する許容
度である。福島市では、学校内外での暴力に対して
は男子では9割前後、女子では10割にちかい大多数
の生徒が果力は「悪い」と否定的であり、「悪くない」
とする意見は少数である。一方、ナツシユビル市で
は、学校内外の暴力に対して「悪い」 と否定的なの
は7割前後であり、男女をとわず3割前後が「悪く
ない」 と暴力に対し許容的な態度をみせる。
19.学校の内で人を書してお金や物をとる。20.学
校の外で人を青してお金や物をとるo
学校内外での恐喝行為についての質問であるo
【福島市】
学校の内で人を脅してお金や物をとることに関し
ては、「とても悪い」との回答が72.5%(男67.9%、
女77.3%) をしめ、「悪い」25.2%を合わせると
97.7% (男96.9%、女98.5% )もの圧倒的多数の生
徒が悪いと回答している。「それほど悪くない」
1.2%、「悪くない」1.2%という回答はきわめて少な
い。女子の方が男子よりも、やや否定的な態度をし
めす(*)。
学校の外で人を脅してお金や物をとることに関し
ても「とても悪い」73.2% (男68.8%、女77.7%)、
「悪い」24.5%を合わせると97.7% (男96.9%、女
98.5%)もの圧倒的多数の生徒が悪いと回答してい
る。「それほど悪くない」l .l%、「悪くない」l・2% 
という回答はきわめて少ない。女子の方が男子より
も、やや否定的な態度をしめす(*)。
【ナッシユビル市】
学校の内で人を脅してお金や物をとることに対し、
「とても悪い」という回答が56.9% (男53.8%、女
59.9%)をしめ、「悪い」23.2%を合わせると80・l%
(男77.3%、女82.9%)の生徒が悪いと回答してい
る。一方で「それほど悪くない」9.l%、「悪くない」
10.7% (男l3.7%、女7.9%)を合わせた悪くない
という回答が19.8% (男22.7%、女17.1%)もあ
る。「悪くない」というのは男子に多い傾向があるが、
有意ではない。
学校の外で人を書してお金や物をとることを、
「とても悪い」という回答が55.5% (男52.5%、女
58.3%)であり、「惡い」22.6%を合わせると悪いと
いう回答は18.l% (男73.0%、女82.8%)となるo 
一方、「それほど悪くない」10.6%、「悪くない」
11.3% (男l4.0%、女8.7%)を合わせた悪くない



という回答が2隻．警％（男2§．§％、女鐸．｝％）にの

ぼる。「悪くない3という解答は、男子が女子の歪．6

倍と多い（塞％

【爾藩閥の比敦肇

　学校の内であれ外であれ、人を脅してお金や物を

とることを．福島市では涯倒的多数の中学生がヂ悪

い」と認識し、ギ悪くない」という回答は2％にすぎ

ない。ナッシュビル市においても．8割ほどの大多

数の中学生がギ悪いまと認識している一方、2割も

の生徒がギ悪くない凄と回答していることが際立っ

ている嚇ド悪くない達という回答が、ナッシュビル市

では福島車にくらべギ学校の内漆で8．轟焙、ギ学校の

外藩で響．5焙も多い鋤

2茎．万裂きをする嚇22．毯人の自転車に無断で乗る癖

【福島刺

　万強きについては、「とても悪い3鴨・4％（男

67．5％、女73．3％）．ザ悪い3総．董％を合わせると

弱．5％（男総．4％、女聾．姦％〉の圧倒的多数の生徒

がゼ悪も彗と回答している。「それほど悪くない」

1．8％、ギ悪くない瞬．？％という園答はきわめて少な

い．ド悪くなも、まという回答は男子に多いが、有意な

差ではない懲

　地人の自転車に無断で乗ることに擁してはドとて

も悪い諺§O．茎％（男雛．轟％．女餐2．7。7％）、ヂ悪い凄

32．2％を合わせると92．3％（男88．4％、女弱．3％｝

と大多数の生後がド悪いまと回答している難「それほ

ど悪くない轟．7％、ギ悪くない鐸．0％を合わせたギ悪

くな馳」と魏う錘答は7．7％（男簸．5％、女3．7％）

である¢ギ悪くな魏達という回答は男子で多く、女子

の3．隻倍となる（辮）。

蛋ナッシュビル南肇

　万引きをすることについて、「とても悪い声8．7％

（男54．6％、女62．5％｝、ド悪い22L3％を合わせる

と鴎．0％（男7§．3％、女83．3％〉の生徒が「悪い誰

と回答している。一方でギそれほど悪くなも擁＆9％

（男§．O％．女8．7％〉、「悪くない」盤諜％（男圭4悉％、

女7．9％）という回答も少なくなも㌔ゼ悪くない3と

いう回答は男子に多い（零｝。

　絶入の自転車に無断で乗ることについてはドとて

も悪い諜23．3％（男28．奪％、女王8瀞％）、ギ悪難ま

28．暮％を合わせても、ギ悪輪講という回答は5L3％

（男57．重％、女45．8％）にすぎない癖反対に、「そ

れほど悪くない諜29．2％（男23．8％、女34．3％》、

「悪くない」欝．5％（男爵．0％、女笠9診％）という

回答が冨立つ。

【両市間の比教｝

　万引きについては、福島市で留％、ナッシュビル

市で8轡％という大方の生経がヂ悪いまことだとの認

識をしめす群弱覆の中学生とも．万引きは、脅して

人から金品をとることと同程度に悪いことだとの認

識があるようだ．ただ．ナッシュビル南では2割も

の生徒が悪くないと回答しており、悪くないという

回答が福島市の6倍も多い。

　勉人の自転車に無断で乗ることに対しても、万蟹

きに比べると「悪い諜という回答がやや鱈下するも

のの、福島市では9割以上の大多数の生後がギ悪い3

ことだとの認識をしめす窃一方、ナッシュビル毒で

は地人の自転車に無断で乗ることの罪悪感は希薄な

ようで、ヂ悪も彗という回答とド悪くない達と恥う蟹

答がほぼ半々となっている傘

23．オートバイや自動車を運転する嚇

　テネシー州では、縁～総歳で練習免許を取ること

ができるゆこの免許で小さなモーターバイクを昼間、

かつ家の近くでのみ運転することが許蕃される簸た

だし、ナヅシュビル市では、多くの学校がバイクで

登校することは禁じている。

　自動車については、総歳から限定免許を取得でき

る．これは昼閥のみ運転琢能といった限定つきの免

許である勲

【福島司

　オートバイや登動車を運転することに関して、

ドとても悪い講という痙答が磁．6％（男5鑑8％、女

給．4％）あり、ギ悪い諜28．8％を合わせると9｛｝護％

（男87．5％、女93．3％）という大多数の生後が悪い

と回答している。一方でギそれほど悪くない轟8％、

「悪くないま3．8％を合わせると§．§％（男玉2護％、

女6．7％）の生徒がオートバイや自動車の運転を是

認する態度をしめす。「悪くない」という回答は男子

に多く、女子のi。3倦となる（紳）。

【ナヅシュビル市：

　オF一トバイや自動車を運転することについて、

罫とても悪熱3鰺・9％（男2馨．7％、女玉7・2％）、ヂ悪

い諜鎗．4％を合わせても悪いという回答は3L3％

（男34．圭％、女28．癖％）にすぎない導縫方、「それ

ほど悪くない藩24．毒％、ゼ悪くない凄44・2％（男

44．8％、女43．纏％》を合わせると霧薮7％（男6翫8％・

女7董．4％）の生徒ぷギ悪《ない達と轡答している。

性差はないφ【癒藩閥の琵較1

　福島市では9割の生後がオートバイや車の運転を

するのは悪い事だと認識し、運転を全面的にド悪く

39



ない拷是認しているのは全体の4％弱にすぎない。

一方でナッシュビル毒においては、悪い事という認

識をしめすのは約3割にすぎず、4割強が全面的に

ゼ悪くないまと肯定する態度をしめしている点瀞両

市講め鎮著な差である。欝本以上に、車が鐸常生活

に不可欠となって継る車牲会アメジカの現実を反映

しているのであろう。

践友達の服などを鋤醸すゆ

表儀6でみるように．勝物を税がす3といういじ，

めの形態は男子に多く、ま割程度の男子潜この種の

い導めを体験している燐この設問は、英語版では除

外した。

1福島市董

　友達の服などを脱解すことにつ継て建ても惑い達

という回答は63護％（男紘3％．女職3％〉であ

り、ギ悪い舜7．蔓％を合わせると襲α．8％傷風5％、

女鱗．3％》におよぶ大多数の生徒が悪いと獲答して

いる．一方でギそれほど悪くない誰5，7％、ギ悪くな

い」3護％を合わせたヂ悪くなも彗と塾う園答溝§洛％

（男玉2惑％、女5．7％〉にのぼる．

25．異性と姓的な雛係をもつ癖

　この闘も、離叛からは除外された脅

　この闘いに対して、ゼとても悪い墨が28．懸鴨（男一

29．2％、女2｛購％〉、ギ悪いまが24．8％であるのに薄

し、ギそれほど懸くないまが2載3％、ゼ悪くな蕎、」が

臆9％（男2i．2％、女職6％〉と、否定振と肯定派

がほぼ拮抗している．中学2機という年齢を考え

れば、性の擁赦免ぶすすみ、よ鯵低年齢乾している

こと解うかがえる。

欝．学校にナイフなどの蟹器を持って恥く。

【福島市1

　学校にナイフなどの凶器を持っていくことを、

ギとても悪戦と園害したのはε4．霧％（男§3．2％、

女雛8％〉で、ギ悪塾達の25惑％を合わせると89灘％

〈男87・7％、女雛．4％）におよぶ大多数の生徒溺悪

いと回答している．一方で蓄それほど悪くない録i％、

聴くないま鱗％を合わせると臓5％溝懸くない

（男茎213％、女8，7％〉と園答している．ギ悪くないま

という回答は男子に多塾が、有意ではない．

【ナッシュビル市！

　この閥にたいし建ても悪い舜β．§％（男鐙6％、

女役3％〉、『悪い碁王．5％を合わせた悪いという回

答は82ま％（男簿．8％、女84．3％）である．一方、

ゼそれ，ほど悪くない臓8％、ギ悪くない」琵重％〈男

焉．2％、女駄玉％〉を合わせると凱§％（男2敬2％、

女愚7％〉の生徒潜悪くないと回答している．ぎ悪

くないまという回答は男子に多恥が、有意ではなも・。

【爾市題の比較｝

　学校にナイフなどの凶暴を持ち込むことを、ギと

ても悪戦と答える割合は、男女ともナッシュビル

市の方解多く、ナッシュビル市では7割の生徒力蓑と

ても悪い凄と答えている．その一方で、まったく蓄悪

くない肇と考える生徒の割金瀞福島市では鼠4％に

すぎないのに薄し、ナッシュビル叢では簸漆％と福

島市の3倍以上にもなる癖

　福島市では、学校に凶器を持ち込むことに、賜ま

り悪くないμ悪くないまと是認する懇度をしめす生

徒は全体の王欝程度にすぎないが、事態の深刻さか

　％
唯。◎

3暮
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4轡

2馨
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表麟籔瑛在の幾分について、あてはまる番弩仁0をつけてくださ雛

玉塞当てはまる　　　　3雛どちらでもない　　　　　　4縢少し当てはまらない

2鷲少し当てはまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5翼当てはまらない

　　　　　　　　　春夢く馨．鋳綜夢く懸．雛綱晦く懸．懸馨三
F市銀驚雛を82養） N毒（N聯72毅43） 霧斎の

匇r性懲 綬　　3　麺性差 三華2　　　　3　　　　4垂5　　｛生産

勉強ができる
男
女
欝

2L2　34．5　443

Q23　　33．7　砥魂

QL9　34．圭　4欝

48．＄　焉、套　鋳．7

T乳4　践§　2乞暮

T3．3　王難　　3圭．§

露：鷲翼

ﾊ：2．4

人気がある
男
女
詳

姓3　狐8　33」

ｨ鰹　悠3　42護
鰍Q．襲　46．董　鎗護

鱒．了　i3．慧　凪5

囓�D4　簸．？　i6瀞

ﾍ薮　王2．7　鐙．8

至戴婆

活郵的である
男
女
謙

籔7　3L3　32．2

ﾇ8　27、7　3§3

潤D2　29．5　34忍

霧箱　　織5　　8藩
@　　　　　　聾π．慧　1｛羅　　慧．8

�A3　織5　臓2

玉：2．2

正直である
男
女
欝

鐙蓉　3§雌　　2乳5

R3β　　3碁悉　　3鬱懐

R5．圭　35悉　　器薄

総．玉　223　　鷲澄
@　　　　　　聾7翫8　圭嵐3　　翫騒

ﾅ．茎　織婆　臓5

圭：2．修

U
舞舞でやさしい

男
女
詳

2載荷　46澄　　器§
@　　　　　　嚢34譲　　4董．蓋　24寿

R蓼．2　44．登　25悉

轟4．3　2圭．轡　王3．了
@　　　　　　嚢憲7　滋4　　駄轡

ｹ籍、2　王銭轡　美玉．7

i：2忍

正
義
感
が
つ
よ
い
ノ

男
女
謙

2嫉　　鶴、2　32．3

增B2　38澄　　3＆§

Q4．8　42諺　　32澄

総£　　2懇懇　　玉鉱4

V2．4　i83　　歌8

香D7　撫馨　i｛濤

圭：鉱慧

勇気潜ある
男
女
欝

蟹鴻　　鶴．2　3土倉

Q王難　　37．6　菊護

Q馨」8　42．群　3滋

撰｝2　獄暴　織薮

V緬　　漁葛　　駄8

_寒　捻碁　慕．6

三：3．3

忍耐力瀞ある
男
女
欝

23．6　蘂．三　鍍．2

Q2．5　38溶　　3s雌

ﾇズ　4欝　3齢

53．2　欝．7　28．1

T4瀞　　滅2　28瀞

T鰭　　i乳4　28誘

圭：2↓3

捲導力がある
男
女
謙

悠窪　3＆4　鰍§

¥8瀞　3董』8　識馨

�S　3嵐i　48．3

7緯　　i4．2　蓬鼠嚢

q22　i5、嚢　三橋

V2瀞　玉邸　　三2瀞

玉：4諜

股立している
男
女
計

嵐王　4薮2　3蓬鴻
@　　　　　　嚢鳳馨　3｛鴻　　452

魔W　4王2　麓8

鳳婆　三菟5　　綴

D6　織3　　鼠三
崇Dほ　　i2藩　　7灘

1：嵐5

モラル摂ある
男
女
欝

鰺護　　4a7　露撃

s6議　難8　醤3

M3ド4L8　4鼠8

蕊エ　滋3　箆§

�W　2念霧　望薮2

闍c　　2歌5　　続3

王：敦9

虚信がある
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女
讃

2董．7　3鼠7　3麗
@　　　　　　獅i2澄　3π　　5綴

D警　3鼠2　4生§

慧2窪　　＆8　　駄1

浴D3　　篇　　王i．玉

W圭．了　＆2　臓圭

1；4．3

責任感演ある
男
女
計

2乳2　3鑑3　3鼠§

Q撮　　3銭轡　3鼠7

ﾙ7　3薮6　37」

π3　n£　欝護
e玉　　8遵　　7港

B．董　織脅　　3澄

圭：3馨

4圭



らすれば無役できない離合といえる。ましてナッシ

ュビル市では2割の生徒が肯定し、まったく悪熱と

いう認識をもっていない生徒毒慧割も継ることは憂

慮すべき事態といえる．

Q給現在の自分欝身について、あては蒙る番号にO

をつけてくださも㌔

　これはセルフ・イメージを調べるための設闘であ

るが、一般的に望ましいとされる雛欝項賛を列記

の5段階で自己評価してもらうことで、各生徒の自

己肯定感を灘定できるように設讃してある．

　以下の記述では、iと2の躍答を合算してギあて

はまるま、3をギどちらでもな碗．4と5の蟹答を

合算してr当てはまらないまの3舞に分けた。園襲爵

は、福島市緯市｝とナッシュビル市劔市）の中学

生が自分に弩てはまる達と肯定的に回答した％を

しめしている。

　醒雛§から、一見して以下のような両市聞の特懲

演目につく。①福島市の中学生にくらべ、ナッシュ

ビル市の中学生のほうがあらゆる面で脊定的に自己

を評優している．福島市では自己肯定的な穆答は2

～3割程度にすぎない解．ナッシュビル市ではすぺ

ての質問項欝で自分はすぐれていると肯定的に自己

評飯をしている生徒が5～8割と大多数をしめてお

移、両市閥の差は2．2～5護倍にのぼる。②擦島市の

中学生ではぜ活動的拝正直ま磯蜀でやさしい」と

いう霞己評緬は比較的高い渉、ギ人気まギ指導力ま

ぜ自立」ギモラノ擁r自信」と》、つた項羅では自己評

緬は低い。一方、ナヅシュビル霧では鋸動鋤嬉

立」嘘偽ダ責任感∫といった項饗が高く、「勉強ま

「忍耐力まが絶の項醸こ姥較すると低い。③両市閥

でr当てはまる1という肯定的な露答の差瀞大き紮、

ものは、賦知（F龍蹄略4：玉）・喧信凄
色8窪〉、喰立」（4．薮窪）、ギ指導力ま（駐窪）、

ゼモラルまく3．9：1〉、ギ勇気墨｛3，3：の「責任感ま

（3澄：玉｝などである。また、④どの質問に麗して

も福島市ではボどちらでもない3という園答が3～

4割強と多数をしめるが、ナッシュビル布ではギど

ちらでもないまという穰答は工～2割程度と少ない。

⑤橿鳥毒では、さまざまな点で自分は劣っていると

否定的な自己評優をする生徒溝3～5割にのぼる煎

ナッシュビノ痛で磁～襯程度と比灘少ない・

　以下、各項賛について検討する。

i．私は勉強溝できる．

　これは勉強（3盤曲譲¢s継蓋is〉についての欝己評

徳を聞継たものである。

【福島麟

　この閣に対してボ当てはまる」という回答は

雛．慧％にすぎず、ダどちらでもないまが34ほ％であ

讐、略てはまらない蓬が馨．§％ともっとも多い．

自分はゼ勉強暴できる3という評晒する者は男女と

も2割程度にすぎず、4割以上の男女生徒摂喰分

は勉強ができない漆と自己評癒している。性差はな

い蒔

1ナッシュビル市1

　ギ当てはまる∫という回答露聴3．3％（男醤8％、

女57．4％）でもっとも多く、夢どちらでもないま赫

焉．4％、ギ当てはまらない」が3茎．6％〈男35．7％、

女27．8％）である．性差はない。

繭市欝の姥鮫｝

　福島市では．露分は勉強瀞できると肯定的に濃己

評癒している生徒は2割ほどで、4割以上の生徒は

勉強ができないと否定的に評癒している。一方、ナ

ッシュビル撫では、福島市に翫べると2護倍の5割

強の生徒が、自分は勉強溝できると肯定的に評優し

ている．その一方、fできない遷と否定的に自己評細

している生徒が3割以上いる。

2．私絃クラスで人気がある。

　これはクラスの仲闘から自分がどの程度、好意的

に詳価されていると悪っているか、自身の認識につ

いて聞継ている。これは、生徒懲身の対人閣係能力

　（麟G¢捻玉容紅難纏に対する自信の程度を反映してい

ると推定できる癖

藍福島覗

　この講に薄してギ当てはまるまという園答は

訟2％（男性9％、女驚§％〉にすぎず・玉～13

の設問の中でもっとも低い数値をしめす。「どちら

でもないま4危i％、ボ当てはまらない墨観護％（男

臆7％、女給4％｝という画答が多数をしめる。性

差はな恥。

1ナッシュビル市玉

　　ヂ当てはまる墨という回答が箆5％（男暮駄7％、

女霞．4％〉ともっとも多く、「どちらでもないま

鶏7％、ギ当てはまらない3紙8％（男悠5％・女

蒐曾％〉は少ない。縫差はない。

【海市灘の姥鮫匪

　福島蜜では、自分がクラスで人気があると考えて
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いる生経は正割程度にすぎず、圧倒的に多数の生徒

が自分は普通か、人気がないと答えている。これは

多くの生徒解、自分はクラスの伸闘からあま鯵好意

的に評緬されていないと霞己評優し、対人灘係に自

信をもてないでいることを示唆している。

　一方、ナッシュビル市では、福島市に比べると7

割強の生徒が、露分は人気があると肯定的な自己評

徳をしてお穆、否定的な麹己詳細をしている生徒は

2割以下と少ない。

3．私は活郵繭である。

【福島市｝

　この問に薄してギ当てはまる達という翻答は

36．2％（男鹿？％、女35憾％〉で、ギどちらでもな

い≦が2駄5％、ギ当てはまらない圭が3生2％となる。

性差はない。

【ナッシュビル斎王

　「当てはまる達と熱う穣答摂79．3％（男雛．奪％．

女箆8％〉ともっとも多く．ギどちらでもないま

欝5％、ギ当てはまらないま織2％は少ない．女子よ

りも男子のほう演、自分は活動的だと認知している

（＊〉。

監颪市聞の箆較｝

　福島市でも3～4割の生徒が、自分は活動的だと

認知している．これはギ歪直である達という項欝と

重んで、もっともヂ当てはまるiという生徒の割合

が高い質問項羅である．それでもナッシ蕊ビル市で

は8割ほどの生徒が自分は活動的だと認識している

のに比べると、褄島市では少ない．

4．私は正薩である。

茎福島刺

　ヂ当てはまるまという回答は35議％（男36藩％、

女33．8％〉であ警、ギどちらでもない圭麟35憾％、

ヂ当てはまらない」が29．窃％である。性差はない。

｛ナヅシュビル市1

　略てはまる3という回答が7L裏％（男66諜％・

女75．8％〉と多く、ゼどちらでもないまが樵婆％。

暖てはまらない凄は燈5％と少な鞍㌔男子よ警女

子のほう潜、自分は歪直だと自己評極している割合

が高い（＊〉。

｛両市購の姥較1

　福島市では3～4割の生徒溺、自分は琵直だと自

己詳細をしているが、自分は正直ではな塾と評優し

ている生徒溺3割も塾て、かなη厳しい自己評鰯を

している。一方、ナッシュビル市では7割の生徒が

自分は正直だと肯定的な霞己詳細をしてお甑否定

的な評癒は正割程度にすぎない。歪直だという自己

評緬はナッシュビル市では女子に多い解、福島毒で

は男子のほうに多い傾向がみられる。

5．私は健人に競場でやさし恥．

【福島市藁

　この鋒§に薄してゼ当てはまる」という疲答は

30．2％（男26護％．女3を2％）であ蓼．ヂどちらで

もない」が艦．癖鶉．ボ当てはまらない凄癬25．6％で

ある。男子よ穆女子のほうが、自分は親切でやさし

いと自己評極している割合が高い（＊〉舞

【ナッシュビル市董

　魑てはまる3という回答オ鷺0．2％（男雛．3％、

女75．7％〉と多く、ダどちらでもない3が王8澄％、

略てはまらない播糠茎．7％である．男子よ瞬女子

のほうが、鐵分は親饗でやさし雛と自己評無してい

る割合瀞高い（審）。

髪両市闘の比較1

　両市とも、男子より女子のほうが、露分は親切で

やさしいと自己評無している割合潜高い。この結果

は、女子にはギ親翅でやさしいまことを期待する鮭

会的規範が、雨覆に共通して存在するためかもしれ

ない。

6．私は正義感解強雛。

【福島刺

　暗ではまるまという霰答は肱8％（男2L婆％、

女28．2％）、ギどちらでもないまが壕2忍％、ゼ当ては

まらない達ぷ323％である鱗僅差はない。

【ナヅシ藷ビル毒薬

　賠てはまるまという回答潜暮警．7％1男66忍％、

女72護％）ともっとも多く、ギどちらでもな内

絃8％、悠てはまらない達礁＄％は少ない。性差は

ないゆ

叢両市聞の比較1

　福島市では璃分は正義感演つよい」と肯定的に

認知している生徒は2～3割と少なく、むしろ否定

的な自己評価をしている生徒渉多い．それに薄し，

ナッシュビノ賄では7割の生徒瀕分は正義感力叢つ

よいと肯定的に認知しており，否定的に認知してい

る生徒は三離程度と少な》㌔

7．私は勇気がある。

【福島競

　桜てはまる墨という回答は鎗8％（男鎗O％、

女2三．8％）にすぎず、ギどちらでもない聲2澄％、悠

てはまらない」3鍛％という回答が産銅的に多い。

性差はない。
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【ナッシュビル市】
「当てはまる」 という回答が68.8% (男66.9%、

女70.5%) ともっとも多く、「どちらでもない」
19.6%、「当てはまらない」11.6% (男l3.5%、女
9.8%)は少ない。性差はない。
【両市間の比較】
福島市では「自分は勇気がある」 と肯定的に評価
している生徒は2割と少なく、むしろ「勇気がない」
と否定的に回答する生徒が4割弱もいる。一方、ナ
ッシュビル市では7割近い生徒が自分は勇気がある
と自己評価している。
8.私t理国力がある。
【福島市l
この問に対し「当てはまる」 という回答は23.l%
(男23.6%、女14.1%)にすぎず、「どちらでもな
い」41.9%、「当てはまらない」34.9% (男31.2%、
女38.6%) という回答が多い。性差はない。
【ナッシュビル市】
「当てはまる」 という回答が54.1% (男53.2%、
女54.9%)と多く、「どちらでもない」が17.4%、
「当てはまらない」が28.5% (男28.1%、女28.9%) 
となる。性差はない。
【両市間の比較】 
この質問に対しても福島市にくらべナツシユビル
市の方が肯定的な回答が多い。ただナツシユビル市
においては、ほとんどの質問項目にたいし否定的な
回答は10%台ないしそれ以下であるのに対し、この
忍耐力と勉強という点については自信のない生徒が
多いょうで、ともに3割前後の生徒が否定的な自己
評価をしている。
9.私はリーダーシップを発揮している。
【福島市】
「当てはまる」 という回答は17.4% (男16.8%、
女18.0%)と少なく、「どちらでもない」が34.1%、
r当てはまらない」が48.3%ともつとも多い。性差
はない。
【ナッシュビル市】
「当てはまる」という回答が72.0% (男71.9%、
女72.2%)と多く、「どちらでもない」l5・1%、「当
てはまらない」12.9%は少ない。性差はない。
【両市間の比較】
福島市では、「自分はリーダーシップを発揮して
いるjと自己を認知している生徒は2割にも満たず、
半数の生徒は自分には指導力はないと認識している。 
これに対し、ナッシュビル市では7割以上の生徒が
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自分は指導力があると認識しており、きわだつた差
異がみられる。
10.私は自立している。
【福島市】
「当てはまる」 という回答はl7.8% (男l7.l%、
女18.6% )にすぎず、「どちらでもない」41.2% 、
「当てはまらない」40.8% (男36.6%、女45.2%) 
という回答が多い。性差があり (*)、男子に比べ女
子のほうが「自立していない」 という回答が多い。
【ナッシュビル市】
「当てはまるJ という回答が80.1% (男76.4%、
女83.6%) ともっとも多く、「どちらでもない」
12.3%、「当てはまらない」7.6%は少ない。性差は
ない。
【両市間の比較】
福島市では「自立している」という回答は2割に
も達しないのに対し、ナッシュビル市の生徒の8割
は、自分は自立していると自己評価しており、両市
間で差がきわだつている。
ll. 私は社会的なモラルを身につけている。
【福島市】
「当てはまる」 という回答はl7.3% (男18.4%、
女l6.l% ) にすぎず、「どちらでもない」41.8% 、
「当てはまらない」40.8% という回答がはるかに多
い。性差はない。
【ナッシュビル市】
「当てはまるJ という回答が67.1% (男65.1%、
女68.8%) と多く、「どちらでもないJは23.6%、
「当てはまらない」は9.3% と少ない。性差はない。
【両市間の比較】
福島市では「自分はモラルを身につけている」 と
いう肯定的な自己評価をする生徒は2割にも満たず、
否定的な自己評価をするものが4割と多いのに対し、
ナッシュビル市では7割弱が「自分はモラルを身に
っけている」 と肯定的な自己評価をして、否定的な
自己評価は1割以下にすぎない。
12. 私は自分に自信がある。
【福島市】
この問に対し、 「当てはまる」 という回答は
16.9% (男21.7%、女12.0%)と少なく、「どちら
でもないJが16.9%、「当てはまらない」が44・6%
(男39.2%、女50.1%)にもなり、「自分に自信が
ない」と答える生徒が4~5割にのぼる。性差があ
り、男子ょりも女子のほうに「自信がない」 という
回答が多い(**)。 
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墨ナッシュビル市1

　趨てはまるまという躍答が8i．7％〈男82ほ％、

女雛．3％）と圧芻的に多く、ゼどちらでもないま

絃2％、趨てはまらない誰鐙．玉％は少な転・．性差は

ない．

【両市闘の箆較茎

　両市間の差淋大きく、福島市では暗分に自信が

あ麹と答える生徒は2割にも達しない解、ナッシ

ュビル市では8割以上の生徒が瞭信があるまと答

えている。

籔　私は自分の行動に責任をもてる．

【福島制

　この問に対しギ当てはまる凄という躍答は26．7％

（男27忍％、女2§．茎％〉で、ギどちらでもない達

35．6％、略てはまらない鐸”％という嬢答のほう

が多い。性差はな墾・。

【ナッシュビル市蓬

　『当てはまる達という嬢答が綴．隻％〈男77．8％、

女雛玉％〉と圧倒的に多く、ギどちらでもな砺

欝．鯵％、略てはまらない」8．9％は少ない．性差は

ない．

1雨霧閥の姥鮫肇

　福島市では喰分の行動に責任をもてるまと恥う

回答は3割にも達しないのに薄し、ギ責任をもてな

い」という園答が4割弱にも達する．ナッシュビル

市の生徒の8割は、債任をもてる3と回答してお珍、

両編の差瀞大きい、

園Q20次のようにしたいと患うことがゼよくあるま

一
〆

癖
　
夢

■置市　（難壌董憾24｝

酬市（舞讃3略鋤

36．3
§．玉

23． 22．　　　8．三

尋

ノ！！　　　’

Q20．　あなたは次のようなことをしたいと思った

ことがあ》ますカ㌔

　ここでは、暴力・破壊、逃避・自殺についての願

望を質問している。願望演あっても、いくつかの擁

鰯鍵子がブレーキとなるので、そのまま行動化され

るわけではな雛、ただ、これらの願望が高塾、ほど行

動化への動覆ぷ大きいので、きっかけ溝あれば行動

化される可能性が高いといえる．また、これらの願

望の高さは．無常生活でのフラストレーシ霧ンやス

トレスの高さと関係すると予灘される。

董．思恥きり誰かを段って診た恥と思うことがあ

る。

【福島司

　ドよくある董驚8％（男29．5％、女i7．8％〉、ギ時々

ある」35．2％を合わせると豹．癖％（男63忍％、女

給．曾％〉が傭いきり誰かを段ってみたいと思うこ

と解あるまと答えている．僅差ぷあり、駿ってみた

いまという回答は男子に多い（辮〉．

1ナヅシュビル市1

　ギよくあるま籔3％（男37．3％、女35．3％）、ギ時々

ある達37護％を合わせると7＄．5％（男子3惑％、女

78．5％〉が聡いき撃誰かを殿ってみたいと思うこ

と藩ある匪と答えている。性差はない．

茎雨霧題の比較董

　偲難、き穆誰かを綬ってみたい達という対人暴力

への願望を、両市とも谷～8割の生徒瀞締してい

る。とくに蓄よくある肇という生徒が百寮とも2割

鐘～4割弱もあることが注羅される．このグループ

は、潜在的には強い暴力・攻撃衝動をもっているの

で、きっかけがあれば容易に擁翻がはずれ対人暴力

をおこす可能性ぷある群と考えられる．欝米間で差

があ砂、福島市よ移ナッシュビル毒の生徒ほうが男

女ともぎょくある茎という者が多い（辮〉。

2．手あたりしだ麟に物を壊してみた恥と患うこ

とがある。

【福島市茎

　ギよぐある舜鼠6％（男鍛7％、女20．3％）、塒々

あるま29ほ％を合わせると駐．7％（男礁2％、女

騒3％》が野手あた参しだ継物を壊してみたいと思

うことぷあるまと答えている．性差があ甑ビよくあ

る蛋は男子のほう演多いが、ヂ時々あるまを含めたパ

ーセントは女子のほう演高いく擁。

【ナッシュビル市1

　ギよくある」露玉％（男20．0％、女織3％）、「時々

ある」2至．9％を合わせると餓O％（男嫌2％、女
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36ユ％）辮ヂ手あた参しだい物を壊してみたいと思

うことがある遷と答えている。性差はない、

藍雨霧問の姥較聾

　ヂ手あた惨しだい物を壊してみたい達という器物

損壊ぺの願望は、福島市よ穆もナッシュビル市の生

徒ほう癬低塾《箏纏）．攻撃的行動の薄象淋、ナッシ

ュビル市で薄人暴力の方向をめざし、福島姦ではよ

今器物破壊に向かう繧痢潜うか潜える窃

3．誰も知らな雛ところに行きた恥と思うこと解

ある。

【福島制

　ギよくある鐸3．5％｛男32．8％、女3《2％〉、時々

ある圭箆2％を合わせると磁．7％（男露．轡％、黄

経．ら％）が、ギ誰も知らな雛ところに行きた恥と思う

こと解あるまと答えて塾る．性差はな恥、

1ナッシ識ビル市茎

　ゼよくある鐸6．玉％傷3転婆％、女36．7％）、嬉々

ある1箆O％を合わせると磁．王％（男臆群％、女

5秩婆％）が、「誰も知らないところに行きたいと思う

ことがある漂と答えてかる．性差はない。

【再構問の姥鮫蓬

　雨霧とも3割以上の生徒解、誰も知らな駆ところ

に行きたいと思うこと潜「よくあるまと園答し、

塒々あ嶺を含めると雛も知らないところに行

きた恥と思うことがある垂という現実還鍵の感情を

再畜とも6割ほどの生徒がi共有している。

4．死んだら楽になれると思うことがある。

　この問は英語版では粥除された妙

【福島制

　「よくある撫、2％（男雛．5％、女箆0％｝、塒々

ある」紘8％を合わせると2610％（勇断＄％、女

獅％）煎ギ死確5楽になれると思うこと施
る茎と答えている。性差があ衿、男子よ惨も女子の

ほうに死への逃避願望ぷ多い｛＊＊）。もちろん願望蹴

自殺金園に直接結びつくわけではない蹴i割強の

中学生が、死んだら楽になれると思うこと準ヂよく

ある3と答えて継るのは、、禁裡できない。被らの死

のイメージが大人紛そ轟とは異なり現実感を欠き解

ちだということを考慮してもなお、中学生の慨みの

深さと援独を反映した辮と解釈できる。

Q灘．あなたは将来どんな大人にな馨たいですか。

将来、どんな大人になりたい魁ゼもっとも当ては

まるものを一つだけ3選んでもらった。

【福島市達

　①雛金や名誉よ弩も霞分の好きなように生きた

いまが33．§騰（男32洛％、女34．7％〉でもっとも

多く、ついで②縮立たないが人並みに暮らしてい

ける人になりたいま姓6％、③ゼお金持ちにな穆た

いま三3．8％、④堰：の中や社会のために役立つ人に

な轡た晦欝窪％、⑤ギテシビに選るタシントのよ

うに有名にな参たいま織3％とつづく、⑥障い人

になって、人の上にたちたい感という希望は2惑％

ときわめて少ない麟

｛ナッシュビル市茎

①購金持ちにな参たい蓬鰍3％（男35マ％、女

箆麟〉ぶもっとも多く、②ギお金や名誉よ陽も自

分の好きなように生きたい暮4．3％、③壌立たな

い潜入重みに暮らしていける人になりたい糞三．§％、

④聡い人になって、人の上にたちたい錘L婆％．

⑤ギテレビに患るタレントのように有名になりたも彗

難．2％分類で、⑧縫の申や教会のために役立っ入

になりたいま3．玉％はきわめて少ない。

【雨霧闘の比較1

　福島市では噛分の好きなように生きたい圭解3

割以上の支持をあつめ三番で、つぎに糖立たない

が人並みの暮ら雛がくる．中学生にとって、現代

は夢をもちにくも・時代なのかもしれない。ナッシ箔

ビル市では購金持ちになりた砺が3割弱と三番

人気で、雁の中や社会のために役立つ人まは3％程

度と不人気である．軒お金持になりたいまにせよ晦

分の好きなように生きたいまにせよ、中学生の将来

の夢としては悲しいほど現実的、かつ優人主義的で、

偉い人戸有名人3雌：の中に役にたつ人まといっ

た野心や絶命感を述べる生徒は少ない．

蟹Q烈将来どんな大人にな夢たいですか

％　　　　　　｛欝霧：蟹需筏，醗ぎ：擁擁鋤
餐矯
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鱒
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小　括

　福島市でもナッシュビノレ市でも3～4割の生徒溺

不登校気分を共有している．ただ、福島霧では多く

の生徒蕃我慢して登校をつづけているため、不登校

としては顕在化していない。学校に行くのが遷由と

して、①勉強潜きらい、②先生癬きらい、③友だち

とうまくいかない、が雨霧で共通していたむまた、

学校ぎら恥の理由と』して、福島市ではギ身体砂調子

演わるい」、』ナッシュビル市ではゴ学校の外におもし

ろいことがあるオという園答が霞立った．

　全般的に、福島市の中学生は高恥規範意1識と低い

自己肯定感をもち．ナッシュどル市の中学生は低い

規範意識と嘉納自己脊定感をもって継る点が、顕著

な差異として羅をひ恥た。

　福島市の中学全についていえば、かな穆多くの生

徒が勉強にも友人関係にも窟億撰ないし、先生も好

きではないが、我慢して登校はつづけている．ギ思い

きり誰かを殿ってみたい墨という、誰にぶつけて良

いのかわからない怒参と攻撃的な気分力玄心の奥底に

あるが、厳格な規範意識で自己蔑離して継る。大き

な野心や希望はとても持てない。せめて櫨分の好

きな生き方ができればいい輩と身の丈に合わせたさ

さやかな夢をいだいているが、ギいっそのこと死ん

だほうが楽だ茎という恩塾が頭をよぎることもある。

こうした先のみえな恥閉塞感のなかで毎縫を送って

いる、中学生の息苦しさが騙見える調査結果とな

った。

　今回の調査は、福島市とナッシュビル畜の中学生

解抱えて継る開題行動の実態を捲握することを羅的

としたもので、その原石や繋麺法を探るための調査

として設欝されてはいない．ただ、今後の研究への

手がか轡とするために、上達してきた各項鐵の調査

結果を援篤して不登校と暴力に関する鏑帰モデルを

提示しておく．これは、あくまで作業仮説としての

暫定的なモデルにすぎない。

　回帰モデルで使駕した変数について、簡単に説窮

しておく。

　家族関係：これ纏1生徒駕アンケートの趣6ζあな

たの家族蔚係はうまくいっていると思いますかまと

いう質欝項欝を、生徒自身が認知している家族欝係

の機能状態をあらわす指標として借帰した。これ，は

継瓢うまくいっているまから「5翼うまくいって

いない」まで5段階の頽序尺度となっている。

　親友の数：Q7ヂ現在あなたがっきあっている親

　しい友人は傭人くらいいますか3による、本人から

みた親友の多寡である。これは縫竃いないまから

　賂嵩給人以上」までの5段階である．

　不登校気分：これはQ捻坤学生になってから、

学校に行くの力業いやになったこと溺あ参ますかまと

いう問いに対する答えを、不登校気分を表現したも

のと捉えた、縦薫よくあるメから縫建まったくな

い諺の4段踏で表現されている。

　学校ストシス：Q懇でダ学校に行くめが嫌になっ

た理由1を闘いている．麹馨友だちにいむめられ

るまから雛灘学校の部活癬負担1まで、婚ずれも

学校に行くのが嫌だと思う理由である溝、いやな珪

由が数多い生徒ほど、学絞をよ餐ストレスの多い場

と感じていると仮定して学校ストレスとした。ただ

厳密に言えば、Q捻に薄する理由を闘いたのぶ窺難

であり、質問時点で鰹答者が感じていたストレス度

を示すものではない。

　不整校：これはQ蕊ヂ学校に行くのぶ鎌になった

とき、どうしたかまという聞継に対し、ヂ笠翼一度も

休んだことがな》、凄から礁雛玉ヶ月以上休んだま

までの5段階を、不登校の程度とした．

　幾範意識：Q鰺は、すべて生徒の挫会規範につい

ての意識を闘塾ている群英語版で除籍た爽欝）ぷル

ノ雑誌やアダルトビデオを見るiを除外した維）

学校をさぼる墨からギ（22｝他人の自転車に無断で乗

る」までの各項鐸の合欝得点を規範意識の点数とし

ている．各項揖は残業とても悪酔3からギ4訟わ

るくないままでの4段階の顯序尺度になってお雛、

福島市でもナッシュビル市でも、各項熱まお互墾、に

正の根麗恭あること解確認できている。

　自己肯定感：Q欝で、ギ（葺私は勉強藩できる3か

らゼ（三3）私は警分の行動に責任解待てるままで、自

己肯定感をしめす項目をならべてあり、それぞ為鞭

鴬当てはまるまからガ5篇当てはまらな塾まわ5段

階詳細となって耽る。福島市でもナッシュビル市で

も、この各項羅とも相互に疋の相闘があり、すべて

自己肯定感をしめすこと湛確認できている織さまざ

まな項目でギ当てはまるまと肯定的に自己評醸して

いる生徒のほうが、ギあてはまらないまと恥う評鰯の

多い生徒よ蓼も自己蕎定感清高塾と仮定し、ωから

（圭3）までの合爵点を自己肯定感の程度をしめす値と

した。

　攻撃性：Q2◎のギ①思いき概誰壽蒸を毅ってみた

い戸（2〉手あた参しだい物を壊してみたい遷の合爵

点を攻撃性の摺標とした．それぞれの項賛は、残＝
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よくあるまからボ4雅ない3までの4段階で評晒さ

れている犠

嘩〉不登校への回縁モデル

　上述の各変数から、表駁、表S2のような不登校

気分と不壁校への罎帰モデルが想定できる、わか瞥

やすく表示するために、暫定的なパスダイアグラム

も鍵示した。

　福島霧においては、学校はできれば行きたくない

不快菊緻の揚となってお蓼、学校ストレス麟生徒の

不登校気分の形成にもっとも強く闘与して》・る．親

友の数寮多いほど、家族灘系ぷ良野な撮ど．自己肯

定惑溺強い橡ど不登校気分は減少する綴織類ある熊

その影響は大きいものではない。不登校気分が直接

的に不登校に結びつくわけではなく、多くの生徒潜

不登校気分を抱えながらも我慢して登校している。

不登綾気分から不登校にいたるには、この國で醗

点のない矢印で表現したギ外甜が大きく閣与して

いる。この外畿がどのような要霞から成立している

か、すなわち学績ストシス以外に、どんな要毯が不

登校の成立に大きく雛与しているのか、その究明瀞

今後の大きな聯究議題であるゆ

　ナッシ謙ビル市においても、学校ストレス解不登

校気分や不登校に影響を与えるもっとも大きな要石

である溺、繧島市に比べるとその影響度は少ない．

ナッシュビル市の不登校気分や不登校行動には、学

校ストレス以外の顛溺大きく鍵与していること解

うかがえる。Q玉4で．ナッシュビル覆では学校に行

きたくな雛瑳由として、ポ轍の外におもしろいこ

とがあるまという回答溺37．6％もあ蓼篠島市の

5．3％をきわだった差をみせていたことから、登校へ

の動機づけの穫度渉両市の生綴…閥で差辮ある可能性

もある。

2）暴力・破壊行動への回撮モデル

　今園のわれわれのアンケートでは、暴力や破壊行

動をしたかどうか、実際の経験をきく質闘項欝は用

意しなかったので、攻撃性から実際の暴力・破壊行

動へのパスに関するデーターはない．

　攻撃軽塾叢ある幾糖をこえて高まるか（たとえば怒

りなど〉》あるも・は攻撃性を擁翻する閾値縫意識・

や衝動の擁赫力）が低くなるとき（たとえば集懸心

遅やアル譲一ル・薬物の健欝など）1敗撃牲鋳蛭暴

ヵ・破壊行動∫に転化するというパスダイアグラム

を想定した。

　福島市では学稜ストレス麟攻撃性を高める主要な

馨子であり、良好な家族関係、高い自己肯定感、つ

よい規範意識などは攻撃性を擁翻する因子として働

いている（籔S3、表S5｝。親友の数は攻撃性とは

聞違潜なかったので、このパスダイアグラムからは

除外した。

　ナッシュビル市でも学校ストレスが攻撃性を高め

る方向で大きく寄与しているむ福島市と同様に、良

好な家族関係．高い自己肯定感、つよい規範意識な

どは攻撃陸を擁翻する因子として働いている（園S

4、表S6）．橿島市に建べると、ナッシュビル市で

は規範意識があま弩攻撃縫への擁丘力となっていな

い．Q鰺で発たように、欝人暴力や器物破壊をギそ

れほど悪くない戸悪くないまと是認する生徒がナッ

シュビル市では葺～26％もあり、福島市の3～慧％

と比べてきわだって多い．このように規範意識農俸

がナッシュビル市の中学生では低いため．ナッシュ

ビル市では規範意識が擁止力としてあま渉有勤に機

能して塾ないのかもしれない。いずれにせよ、こう

した結果は、信頼性や妥当性を確認した詳細スケー

ルを使って再調査する必要潜ある。

　学校は子どもにとって主要な生活の場であり、友

だちにも会える楽しい場でもある演、講時に大きな

ストレスの場ともなっている．生徒が感じる学咬ス

トレス解、ストレス場面を回避する逃避的な行動（不

登校〉にも、ある纏まストレスを発散させてストレ

スに薄延する攻撃的行動（暴力・破壊行動）にも大

きく寄与しているようだ。

　暫定的な鐵爆モデルであるが、不登校にせよ暴

力・破壊行動にせよ、両市の生徒のあいだで現象と

して類似してはいても、その行動が生起する背景は

大きく異なっていることが示唆された。この結果が

正しいとすれば、とうぜん対麺の仕方も、それに応

にて異なったものとなる．

　ナッシ轟ビル市で生徒の問題行動を減らすため書こ

は、規範意識を高める教育活動を学校・家庭・地域

が一体となって推進する必要があ珍、それ溝効果的

だと思われる．しかし、福島市では生徒め焼範意識

はすでに十分に高いので、これ以上に規則で縛った

η規範意識を高めようと指導を強めた抄することは・

かえって生徒の学校ストシスを高めて逆勤果となる

恐れ溝ある。むしろ学校を今よ障もストレスの少な

い楽しい場に改善すること、生徒が自己肯定感や唐

己能力感を高められるような教育プ雛グラムを実践

すること、生徒一人ひと箏が尊重され大切にされて
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いるという実感をもて、それぞれの夢や希望を育ん

でいける環鏡を整えるため、家庭・学校・社会全体

が協力して取穆緩むことが求められる．

　なお、篠島市とナッシュビル市で得られた調査結

果が、そのまま資本全体、ましてアメジカ全体にた

だちに一般化できるかどうかはわからない。福島市

の結果については、これから欝本のほぼ全体を推濁

してもそう聞違いはないだろうと思うが、そう購書

するだけの根褻｝は今のところない．
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荻。　華　　輩夏離昇称ノ」 ”曝

要　隆
標準偏回帰係数（β）　相関係数（r〉

学校ストレス

e友の数

ﾇ好な家族関係

ｩ己欝定感

．感57＊＊　　　　　．4？6審＊

黶D057　　　　　r童43＊＊

黶D㈱＊　　　　～2玉藍＊＊

黶D王i轡　　　　　r186継

室相聞係数（R〉 ．523＊＊

【福島市における不登校簾

　
‡
　　　　　　＿、鵬　　　（R綴．藝23　〉　　　（R求脳轡糞）

翻　～　　　．圭22勲　　　r擁無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．060

褻園S等　不登校気分と不登校に関係する要石
表S壌　不登校気分に関する回難モデル

表§z　苧軍慣』瀦7 雛爆署駆

要　因 標準偏回爆係数（の 籟閣係数（の

学校ストレス

s登校気分

ｩ己肯定感

　．亙駐緋

@．夏84＊＊

黶D麗G

　．241＊毒

@．246＊＊

黶An2＊＊

重相関係数（R） 一．3G4緋

表S2

　　　　　　頻＜．05　＊頻＜・雛

不登校に麗する園帰モデル

や＜．轡5　＊頻く離
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1ナッシュビル市における不登校茎

　
‡　　　．玉49　　　　国璽翻一團
　　　　　　＿．09諺　　　　　（衰瓢．236勲）　　　　　　（R＃．王9≦｝）

翻　～　　　．05隻禽褒　　　　　　　　　一．057
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．倉雛

塵
図S2　不登校気分と不登校に関係する要因

表S3　不登校気分に関する回編モデル

要　因 標準偏回帰係数（β）　相関係数（の

学校ストレス

e友の数

ﾇ好な家族関係

ｩ己肯定感

　、餐X）＊＊　　　　　　　　　　　　　　．2i2＊＊

黶D0婆6　　　　　　　　　　　　　一一．（｝（13

黶A095＊　　　　　一．幽＊家

黶D057　　　　　　r倉73

重相関係数（R） ．236＊＊

蓑s4

　　　　　　＊β＜．G5　＊＊β＜，Oi

不登校に関する回帰モデル
帆

要　因 標準偏回帰係数（β〉 相関係数（の

学校ストレス

s登校気分

ｩ己肯定感

　．083

@．062

黶DG磁

　．i董6＊＊

@．婚倉＊＊

黶D073

重相関係数（R） 一．欝§

や＜．倉5　＊＊夢く離
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【福島市における攻撃性歪

靆／＿
翻　　ro34　　
～
　　　　．09盆噛　　　　　　　　　　一．286噺褒

翻
匿S3　攻撃綾に関係する要因

表S5　攻撃性に関する痙彊モデル

國→　ぐR3．4薙勲） カ・破壊行動

要　因 標準偏回帰係数（β）　相関係数く欝）

学校ストレス

ﾇ好な家族関係

ｩ己肯定感

e爺意識

　．2蓑撃＊＊　　　　　　　　　　　　　．2曾5審＊

鼡�
Di3玉＊＊　　　　　　　　　　　一．2《｝8＊＊

秩o》84＊・＊　　　　　　　　　　　一偏｛》2ε

黶D28ε穣審　　　　　　　　　　　　一、35｛｝零＊

重根麗係数（R） ，445＊＊

粕＜．薦　＊頻ぐ雛
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【ナッシュビ肺に掛る馨樹

　　学校ストレス　
／　　　　　　　　　　　　．292勲
　　　一．圭8蔓｝鼎

匪i璽　　　r簸9鷺

‡一

褻
　
～
　　　　．｛｝79　　　　　　　　　　　一、04玉

　　睡亟蚕　　　　　品

園＄4　攻撃性に関係する要石

表S6　攻撃性に関する回帰モデル

動行壊破力
↓
謝曙

要　因 標準偏興帰係数（β）　相聞係数（の

学校ストレス

ﾇ好な家族関係

ｩ己肯定感

K範意識

、292＊＊　　　　　．26鱒

黶D欝＊　　　　　一．ig8＊壌

黶D倉3塩　　　　　　ri姦8＊＊

黶D04茎　　　　　　　　　　　　一、玉痩2＊爽

重相関係数（R〉 ．3駐＊＊

＊茎）＜．｛）5　纏欝＜．1）i
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炉3・3教麟用アンケートの謬査結果

　この簸では、子どもの問題行動に関して・中学生の

教育にあたっている教廓たちがどこを問題として、ど

う朗処しているのか、問題行動の背景や今後の対策を

どのように考えているのかを扱う。ここでも生徒や保

護者の調査と属じく、福島箱rとナッシュビノレ瀞の教締

を対象にしてアンケート調査を実施したので嚢誌を比

較しつつ、以下、その結果を報告する。

（M－Q5．璽答者の概略

　アンケートに協力して回答した教擁は、福島市で

357名、そのうち男性茎総名〈駄鑛）、女権至難名

（4＆篶〉であった夢ナッシュビル毒では正総名力璽答を

よせ、そのうち男性42名（2＆磯）、女監醤5名（雑協）、

不明i名（α篇）であった。男女の分布をみると、有意

にナッシュビル毒では女鑑が多い（表丁一Q圭参照）窃

　擁年生の担任をしているかをみると、撞任をしてい

るのは、福島市で牛王・中2・中3の擾任を合わせて

瓢霧である。ナッシュビル寮では4＆鑛の者力塑任を

しているが、中3に相当する9掌範腿任はいない（表

↑一Q2〉窃主に何年生の授業を縫当しているかをみて

も、ナッシュビル帝では9学年の授業担当者はきわめ

て少なく、調査鰐象者になっていないことがわかる（表

τ一Q3〉。

　教職歴をみると、福島毒では鍍～盛年が24繍と最

も多く、6～2G年で蕊嬬を占める。他方、ナッシュビ

ル斎では5年以内が3玉．跳と最も多く、鐙年以内で

駐．4％占め、有意にナッシ蕊ビル斎の翻答者の方が若

い（表孚一Q4）。

　学校でどんな科慧を握当しているかについては、ナ

ッシ三ビル毒では国語・挫会・蓮科・特殊学級握妊の

担当者が有意に多く、福島姦では外蜜語・養護教論・

管理職が有意に多い（表丁一Q5〉登この結果は～疑米

の教員配置の相違を示しているともいえ、興味深い。

醗をあげれば、アメ暴力では特殊教育に力が入れられ

ているが、わが国では養護教諭が富勤しているという

特徴がある。

Q6．教鱗は保護者をどうみているか

　生後の親（保護者〉について、雨霧洪にギ親が子ど

もの生活習慣やモラルについて放任3を織題観する率

は高く、また、「親子の会話や薦：志疎通が少なぐなって

いる」も有翻まみとめられず、これらは弱毒に共通

する隅題であろう（蟹丁一Q6〉。

　福島市の教鰍嚇駿開題にしているのは、ナッシュ

ビル毒に比べて有意にr親が子ども姦こ過森護である玉

r繊こ利己主義的な傾向が強い」と慇懃ているという

ことである《表りP－Q馨〉蘇他方、ナッシュビル毒の教

簾は、「教擁への期待力嚇こよりバラバラである玉ギ親

が教縣に協力的でない」ことについて問題観している。

言い換えれば、福島梅では親の養育態度を、ナッシュ

ビル市寮襯と教緬の連携の難しさを問題にしている

といえよう。

図丁一Q6－Fukushlma

端歌ある紳や璽醐題でない醸A鰍

　　　　　　　　　　簾　　　20％　　紛秘　　s磯

　親子の会誌や意志蘇透が少なくなってぴる

　　教麟への鵡待が親によ琴バラバラである

　　　　　　　　観が教範に協力的でない

親が子どもの生活習慣やモラルにつ継て放任

　　　　　　　親が子どもに過保護である

　　　　　　親に麟己主義的な傾向が強い

8磯　　矯｛｝％
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　　　　　　図丁一Q6－Na曲v棚e

縫難題である縷やや麗麗であるa開題でないロ鰻A，OK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉群◎
　　　　　　　　　　　　鎗霞義　毬購2磯3｛残4磯｛鵜磁路7｛i購糊購｛纏　驚

　親子の会議や意志藤通が少なくなっている

　　教誨への期待が義によ琴バラバラである

　　　　　　　　　親が教藻糞に協力的でない

義が子どもの生活習慣やモラルにつ継て放任

　　　　　　　　親が子どもに過保護である

　　　　　　　義に籍己主義的な傾脅が強い

Q乳生徒の生活実態をどうみているか

図丁一Q7－Fuku謙灘

　　　　　　学ぶ意数をなくして疑る

　　　　良好な友人欝爆を形箱できない

　　　　　　　　　行動が藩籬麹である

　産薩さがなくなって継る

　　　難人に欝る優しさ都電くなって継る

　　　　　　　蕉義感撚なくなうで継る

　　　　　　　　勢銀辮叛く襟って継る

　　　　　我穫彊さが襟くなつで継る

　　　　　　　指導力藩なくなって継る

　　　　　　　窪立盤瀞なくなつ鷲継る

社会的な習穫革篭ラ轟影窺難野蓼で縦な継

　　　　　　慶分に慶鷺を捧｛て静な雛

　　　塵分の行動に壷蓬を祷てて緕な籍

　　　　乾しすぎて露虫な鋳翻をもてな緋

　　　　　　犠費麹に恵まれすぎている

　　　　大人を尊敬しなくなっている

　　　　　多くのストレスをかかえている
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　生艇iの生活実態の中で、爾斎に差がないのは、階動

が溝極的であるま、r正義感がなくなっているま、ヂ指導

力がなくなっている」、〔自立姓がなくなっている玉罫社：

会的な習慣やモラルの形成ができていな弱の項目で

あった癖（表丁一Q7）¢

　一方、福島毒の教練矯鶏こ離しているのは、

r箋魍藝強さ：がなくなっている」．ヂ叢好オ繍形

成できない」．ヂ勇気がなくなっているま、ヂ忙しすぎて

弩密な時間がもて懸い玉野物質的に恵まれすぎている玉

ヂ多くのストレスをかかえて継るまと鯵う項欝である

（園丁一Q7－F櫨難s娠麗〉。

　他方、ナッシュビル毒の教擁は」学ぶ意欲をなくし

ているムギ正直さ力耀くなっている玉「難人に対する

優しさがなくなっている」、r自分に自信がもてない玉

r露分の行動に費径を持てない」、「大人を尊敬しなく

なっているゴということを問題臆する（園丁一Q7一

晦s魏圭鍍¢）¢

　ナッシュビル市では、生捷の人格面の変化を問題に

しているのに射して、福島市で縁生綻を取り巻く環箋

の変イむに遍応できていないことも問題観している。

図丁一Q7－Nashvllle

　　　　　学ぶ慧数をなくして継る

　　　　幾欝な友人襲鎌を彫戒マきな碁

　　　　　　　　行難が溝極薙である

　蓬蓬さが難くなって継る

　　懸人に離する覆もさがなくなって継る

　　　　　　　蓬養感辮なくなって駆る

　　　　　　　　勇気がなく姦って静る

　　　　　義援強さ露耀くなって鋳る

　　　　　　　権薄舞がなくなつ鷲継る

　　　　　　　磨立綾撚なくな⑫ズ継る

社会的な碧爆争モラ残影鏡熱饗嚢《輪業継

　　　　　　§分に縷縷を掩でζ塾穣雛

　　爵鰹鐙響動鶴翼蓬を慈πて叢噸集

　　　健しすぎて轡虫な雛欝をもでなも、

　　　　　物盤纒こ激難すぎて雛る

　　　　大人を華辮くなつで継る

　　　　　多くのストレスをがかえで継る
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Q8．生後の無題行動をどうみるか

　この設問にあげられたすべての問題行動において、

諏毒の教締の評懸が有意に橿違を示した（表丁一Q8〉⑬

特に、福島毒の教緬はヂ学校にどうしてもいけない」

という項目だけには寛大な評緬を示した訊それ以外

の項霞にはことごとく、ギとても悪い錘と厳しい評癌を

くだし、倫理畿の強いこと力唱われるく園丁一越8一

睡総雛照）。不贅校問題は特鍵に扱われているのであ

ろう。

ナッシュビル齋の教麺が姥鮫的厳しい評懸をくだし

たのは、ギ授業中に騒いで授業を妨害する玉「友人を脅

したむ暴力を振るう諜、ギ学校の物を壊す」、rシンナー

を吸ったり薬を翻する」、ギ麻薬や覚醒離を健照するよ

ギ学校にナイフなどの凶器を持ってくる」という項目

であった6つまり、暴力と薬物乱織こ対しては厳しい

といえる（図了一〈≧8一滋鎌畷鍍ε〉。

図丁一Q8－F蝋鵬h㎞a

穏とても悪い鑓悪纏縫それほど悪くないロ悪くない篠韓へOK

鰭

　　　　　　　　　学校をさほる

　　　　学校にどうしても菅縫ない

　　　　　　学校で他人を舞鶴める

　　授業中鷺もないのに鷹を離れる

　　授業率に騒いで授業を妨害する

　　　友人を脅した捗暴力を縁るう

　　　　先生を脅した蓼暴力を振るう

　　　　　　　　学校の物を壊す

　　　　　　　　　　ダバ糞を吸う

　　　　　　　港やビーールを飲む

　　シンナーを吸った琴薬費裁駕する

　　　　　麻薬や覚醒欝を使駕する

　　　　　　夜中まで盛捗場で遊ぶ

　　　　　保護者に無籔で外泊する

　　　　　　　　　　　家鬱する

学校の内で人を毀った琴蹴った移する

学校の外で人を毀った琴蹴った饗する

学績の内で人を脅してお金や物をとる

学校の外で人を脅してお金や物をとる

　　　　　　　　　　万機きする

　　　　糖人の自転車に無難で乗る

　　オートバイや震動寧を運転する

学校にナイフなどの饗器を持ってくる

叙矯 鵬 鱗 綴泓 IGO麗

バ驚 癖》、． ・躯鞠
＝議・i

馳

r山｝

罫r．

’　“
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図工一Q8－Nashvl“e・

　　　　　　　　　学校をさ懸る

　　　　学校にどうしても行けない

　　　　　　学校で他人をいむめる

　　授業中鷺もないのに露を離れる

　　授業串に騒籍で授業を擁害する

　　　　友人を脅した》暴力を籔るう

　　　　先生を脅した琴暴力を撮るう

　　　　　　　　学稜の物を壊す

　　　　　　　　　　ダバ簿を吸う

　　　　　　　酒やビールを飲む

　　シンナーを吸った琴薬を蕊得する

　　　　麻薬や覚醒1離を使擁する

　　　　　　夜率まで盛写場で遊ぶ

　　　　保護者に無断で弊治する

　　　　　　　　　　　家鐵する

学校綴》癖で人を毀った琴蹴った饗する

掌紋の外で人を毀った蓼蹴った饗する

学校尋う内で入を脅してお金や物をとる

学校の聾で人を脅してお金や物をとる

　　　　　　　　　　万引きする

　　　絶入の蜜転車に無断で乗る

　　オートバイや嶽勤軍を運転する

学校にナイフなどの鰺器を持ってくる

簾 2磯 韓騰 6｛隅 鵬 マ◎o麗

畿岩1；。馴i

婿一モ鰍賜論鵡紹串ニミ翼

豊肥域　二＝曙難曲
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（｝9．生徒の問題鋤に飼卜して誰が薄癒すべきか

　この設問にあげられたすべての問題；動襲おいて㌧

福島市の教鰍まナッシュビル毒と継て、有意こ「保

護者」、躍蟄錘教鯨蜜ボ学隼主任・教湾獺駿瞳当教員ム

それに薮轍が趨濾すべきであると考える（表

丁一Q嚢）癖養護教議縁わが国独濤のものといってよい

が」あらゆる騒動に赫志すべきであると考えてい

る人が多く、スクールカウンセラーの役離を期待され

ているといえよう。福島市の教練ま、ナッシュビル市

のように問題行動の質を考慮して。それぞれの専門家

が推することを考えることよりも、ワンパターン化

されて、共濁の責餐i体鋼を重視しているといえる。

　ナザシュビル事事こおいて、撞鐘繍特に対応すべ

き項目は、ヂクラスカ轍態にあること」であり、i握

廷教練は学級経営に責任をもつべきとする考えであろ

う蜂注目すべきことは．ボ校長や教頭職の管理職冒の役

讃、ナッシュビル慾詮般麟こ莚妊教緬よりも管

理職が問題行動に舷応すべきとする傾向にある。ナッ

シュビル齋の管理穣が福島市のそれよりも鵡応すべき
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とした項目は、ゼ学校を無齪でさぼること」・rいじめが

あること」、ゼクラスが崩壊状態1にあること」・［タバコ

を吸うこと」、「酒やビールを飲むこと3である¢逆に・

福島市の管理職がナッシュビル毒よりも対応すべきと

した項目は、「先生を脅かしたり暴力を振るうこと玉

r夜中まで盛り場で遊んでいること玉ヂ家島をするこ

と」であり、これらは鐙任では責長が負えなも澗題で

あり、警察が録応すべき問題行動でもある。

　警察が対応すべき問題行動をみると、福島市よ善も

ナシシュビル毒で問題にしているのは、軒学校を無断で

さぼること」、「学校にどうしてもいけないこと玉ギ生

徒闘で暴力行為があることま、ヂ学校のものを壊すこと」、

「親に無断で外泊すること」である。特にナッシュビ

ル毒では、不登校問題には警察の関与を考えている点

は注目すべき点であり、ま窪、撞任よりもスクールカ

ウンセラーやスクールサイコロジストの関与すべきこ

とがらと考えている。

　わが国ではスクールカウンセラーに比べてスクーール

サイコ穏ジストカ沙ないが㌧ナッシュビル燃ま、ス

クールサイ隷霧ジストは専門的な立場からの対応を広

く求められている倉福島市ではスクールサイ譲覆ジス

トの役割断部ギ児童編談所等の公立の橿談藪」が縫

うことが鰯待され、ゼ生欄で暴力行為がある」、r先生

を脅かしたり暴力を振るうことま、r学校の物を壊すこ

と」、「シンナーを吸ったむ薬を乱欝すること玉「覚醒

離や麻薬などの薬物を縫うこと」といった問題に億舞

ナッシュビノ締よむも児童構談謬論灘応すべきとして

いる¢

　この鑑教育センターは福島毒の方岬媚されてお

う梅教育委員会に関しては覇市に大きな差はないゆ教

育委員会について、福島市の方が有意に離癒すべきと

したのが触fクラスが艦壌状態にあること玉ナッシュ

ビノ覇紛方が有意に短癒すべきとしたのが、ギ学校を無

齪ぞさぼること」であった、

Q璽懸、学校で秦拠できなも燐酸蕗動をどこで雑談す

るか

　この設問は学校の外にある社会資源を実際どの程度

糊しているかを問うているが、全体的にみて、、福島

市の教師よむもナッシュビル毒の教籐の方が縄罵度が

高いといえる（表丁一Q紛〉。精神保健福祉センター・

精神稗医葱児童相談翫、家庭裁糠電謡櫨炎におい

てはいずれもナッシュビル毒の教麺の方力壌翻慶塾傷

い．両市で有意な差がみられなかったのは、警察と教

育センターであったむ

　　　　　図Tl－Q壌0一恥k鞍轟髄

馨相談をしたことがない　　　繕よく対応をしてくれた

窪＿鰯癒して仇だ　繭劇対鼠てくれなかった
馨薄癒してくれなかった　　　口麟A，PK

　　　　　　礫　　　　2鑛　　　4雛　　　e磯　　　8簾

　　　　　屍童相談所

　績神保健福祖センター

　　　　　　　　警察

　　　　精神秘の医者
晃童裁判所や家庭裁響藪

　　　　　教育センター

　　　　　　　電器相談

　　　　　　　　その糖

蜜x跳
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図τ一Q唾O一輪shvllle

鐙権談をしたことがない　　　縫よく封癒してくれた

轟あま鱗封癒してくれなかった雛薄忘してくれなかった

　　　　　児童懇談藪

　績1神保健1繧祇センター

　　　　　　　　警察

　　　　糀襯の薮青

蝿童蒙鬢所や家庭裁覇藪

　　　　　教育センター

　　　　　　電話緩談

　　　　　　　その健

欝一癖薄癒してくれた

舞舞A，OK

Q”．生徒の問題行動の選曲をどう考えるか

生徒の問題行動琵躍由として．雨霧ともに」子ども

たちに世の中のルールを守る意識がなくなってきてい

るユをあげる率力篤く、またr子ども羅士の纐係

に問題がある」という項目でも有意産みられなかった

（表丁一Q　i玉）。つまり、規繍下と人間関係

の歪みは共通するところであろう。

一方、福島市の教鋤澗題行動の璽由として特にあ

げるのは、ヂ子どもたちが人と関係を作るカカ溺くなっ

ている」、彰教麟の鱒力が蟹下している」、「家庭の叢

導力力噸下している」、「町内会や隣近駈などの地域社

会の指導力が低下してきている」、「社会全体のモラル

が低下している」、ヂ受験競争などにより、子どもにス

トレスがたまってきている」である¢人聞関係の希薄

さは、子どもの握界だけの問題ではなく、大人からさ

らに地域まで広がっているということであろう。

　飽方、ナッシュビル斎の教簿は開題融とし
て、「子どもたちに正義感がなくなっている」、ゼ絶入に

配慮することがなくなっている」をあげて、子ども自

体の変化に注目している、購時に、ナッシュビル毒で

は福島市よ鯵も有意に「マスコミが大げさに報道して

いるだけ」、「非行などは着からあ⑳、特に新しい問題

ではない」を指鋳する人が多く、生後の問題行動は今

さら問題にする事柄でないという人が多い。
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図τ一Q”ヂ礁雛短鎚

馨そう患う懲ややそう懸う懸あ雛塾そう懇わな雛露そう思わない覆わからな籍滋鍵《

　　受験競争などによ馨、子どもにストレスが赴まってきて疑る

子どもたちに世の中のルールを守る意識がなくなってきてトいる

　　　　　　　　子どもたちに藁蓑懸がなくなってきて継る

　　　　　　　難人に配慮することがなくなってきて継る

　　　　　　　　　　子ども縫上の穣互鍵綴に縫題がある

　　　　　　子どもたちが人と饗藻を葬るカが弱く奪っても、る

　　　　　　　　葬行融灘轟に走る子ども自身に糠握熱ある

　　　　　　　　　　　教擁鐙撫導力が低下してきて継る

　　　　　　　　　　　家庭の犠導毒が低下して饗て継る

鍵内会や隣逝漸などの地蟻社会纏捲導露髄睡下むでき響継る

　　　　　　　　　　　縫合金棒のぞう簿が鷺不転で継る

　　　　　　　　マス簗ミが大縛さに報遂もて駆る菱縫である

　　　　　葬行など絃誉からあ琴、韓に蓑し駆縫題で纏な雛

鰭 2碧際蔭

鰯 鱗 蟹霧 銭繍

舖

鴇

妻

碑

多

図丁一Q”一穐曲vllle

　　受験競争などによ蓼、芋どもにス鈴むスがた蒙ってきて継る

子どもたちに縫の率のルーメ懸毒意購く馨繋でき｛癖る

　　　　　　　　子どもたち蓄証義感がなくなってきて籍る

　　　　　　　勉人に配露るごと麟なくなってきで籍る

　　　　　　　　　　子ども縫：士の糧互欝蘇に縫難熱ある

　　　　　　子どもたちが人と雛採を奪るカが弱くなって籍る

　　　　　　　　葬響・灘舞に走る子ども濤羅に療馨が姦る

　　　　　　　　　　　教籔の撫導力摂繕下してきて赫る

　　　　　　　　　　　蒙庭の撫導力が羅下もてきて継る

露内会や麟逝辮などの地域社会の撫導力撃抵下して響て継る

　　　　　　　　　　　社会全簾のモラルが低事して駐る

　　　　　　　　マス灘ミが：大1ヂさに報遭むても、るだ葦ナである

　　　　　舞行など絃董からあ琴、讐に蓑し継聡題で纏な碁

魑あ蒙饗そう悪わな墾

6董



Q控。生後の畷賄勤の解決に学働埠急に取り緩

むべきことは何か

　生鍵の問題行動の翻こ学校力鵯紅取り懇むべき

こととして、爾市の教練こゼ子どもとふれあう暗闘

の確繰」をあげる。また．「生徒指導・生活懸導の力量

を高める」という点でも百事に差力麗められない窃

織方、福島市の教麺は、徽育方法や教育内容につい

て工夫をする」を特に強調するのに対して、ナッシュ

ビル斎の教晦は、紅教緬と保護者との連携を強める3、

£教練連携を強める」を特にあげる登つまり、福

島市の教麟は個人の力量を高めることに関心があるの

に対して、ナッシュビル帝では教締や保護老懸筋違携

を重視しているといえよう。

　　　　図丁一Q雇2－F継k鞍s短繕a

綴改善ぷ鯉蜜やや改善が心妻鑛今のままでよ継9擁A

　　　　子どもとふオ纂あう跨蕊の確擦

　　　　　　教師綴緯建携を強祷る

　　　教誨と礫護嚢との還携を強勧る

教育方法や教育内容についてエ表する

　　　　　各教擁の主体性を強める

　生徒捲導・生活緒導の力量を高める

　　　　　　図丁一Q12－Nashvllle

繕改善が必要懸やや敏警が心裏欝今のままでよ齢縫鍵《

　　　子どもとふれあう磯懸の確保

　　　　　教擁織綴連携を強める

　　　教擁と藻緩嚢との連携を強める

教育方渓や教育内容について工夫する

　　　　　各毅麟の主体盤を窪める

　生徒鮨導・生活権導の力量を叢祷る
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まとめ

　以上、福島市とナッシ漁ビル市の中学校教緬を対象

にして、子どもの問題行動に関する講査結果を報告し

たが、その結果をまとめると以下のよう紅なる。

　i〉福島毒の教晦は、生経のほとんどの問題行動に

ついて、ヂとても悪い」と評織し㌔かつ、担嬢まそれら

すべてに薄処すべきだと考えている。これは問題行動

の質や専門家の役割分担を考慮するナッシュビル毒の

教緬と著しく異なる点である。福島市の教締荊まとん

どの問題行動に軸処すべきだと考えているのは．倫理

観と責任感が優先されており．その結栗・多くの問題

を抱え込みすぎているのではないかと考えられる。こ

の特徴は、福島毒の鞭だけの特徴で鷺なく、多くの

臼本人教糠にもいえることであろう。

　2）こうした厳しも繊もつ縫轍て鴛まあ
る斌ただ州つ、ゼ学校にどうしも行けない」ことには

寛容である。これはわ力輯の学校では不董校が嬲物

問題行動であることを示しており、日本の教締には特

別の理解が浸透しているからであろう¢不登校問題の

頬処に麗して。雨覆でスクールカウンセラーの介入に

有意差がみられなかったが、福島禧で1ま、保護者、担

任教麺、学年主任・教育糖談鐙当教員、それに養護教

論が中心となって対応すべきとする。他方、ナッシュ

ビル市では、不登校に離しては㌔教締よりもスクール

カウンセラーやスクールサイコ欝ジストという専門家

が女処すべきであると羅寺に、校長などの管理職そ

れに警察が靉靆すべきであると考えておむ、この問題

を法的にも扱うという姿勢がみられる。

　3）福島毒では、すべての問題行動に担廷教麺と保

護者が麟処すべきだという考えが非常に強い訊教練

が保護者をどうみているかといえは親か樋保護。利

己主義であるという撲醐がナッシュビ茜帝よりも強い。

親が子どもを擁していると疑う傾向は、再霧に有意

差がなかったものの、ナッシュビル毒の教嬢ま親と連

携・協力灘系力憎きていないことを問題祝している。

ナッシュビル市の教擁はこうした連携の必要性を感じ

ているためか、福島霧よりも学校外の挫会資源の活用

を行っている奪

　4〉教臨が生徒をどうみているかであるが、福島霧

の教麺は、我慢できな塾、友人関係が×れない、勇

気がないといった生捷の変容は、物質的に恵まれてい

るが、受験等のストレスがある社会環箋の申で起きて

いると考えている。地方、ナッシュビル市では、生後

自身の中に学習意欲、正直さ、優しさ、責任感大人

への尊敬等がなくなったとみている窃福島市の教麺は

生捷の問題行動すべてを問題観するのに対して、ナッ

シュビル市の教麺は特に授業妨害、暴力、薬i物書囲に

薄しては厳しい見方をしている。また、ナッシュビル

市では、学級醗嬢に関しては撞狂教擁が対処すべきと

するものの、多くの開題行動は握任よむも校長のよう

な管理職力嚇癒タべきだと考える領内にある。ここで

も、責任分握力勢られ、担任教晦の抱え込みは少ない

とみることができるであろう雛

　5）欝本ではスクールカウンセラーやスクールサイ

隷鐙ジストといった専門家が少ないが」それを補って

いるのが養護教論の役割であろう③養護教論への期待

・は多鼓にわたるカ～特に、不登校陶い務め｛喫風飲

酒、薬物薄暮への対麹が求められている類

　6）生鍵の問題行動の解決に学績が攣急に駿む緩む

べきこととして、ヂ子どもとふれあう曙饗の確保よヂ生

徒指導・生活捲導の力量を高める3という点では講市

に差が認められない。一方、福島市の教晦は、徽育方

法や教育内容について工夫をする」を特に強調するの

に薄して、ナッシュビル毒の教晦は、r教糠と裸護者と

の連携を強めるムド教綱の連携を強める3を特にあ

げる癖これは、福島市の教緬は保謬轍癖との連携

に普段から暗闘をさいているので、教育にカをいれた

いということであろうし、ナッシュビル毒では警段不1

足している教麺や保護者間の連携を重観していること

を意味するであろう。
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3－4　保護者罵アンケート

　一子どもの問題行動に関する保護者の意識一

　ここでは、アンケート調査の結果を通して福島市と

ナッシュビル市における保護蓄の子どもの閤題行動に

関する意識について検討を茄える．

　アンケート調査の回答数は、福島市の760に対し、

ナッシュビル市は2雛にとどまつ丸生徒の回答数か

ら勘案すれぱ1、福島毒の回答率が三G蓼％に近いのに対

し、ナッシュビル市の醤答率は3倉％台麟半軽度と推灘

される、また．ナッシュビル毒においては、調査先と

の灘系から、」一部の質問項嬢が変更されている．その

ため、瀦を碍列に比較することは園難であると考え

られるが、このような講査淋前倒のな塾ものであ警、

新たな知見が得られる可融叢高いことから、ここで

は、このまま分析を続けることにしたい櫓

Q確．このアンケートに鐵吝して〈ださる方はどなた

　　ですか。

　ここでは、回答者と調査対象となる中学校2年生の

生徒（以下、罫子ど翰と賂ず〉との麗係を問うたもの

である（表3－4－Q　i）．質問濡紙では、子どもと最

も関係の深い保護者に渥答を求めており、家族内での

子どもと保護者との縣をここからうかがうこともで

きる．

であり、両者を傍せると鰍6％に達する．

1ナッシュビル市塵

　ナッシュビル市においても、回答者で最も多いのは

母親で、全体の78．嚢％を占める。一方、父親の嬢答率

は獄7％で、福島市と大差なかった。講者の合計は

齢．6％である、ナッシ藷ビル市においては．ダ祖父∬そ

の惣などの比率ぶやや高く、それが講親の合計の姥

率を低下させている．

【両市の比較茎

　両市を比較すると、両市とも回答書に母親の占める

比率が圧倒的に高い．福島と翻蒙、ナッシュどルにお

いても、護渡の差はあれ、家族撲懸の中では母争関係

溺最も密接であることがうかがわれるゆ両市の間で、

父母の合計値に約欝ポイントの差が晃られるが、これ

は両市の家族構成の差を反映している可能陸がある．

ただし、前述のようにナッシュビル市の回答率は低い

ため、この点は則断できないが

Q2．お子さまの性別はどちらですか。

　この質問は、諭象となった子どもの姓購を問う

たものである（図3－4－Q2）．福島市がほぼ男女

半々であるのに対し、ナッシュビル市は磁．8％が女子

であり、差瀞著しい。この理由については不明である。

園3纏｛12　子どもの性溺

表3－4綴　園答者と子どもとの関係

福島市 ナッシュビル市

父 6 9i 圭。．7

母 68 齢、5 22圭 7＆

義理の父 α
9
．

義理の母 α 2 o．7

父 甑 α α

糧母 α5 隻 臥

亙 載王 α7

兄 駄 三 琶

姉 鼠 2 α

その飽 ＆ 7 急5

無回答 硫5 i 鼠

鰯 5雛 鰺｛｝瓢

【福島市1

福島市は癬答者の繊5％を母親潜占める．従来より

指摘されているように、母親と子どもとの関係が密接

であることがうかがわれる。また、父親の比率は9蓬％

橿鳥霧

ナツシュビ薄薄

態舞2糞a無鐵答

Q3．お子さまとあなたまたは他の保護者の方が平縫

　　　に話し合う時闘は重織あた秘どれくらいですか。

　この質問は、子どもと保護者が欝常的にどれぐらい

深く関係を持っているかを問うたものである緩3－

4－Q3〉．なお、この質問濃家族合群を問うてお甑

その対象は必ずしも画答者に限定されない。

【福島市璽

　福島市で最も多い回答は、ギ30分くらい」の瓢2％

で、昼時闘くらい」の32惑％がこれに次ぐ．約7割

麟



の家庭で、子どもとの語らい力縫露1時闘以内となつ

でいる．繰穆返す斌こ癬ま家族全舞の会話時間の合

計であり、福島市の場合、親子の会議擦著しく少ない

状態になっている窃

図3遍4纏3子どもと話す暗闘
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【ナッシュビル毒聾

　ナッシュビル市で最も多い回答は毎時弱以封の

26．8％であ移、珍鍵繭くら恥まの2L8％がこれに次

ぐ。全体の6割以上の家庭で、毎韓2時間以上の会話

がなされている。鞭特薦以内費ま全体の3割強に過ぎ

ない。家族の会話が毎縫長織欝なされて疑ることが分

かる．

【海市の姥較茎

　この質問項翼では、両市の聞に著しい回答の差がで

た占ナヅシュビル市に比較し、福島市では家族く親子）

の会話演著しく少ない。一般に、β本においては家族

の関係が濃密であると言われてきたが、この調査結果

はこのようなr般論に疑問を殺げ掴ナるものである“

このような会話の減少一相互理解の欠如一が蟻々な問

題行動の基にあるのではないかと推測される。

Q4．お子さまはあなたに学校や友達のことをよく語

　　　しますか。

　この質問も、前問に引き続き、家族の薄話状況を問

うたものである（國3－4－Q4）。

　福島市では、瞭分からよく議す達との興答が最も多

く4薮7％を占め、瞬けば話す3の4δ．3％がこれに次

ぐ．全体の9割以上の家庭で学校に関する会話がなさ

れていることが分かる．これに薄し、ナッシュビル市

では喰分からよく話す」の回答が銀盤％を占め、学

校に関する話が子どもと活発になさ籾ていることがう

かがわれる．瞬けば話勢との合計は福島市とほぼ凋

じであるものの、すッシ識ビル市の方蹴家族との対

話が活発であることが、ここからも裏付けられる結果

となった6

図3遷尋4学校などに関する子どもとの会器

袴

総
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雛響蕎欝窪ナ寧シュビ簿慮
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Q5．あなたの家の家族関係はうまくいっていると思

　　いますか。
　この質問は、家族離職こ関する自己評緬を求めたも

のである（図3－4－Q5〉．
　福島市においてはギまあまあうまくいっている」が

54．玉％と最も多く、rうまくいっている3の33・9％が
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麟3覗5　家族関係の自己詳細
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これに次ぐ．講者の合計は88％に達し、家族関係ぷ良

好な家庭が多いことがうかがわれる．一方、ナッシュ

ビル市はギまあまあうまくいている達が46，8％で最も．

多く、ギうまくいっている」の婆5．0％がこ掘こ次ぐ。

選択肢の順位は同じであるが、弩まく塾っているまの

割合が福島に比べて韓ポイント以上蕊いことが注目

される．前2闘の評緬とも合わせ、ナッシュビル市の

方が、家族関係について強い自倭を持っていることが

わかる。

Q6．あなたまたは糖の保護者の方がお子さまとよ〈．

　　一緒にされていることがあ饗ますか。

　この問は前聞を受け、家族の申でよく行われるレク

リエーションの種類について問うたものである（図3

－4－Q6〉。

1福島市｝

福島市において、保護者と子どもの聞で最もよく行

われているレクリエーシ惑ンはrテレビ・ビデオを見

窃の8L3％で、喰い物をする」（鳳至％〉、ゼドライ

ブするま（億2％〉、糠行に行侮（3L2％〉、噺理を

するま⑫6．3％〉が続く．過半数の家庭で行われている

のは上位の2っだけで、多くの家庭で共通して行われ

るレクリエーシ3ンは比較的少ない．また。回答数の

合計はi家庭平均生0であり、行われているレクリエ

ーション活動はそれほど活発ではない。

【ナッシュビル市1

　ナッシュビル市において、保護者と子どもの闘で最

もよく行われているシクリエーシ養ンはギテレビ・ビ

デオを見る漫の84．6％で、唄い物をする」（75．7％）、

ゼ繁華街（モール〉に行くま鱗．3％）、ゼ旅行に行く」

（6歌9％〉、徽会に行縫〈63．2％〉、ヂ料珪をするま

（55．7％〉、ぎドライブするま（55．婆％）、ボ映蚕に行く遷

（騒．3％）の順に続く。8項目が過半数の家庭で行わ

れており、多くの家庭で共通して行われているレクジ

エーシ慕ンぶ多い．また、回答数の合計はi家庭平均

乳8であり、各家庭でレクリエーシ葺ン活動が活発に

行われていることがうかぶわれる．

【百寮の比較1

　この質闘項翼においても、再市の差が大きく現れた。

まず家庭で行われるレク墾エーシ籏ン活動の種類が。

ナッシュビル市は福島市の儘近い水準に達している。

また、ナッシ潔ビル市では多くの家庭で共通して行わ

れているレクリエーシ葺ンが多い．両市の間では文化

的な差も大きく、単純に姥較することは危険ではある

解、レクリエーシ遷ン灘壌家族の絆を深める重要な

もめの一つであり、その多さ勲嫁族のつながりの強さ

を示していると考えられる．

Q7．あなたはβ頃お子さまにどのようなことを特に

　　　注意し、旨指導していますか・

　この質問は、保護者が子どもを指導するポイントを

問うたものである（図3－4－Q7）。なお、回答は3

つ以内である。

【福島市｝

　福島市で最も多い回答はギ起床時間、食事等の生活

習慣まで、46．3％、次いで信葉づかいまの婆4・3％・

ゼ学校の成緯の総8％、雛金の硬い方違の3至ほ％、

桝出先や遊びの内裂の鰍倉％、騒装や髪致の
23．3％となる．全体的に生活指導面に中心がおかれ、

勉強等に関する内容は少ない。これは調査時点が中学

校2年生の玉学期であ捗、生活指導藏の課題が・織こ

重規される時期であったことも影響していると考えら

れる。

1ナッシゴビル制

　ナッシゑビル市で最も多い回答は罫学校の成績3の

e載3％で、ぎ進学まの38．6％、ポ外出先や遊びの内容ま

の35護％、ギ言葉づかいまの鍼6％がこれに次ぐゆ勉

強面の指摘が生活指導面を上回るが・これは学榛謹渡

の影響があると考えられる。すなわち・β本が6弗3’

3麟をとっているのに蝕し、ナッシュビル市のあるテ
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園3－4遜6家族で行うレク事ナエーシ霧ン

婁　　　鐙　　　欝　　　鐙　　　越　　　鑓　　　鵜　　　矯　　　鶴　　　鱒

｛

｝
童

き

垂

蓄

毒

｝

　　　ス麟一ツをす蕎

@　スポーツを郵こ響く

@　　ハイギンゲに駅

@　　　　鐙響嚢亨る

@　　　　　羨灘こ携《

@　　　　　数金に癒く

@テシピゼデオを3騰

@軸ビゲームを事燕

@　　　　　糞議を雛《

@　　楽難を濱奏サる

@　　　　　鞍を嬢う

@　　　毒聾才璽濫難く

P
　
本
織
　
　
　
　
　
　
　
絵
を
鎌
《
　
　
　
　
痩
麟
ン
を
愛
藁
　
　
　
　
　
糞
羅
を
す
姦
　
　
　
　
露
噛
を
掌
着
　
　
　
　
　
難
華
繊
鑓
霧
く
　
　
　
　
　
　
織
難
に
弩
く
　
　
　
　
鈍
ラ
イ
ブ
を
サ
愚
　
　
　
　
　
　
　
そ
㊥
難
　
　
　
　
　
　
簿
繍
～
　
　
　
　
　
　
　
露
餐

｝
ま
｛
多

き
｛
暫
1
書

き
｝

葬
1

｝
1
｝ 響

掌
華

き
睾

｛ き

喜 5
1鑛福島毒滋ナッシュビル事

図3－4纏7保護者が子どもに主に注意していること
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ネシー州は6・2・4勧をとってお鯵、ナッシュビル

市では中学2年は受験の年にあたる．アメリカにおい

ても進学競争は激しく、それがこのような結果となっ

て現れたものと考えられる．

【爾市の比較1

　この質問では．生活指導を重鎮する福島市と勉強面

を重観するナッシュビル市という、両市の違い溝窮確

に現れた。資本においては、経本の受験競争が特に激

しいと考えられているぷ、アメ撃力における競争は、

欝本よ磐も激烈な硬癒を持っている．学校越度の違い

を勘案しなければならないものの、ナッシュビル市に

おいても勉強面の競争は激しく、舞本以上に子どもに

プレッシャーを与えていると考えられる，

　また、全体的な姥率はそれほど高くはないものの、

交友面においては、福島市が同姓との交友関係に注意

する回答が多いのに対し、ナッシュビル市では難と

の交友に注意する回答が多い、福島市とナッシ講どル

市とでは、異縫との交友関係に差があるものと考えら

れる。

Q8．あなたはお子さまにどのような人間になってほ

　　　しいと悪いますか。

　この質問は、保護者に子どもを育てる上での基本方

針を問うたものである飼答豫3つまで、図3－4－
Q8》．

【福島市董

　福島斎における保護者の子どもの養育方針として、

圧芻的多数を占めるのぶ頃分の行動に責任を持つ人

聞嚢綴．縦）である纏次雛で、ギ正直な人聞墜〈28．2％〉、

喰立した人融｛26譲％〉．積分に自信のある人鞠

（23．嘆％〉．喧分の碧きなことをやっていく人鞠

（22．6％〉、磯切でやさしい人翻〈22．2％〉の纈1に続

く。こ報こ対し、ギ有名な入構拝高い地位につく人鞠

ゼ勉強のできる頭のいい人融罫経済的に成功する人

勤穆一ダーシップを発揮する人聞ギ勇気のある人

間」ぎ正義感の強籍入麺などの回答は少ない、

　この回答の内容を分析することは難しい。埴分の

行動に責任を持つ人融からは強い意志を持ち、主体

園3－4｛剖　子どもに期待する人間像（福島市）
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図3－4一認ぞ子どもに期待する人聞像（ナッシュビル毒）
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的に、活発に活動するような人間像あるいは社会正義

に沿って行動し、道徳性の高い人聞像などが連想され

る。しかし、前者に類する選択肢として比較的多く取

り上げられているのは喰立ま噌信逢だけで、捗一

ダーシップま噴気戸チャレンジ精衛等はあま参取

り上げられていない。また、勉強ができる戸経済的

に成功するまなどもこれに反するものではないが、選

択は少ない．また、後者に類する選択肢であるギ正義

感3「モラル3職会に役立つまなどの回答も少ない．

　全体的に社会的にプラスのイメージのある選択肢を

羅列的に取鯵上げられた感があり、統一性に欠ける印

象がぬぐえない結果となっている。

1ナッシュビル斎董

　ナッシュビル市において保護者の子どもの養育方針

として過半数の保護者が指摘しているのはぜ正直な人

繭（灘9％〉である、次いで喰分の行動に責任を持

てる人鋤（46．4％〉、喰分に自信のある人闘鱗．i％〉、

ギ勉強のできる頭のいい人聞鍾23．9％〉、組立した人

融（23．6％〉、晦ラルを身につけた人聞（鉱8％）

の繍こ続く．これに対し、ゼ有名な人鋤傭い地位に

つく人間罫社会に役立っ人鞠などの回答は少なくな

っている¢

　ナッシュビル市においては、旺置戸行動に責任を

持つ∬モラルを身につけている」など、比較的喰己

貴翰に関する躍答が多くなされている．しかし、そ

の一方でゼ礒惑が強い∬勇気があるまなど、これに

類似すると考えられる項嬢の回答数は少なく、社会に

対し溝極的な、あるいは受け身の姿勢が伺われる．こ

れに薄し、穆一ダーシップを発揮する」ダチャレンジ

精神が涯盛蘇経済的・社会的に成功するまなど、欝本

ではアメリカ人に特徴的な行動と考えられているよう

な回答の比率は小さ残

　ナッシ講ビル帝の保護者1よ鮭会に対し比較的、消

極的でモラルを持った行動をする人聞像を子どもに期

待していると考えられる．

【両市の比較｝

　この質問では、保護者は再市ともモラルを持って行

動する人灘象を子どもに求めていることが明らかにな

った。しかし、福島市においては全体的に社会的にプ

ラスのイメージぷある選択肢が選択される傾向が飼わ
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れ、また、ナッシュビル市では比較的溺極的な姿勢が

認められる．両市とも、子どもに期待する強い人聞像

を保護者はあま箏強く持っていないと考えられる．

Q9．お子さまが付き合っている親しい友人は何人〈

らいいると思いますか。

　この闘いは子どもの交友灘係とその範囲などを問う

一簾の質問の一つである（図3－4－Q9〉ゆ

親しい友人の数は福島市では4～6人が約半数を占め

るのに対し、ナッシュヒ：物市では圭～3人が最も多い

図3－4－Q9　交際している親しい友人の数

　「驚磯　　1
　　　多

という結果になったム親しい友人がいないとの酪も、

わずかではあるがナッシュビル市が福島市を上回って

いる．一般に、アメリカ人は社交性に富み友人が多い

とのイメージ解あるが、この調査結果は逆の傾向を示

している、ただし、後の質闘と合わせて考えると、別

の姿も浮かび上がる．
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ナッシ鴇ビ簿簿

ξ路　　　2｛叢　　　4纏懇　　§｛｝瓢　　8｛購

i雛静な雛　　鱗葉～3人　　欝4～8人　　縫7～9人

一躍葉O人以上ζ3わからな欝欝無襲答

Q給お子様の交友関係で気になることはあ夢ますか．

　この質問は、子どもの交友関係の問題点について問

うたものである（図3－4－Q王⑦。

【福島市ヌ

　福島市では、約3分の2の保護者がゼ特に気になる
ことはない」と嬢答しており、・交友縫係4）問題は少な

いものと考えられる．最も多く指摘されている競題点

は．ぎ友人はいるぶ親友はいないようだまの雛．墨％で

ある。前聞ではギ親しい友人まの数がかな鯵多く回答

されていたが、その一方でヂ親友まがいないと指摘さ

れており、友人は多糖もののその付き合いは表面的な

ものにとどまっている傾向が読み取れる．

ζナッシュビル市蓋

　ナッシュビル市では塒に気になることはない」と

の回答は半数に満たず、多くの保護者が交友関係に問

題点を感¢て熱る．犠こ難との付き合い方と、友人

図3－4一雛0子どもの交友馨係の問題点
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図3－4纏縫纏　子どもの交友関係の内容〈福島市〉

磯

　　一纏に逡んで簸綴を遜譲掌

　お璽む畷》霧蓄こ遊撃鵜鍵叢掌藁

　　　　　一義に懸修す姦

　　　　　驕で懸もをする

　　　　嚢難纏ごとを籍蒙

　　豪華競願冬糞蘂馨轟を欝

掌紋肇難鐙家人綴率篶織みを意業

　　　　欝i馨鐙ことを懸重

　お金や大燦な1も纏を糞も鑑錘掌毒

　　雲離撃つ難癖重んかも擬纏る

　　お灘：塾⑱家㌶遠塞つた移掌毒

20％ 4碧雲ら 6磯 8艦 燈。％

との交友から生活が乱れることを懸念する意見が目立

つ．これに対し、ギ友人はいるが親友はいな麹との回

答は比較的低い比率にとどまっており、離間との矛盾

はない．

緬市の比較肇

　蕨市を比較すると、ナッシュビル毒の方が交友関係

に関して問題点、を多く認識していることがわかる。交

友関係に関する開題点の詣繭の姥率は単純に見れば福

島市の6倍に達してお穆．子どもの交友関係に対する

保護者の羅は厳し残一方、福島市では交友縫係に問

題を感移ている保護者は全体の1警蜷渡に過ぎず、逆

にその比率の低さが気にかかる結果となった。

Q難．お子様は紳のいい友達との付き合いの申で、次

　　のようなことをしていると思郷ますか・

　この質闘は、子どもの交友関係の内容を闘うたもの

である（穰3－4－Q紛．

【福島制

　福島霧において最もよく行われているのは罫一緒に

選んで時間を過ごす3で．ガ学按や勉の友人の不溝や膨

みを語勢晦話で話をする3がこ報こ次ぐ．ただし、

前者と後二者の闘ではギほとんどない諜の蟹答に2倉

ポイント近勧差があ箏、ギ絡緒に遊んですごす匪比率の

高さが際立っている。こ報こ薄し．ギお互いの家に泊ま

った鬱する拝言い争ったりけんかしたりする戸お金

や大甥なものを貸し信管する」などのような、きわめ

て親しい間柄でしか行われないようなことはrほとん

どないまの比率がきわめて高く、前聞で毬答されたよ

うに、親友の少なさがうかがわれる．また、ギ」州緒に勉

強するま曝縫のことを話す達嫁や蔑の不満や悩みを

話す遷など、思春期の静であるならばあたりまえに

行われているであろう項鐵こついてもギほとんどないま

の比率溝高い．子どもの交友関係の希薄さがが懸念さ

れる難

【ナッシュビル市1

　ナッシュゆレ市においては、ギ」一織こ遊んで時間を過

ごすゴ電話で謡をする〆お互いの家に遊びに行き来

するまギ難のことを話す諜ことなどが最もよく行われ

て耽る．比較的長時闘の3ミュニケーシ藩ンを必要と

するような行動が多くとられていると言える。また、

学陵や絶の友人、将来に関する錨みなども多く話し合

われており、友人同士のつながりが極めて密接である

こと瀞わかる。一方、「ほとんどない圭回答が多い項鷺

はゼ言い争ったりけんかしたりする∬お金や大燐なも

あを貸し借りする戸一緒に勉強す窃嫁や親の不満

や悩みを話す凄などであ参、福島市の結果と共通して

いる。
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図3遷遍難遼　子どもの交友関係の内容（ナッシュビル市〉

多
　　一纏麹鮎纈豪逡ご索

　　　　　　　　　籔

お互い紛家事こ叢穣こ響き欝妬

一縷こ勉強㌻る・

懸で懸転を蝿

異姓鐙ことを鍬

蒙や嚢紛不漢や慰みを鍬

報や懸砂友λの馨みを鑛愛

懸簸⑫こと嶽欝

お金嫉雅なも鋤を貸も勧嘘為

震も、争ウた馨暮んかもた参する

鱗 織 嚇 鱗 葉轍

緬市の疑載茎

　　爾市を比較すると、福島市に比べてナッシュビル

市の方購深い交友関係が結ばれて熱ることがうかがわ

れる．上記の項嬢のほ趨こも、ヂお互いの家に泊まった

けする3では摂島毒とナッシュビル市の問で5倉ポイン

ト以上の差があり、交流の密度がきわめて高いことが

うか解われる．また、爾市で共通するギほとんどないま

麟多数を占める項目においても、いずれもナッシュビ

ル市の比率の方が鱈く蓼断ている礁このような深“交

友溝親友を作参上げているものと考えられる．

Q絶子どもの次のような行為についてどのようにお

　　考えですか．

　この質闘は、保護者が子どもの問題行動についてど

のような認識をもっているのかを瞬ら魍こするもので

ある（鐵3－4－Q建〉．

【福島翻

福島市においては、不登校を意蕨するぎ学校にどう

してもいけないまに6割以上の保護者藩あま鯵悪いこ

とではないとの認識を示している毯は、ほとんどの項

霞で絶ても悪いiとの回答が目立ち、保護者の規範

意識はきわめて強いと考えられる6ただし、§倉％以上

の保護者がゼとても悪いまと回答した項獲はギ麻薬・

覚せむ済壁野シンナー戸暴力まギ恐鞠など、言わば飛

事犯罪に属する行為にとどまっている。また、法律違

反となる行為であっても坊引き」ギ無免許運輸曝

管弦建学捜の）器物損壊糞などはゴとても悪いまとの

回答は減少し．ギ悪い」との意識はあっても、その程度

は低下している．また．新地人をいじめるまヂ友達の搬

などを脱がせる拝授業を妨害する拝塵働薪飲酒鍾深

夜彿働撫漸外出ま「学校への凶器持参」など、学績

での授業中の簡題行動や生活指導上の翻題などに翻し

ても2割前後め保護者は誓とても悪い3ことではない

との認識を示している。郵授業中飛もないのに席を離れ

る」ギ轍をサボる」に関しては、半分程度の保護者ぷ

建ても悪いまことではないと考えている．絶人に害

を与えない限参、学硬内での授業妨害や繕籔讐行動に対

しては、比較窪魔密な態度が目立っている．また、緯

様の傾向はギポルノ雑誌やアダルトビデオを見る∫曝

性と性的な関係を侍り」等にも認められる。

福島市の保護者の規範意識は基本的に強いものの、

轍内部での問題行動生活上の問題、性的な行動など
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図3一準群2纏　子どもの問題行動に対する保護者の意識（福島市｝
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図3一をQI2ぞ　子どもの問題行動に射する保護者の意識（ナッシュビル市〉
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に関しては姥鮫的寛容であるといえる、

1ナッシュビル市茎

　ナッシュピノ茗荷においては、ギ悪ぐないまとギそれほ

ど悪くない達を合計して3G％を超えるのは罫オートバ

イや自動車を運転する感のみであり、保護者の規範意

識ぶ強恥こと粥舞われる。しかし、その一方で魁て

も悪いまぶ齢％を超えるのはギ先生を脅した鯵暴力を

ふる勇ギシンナー・薬の乱紬麻薬・覚醒剤の使鋤

ゼ万引きをする戸学校に凶器を持っていくまの5項目

のみであ穆、これらの行為が癒い3ことであるとの

認識ま輻広く持つ一方で、絶ても悪い遷とは考えてい

依頼掬が認められる．これは特に暖業車駕もない

のに席を離れる罫授業中に騒いで授業を妨害する拝オ

ートバイや自動車を運徹る糞などの項唇に顕著であ

る．規鐘意識は強いものの．その一方で縫薩観が多様

化しつつあることが飼われる．

【再市の比較灌

　蕨市における保護者の問題行動認識を比較すると、

全俸的には福島市の方が規範1識は強く現れている．

しかし、学校内部での問題行動や生活上の問題、性的

な行動などについては、鱗寛容な回答が寄せられ

ている．一方、ナッシュビル市では、保護者の規範意

識は鍵較的強いものの、これらの問題行動を絶ても

悪婦ととらえる保護者姦翫較的少なく、価値観の多

様化溝進み、規範意識はゆるむ傾向にあると考えられ

る．鰯暮にみると、福島市と同様、掌紋内部での問題

行動などに寛容であることオ竃伺われる．

Q織中学生仁なってから現在までに、お子様は次の

　　ようないじめを経験したことがあ移ますか．

　この質問は、恥じめの実態を闘うものである（表3

－4－Q墨3〉辞

表3纏｛1稔一重福島市におけるいじめ経験

した された 両方ある 両方ない 無回答

無視したり、仲間外れにする 3 9 2 5薮 5三

、舞を言った滲からかう 7 王2 難 39 5

．ち物を隠す i 8 6馨 簸

ち物を汚したり壊す 玉 婆 憩 63 5

言葉で脅す 圭 毅 玉5 63 5

殺ったり蹴る i 2 23 6爆 5

お金や物を取る 王 68 5

着ているものを脱がす 7｛｝三 5

い走りをさせる 亙 68玉 5

人が謙ぶることを無理にさせる 2圭 66王 6

表3擁一群｝2ナッシュビル市におけるいじめの経験

した された 両方ある 両方ない 無回答

無視したり、仲間外れにする 3 6 雛 2i

獅欝を言ったりからかう 4 4 9 8 亙

、ち物を隠す 2 2 窪 王6 玉

、ち物を汚した珍壊す 2 2 i 鐙 玉

言葉で脅す

つたり蹴る 2 2 婆 三7 i

お金や物を取る 2 3 圭 ig 亙

ているものを脱がす 騒 重 i8 6

い走りをさせる 2 i 3 i8 2

が鎌がることを無理にさせる i 王 i 玉6 7
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1福島載

福島市において汰ぎ恩貸を言ったりからかう3こと

の経験者解約半数に達しているほ癬よいずれもギし

たこともされたこともな塾達との醤答潜2割前後を占

める礁このことは逆にいえば、2割前後の在寮勢叢中学

校入学後ほぼi年間にいじめを経験していることを意

賭する．特に至悪舞を言った鯵からか勇撫観したり

醐はずれ起する拝持ち物を隠す達などはi割以上の

生徒が経験しており、かな移深麺な状溌となっている

ことがうかがわれる。

すべての項目でζされたことがあるまとの回答ぶ「し

たことがあるまを上回っており、いじめが一対多の闘

係でなされているごとぷわかる．しかし、ここで注目

されるのはギしたこともされたこともあるまとの回答

である．この回答は多くの項餐で比率が低墾・が、聴β

を言ったりからか勢聴ち物を汚した轡壊す∬言葉

で脅すま駿つた渉蹴る∬着ているものを脱がすゴ人

が鎌がることを無理にさせるまなどの項醸こおいては、

その比率溝高くなっている．これらの項翼の中に1説

率は小さいものの、悪質なものも多く含まれる。全体

的に悪質ないじめになるほどギしたこともされたこと

もあるま比率が上昇する傾向があることが認められる。

1ナッシュビル市茎

　ナッシュビル市においては、ギ無観したり仲闘はず

れにする亘恩貸を言ったりからか舅の項鐵こついて、

過半数の保護者が経験ぷあると掻吝している．その飽

の項翼も約30％以上の保護者が経験があると回答し

ており、ナッシュビノレ市においては福島市とは比較に

ならな恥くらい、いむめは無常に深刻な状態となって

いることがわかる．特に、上記の3項織こおいてはボし

たこともされたこともある」との回答が最も多く、こ

のような行為が広範に行われていることが傷われる．

【爾市の比較玉

　従来、いじめは舞本社会に特有のものと考えられて

いたが、実際にはナッシュビル市の方が福島市よ滲も

はる力縄こ深刻な状態にあることが明らかになつ丸ア

ンケート調査で問うたすべての項藏において認知率は

ナヅシュビル市の保護者が上選η、様々なタイプのい

じめがβ常的に行われていることが飼われる．ただし、

これはあくまで保護者が認知して疑るものであって、

実際に発生しているいじめの実態を表すものではない。

この点については生徒梅けアンケートにおいて詳しく

分析する．

Q纏もしお子様がいじめられていると知ったらどう

しますか。

　この質問は、いじめへの嚇を問うものであるぐ複

数回答、図3一を繕眺

図3遷趨鱗　子どもがいじめられた場合の対癒
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【福島市｝

　福島市にお恥て圧倒的多数を占めるのが、馳任の先

生に相談する」（紘6％）である．これ以外の回答で

菊％を超えるものはない．次いでギ子どもを慰め、激

励するま（39．9％〉、ギ学年主任、校長、教頭に相談する墨

（29．5％〉．ぜいじめている子の保護者に注意するま

（29．王％）の瀬となる．ここで注員されるのは、撞任

の先生△の依存が熱》方で、子どもに蝕応ずると回

答した儲護者が半数にすぎないことである．また、平

均回答数もi人あたり3．3項貸にとどまっており、学

校1特に擾任〉にいじめの解決を依存している傾向が

認められる．

1ナッシュビル市1

　ナッシュビル市においては、最も多いのがヂ教頭・

校長に相談するま（箆4％、ナッシュビル調査において

はボ学年主憩が欠落）で、僅差でギ撞任の先生に相

談する」（69．6％〉、ギ子どもを慰め、激励する鍾砿5％1

と続く．一般に、貸本ではアメリカの学校では握任の

影響力が小さいと考えられている解、この結果からは、

擦鉦がクラスの運営にあたってきわめて重要な役割を

果たしていることがうかがえる．また、保護者が被害

にあっている子どもと直接向き合っていることも重要

である．次いでギいりめている子の保護者に注：するま

ギスクールカウンセラーに糧談ずる3となってお移、

いじめを防ぐために活発な活動を行っている．平均回

答数も玉人あた多感9であり、様々な手段でいじめに

立ち向かっていることがうかがわれる．

【両市の姥鮫董

　いじめぺの鰐応に関しては、蘇の保護者の対応は

大きく異なる．撞任を中心とする学校に基本的に依存

する福島市と、学校を中心としつつも様々な方法を組

み合わせて薄応ずるナッシュゆシ市との違いは瞬瞭で

ある．中でも最も異なるの溝、子どもぺの辮である。

燃って様子を見るま比率もナッシュビル市のほうが

高いものの、癒め、激励したη、疑詫まする姥率

は、福島市の5畿桑％に対し、ナッシュビル市は77．至％

に達する．いじめに対して子どもを守る態度滅ナッ

シュビル市の方解瞬確である．また、ナッシュビル市

では学校においても担任の絶、教頭や捜長、スクール

カウンセラーなど様々な職種の者に鵜を求めており、

学校全体で協力し合うという態度が明瞭である。この

点、対応が握任に特化する福島市とは大きく異なる。

また、教育委員会や警察などの関連機関ぺの相談もナ

ッシュビル市では多く見られる。いじめている子の保

講者・いじめている子に直接注意する比率もナッシュ

ビル斎ぶ福島市を大きく姻ってお穆、注欝される。

　このように、いじめに対する保護者の対応はナッシ

ュビル市の方が福島市よりもきわめて積極的であり、

子どもを守ろうとする態度が明瞭である。福島市は大

きな開題を抱えていると騨える．

Q絡．中学校になってから、お子様は特に健康上問題

　　がない鐙）に掌紋を休みたがるようなことがあ

　　　琴ますか．

　この質問は、子どもが不登授的な気分にどの程度な

っているかを問うたものである（爵3－4－Qi5〉。

図3－4尋穏　子どもが不登校的な気分になる頻度

〆

螢

ズ
　
4

　
　
穫

鶴　　2鑛　　4簾　　蟹黙　　3簾　　緯｛鑑

雛よくある　　縫ときどきある甕ほとんどない

欝まったくないζ1わからない　韓無羅箸

　この質闘も福島市とナッシュビル市で大きな違いが

ある。福島斎にお恥てはギよくあるまはわずかL4％

にすぎず、ギほとんどないまとギまったくな穆で泓6％

を占め』子どもたちがさほど不登校的な気分になって

いないことがわかる．こ編こ対しナッシュビル市は罫よ

くあるまとギときどきある3で257％を占め、ギまっ

たくな秘凄は29．3％に遍ぎない．ナッシュビル市にお

いではかなり広範に不登校的な気分が蔓延しているも

のと考えられる．

Q織学鮫を休みたがる運由は何であるとお考えです

　　か¢
　この質問は前聞を受け、不登校的な気分となる原因
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図3」4纏絡　子どもが不登校的な気分になる理由
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を据握することを簑釣として恥る（麟3－4－Qi6〉。

なお、この質問はQ辮でギよくあるμときどきあるま

と画答したものを対象に、複数回答を求めたものであ

るひ

　福島市においては、最も多い回答は蓄勉強をしたく

ないま（鍬2％〉で、ぎ体護が良くない達｛鎗婆％）、ゼ友

達とうまくいっていないバ27．書％〉．暖業溝わからな

い」（26．6％〉、ギ先生とうまくいっていないま¢2悉％〉

の顯に続くななお、ゼ体調演良くない3は医学的な鰯

不良ではなく、精神癒演影響しての体調不良を示して

いる．福島市においては、子どもが不登狡的な気分に

なる原因は勉強面の驚題と友人・先生との人聞灘系面

に大きく区分できる．また、騨ぱ落ちるものの、学

校関係ではクラブ活動の問題点を指摘する回答が多い。

　一方、ナッシュビル市においては、無回答が全体の

6圭．圭％を占め為そのため有効な分樵ま不可能である。

ただし、図表に示した翻ま不登校的な気分にさらさ

れて恥る子どもを持つ保護者の全体に対する数殖であ

塾、これらを留保つきながら分析することは許されよ

うひ

　ナッシュビル霧においても不登校的気分の中心的な

要露は鰯蚕と人闘関孫である。特にF勉強がしたくな

い茎｛38．3％〉、媛業がわからないま（騰ε％〉の比率

の大きさが織を引く．一方、人聞関係については福島

と異な鰺、ぎ先生とうまくいっていないま（36・．王％）の

占める比率滋葺友人」（王8ほ％〉を大きく上回っている。

ナッシュビルにおいては先生と生徒との関係があまり

うまくいってないことがうかがわれる、また、学校関

係では校則の問題が取り上げられているのオ潰を引く。

これまで、アメリカの校財問題に関してはほとんど研

究がなされてこなかった。新たな硬薙際題の指嫡と受

け丘めたい．この絶、ギ学校以外に興味のあることがあ

る3、嫁庭内の舞聰などの指嫡もあり、アメジカ社

会の複雑さが問題の背景にあることもうかがわれる。
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Q雀7．近年、青少年の非行や犯罪が問題となっていま

　　すが、あなたはその原因をどのようにお考えで

　　すか
　この質闘は、青少年の問題行動の原因を問うたもの

である（纒3－4－Q董γ〉降

【福島市1

　福島市では、青少隼の葬行や羅顯鮪動に薄むて罫マ

スコミが大げさに報透しているだけである誰σそう思

う」とゼややそう思うまを合計して3916％）、ゼ非行な

どは昔からあ紛織ζ新し雛開題ではな熱厳罰2嚢．3％）

と全体の約3分の隻の保護者が、子どもの問題行動を

さほど深刻なものとはとらえていな鎗．これ墨瀟島に

お塾てそれほど重大な事件が発生していないためであ

ると考えられる．しかし、過半数の保護者は近年の動

向をこれまでとは違うと認識している．

　青少年の非行や犯罪が増加している理由として最も

多く指摘されているのは．ゼ子どもたちに癒の中のル｝

ルを守る意識がなくなってきているま（綱雛5％〉で、

これにギ社会全体のモラル解低下してきて熱る凄㈱

繊9％〉、鞄人を麓慮することがなくなってきている誰

飼8至．8％〉、痩験戦争などによ鯵ストレスカ染まっ

てきているま（1司毅．3％）、稼庭の指導力溝低下して

きている3（同職8％〉、ダ子どもたちが人と関係を作

るカが弱くなっているま（岡7危3％）．罫子どもたちの

正義感がなくなってきているま（岡72惑％〉が続く．

原魯の指鋳は、大きく子どもの要因と桂会的な妻霞

に分けられる．子どもの要因としてはギル｝ル意識の

欠嫡馳人への配慮の欠効ゼ人聞閣係の構戒力の低

下罫正義感の欠如まなどのキーワードを導くことがで

きよう。これはギ社会性〈社会において生活するカ）

の不足まとまとめることができる．蟹人個人が砥立し、

その中で飽人との関係が作れないまま問題行動をおこ

す子どもの姿が浮き彫りとなっている．

　しかし、隅様の問題を持っているのは子どもだけで

はない．受験戦争などで子どもにストレスをためる一

方で、社会全体のモラルが低下し、家庭の指導力その

ものも弱まってきている。ゼ子ども自身に問題がある」

（講響．7％〉との回答の比率が低いことはこれを裏付

ける、つまむ、社会全体が病理に犯されておη、子ど

もの問題行動はその反映に遍ぎないととらえられてい

るのである。問題はきわめて大きいと考えられる。

【ナッシュビル市1

　ナッシュビル市では、青少年の非行や問題に対して

ギマス惚ミが大げさに報道しているだけである」（同

49．3％〉．ギ非行などは昔からあり特に新しい問題では

な麹㈱難．玉％）と全体の半数遊観顯婁子ども

の問題行動をさほど深刻なものとはとらえていない．

経本ではアメ墾力の犯罪などが大きく報道されている

瀞．地方都市においては比較的治安はよく、犯罪など

もあま轡問題にはなっていない．この園答はそのよう

塗継会状溌の反映であると考えられる．

　そのため、問題点の捲講も福島市に比べると少ない

ものになって秘る．開題点として最も多く指摘されて

いるのは蓼飽人を配慮することがなくなってきているま

飼懸2％｝で、これにヂ子どもたちに盤の中のルー

ルを守る意識がなくなってきている亘岡鳳6％〉、「家

庭の指導力が低下してきているま（同72ユ％〉、ギ子ど

もたちの距義感がなくなってきている」（同7L8％〉

ゼ受験戦争などによリストレスがたまってきているま

飼養鑑軍％〉が続く、鋪鱗こ福島市と聯裏目が

上げられており、ナッシュビル市においても福島市と

同様の問題ぷ存在していることがうかがわれる。しか

し．異なる点もある舜

　その一つは、ゼ非行・犯罪に走る子ども自身に問題が

あるま胴礁書％〉との回答が比較的多く現れている

ことである．こ報ま福島市に姥べて約欝ポイント高い．

綴人の責任を重擬する桂会意識の表れであるととらえ

られる．また、ボ子ども穂士の頼互闘係に問題があるま

（同灘．婆％）、「子どもたちが人と関係を作るカが弱く

なっている」（同54洛％）の回答は福島に姥較して20

ポイント以上も低くなっている．これは、子ども同士

の社会関縣がナッシュビル市においては依然として強

国なものになっていることを示している。また、職会

全体のモラルが低下してきているま（同断5％〉との

回答も福島市に比べて約25ポイントも低蕎翻こと

どまっている。

　すなわち、ナッシュビル市においては子どもたちの

保護者たちは子どもの問題行動を自己中心的な行動の

現われとしてとらえてお雛、それを社会病理としてと

らえる視点は弱い．これはナッシュビルにおいては社

会の経帯が依然として強国であ修、子ども社会におい

てもその結びつきが強く保たれているためである。
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園3遡4織手7イ　青少年犯罪の原因（福島市）
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図3纏麟7」2青少年犯罪の原因（ナッシュビル毒〉
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【画布の比較茎

　この質問では、両市の違いが明瞭に現れ亀こ煽ま

これまでの質問に現れた差異の蓄積の結果である。子

どもの問題行動を社会病理の問題であるととらえる福

島市の保護者に対し、ナッシュビル市の保護者はそれ

を子供の自己申心的な行動の現われととらえる傾向が

強い．これは、社会的紐帯が弱まり、子ども社会（友

人関係）も、さらには家庭すらも崩れっつある福島市

と、社会や家庭の結びつきが依然として堅麗であるナ

ッシュビル市との差であると考えられる。ただし、ナ

ッシュビル市の場合有効回答そのもの力沙ないという

ことも勘案しなければならないので、これをそのまま

調査の結論とすることは留保したい。

以上からも明らかなように、子どもの問題行動は社

会の反映であり、鰯彗的な対麺では対応すること渉で

きない．社会全俸：として総合的な対麺が求められる。

まとめ

　以上、福島市とナッシュビル市の中学校2年生の保

護者を対象とした子どもの問題行動に関するアンケー

ト調査に分析を加えた。その結果は以下のとおりであ

る。

　まず家族関係につ勢てみると、子どもと保護者との

関係は福島市に比べてナッシュビル市のほうが深いも
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のになっている．繋話の時闘も長く、学校や友達に間

する議し合いも多い．家族で行うレクリエーションに

ついてもナッシュビル市の方ぷ多い．この結果．家族

関係もナッシュビル市の方が良好であると認識されて

いる。

　子どもの指導についてみると、霧島市の保護者が生

活指導を重観しているのに対し．ナッシンビル市の保

護者は勉強面を重麗している。これ縁学校譲渡の違い

からナッシュビル市では中学2年が受験の年にあたる

という要霞があるものの、アメリカ社会の激しい競争

の表れの一つとも考えられる。

　保護者の期待する人聞像に関しては、再市ともモラ

ルを持って行動すること溝求められていた轟しかし、

両市とも比較的消極的な繧向渉認められ壕子どもに期

待する強い人間像を持っていないと考えられる．

　子どもの交友関係については、友人は多獅ものの深

い付き合いは少ない福島市と．友人は少ないものの付

き合いは深いナッシュビル市という差異ぷ瞬瞭に現れ

た。交友関係の深さの差は重鎮す賦きぶイン熱である籍

　保護者の、子どもの問題行動に臠する規爺臆識は、

福島市の方がナッシュビル市よ轡も強く現れムこれ

はナッシュビル市の方が晒値観の多鶴㈱叢進んで耽る

ためと考えられる．ただし、両市とも学校内部での問

題行動や生活上の問題などに対してはこれを容認する

意識があることが認められる。

　塾難めの実態については、福島市よりもナッシュビ

ル畜の方魑まる趨こ深刻であることが瞬ら趨こなった。

従来．秘鍵めは縫本縫会に鮪のものと考えられてい

たが、ナッシュビル市においては様々なタイプのいじ

め溺欝欝的に行われて塾ることが瞬らかになった、

　そのため．い難めに対する騙もナッシュビル市の

方が積極的である．子どもに対するいじめへの対応に

ついては、福島市では握任教諭ぺの依存が圧倒的であ

るが、ナッシュビル斎では様々な方法によって子ども

を守ると雛う鰹勤朝瞭である．特に子どもくの働き

かけはナ繋シ藷ビル憲の方が格段に強い、

　子どもめ問題行動に関しても賛本では社会病理の表

れと麹て捕らえる鰯が強いが、ナッシュビル市では

子どもの自己中心性の表れととらえる傾痢が強い。こ

れはそめ背後にある桂会のつなが警がナッシュビル市

では依然として強験ためであると考えられる。

　ただし．ナッシュビル市の有効回答は少なく、この

結論は直ちに一般化できない登
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4，全体のまとめと考察

4彗．調査短象地区について

　福島市とナッシュビル市を調査対象地区としたのは、

第賛こは調査協力の得やすさと恥う現実的な理由によ

るゆこの典獄研；究をおこなった福島大学｛福島市）と

ミ轡レテネシー州立大学（テネシー州マーフィルース

ボ譲一葡は姉妹校の麗係にあη、それぞれの教育学

部は地元の学絞や行敬機関に協力をお願いしゃすい立一

場にある．そこで福島県の県都である福島市と、テネ

シー州の州都であるナッシ講ビル市を調査対象地区と

して選ん蔦第2の理由は．福島県とテネシー州が、

ともに歴史的には農業を中心に発展した地域で、近年

では都毒薬では商業化・工業化が進んでいる辮．一方

で周辺部には広大な農業地帯を有しているという産業

構造の展開と現状の類骸性があ移、薩市とも全国レベ

ルでみれば平均的な地方都市を代表していると考えた

からである。

　しかし、福島市とナッシュビル市が、それぞれ舞木

およびアメリカ全体のなかで実際にどういう位置づけ

になるのか、政治経済・社会・教書のあらゆる指標に

ついて検討する作業はまだ実施していな赫。したがっ

て今回得られた調査結果解、どこまで普遍性をもつか

縁未知数で、ただちに一般化することには慎重でなけ

ればならない．しかし掘り下げた地域珊究瀞、全国規

模の電護アンケートよ撃も本質的で深い知見がえられ

るように、眼地的な比較調査ではある潜、この醗究を

さらに進めることで、子どもの開題行動の発隻メカニ

ズムの解畷と対麺法について、より本質的で実簸的な

知見を得ること潜できるのではないかと娚持して》・る．

4－2．中学生の生活と学習

　4－2弓　家族関係

蓋生徒からみた家樹

　徳島市では父親との濁居率が88．5％であるのに対

し、ナッシュビル市では5鼠4％と低かった。また義理

の父母との海居率、および義遅の兄弟姉妹との講居率

は、福島市ではそれぞれ0．8％、0．4％であるのに対転

ナヅシュビル市では践2％、5忍％と大きな開き瀞あ

った．これは雨覆での離鋸率・再婚率め逢いをそのま

ま反映していると思われる．

　嫁族で一番話しやす雛人は誰か達という質問に対

し、福島市とナッシュビル市の生徒はともに母親を1

番にあげ（F市薮．7％、N市雛．3％〉、2番鐸に話し

やす群籍手として兄弟姉妹をあげていた、爾市で差潜

霞立っのは父親との関係で、福島市では父親を一番議

しやすい緩手とする生徒は昏．§％にすぎない寮、ナッ

シュビル市では然．三％にものぼった．弩本の平均的な

父親の姿であろうが、ナッシュビル霧の父親にくらべ、

福島斎の父親は家族とのかかわ雛が乏しく、子どもか

らも讃し相手として認められていな継様子解うか潤え

る啓

　父親との平縫の会議輔は．福島市でもナッシュビ

ル市でもギほとんどないμ総分以内ま撚もっとも多

く、父親と子どもとの会誌は乏しい．また、罹ったと

きの相談鞍手としても、爾市とも父親はあま鯵頼鱗こ

されて塾ない．ただ休βに家族と一緒にすごす暗闘が

福島市では三～3時間なのに対し、ナッシヌビル市で

は6～玉2縫繭と多継．ナッシュビル寮の父幾は体βを

より長恥暗闇、家族とすごすことで．福島畜の父親に

くらべれば、いくぶん聴しやすい相手まとして名誉

を挽回しているものと推灘される．

　家族闘係について、福島市でもナッシュビル市でも

8割程度の生徒がゼうまくいっているゴまあまあ、う

まくいっているまと肯定的に答えて駆る．ナッシ蕊ビ

ル市の生徒のほうが、肯定的な答えがやや多い．

【保護者からみた家族1

　子どもとの平βの会議塒欄は、福島市では3馨分～王

時間とする醤答が約7割でもっとも多く、ナッシュビ

ル市では2～4時間とする園答が約6割になる．両市

とも平舞の会話の相手は主として母霧である瀞、子ど

もから見ても母親との会話の暗闘は福島市では3蓼分

～1時関が約5割ともっとも多いのに対し、ナッシ講

ビル毒では姦暗闘以上という蟹答が3割でもっとも多

い。

　平βの会話時禰とともに、福島市よりもナッシュビ

ル市の家族のほうが、子どもと一緒にレク墾工一シ肇

ン活動を活発におこなっている嬢ナッシュビル市では

保護者のほうも、家族渉一緒にすごす時濁を大切にし

て、できるだけ子どもとすごす時潤を多くしょうと努

力している綾子がうかがえる．

　家族関係について、9割ちかい保護者がゼうまく赫

っているμまあまあ、うまくいっている蓬と肯定的に

答えている．ナッシュビル市の保護者のほうが、ギうま

くいっている∫と自信をもった霰答がやや多い．保護

者のほうが子どもよ撃、自分の家湊は問題がないと思

いたがる傾向潜みられるが、爵老懸でそう大きな認知

のズレはなく、親子とも8～9割漆喰分の家族関係に

は問題がないと認知して雛る。
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1教瞬からみた家族茎

　ゼ親子の会議や意思疎通が少なくなっているまと感

じている教麟解、騰題である達ギやや問題である達の

講方をふくめると、福島市で約9割、ナッシュビル市

で8割弱におよぶ。再毒の教麟とも、ゼ親が子どもの生

活習慣やモラルについて放任ましていることを競の開

題として、もっとも重視している億生徒驚アンケート

の結果からすれば、福島市の生徒はナッシ藷ビル市の

生徒にくらべると高い規範意識をもっているぷ、教緬

の弩からすると蓄まだ手ぬるいまということかもしれ

ない。

　槻が子どもに過保護である戸親に利己主義的な

領内解強いまという保護者に対する幾肇1は福島市で9

割、ナッシ畿ビル市で約7割になる．大きな傾向とす

れば、福島市の教緬は親の養育態度を開題擁し、ナッ

シュどル市の教蔀ぱ親との連携の難しさをよ鯵問題親

しているといえる。

　4－2－2　友人関係

　【生徒からみた友人関係｝

　　囃しい友人は何人くらい塾ますか3という質問に

対しf韓人以上まという躍答溝両市とも最も多く、福

島市では4～5割、ナッシュビル布では3～4割にな

る。つぎに多いのは福島市ではギ4～6人戸7～9人凄、

ナッシュビル市では鞭～3人」縫～6人王で、福島

市の生徒のほう癬親魂・友人を多く持って継ると圏吝

している。しかし、親友とどういう付き合い方をして

いるかを開くと、ギ締緒に遊んで欝欝を過ごす」とか

f学校や勉の友人の不満や悩みを話す圭のは福島市の

生徒のほう潜多い解、それ以外のすべての項欝、すな

わちゼー緒に勉強する拝鰯で謡をす樹曝牲のこ

とを議す拝家や親の不満や悩みを議す戸将来のこと

を議す∬お金や大舅な物を貸し借移する戸言い合っ

た鱗ナんかした警する戸友達の家に灘まるまなどは福

島市の生徒では少なく、ナッシュビル市の生徒のほう

溺活発におこなっている．言い換えれば、福島市での

友人離職ま浅くひろい付き合い方、ナッシュビル市で

の友人臨は数を絞ったより深い付き合い方といえる。

【保護者からみた友人関係1

　ギお子さまぶ付き合っている親しい友人は粥人くら

いいると1思いますか3との質問審こ、擾島市の保護者の

過半数力響4～6人ま、ナッシュビル市では鞭～3人ま

と答えている、生徒が申告している人数より少ないの

は・講親が実際に自分たちが見聞きする友人の敷演そ

の程度ということで、この数のほうがお互いの家に行

き来した鬱するほどの真に親しい友人の数である可能

性がある。

　子どもの交友関係で気になることはあるか、という

質闇に、福島市では7割弱の保護者がギ特に気になる

ことはない茎と答えている溝、2割強の保護者ぶぎ友

人はいる力槻友はいな熱ようだまと答えて熱る．いま

の中学生は親糧代からすれば、かな参浅い付き合いの

友だちもギ親友」と捉えているが、親からみればそれ

はただの友人でぎ親友まではない、と塾う認識のズレ

があるのかもしれない。

　ナッシュビル斎では、ギ特に気になることはない3と

いう園答は5割に満たず、福島市の7割弱からすると

少ない。ナッシュビル市では磯友羨いないようだま

という保護者の心配はi割程度と少なく、ギ異性との

付き金替方まやギ友人との付き合いで生活ぶ乱れるま

などを魂分めi程度の保護者潜気にかけている．

　子どもが棒のいい友達との付き合いの申で、どんな

ことをしていると思うかと質問すると、福島市でもナ

ッシュビル市でも、保護者は子どもの交友灘系の内容

まで、意外に良く掘握しても、る様子にみえる。

叢教麟からみた友人関係葺

　生徒が娘好な友人灘系を形成できないまことを問

題だと感じている獅は、福島市で鍵％、ナッシ講ビ

ル市で欝％あ滲、やや問題と慰むている教緬を含める

と、それぞれ72％、？6％にものぼる。保護者と認むく

教瞬もまた、生徒が良好な友人関係を結べなく壕って

いることを感じていること演わかる．

　生徒の問題行動の原因として、ギ子どもたちが人と

麗係を作るカぷ弱くなっているまからだと患うかどう

か聞いたところ、福島市では蓄そう思う3が鶴％、ギや

やそう忠勇を入れると9i％もの教飯が、生徒の対人

スキルの低下が問題行動の背景にあると答えている。

講じ質問に対し、ナッシュビル市ではギそう思うまが

25％、ヂややそう思う」を入れると鴇％の教麟が講意

しており、福島市と共通の認識がみられる。

　4－2－3学習
　憂生徒からみた学習茎

　r家庭で毎難、平均してどのくらい勉強しているか葉

と尋ねたところ、福島市の生徒では鉛分～三時聞とい

うグループが62％と多く、ヂほとんどしていないまが

鰺％になる。ナッシュビル市ではギほとんどしていな

いまが22％と福島市よ鞍多難・瀞、3～5時欝以上勉強

するというグループが福島市の3．2％に対し、ナッシ

ュビル毒では＄．楼％と多い。経本の中学生は受験競争
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のため勉強におわれ、遍酷な状況にあるという理解が

健闘にある渉、自宅での勉強時間をみるかぎり、そう

したステレオタイプ化された見方が妥当かどうか疑闘

である。

学校に行くのがいやになった選曲として、ギ勉強が

きらい墨だからと答える生徒が福島市では29％、ナッ

シュビル市では騒％、暖業がわからないまからと恥

う理由が福島市で焉％．ナッシュビル毒で器％になる。

　福島斎では自分は勉強ぶギできる選と恩っている生

徒が箆％、ボできない圭と思っている生徒ぷ璽％であ

るのに薄し、ナッシュどル市では53％がギできるム

32％がザできな猶と感じており、勉強に関して福島

市4〉生徒のほうが自己評懸がひくい、

1保護者からみた学習肇

　子ども潜学校を休みたがる理由として、勉強がし

たくなも・まからと答えた保護者は摂島市で39％、ナッ

シュビル市で33％であ警、ゼ授業がわからないから墨

という見方は福島市で2？％、ナッシュビル毒で22％で

ある．福島市の保護者は生徒以上にギ勉強ぎらいまや

ギ授業がわからない達ことをゼ学校ぎらい達の原石だ

と過大評晒し、ナッシュビル市では過小評侮する傾織

がある籍

【教麟からみた学習1

　生徒力慧学ぶ意欲をなくしている塵と思っている教

蔀は、福島市で23％、ナッシュビル市で銘％にのぼる。

ゼやや問題」と思う層もふくめると．福島市で綴％、

ナッシュビル市で麗％と大多数の教顛が、生徒潜学ぶ

意欲をなくしており、それが問題だと感りて継る。縫々、

生徒に接して教える立場にあるだけに、両市の教麟と

も姿実な実感があって、上記め高い数字になっている

のであろう。

　4－2－4　将来の希望

【子どもの希望と親の期待1

福島毒では、将来の希望としてもっとも人気潜高い

のが頃分の好きな生き方」であ穆、生徒の3マ％溝望

んでいる．つぎにゼ人並みの暮らしμお金持ち3縫

の中に役立つ入墨が各i3～蔦％で2番人気となる。

ギ人の上にたつ偉い人まは3％に満たな醜保護者の

期待も、確分の麹きなことをやっていく人聞3瀞

23％と高く、ゼ安定的な生活を送れる入墨潜§％、ゼ縫

会に役立つ人聞が8％で、ギ高い地位につく人まは

倉、i％しかな秘．

　ナッシュビル市では、子どもの最大の希望はギお金

持ちまで28％、瞭分め蘇きな生き方葺が簸％、ぎ大壷

、みの暮らし1ギタレントのような有名人蓬ギ人の上にた

つ縫い人達など撰各簸～逡％、縫：の申の役に立つ人ま

はもっとも不人気で3％に満たない．いっぽう保護者

の幾待はといえぱ、「経済的に成功する人ま溝8％、

　ゼ安定した生活が送れる人聞3が6％で、ヂ後会に役立

つ人聞3は2％と少ない、

　福島市でもナッシ蕊ビル帝でも。生徒の希望と規の

期待は驚くほど相似してお移、子どもが保護者の緬纏

観や期待をそのまま麹己の希望として内在化して耽る

こと麟うか潰える。どの社会でも子どもの姿は、その

まま親の姿を反映したものであることを、あらためて

教えられる。

4－3．中学生と問題行動

　4－3畷　いじめ

　【保護者の気づき1

　子どもがいじめを経験したことを、どれだけ知って

いるか確認するための設問が、保護者罵アンケートの

Q捻である。

　福島畜の保護者があげるいじめの形態を多い噸にあ

げると、①悪露やからかい、②無麗、仲間はずれ、③

持ち物隠しであり、これは生徒ぷ経験したと答えた順

序にほぼ一致している。ただ．保護者のほうにギいじ

めは経験していなも・まという回答が多い．子どもはい

じめの事実を親にも言わないことが多いので、保護者

も推握しきれていな駈、ということだろう。綴る蹴る3

のいじめを経験したと答えている生徒は織3％もあ

るぷ、保護者では3％し力経験したと答えておらず、

殿る蹴るといった深劾ないじめについても、保護者は

なかなか気づかないでいるようだ轡

　ナッシュビル市でも福島市と漏様な傾向がみられる。

悪舞やからかい、無視．・磐澗外れ、持ち物隠しなどは

ある程度、揺擬している様子だが、隣る蹴る圭が生徒

では54％もあるのに、保護者ではfある藩という掻答

は騒％にすぎず、磁％漕ぎない誰と回答している。深

劾ないりめほど、かえって子どもは保護者にも言わず

に隠す傾向瀞あるため、こうした認識のズレが生じて

いると推灘される嚇

　4－3－2　学校ぎらいの原因

【保護者の認識

福島市の生徒がギ学校に行くのが恥やになった運鋤

としてあげているのは．①勉強がきらい29％、②友だ

ちとうまくいかない25％、③先生がきらい23％、④体

の調子力弦わるい22％、（蟹寺に理由はない2叢％の順であ
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つた。福島市の保護者ぷ考えるギ学校を休みたがる理

由聾ま、①勉強がしたくない39％、②体調潜よくな雛

30％、③友達とうまくいっていない28％、④授業がわ

からない27％、⑤先生とうまくいっていない、である窃

この質問に麗しては、生徒と保護者の認識はかな警合

致している．

　ナッシュビル市の生徒が学校ぎらいの理由としてあ

げるのは、①勉強がきらい暮馨％、②先生潜きらい弱％、

③学校の外におもしろいことがある認％、④絞刑に不

満がある35％、⑤特に理由はない26％であった．一方、

『ナッシュビル市の繰護者が考える学校ぎらいの理由は、

①勉強がしたくない39％、②先生とうまくいって塾な

い35％、③子どもが怠けている器％、④授業辮わから

ない22％、⑤いじめられている欝％、などである．

福島市にくらべナッシュビル市のほう潜一致率恭低い

露象がある。

　子どもぶ登校を嫌がれば保護者はとうぜんその理蜜

を開き、子ども理由を言わざるをえないので、学校ぎ

らいに関しては、保護者と生徒間の認識のズレは少な

いのだと推灘される。

　4－3－3　規範餓
　【生徒」保護者一轍鎌の認識の差肇

　学校をさぼる、どうしても行けな恥

　　ヂ学校をさぼる墨ことに関してゼ悪いことまだとい

う認識は、福島市では生徒雛％、保護者90％、教飯

94％、ナッシュビル市では生徒騒％、保護者薦％、教

廓騒％となる癖ナヅシュビル毒では教麟の寛容さ（あ

きらめ？）が目立つほ癬ま、福島市でもナッシュビル

市でも、生徒も保護者もギ学校をさぼるまことは悪い

ことだという意識を締している．

　　r学校にどうしても行けない達という場合について

は、憾くないまとする意見溺福島市の生徒で驚％、

保護者で欝％、教節で劔％となる．どうしても登校で

きな墾という場合については教緬がもっとも許容的で、

保護者がもっとも不寛容だという興殊ぶかい結果にな

っているひ

　ナッシュビル市の場合、生徒46％、保護者鰺％匁教

緬38％とな撃、福島市と属様に保護者がもっとも不寛

容である。

　r学校にどうしても行けない」という場合に、もっ

とも不寛容なめは両市とも保護者である。おそらく生

徒に登校への心理的痩力と登校刺激を与えっづける最

大の実行：者は教錘ではなく、むしろ保護者であること

を裏づける結果といえる。

　学校で鱈人を雛δめる

　福島市では生徒の艦％、保護者の麗％、教麟の留％

がいOめは悪塾ことだと答えている．ナッシュビル毒

では生徒の78％、保護者の96％、教麟の62％が悪い

ことだと璽答している．ナッシ識ビル毒では、学校で

のいじめをギそれほど悪くない戸悪くないまと許容す

る教蔀潜37％と多いことが淺償される．

　これは教鰯の規範意識が福島市にくらべ低いことを

意瞭するわけではない。いじめた移、いじめられた穆、

仲直りをした移する中で生徒は対人関係を学んでいく

のであ箸．単に恥ビめを悪いことだと決めつけ禁比し

ても教育的な意味はない、という考えが定着して駆る

からではないかと思う、ナッシュビル市には各学校に

資格をもった常勤の学校カウンセラー瀞麗麗され、子

どもの鰐人的スキルを高めるためのさまざまなプ鋒グ

ラムを実施している。識ンフリクト・レゾルーシ豫ンや

ピア・メディエーションと継った、子ども購士のトラ

ブルの解決を、子ども藩士でどう解決させるかを指導

するプログラム解罵意され、積極的に取参纏まれてい

る。舞本の多くの学校では、いまなおいじめには禁止

一辺倒で、いじめっ子を呼んで説諭した修する対症療

法的な難応がとられていることが多いが、絶の先進諸

国での実践と醗究から知られているように、これ絃い

じめを潜行させ深刻化させるだけで本質的な解決には

ならない。

　友人を脅し暴力をふるう

　福島市では生徒の弱％、保護者の総％、教麟の98％

がド友人を脅し暴力をふるう」ことは悪いことだと答

え、ナッシュビル市では生徒の80％、保護者の鎚％、

教麟の質％演悪恥と答えている。いじめについては許

容的なナッシュビル市の教麟も、r脅しや暴力銭こつい

ては惑いとする回答が多くなるが、それでも保護者よ

り鶏％ちかく低いのは、曝力3は悪い溺、ギ脅し」は

先にのべた遅出で、むしろ良い教育機会だという認識

があるためかもしれない。

　異性との性的な関係

　これは英語版では灘除を求められたため、福島市だ

けで実施した質問項籍である。

　福島市において、異姓との性関係をギ悪くないまと

許容するのは生徒で嬰％もあるが、保護者では4％に

すぎない．これは当然の結果ともいえる。それにして

も、中学生のあいだでの性の許容度の高さは、性の開

放化がいっそう低年齢化していることを示唆している、

同様め結果はすでに都心部の調査では捲嫡されていた

が｛福島市も岡讐だという調査結果となった．
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おわりに

　子どもの開題行動について、福島霧とナッシ

ュビル市で2倉GG年乳用と20艇年2月に実施し

た生徒・教蔀・保護者を対象としたアンケート

調査の結果を報告した、福島市とナッシュビル

市では現象面では大きな差異があったが、開題

行動が成立する背景とプ葎セスには共通する

構造もありそうなことぶわかった。

　国際的な比較硬究は、手間霰のかかる仕事で

ある．実際、われわれも濡話や概念の擦り合わ

せに多くの時講をかけ、討論を重ねる必要があ

っ之．たとえば、われわれは初めのうちはイジ

メ＝銚滋y泌霧と単純に考卑ていたが、テネシー

州で箕岡研究者や学校カウンセラーなどと議

し合ってみると、欝米ではイメージに余りにも

懸隔があることに驚いた。ゼ開題行動3という

言葉ですら、それでイメージする内容自体が大

きく異なっていた。経本で生徒の問題行動とい

えば不登校・いじめ・校内暴力といったところ

で、よ参低学年では学級崩壊などがイメージ．さ

れる。万引きや飲酒・タバ灘など比較的軽微な

逸脱行動はあっても、警察と連携しなければ建

遅しきれないような非行や触法行為は倒外的、

である．ところがアメジカでは、生徒の鵬題

行動としてまずイメージされるのは、銃・ド

ラッグ・欝代の妊娠と轡産であると聞かされた．

テネシー州では比較的問題が少ないので、人参

舞に金属探知機を設置している学校は少ない

と説貌を受けたが、どの学校を訪観してもピス

トルを腰におびた警察官が常駐しているのに

は驚き、違和感をもった．しかし、それが銃挫

会アメリカの深刻な実構でもある．

　家庭をふくむ歓会のあ膠様や学校辮度も大

きく異なるので、単純な比較はむつかしい。そ

れでもなお、子どもの問題行動のような社会文

化的要因に大きく規定される現象の解畷には、

今回、試みたような比較文化的硬究が有用で、

かつ不可欠であると思う．精神医学の領域では

比較文化精神医学がすでに長い歴史をもち、重

要な覆究領域として地歩を築いているが、学校

臨床にお継ても必要な硬究だと考える．比較文

化的な研究法の利点については、すでにゼはO

めに」で触れたのでくり返さない．

　いりめや不登校、学級崩壊などの「解決法」

を書いたハウツー本は、書店に所狭しと並べら

れている。それを求める切実なニーズがあるか

らこそ、そうしたギ商品まが大量に生産されて

いるのであろう．気になるのは「窺も教廉も、

もっと子どもを厳しくしつけるべきだ」という

論調の書籍と、ギもっと、のびのびと自由に子

どもを育て、学校という硯縛から麗放してやら

なければいけないまという、まったく逆の論調

の書籍とが混在しており、かえって親や教麟を

混乱させないかということだ。しかもその多く

が実証的な根槌もないままに、著者の優人的な

経験や主義主張から書かれている。

　いま必要なのは、回りくど恥ようではあって

も、子どもの問題行動についての実証的な醗究

の積重ねではないかと思う．近年、医学の分野

では個人的な経験主義から脱し、事実に基づい

た実莚的な治療を実践していこうとするεB

醗（猛樋虚錐総も欝3δ簸¢毒¢並倉｝の流れが、徐々

に定着しつつある．われわれも学校臨床での詮

BMをめざし、真に実効のあがる治療法や予防

法を開発したいと考えている．
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　この調査を実施するにあた滲、福島市とナッ
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だきました．あつくお礼申しあげます。
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1

表01.あなたの性別はどちらですか。 

福島市   ナッシュビル市  

人数(N)  %  
i 、 O i l y  1 1 t ;   

人数(N)  % 
男 
Male  

426  50.9  387  48.4 

女 
Female  

406  48.5  396  49.5 

無回答,不明 
NA,DN  

5  0.6  l7  2.1 

計 
Total  

837  100.0  800  100.0 
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2

表Q2 現在あなたが一構に住んでいるのはどなたですか。当てはまる人すぺてに0をつけてください°
which family members are 「tvingwithyouatpreSent?Ca℃le a競the apply: 

lyrhe compansons between l'ul(usr
*pく0.05 本*pく0.01 ***p<COOl 
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3

表Q3. 家族で一番話しやすい人は誰ですか。当てはまる人すぺてに0をつけてください。
Who are the family mernbers that you find it easiertotalk with?Circle aa that apply: 

福島市 
Fukushima  

ナッシュビル市 
Nashvme  

両市の 
比較l) 

男(Male) 女(Female)  計(Total)  男(Male) 女ｫFemale)  計(Total)  
l.父 
Father  

9.6% 3.2 
2)* * *   

6.5  28.4 l2.9 
2)t t *  

21.l  _  

2.母 
Mother  

33.7 50.0  41.7  51,0 51.0  506  _ 
3.兄弟姉妹 
Bmthefs&Sisters  

34.9 31.0  32.9  40,7 39,6  39_6  m  

4.祖父 
Crand色thor  

0.7 0.2  0.5  8,6 2.5 
2 )* * i   

5.7  t  u  

5.組母 
Crandmother  

2.6 l.5  2.0  l8.2 19_3  18.7  i * *  

6.義理の父または母 
Steo Pafe成S  

0。0 0,0  0_0  3.4  4_3  3.8  i ・i i ・ 

7. 義理の兄弟姉妹 
Step-bfothersand/or step-sistefs  

0.0 0.0  0_0  2.3 5_8  4.3  m  

g,その他 
Others  

4,7 2.0  3.3  20。5 31_8  26.3  * ・ i  

無国答。不明 
NA DN  

l3,4 l2.3  13.1  0.5 0,8  1.3  _  

1)The Compansons between Fukushima and Nashvme City 
2yTiieComparisons between Male and Female
*pｫ0.05 **pく0.01 m p<0 001 
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4

表Q4_あなたは、次の人と平日に平均すると一日どのくらい話をしますか。当てはまる番号に0をつけて
ださい。の質問は、Q2で0をつけた人についてだけ答えてください。
On weekdays on the avoragehowlongdoyoutatkw義;heach of thefbllowing people each day?
circle one choice fbrthe person whom you circled in Q2_

1=ほとんどないAHmostno time
2=30分 :30minites
3= 1時間 :An hour .
4=2時間 :Two hours
5=3時間 Thre8 hours
6=4時間以上 :More than four hours  
_     

福島市 
Fukushima  

ナ'ッシュビル市 
lfashville  

両市の 
比較1) 

l 2 3 4 5 6  1 2 3 4 5 6  

解  
1.父 男(Male) 
Father 女(Female) 

計(Tota0  

32.8 33.3 16.4 6.6 4.0 2,9 
42.2 26,0 13.7 7.0 4.2 3.1 
36_4 29,0 14.7 6_6 4_0 30  

51.8 29.l 24,5 7,3 11,8 18.2 
661 41.7 20.0 13.3 6,7 21,l 
58_3 34.8 22.5 10,0 9,5 19,5  

2.母 男(Male) 
Father 女(Female) 

計(Total)  

10.6 32.5 27.4 12.7 7_0 6.3 
4,8 23,3 238 17.0 13.0 15,5 
7.7 28.0 25.6 14.8 9,9 10.8  

11,6 22.l l8.8 9.9 8,4 26.6 
11,7 203 19,7 11.4 8.3 34.9 
11.7 21.2 19.3 10.7 8.3 30.8  

* * *  

3.兄弟姉妹 男(Male)  l8.0 27,0 20,4 13.4 9,8 8.2 
11.7 21.4 18.9 16.4 12.0 18.1 
14.9 24,2 19.7 14.3 10,9 13,l  

286 21.2 15.3 14.1 10.2 32,9 
19.0 20.4 18.3 12.7 9.2 35_9 
23.6 20.8 16,9 134 9.6 34.S  

* * *  
1.・ V l l ? ' ? 0 ・ ? ・ 0  ? 、・ O u ' a ' t 1  

計(Total)  
4.祖父 男(Male) 
Grandhther 女ｫFemale) 

計(Total)  

52。0 37.6 13.7 3.4 2.6 2.6 
57.3 25.8 5.6 4.0 0.8 3.2 
54.8 31.5 9.5 3.7 1.7 2,9  

39.5 8,3 4.7 2.3 2.1 1.8 
37.1 9.3 3.3 1.0 1.8 1.5 
383 8.8 4.0 1.7 2。0 1.7  

・ 10  

5.組母 男(Male) 
Grandmother 女(Female) 

計(Tota0  

37.4 380 10.4 8.0 3,l 2.5 
39.9 31.4 9.8 10.5 3.9 7.8 
38.6 34.8 10.1 9.2 3,5 5.l  

30.2 17.3 9.0 4.4 2.8 3.9 
26.0 15.2 8.l 3.5 3.3 5.3 
281 16.3 8.6 4.0 3.l 4.6  

* . 

6義理の父または母 男(M) 
Step Pa開its 女(F) 

計(Total)  

4。9 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 
3.7 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
4.3 0.l 0.Z 0.1 0.l 0.l  

23.5 5.9 3.6 1.8 1.8 0_8 
23_7 5.3 3.8 2.0 0.8 1.5 
23.6 5.6 3.7 1.9 1_3 2_4  

7‘義理の兄弟的妹 男(M) 
Step-bfothefsand/ 女ｫF) 
or step-sisters 計(T)  

4.9 0,2 0.7 0.0 0.2 0.5 
3_9 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 
4_4 0.2 4.7 0 0。1 0_2  

24‘8 2.6 2.3 2.1 0.8 2_1 
21.0 6.3 2.3 1.0 0.3 2_3 
22.9 4.5 2.3 1.5 0.5 2_2  

8.家庭内の他の大人 男ｫM) 
Other adults at home 女(F) 

計(Total)  

6.l 0.5 0.0 0.0 0.5 0.2 
4.2 1.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
5.l 0.9 01 0.1 0.3 0,2  

24.3 7.5 2.3 2.6 1.3 2_3 
20.5 5.8 5.l 2.5 2.3 2.5 
22,4 6.6 3.7 2.5 1.8 2.4  

*  

l)The Comparisons between Fukushima and Nashville City
t pく0.05 **pく0_01 ***pく0.001
注)福島市の男女問で、母親にっいては0.l%水準で、兄弟節妹については1%水準で有意差あり。 
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表Q5. 体日に家族と一結に何かをして過ごす時間は、平均して一日どのくらいですか。
On weekends and ho「ldaysonthe average,how much time doyou spenddoingthingswithyour
family members? Circle one: 

福島市 
Fukushima  

ナッシュビル市 
Nashv識e  

両市間 
の比較 
1) 男(Male)* 女(Female)  全体ｫTotaD  男(Male) 女(Female)  全体(Total)  

1,ほとんどない 
Almost no time  

14.8 14.3  14.7  4.4 4.3  4.4  

本**  

2.30分 
About 30 minutes  

8.4 6_4  7.5  3.4 2.3  2,7  

3.1時問 
About an hour  

l5.2 9.1  12.3  5.2 4.3  4.9  

4.2時間 
About two hours  

l7.1 l4.0  15_5  5.4 4.5  4.9  

5.3時問 
About thfee hours  

11.7 13.8  12.7  l2.4 10.1  11,4  

6.4時間 
About thur hours  

75 8.4  7.9  7.2 10.9  9,0  

7.5時問 
About加e hours  

9.l 9.4  9。2  l l.6 11.4  11.3  

8.6~l2時間 
About six to twelve hours  

8.4 16.3  l2.2  22.2 22.7  22.0  

9.l2時問以上 
Ma・ethan tweive hours  

6.6 8.4  7.4  26.8 28.8  28.3  

1)The Comparisons between Fukushlma and Nashv細e City
2y「tie Comparisons between Male and Female
*p<0‘05 **p<0.01 ***pく0.001
※福島市の男女間に5%水準で有意差あり。ナッシュビル市については有意差なし。 
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表Q6_ あなたの家の家族関係はうまくいっていると思いますか。当てはまる番号に0をつけてください。
Do youthink that your fbm器y members are getting along well together?Circle one: . 

福島市 
Fukushima  

1一ッシュビル市 
、iashvnle  

両市間の 
有意差1) 

男(Male) 女ｫFemale)  計(Total)  男(Male) 女(Female)  計(Total)  
1.うまくいっている 
Very Well  

31,4 32.5  32.0  33,5 35.l  34.8  無(None) 

2まあまあ、うまくいっている 
Fliirly we題  

440 44,l  44.0  48.2 43.7  45.4  無(None) 

3,どちらともいえない 
Not well but not poorly  

l5.0 13.8  l 4.5  ll_6 13.9  12.7  無(None) 

4,あまり、うまくいってない 
Poorly・  

7.0 5.2  6.l  3.l 4.5  3。8  無(Noae) 

5.うまくいってない 
Extremely poorly  

2.1 3.7  2.9  2.6 2.3  26  無(None) 

無国答・不明 
NA,DN  

0‘5 0.7  0.6  0.8 0.3  0.6  無(None) 

1)The Compaljsoas between Fukushima aad Nashville City
*p<0 05 **pく0.01 ***pく0.001 

表a7. 現在あなたが付き合っている親しい友達は何人くらいいますか。当てはまる番号に0をつ
けてください。
How many elosefnends do you have? 

_            

両市の 
比較1) ・ 

福島市 
Fukushima  

ナッシュビル市 
Na d w i 11o   

計(Totalｻ  男(Male)** 女(Female)  計(Total)  男(Male) 女(Female)  
1.いない 
Nones  

2.3 1.0  l.7  2.6 l.3  2.0  

27.5  M  2.1~3人 
l to3  

7.5 10.6  9.0  23.6 32.6   

25.0  3,4~6人 
4to6  

19.4 29.6  24.4  23.9 25.7  

10.7  ;開 ・ 

4,7~9人 
7to9  

15.9 21.7  l8.6  9.6 11.5  

5.10人以上 
lo ot・micro  

541 36.7  45.8  39.8 28.8  34,4  i ・M  

0.8  0.7 0.5  0.6  0.8 0.8  無回答・不明 
NA.DN   ,       

1)The comparisons betweenFukushimaand Nastm1le City
2)The Compansons between Male aad Female .
i' pく0.05 **p<0_01 ・u◆pｫ0.001
※福島市の男女問にl%水準で有意差あり。ナッシュビル市の男女間には有意差なし。. 
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表Q8, Q7で答えたあなたが付き合つている親しい友達はどこで知り合つた人ですか。当てはまる番号に
すべて0をつけてください。
Where did you get acquainted with your elose ftiends inc7?Circle aH apply: 

福島市 
Ftlkushima  

ナッシュビル市 
Nashville  

両市の 
比較1) 

通   i !(j gt重i)  男(M) 女(F)  計(Total)  
l.同じクラスの人 
Friends in the same class  

96.0 904  93,2  69.8 74。7  72.3  * * *  

2.同じクラプ・部活動の人 
Oihers-tnthe same club activities and/ 
or on the same sports tearms at school  

77。0 80.3  78.6  26.6 283  27.5  * n  

3,l .2以外の同じ学校の人 
Othe総in the same school,apart最-om1& 2  

43.4 42.9  43.l  35.7 462  40.9  

4学校以外のクラプやスポーツチームで知り合った人 
Others i got aequantedwith at club activ成1es and/ 
or sooftsteamsoatside school  

l5,3 9,4  12.4  23.0 l4。4 
2 ) * i i  

l9.3  _  

5,塾やけいこごとで知り合つた人 
Otheres l got acouanted with at lessons taken outside 
sahool(eg artor music,etc.)  

12.2 11.3  11.7  7.0 8_3  7,8  * *  

6.近所の人 
Othersjntheneighborhood  

l4,l l4.5  l4.5  59.9 47.0  53,5  M  

7.ゲームセンターその他の遊び場で知り合った人 
People l got aequanted with at such places as the 
mal1.madesor movie theater  

3.5 2.5  3.0  l9.l 25.8  22,6  _  

8.その他の人 
Others not mentioned above  

4.5 6.9  5.6  16.5 17.4  22,6  M  

1)The Comparisons between Fukushimaand Nashvine City 
2)The Comparisansbetween Male and Fema」e
*p<0.05 **pく0.01 ***p<0.001 
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表Q9. あなたは友人関係や家族関係の悩みは誰に相談しますか。当てはまる上位3つまでの番号
に0をつけてください。
Who do you consult about relatiofishipsv成h family and friends?Please circ;lethethree
that best apply: 

福島市 
Fuk11shima  

ナッシュビル市 
Nashvi通e  

両市の 
比較1) 

男(Male) 女(Female)  計(Total)  男(Male) 女(Female)  計(Total)  
l.父 

Father  

21.6 8,6 
2)** *  

l5,2  26.9 9.3 
2 )* ,H i  

18.0  *  

2 . 母 . 

Mother  
44.6 57.6 
2)*  

50.7  42.6 47.5  45.3  

3,兄弟姉妹 
Brothefs&Sisters  

26.3 34.2  30.2  32.0 29,0  30.5  

4,祖父 
Graadfather  

l.6 3.4  2.5  3.9 l.3  2.5  * 

5,祖母 
Gnndmother  

4,9 4,4  4.8  9_8 11。6  10,6  * * * 

6.義理の父または母 
Stely-oar1ents  

0.5 0.5  0.5  2_3 2.0  2.l  * *  

7.義理の兄弟的妹  
Steo-brothersand steo-sisters  

0.2 0.2  0.2  1.6 2.0  1.8  * *  

8.親戚の大人 
Adults in relatives  

l.2 1.7  1,4  8.3 7.1  7.9  * t O: 

9_同性の友人 
Friendsof thesame sex  

49.5 82.0 
2 )* * i   

65.2  42,9 59.8 
2)**t  

51.0  * * *  

10異性の友人 
Friendsof theoppostte sex  

9.4 15,3  10_5  33_6 28.5  31.l  * * *  

11.先輩 
Older friends  

9.4 11.8  10.5  l9.6 24.0  21.6  * * *  

12.後輩 
Younger fi-lends  

l.9 3.4  2.6  3.6 4.5  4.1  本 

l3.学校の先生 
Schoolteachers  

6.6 5.2  6.0  l.8 2_0  2.0  *** 

14.スクールカウンセラー 
School counselors  

l.2 30  2.0  1.0 l.8  l.4  

15.その他 
Oters  

0.2 0.2  0.2  5.9 8.6 
2)*t   

7.5  * * 0 

l6.誰にも相談しない 
l donotconsult with anybody  

35.7 20.9 
2)解   

28.  l2.l 4.8 
2 )*   

8.4  *事 01 

l)The Compaljso.ns between Fukushima and Nashville City 
2y「he Compajsons between Male aad Female
*p<0.05 **pく0.01 ***p<0001 

97 



9

表010_ あなたは親しい友達との付き合いの中で、どんなことをしていますか 当てはまる番号に0を
つけてください。 
Howoftendoyou clothe following w相1 your friends?Cirole oneof the following choices for
each item商
1= よくある:very often
2=ときどきある:sometmes
3=ほとんどない:almostneverornever 

福島市 

Ftlkushima  
ナッシュビル市 
Nashvme  

両市の 
比較l) 

1 2 3  1  つ' 'i   

l.一結に遊んで時間を過ごす 
Spending time playing with friends  

男(Male) 
女ｫFemale) 
計(Total)  

66.9 284 42 
658 27,3 62 
66.3 27.9 52  

44 4 395- ii 6 
371 45.5 144 
40_7 425 130  

_  

2お互いの家に遊びに行き来する 
Comingaad going to friends'houses  

2)**男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

439 40.6 148 
28.1 46.6 241 
36.2 435 19.4  

346 439 165 
39.6 43.2 14.l 
:W 2 a e l t ? 't   

3.一精に勉強する 
Studingtogether  

2)*男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

3.5 289 664 
10.3 40_4 47。5 
69 34_5 57.2  

119 2S.3 30。0 
l4.l 359 462 
13.0 30.7 382  

*** 

4電話で話をする 
Talking 1成h量lends on the phone  

2)料:事男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

17.1 390 430 
42.6 37.4 187 
296 382 31.1  

41_3 35f i68 
6S.2 192 129 
53_4 27.3 14.8  

* * * 

5異性のことを話す 
Talkingwithftiendsabout people 
of the opposite sex  

2)***男(Male) 
女(Female) 
計(Tota0  

l8.3 340 462 
448 335 20.4 
31.3 33.8 33.7  

42.4 29.5 20.2 
558 27.0 129 
49.2 28,2 16.5  

*** 

6.家や親の不満や悩みを話す 
Complaining about home and 
oarents to friends  

2)*料男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

7.7 263 64_3 
214 34 0 436 
l4.4 30.0 40.6  

20.9 346 38.5 
258 3a.4 32.l 
234 36。5 35。2  

* * *  

7.学校n の友人の不満や悩みを話す 
Complainiag about school and/ 
of oeers to ftiends  

2)***男(Male) 
女(Female) 
計tTotal)  

19.7 40_6 37.8 
495 337 153 
34.3 37.3 26.8  

33.l 39.3 214 
338 42.2 194 
335 40.7 20.4  

* 

8将来のことを話す 
Talkingwith itiends about the filture  

男ｫMale) 
女(Female) 
計(Tota0  

11.5 35 2 514 
ll.l 35 5 525 
113 35.3 519  

313 380 233 
328 432 20.5 
32,1 40.6 218  

*** 

9.お金や大切な物を貸し借りする 
Borrowing or lending money 
and valuables  

男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

l4.4 35.4 536 
7.6 283 63.3 
8.7 32_0 584  

22.2 424 27,9 
217 455 285 
22.0 43.9 28_2  

* * *  

10.言t畔ったりけんかしたりする 
Quarre通ngor scu統ngwith friends  

男(Male) 
女(Female) 
計(Total)  

80 38.7 519 
10.3 369 510 
a l 'W e _? 1 4  

20.4 30,5 416 
l29 394 422 
l66 350 419  

011 0- 

11友達の家に泊まる 
Staying themght at統;nds'houses  

男(Male) 
女(Femaleｻ 
計CTotal)  

4.7 l6.7 765 
34 l6_5 783 
4 1 ta ? 77 R  

25.6 42.1 264 
336 42.7 199 
29.6 42。4 231  

* * * 

l)TbeCompariso,ns between Fukushimaand Nashvi通e City 
2nh Comparisoas between Male and Female
*pく0.05 **p<001 ***pく0.001 
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表Q11. あなたはa味や好きな活動は何ですか。当てはまる番号にいくでも0をつけてください。
What are your hobbiesorfavoritoactiv的os?Cercle all that apply: 

福島市 
Fukushima  

ナッシュビル市 
Nashvi短e  

両市o: 

比較1) 
男(Male) 女(Fema!e  計(Total)  男(Male) 女(Female)  計(TotaD  

l,スポーツをする 
pa l jeipatlng iri spa ts  

685 53.7 
2 )* * *  

61.3  81.1 55.8 
2)*おt  

68.5  ;*  

2.スポーツを見に行く 
Atteriding sports events  

19,5 8.4 
2)*料   

l4,0  53.2 30.6 
23解*  

41.9  ・m r 

3ノ、イキングに行く 
HikiM  

7.0 6_2  6.7  l6.5 8.3 
2)o,  

l2,4  _  

4.釣りをする 
Fishing  

36.9 5,2 
2)* **   

21.4  27.0 7,1 
か * *   

21.9  

5_テレビやビデオを見る 
WatehingTVandvideos .  

71,4 77.8 
2)*  

74.7  77.3 80.3  78,3  

6.映画館に行く 
Going to the movies  

45.3 48,8  47.0  67.2 82.8 
2)開 :  

75.3  _  

7.テレビゲームをする 
Playing video games on TV  

86,4 325 
2)** ,?  

600  69.5 33.3 
2)解*  

51.1  * *  

8.ゲームセンターに行く 
Going tovideoanades  

34,0 27.3  30.9  27.6 ll.1 
2 )on   

l9.6  *** 

9.音楽を聴く 
Listening to music  

50.2 74.3 
2)* * *   

61.8  79.6 92.2 
2)解   

85.8  * **  

10.楽器を演奏する 
Playing mt;sical instruments  

. 9.4 308 
2)t n   

l9.7  24.5 l7,7  21.1  

11験を歌う(カラオケを除く) 
Singing(except going to KARAOKE)  

10,l 41_4 
2~   

25.2  l4_5 50.8 
2)***  

32‘5  * * *  

12.カラオケに行く 
GOingto theKARAOKE roofn to sjMjng songs  

10.6 44 1 
21解   

26.4  l9.1 26.8 
クi t   

22.8  i * *  

i3.漫画を読む 
Reading comic books  

74.6 71,4  73.2  10.9 3.0 
つ、tt   

6.9  * **  

14.a 画以外の本を読む 
Reading books other than comics   

223 30.8 
2_   

26,4  l9.l 26.8  22.8  

l5絵や漫画を描く 
_[)nWing pietufes andeartoons  

l2.0 31.0 
2_   

21.l  35.1 26.5  30.6  * * *  

l6,電話で話す 
._!alkn'lg on the1ohone  

14。6 47.3 
2)i * *  

30.5  56,8 81.8 
2)***  

69.5  一 ' 

17.パソコンをする 
」 )ersonalcomDutef・s  

20.0 22.7  21.3  49.l 42.4  45.6  * * * 

18.科理をする 
Cookinf  

l1.0 28.6 
2t用 ,  

l9.5  26.l 35.6  30.9  *** 

l9買い物をする . 
SheDDing  

30_5 75,6 
2 t H *   

52.6  34.4 80.3 
2)** *   

57.5  * 

20'最華街に行く 
Going to tho mM 1  

10.8 14.5  12.5  581 86.6 
2)n t   

72.8  1●解 ; 

l ・教会に行く 
起 he church  

2.l l.0  l .6  41.6 57.6  .49.5  開  
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表Q12 a なたは家庭で毎日、平均してどのくらい勉強をしていますか。当てはまる番号に0をっけてください。
On average,how much time each day do you study at home?Circle one: 

ly「lie Comparisons between Fukushima and Nashv斑le City 

f最長i中 

Fukushima  
ナツシュビル市 
Nashvi注e  

両市の 
比較l) 

男(Male) 女(Female  計(Total)  男(Male) 女(Female)  i iイTn_   

l .はどんどし l、い「f 0 、 

Almost none  
l y .U i f .U  l t .9   23.5 21,0  22.3  

** *  

2.3e分<らい 
About30 minutes  

25.3 21.2  23.3  25_6 25.3  25.0  

3.1時間くらい 
About an hour  

37.6 39.7  38.4  27.9 26.0  27.l  

42時間くらい 
About2 hours  

16.2 17.2  16.5  13.2 19.2  l6.4  

;.3時間くらい 
A bo u t 3 h ou r s  

l.6 2.7  2.2  2.6 5.6  4.0  

:l.4時間くらい 
About 4 hours  

0_0 0.5  0.2  3.l 2.0  2.6  

7.5時間以上 
Mare than5hou・s  

0.2 1.0  0 _ 8   2.8 0.5  l.8  

*pｫ0.05 **pく0.01 ***p<0.001
※福島市、ナッシュビル市共に男女間には有意差なし。 
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表T-Q1. 調査回答者
The number of teachers 

TheCompriscmsbetween Fukushima and Nashville City
ip<10.05 **p<0.01 i**p<0.001 

都市  男 女 不明 
Male Female NA  

総計 
Total 

- 福島市 
Fukushima  

183 174 0 
51.3% 48.7% 0.0%  

357 
1000% 

lーッシユビルii 
Nashville  

42 105 1 
28.4% 70.9% 0.7%  

148 
1000% 

(力イ2乗検定:***pｫcOeD 

表T-Q2. あなたは何年生の担任をしていますか。
What grade is your homeroom? 

都市  中1 中2 中3 担仕せす -t一の他 素国;答・ 

7thgade 8th grade 9th grade No homeroom Othe「 NA 
res0omsib前ties  

総計 
Total 

Fukushima 
Nashv加e  

19.6% 19.3% 18.8% 398% 2。m o.6% 
21.6% 270% 0.0% 36.5% 95% 5.4%  

100 0% 
100.0% 

Total  202% 21.6% 13。3% 38.8% Z.41b ZU't  100.0% 

(力イ2乗検定:***pく0.001) 

表T-Q3,あなたは、主に何年生を担当さてれていますか。(複数回答)
What grade(s) do you teach? 

都市  中1 . 中2 中3 担当せず 
71h g ・aae 8th grade 9th grade No teaching 

ltsoonsibif tie 
Fukushima 
Nashville  

46.5% 50_7% 499% 8.7% 
5a0% 527% 1_4% 4.1% 

Total  48.1% 51.3% 35.6% 7.3% 
・x;2 test  ** *** 

表T-Q4. あなたの教職屋は、およそ何年<らいですか。
Approximately how many years have you worked in schools?

1=5年以内 Lessthm5 yea・s 5=21-25 yeas
2=6_10 yea・s 6=26-30 years
3=11_15 years 7=-31年以上 More than31 years 
4=16-20 years 8=NA 

113 
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表T-Q5.あなたは学検t何を担当していますか。(複数回答)
WhatisyourareatJf responsibility?Cireleallthatapply 

Fukushima Nashv加e Total  :x2 test 1) 
l.国語 English 
2.社会 social studies 
3.数学 mathematics 
4.理科 science 
5,外国語 foreign language 
6_音楽 music 
7 美術 art 
g.体育 physical education . 
9,技術 industrial arts 
10.家庭 domestic science 
11.スクールカウンセラー school eomselar 
12.スクールサイコロジストschool psychologist 
l3.管理B administratof 
l4.養護教論 schoolmIrse 
l5.特殊学a担任 special education teacher 
]6.国書館司書 libfalian 
l7‘教務員 schoolresou℃e officer 
]8.その他 other  

14_3% 28.4% 18,4% 
11_5% 243% 152% 
14.6% 20.9% 16.4% 
143% 23.6% 17.0% 
12_9% 2,7% 99% 
5.6% 6,1% 5.7% 
4_5% 2.7% 40% 
10_6% 5.4% 9,1% 
45% 1,4% 3.6% 
4_2% 1.4% 3.4% 
03% 1.4% 0.691 
03% 00% 0。2% 
10.1% 14% 7.5% 
3.4% 00% 2.4% 
2,5% 108% 5.0% 
1_1% 1,4% 1.2% 
0.0% 0.7% 0_2% 
31% 7.4% 4.4%  

*** 
*** 

** 
* * *  

* * 

* 

*** 

*  

1)TheComprisoasbetweenFukushimaandNashvf leCity
*p<005 **p<0.01 ***p<:0_001 

l l4 
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表T-Q6. あなたは生徒の親(保護者)について, 以下の事項に関してどの程度問題だとお考えです力
Haveyouhadanyofthefo理owingthingsbotheringyouaboutastudent'sparentsorgurdiansreeently? 

1二二間題になつている a serious p;roblem 
2=やや問題になつているa small problem 
3=間題になつていない not a problem
4=無回答, 不明 NA,DK 1)The ComprisonsbetweenFukushimamdNashvi11e City

*p<0.05 o*pく001 ***p<0_001 

質問項目  都市  1 2 3 4 総計  r2 test 1) 
06-1 
Q6-1  

l ' h ,e h  ,m  a   33_3% 53.5% 10.9% 2.2% 1000% 
29_1% 486% 16.9% 7.4% IcaO%  Nashv通1e  

Q6-2 
Q6-2  t ・ _ t ・_ n _   

16.2% 58.3% 232% 2.2% ・ 100.0% 
30,4% 466% 18.9% 4.1% IcaO%  

* * *  

1 .l a V l u ?   

Q6-3 
Q6-3  

i :', l n eh i r a a   140% 58.5% 26.1% 1,4% 10(M]l% 
26.41t 47.3% 21.6% 47% 1000%  

** 
l ' t O u V i ,   

Q6-4 
Q6-4  

r m m 」t a  

Nashv通]e  
538% 389% 5.3% 20% 100.0% 
46.6% 39.2% 88% 5,4% 1000%  

Q6-5 
06-5  Nashv通1e  

_38.脇 510% 9.2% 0.8% IcaO% 
23.6% 405% 31_1% 4.7% IcaO%  

* * *1 

Q6-6 
Q6-6  

F n l n ・? b n ・a ,・   38.9% 49.9% 10_41t  0.8% 1000% 
230% 45_3% 27.7% 4.1% 1000%  

*** 
Nashvi1]e  

Q6-1= 親子の会話や意意疎通が少なくなつている
Lesstimefof cammmicationbetweenpareatsandstudents

Q6-2= 教師への期待が制こよりパラバラである
D流trentsexpectationsof teacher3 among patents

06-3= 親が教師に協力的でない
pare成sarenotcoopo顧fvew通i teachers

Q6-4= 親が子どもの生活習債やモラルについて放任
parents showlittieinterestintheirchiidrensda通yhabitsaldmofals 

Q6-5=二 親が子どもに通保護である
Parentsareov中 o能的n towardtheirehiildren

Q6-6= 親に利己主義的な假向が強い
Parentstendtobeself・centered 
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表T- Q7・あなたは,生徒の生活実態に関する以下の項目について.どの程度問題だと思いますか。
HOWWOuldyOuratethefo通owingtendeBciesamongmiddleschool students?

1=問題になっている a serious problem
2=やや問題になつてい,somewhatof aproblem

;二黯 Eな果j いないnota P「Oblem l)TheCamprisonsbetweenFukushimaandNashvi]le一_. e, 明 NA,DK *p<005 **p<0.01 - ,p<0001 
買問項日  都if  l Z 3 4 銭計  x2test l) 
Q7-1 a7-1  Z3.Z? 01_4% 16.8% 2.5% 100.?  

682% 27.7% 2_7% 1.4% 100_0%  
i ,i *  

t、 0 1・ V i l l e   

07-2 
Q7-2  

_3 f 。;;f h 0 l .3? - 9 0%  2,5% 100 0%  

162% 59,5% 23.0% 1_4% fa ct i%  
*** 

07-3 
Q7-3  

l 3_「h 58_3% 25。5% 2_5% 100」01t 
16_2% 58.8% 230% 2S't IcaO?  

Q7-4 
Q7- 4  

10_tyh ;jZ.f t 27 7% 2 8% Ica O% 
31.1% 58.1% 8。8% 20% t000%  

***  
i ・ 0 l l y l M ・   

Q7-5 
07-5  Nashvi通e  

ZZ.「% ,557% 190% 2.5% Ica O% 
405% 52.0% 6.1% 1.4% tea(H  

*** 
07-6 
Q7-6  

・ _ M a n m a  

t i _ _ L _ ・二I i _   

30,税 51,5% 15,1% 3.1% 1000% 
27.7% 58.1% 122% 2.0% 1000%  

Q7-7 
Q7-7  

F u h  ,e h  i m a   24.9% 55_5% 16.2% 3.4% Ica O% 
13.5% 55.4% 29.1% 2.(路 IcaO%  

** 
l ・ o n v  m e   

07-8 
07- 8  , , _ t ._ 二u _   

58.3% 26.1%  2.81t 28% 100,OlE 
459% 48.0% 4.7% 1.4? 100_0'期  

*** 
l 、,o u v l ,l e   

07-9 
Q7-9  

Fukushima  21.8% 56.9% 17.4S 39% 100」0% 
31.1% 547% 122% 2_0% 100011  

07- 10 
G7- 10  

Fukushima  33_1% 552% 8.7% 3.1% 100_0% 
29_7%  54,7%  12.8% 2,7% footy'期  

a7-11 
a7-11  52.1% 39.5% 6.2% 2.a f fect)% 

541% 4t2% 3.4% 1.4? 1000%  
Q7- 12 
07- 12  

t n l r,,e h n ・a a   20_7% 60_2% 16.5% 2.5% 1的0% 
39.9% 493% 9.5% l.4% 100.0%  

*** 
Nashville  

07- 13 
07- 13  

Ftlkushima 
'M _ l _, 二11 _   

300% 57.411t 10.1% 2,5% 100_0% 
64g% 304% 3_4% 1.4% ltXMyl類  

*** 

Q7- 14 
07- 14  

F,,h ,ehi m a  23.2% 51316 227% 28% IcaO% 
4.7% 51,4% 419% 2,(H Ica O%  

* **  

Nashvi通e  
Q7- 15 
Q7- 15  

B M t ・M ; , m a   403% 42.9% 13_7% 3.l% IcaO% 
2a3% 426% 35.8% 1。4% 100」0'lt  

*** 
07- 16 
07- 16  

Ftda shima 
Nashville  

33 1% 50 1% l 3.7% 3,1% IcaO% 
63,5% 318% 2.7% 2.0% 10a0ll  

*** 

07-17 
07-17  

・ u M O m l  n a  

Nashville  
38,7% 501% 8.l% 3.1% 1m 0% 
11.5'b 601% 27.011t 1.4% IcaO'?  

* * *  

07-1二学ぶ意救をなくしている Stude成smaylaekthewilltostudy
0l-2=良好な友人関係を形成できない Studkntsmayladcthesoeial 通nslodevelopgoodftiendship 
07-3二行動が消極的である S如demsmaybepassive
01-4=正t さがなくなつている S如dntsmaynotbehona:t
07-s二他人に対する優しさがなくなつている S商 B- ru b 的dtooあas
0i-6=正t 感がなくなつている Studa tsmayla成1asmseoffnstice
a7-7=勇気がなくなっている Studansmayla kcouragt
Q7-8=我種強さがなくなつている Studenfsmayladtpefs開m e
07-9=指事カがなくなっている Studaltsmayll成la daslfp
Q7-10二自立性がなくなつている Studaits mayna beindependalt
07-11,二:社会的な習tlやモラル形成ができていない Stlldeats maynothavewd1-developedmoralsandsocialhabits 
a7-l2二自分に白信を持てていない Studen!s mayhavel加1eself;f esjHl
G1-13二自分の行動に責任を持てでいない Studaitsmaynotaismne,iespon!fbaityl a'theiraetims
07-14=忙しすぎて自由な時間をもてない Studaltsmaybeloobusiyto地 m eforthemsetves
07-l5=物質的に意まれすぎている Studemsmaybenowelloff ilimatgialtemls
a7-16=大人を事敬しなくなっている Stadeatsmayhavtl in:.le? fbf adults
a7-17=多ｫ�ﾌ�Xトレスをかかえている Studa tsmayha1vet00mudiSt:ross
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表T-Q8.あなたは,子どもの次のような行為についてどのようにお考えですか。
Whatdoyouthinkaboutthefo1lowingbehaviorsof students? 

1= とても選い Very bad
2=悪い Bad
3=それほど悪くない Noth so bad 
4=悪くない Notbadat all 
5=無回答,不明 NA,DK 

l)The Comprisons betweenFukushima and Nasfivine
*pく0.05 **pく001 0- p<0 001 

買間項E  都市  1 2 3 4 . 5 総計  x2test 1) 
08-1 
08-1  

f , , t M e h m a   468% 47.1% 36% 0.6't  2_0% 100.0% 
25_7% 28。4% 31.1% 142% 07% 100.m   

* * alt 

08-2 
08-2  

Fukushima 
Nashv細e  

3,6% 269% 454S 216% 2Sb 1000% 
17.6% 18,2% 26.4S 37.2% 07% 100(H  

* **  

08-3 
08-3  

f u b u e h im a   87.4' 9_8S 1,1% 03% 1.4% 100.0% 
39.2% 230S 30.4% 6.1% 1411 IcaO%  

*** 
Nashville  08-4 

08-4  
f a t , , k l a a   53,5% 42S't 2,2S 00% 1,41t 1m m  

20.3% 426% 29.n  88% 0.7% 100.m  
*** 

Nashville  
08-5 
08-5  

f , d a ,d ・i m a   885% 9.5? 06% 0.m  14% 100fflt 
405% 36.5発 196% 20% 1.4% 10aal%  

***  

08-6 
08-6  N a e t _ l ie   

95.4% 17% 06% 0,幌 1,4% 1000% 
45.9% 15.5% 28_4発 8.8% 1.4S 100fylt  

*** 

08-7 
08-7  

Fukushima 
M _ - .l _ I i _   

95_C路 2_部 0.8% 0。m t_4%, 1 cacti 
399% 10.1% 257% 223% am 1000%  

** * 

08-8 
08-8  

f i d _ e tM ,a   g77% 104% 06% 00S 1,4% 1000% 
45g% 236% 18g't i c。1% 1,4% I caO%  

*** 

08-9 
08-9  N3shvi;to  

't1.6% 20.2% OBS 0_C路 1_4S 100,m  
27.m 19611 230% 29.1% 1.4% 1的0%  

* * *  

03-10 
08-10  

f ,b ,e h l m a   751% 230% 0.品 00% 1.4S 100.m  
365% 12_2% 13_部 35.8% 2_0% 100(H  

*** 

a8-11 
08-11  

Fukushima  9a 1% 2_OS 0_6% 00S 1。4% 100 0院 
405% 68% 15.5% 35,1% 2,m 100。開  

*** 
08-12 
a8-12  

f , 11M ,e h i ,,, a   的.出 1.1% 06S 00% 1,4% 1的。脇 
4t 2% 6_部 149% 33.8% 34S 100011  

*** 
Nashv設le  

08-13 
Q8-13  

f ukushima 
Nashvme  

的a  146% a s% 00% 1.4% lOa tH 
169% 30_4% 29.7% 189% . 4.1% 1000S  

*** 

08-14 
08-14  

E ' , L M 小 ;_ a   80 4% 17.4S 0.8S a 0% 1.4% 1的.m  
324% 2a9% 14.2S 28.4% 4.1% 10a0li  

*** 
i l a  , k u Ho   

08-15 
Q8-15  

796% 157% 2.Slb 06% 17% 100fft  
385% 74S 230S 264S 4.n  1000S  

* **  

08-16 
08-18  

Fukushima 
Nashvifle  

95船 2.8% 0.6S a0% 1,4% 1的.明 
358整 31_IS 20gt 9.SS 2.7% 100.0%  

*** 

08-17 
Q8-17  

Fakushima 
Nashv裁le  

95_5% 2.5% 0」部 0(H 1,4最 100.明 
32_4g 21 n  22.3S 14。?  2:'1% 1的,m   

* * *  

Q8-18 . 
08-18  

E ・ l ・ ・ _ _ _   
- 96.4% 1.7% 0.6% COM 1.4't 1000'l 

35_t 't  15_511 223S 25.n  1.4S 100 (H  

*** 
NashviHe  

08-19 
Q8-19  

Fukushima 
Nashville  

96fft  14S 0?  0m  1.4? 100g't  
351% 13SS 216% 270S 2:'l% 100.m   

*** 
08-20 
08-20  

Fukushima 
Nashvine  

_90,5%, 7 8S  0.?  0,0% 1,4? 1u .m  
35 111 14_2g 19_611 26_41t  4 7% 100f最  

*** 

Q8-21 
08-21  

t l , . _ M _ a   73.4? 18 8% 1.4t  0 a% l .4i lu Ml 't  
ta.? 14_配 29.l't 39.?  5.4S 10aOS  

*** 
M 一 _ l _ _   

08-22 
08-22  

・84.9% 13 2S 0,6% 0.0 % l .4” l UtMn  
1・配 16 .?  17_部 432 % 4,'l% 100.CH  

*** 

08-23 
08-23  

l - a a m H l 0   84 3't  132 % 0_8% 00 % l .「'i  tu e」01 
41理 e 部 162S 33.8% 2fyt 100.m   

* **  

Q8-1二: 学校をさばる SHw地病 lwM 開
Q8-2:=: 学校にどうしても行けない Woaldlikelf,goto s由ool lHt isafa通togo 
Q8-3二: 学校で他人をいじめる BuayingoOaM tsdm 1 . 
Q84 =: 操集中用もないのに席を離れる Leaving sea w通ioutaryreason
Q8-5= 授業中にBいで援集を妨書する Disnlppptmgelassbytleing的lsy
Q8_0, 友人をt したり基カを最るう Threateaiagof usmgvtolenceonp前S

l l7 
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Q8-7== 先生を番したり基力をi最るう
Q8-8::: 学校の物を境す
Q89= ダバコを吸う
Q8-10= 酒やビールを飲む
Q8-11= シンナーを戰.ったり薬を乱用する
Q8-12= 麻薬や覚醒規を使用する
Q8-l3二一 夜中まで盛り場で違ぶ
Q8-14= 保護看に無断で外泊する
Q8・・l5= 家出する
Q8-16= 学校の内で人を段ったり鐵ったりする
Q8-l7= 学校の外で人を酸ったり鐵ったりする
Q8-l 8二' 学校の内で人を書してお金や物をとる
Q8-19= 学校の外で人を書してお金や物をとる
Q8-20= 万引きする
Q8-21=: 他人の自転章に無新で乗る
Q8-22= オートバイや自動章を速転する
Q8-23= 学校にナイフなどの四器を持ってくる

Tbtateningorusingvioleneeon teachgs
Dam3ging school p的perty
Sma通ng
Dril通ng aleohol
Sn流ngsolvenfsor abusingdrugs
Takingna1m iics or stimulants
Playingaumdatthemall an ade of movies ti111ateatnijf lt
Staying outowmか成M - im 'omsent
Rtmning awayfmnhcme
Hitting aid u能 gothers atsehool
HittiBgmdklekingothas outsideof scboo1
Exta ting mm ey of be1ongings fiom oihea by threatat sdhoo1
Extof如lg 開 ? k lm動 學 m 商 by th l'ea  outside of  SchOOl 

Shopming
R通!igother's bicycle without permission
Driving a motaもikea'aea・
B成lgmg aknife orotba・weapons to school 
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表T-Q9_ 生徒の次のような問題行動が起こったとき、あなたは誰が対応するのがいいと思いますか。(複数国答)
In your school,whodoyouthinkwouldbetheiight person tarespondtothe tb通owing pfobiematicbehaviors?

1=保護看 Guardims _ 8=:校長や教頭職の管理職 Schooladministratofs
2=担任の教師 Homemomtn dier 9=教育センター Theloeal teaehercenter
3=学年主任・教育相題担当教員 Depafmentt能a11eaateaaHf ai,,E1ar ]C=教育委員会 The loeal boadof edu国ion 
4=養速教論 Sehoolnuse 11=現重相發所等の公立の相發所 Pubiieresomtessuehas child 
5一特殊学a 担当教論 The special education teadia・ guidance center
6=・スクールカウンセラー Sdbool comsdof 12=書察 Pot ee
7=スクールサイコロジストSdtoolpsyehoiogist 13=その他 Other

*p<:a 051npｫ0.0 *tepｫ0.001 

二A
3=
一
一
一
=8=
-0=-:2=3a
4= 

。一,。一。一一一一Q一7。一。T=。-,Mt
。一- 

学校を無新でさぼること Tramey f a nsdK,of
学校にどうしても登校できないこと Would益ketogotosdK;olbutisafraidtogo
いじめがあること Bultyingp的blans
クラスが演速状態にあること Class isdlsmptedbythebehavbioralp的baemsofstuda tS 
生徒間で基力行a があること Viola oeagamststmkne
先生を骨かしたり基力を最.るうこと T!n a a ingmdviol前eeagainst tn che1's
学校の物を城すこと Vmdafismatschoo1
タパコを戰.うこと Sm成mg ・ 
酒やビールを吸うこと Driakingai商 l配a as t解r of whisky
シンナーを酸ったり薬を乱用すること Sm? 的M 節出西hgdn,gs
覚醒1開や麻業などの素物を使うこと T地 w m 的w病ulmtdrugs
夜中まで盛り場で選んでいること Playing a・omd at thema1l,m ade,of moviestin lateatnight 
観f二無断で外泊すること Stayingoutovemlghtwithoutguardians eOaSent
家出をすること Rmningaw3yffomhome 
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表T-Q10.学校での問題行動に対処できないときに,あなたは以下のところに相談したことがありますか。
lf you needed assistance In hand益ng a behavior problem in the sehool.have you ever asked the hotpot
the following outside resources?

0=ない No
1=よく対応してくれた very satisfactory
2二二一応対応してくれた satisfactory
3=あまり対応してくれなかつた unsatisfactory
4=対応してくれなかつた very unsatisfactory
5=無回答.不明 NA,DK 事p<0.05 **p<0.01 - *p<0_001 

買間項目  都市  0 1 2 3 4 5 1器i t   1t2 teSt 
Q10- 1 
Q10- 1  

Fukushima 
Nashvi部e  

66,7% 13,4% 14_81t 3.1% 0_6% 1_4% 1000% 
59_5% 4_n  189% 7.4% 2.7% 6‘8% IcaO%  

** 
010- 2 
010- 2  

Fukushima 
Nashville  

87,4% 50% 4.5% 03% 0.0% 2_8% IcaO% 
75_t路 2.OS 11.5% 41% 0.7% 68% Icao照  

率**  

Q10-3 
Q10-3  

Fukushima 
M _ _ l l l _   

667% 17,6% 11,5% 1.4% 0,3% 2_5gi 1000% 
58_a% 13_5% 176% 34% 0.71t 6.1% 1000%  

010- 4 
Q10- 4  

f ukushima  745% 11.2% 10,1% 20% a0% 22% 100.0% 
59_5% 6.8% 19.6% 4.7% 27% 68% IcaO'送  

*** 

010- 5 
Q10- 5  

79,6%. 9,5% 6_4% 1。1% 0.6t  2_?  1的_?  
703% 4.7% 11.5% 5_4% 1.4% 68% 100,0%  

* 
a10-6 
Q10- 6  

l-u h ue h m a  739% 12.6% 9.2% 1.1% 0.8% 22% l m明 
77_配 4,1% 9.5% 20% 1.4% 6,1% 10a0lE  

Q10- 7 
Q10- 7  

l-t_L:__  94J % t,4% 1.4%, 0.0% 0.0% 2.5% 100.0lb 
87_統 0,7% 5_41t 0.7% 00% 5.4% 100C%  

*  

Q10-8 
Q10-8  

l - a m l a  

Nashville  
55,7% 2.5% 1.1% 00% 06% 40.1% 100,明i 
a8_5% aa l 4.7% 0_0% 0.0% 6.8% IcaO%  

* 

Q10_1=: 児重相康所 Child guidance center
Ql0_2=: 構神保健福社センター Mental health coater
Ql0-3= 書察 Police
Ql0_4:: 構神科の医者 Psychiatrist
Q10_5= 児j a 字l所や家庭a 判所 Juvenileeourtorfm ilyoourt 
Q10_6= 教青センター The teacher center
Q10_7二: ●話相最 Telephone crisis hotline
Q10_8= その他 Othef 
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表T-Q11.最近,生Iiの間題行動が話題になつています。あなたは,その理由についてどのように考えますか。
In recent yea'S,juvenile defnquefiey has increasinglybeeomea problem,
TO What exte成do you think eaehof thefollowing is a reason for this?

1=そう思う Strongly agree that it's a reason
2二二ややそう思う Agree that it's a reason
3=あまりそう思わない Disagree that it's a reason
4二二そう思わない Stfonglydisagtethat lts a reason
5=二わからない l don't know
6=無回答,不明 NA 

*? 0.05 0'pく0 01 tttp<0 001 

011-1= 受最量0などi=より、子どもにストレスがたまってきている
011-2二 子どもたちに世の中のルールを守るt 量がなくなつてきている
0 11-3= 子どもたちに正●基がなくなってきている
011-4二 他人に配t することがなくなってきている
a 11-5= 子どもn士の相互関保に関題がある
a 11-6二 子どもたちが人とa 保を作るカがa ｫ�ﾈ�ﾁ�ﾄ�｢���
0 11-7= 非行・理集に定る子ども自身に原国がある

Q11-3二 教第の指●カが低下してきている
011-9= 意i の指a カがE:下してきている
Q11-10= 町内会や開f新などの地域社会の指◆力が低下してきている

Q11-11二 社会全体のモラルが低下している
011-12= マス二:ミが大げさにa置しているだtナである
Q11-13二 非行などは書からあり,Illに新しい問a ではない

l21 
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表T-Q12. あなたは生徒の問題行動の解決に. 学校として早急に取り組むぺきことは何であると考えますか。
How urgent are each of the fo選owingtaskstobe done at school inofder to solve
the behaver problems of students?

1=改善が必要 very urgent
2=やや改善が必要 somewhat urgent
3=今のままでよい not urgent
4=無回答, 不明 NA,DK 

*p<0.05 *'tpｫ0.0l o:**pく0001 

'員.同J見日  部市  1 2 3 4 総計  z2 test 
Q12- 1 
at2-1  

Fukushima 
Nashville  

60.2% 33.3% 4_8% 1.7% 100.0% 
581% 33.8% 5.4% 2.7% 1000%  

0 12- 2 
Q12-2  

u n u O m l a   35.6% 473% 154% 1.7% IcaO% 
57:lt「 27.7% 122% 2.7% 100f fl5  

*** 

Q12-3 
Q12-3  

445% 45.7% 8_4%・ 1_4% 100.0% 
商_開 203% 2.7% 20% lの.出  

*** 
l ・ a 0 l l V l l ;e   

012-4 
Q12-4  

Fukusifma  38.1%_. 52.7% 6_7% 2.5% 100.0% 
26.4% 46.6% 243% 2_7% IcaO%  

事** 

Q12-5 
Q12-5  

E i  t a _ ・ t i _ _   18_5% 62.2% 16.0% 3_4% IcaO% 
250% 50,7% 20_9% 3.4% IcaO%  

* 

012-6 
012-6  

F , d m e h lm a   36,4% 47_3% 9.2% 7_幌 100.0% 
33.1% 45,3% 11_5% 10,2% 1m幌  

Q12-1= 
012-2二
Q12-3= 
Q12-4= 
012-5二
Q12-6= 

子どもとふれあう時間の確保 Timetointeraetw通1 children
教師間の連携を強める Cooperatioaamongteachers
教師と保藤者との速携を強める Communication w通,pa・ents
教育方法や教育内容についてエ夫する Studyof newteachingmethodsandmaterials
各教師の主体性を強める Establishteaehefsindependence
生徒指導,生活指導の力量を高める lmprovethe guidaieeaidcounselingskmsof teaehers
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保護者用アンケート集計結果
Results of research questionnaire forParents/Gua「dianS 

福島市 ナッシユビル市
Fukushima Nashville

760 280 回答数
Total number of Parents/Guardians 

表G-Q1. このアンケートに回答してくださる方はどなたですか。
TableG-QIWhat is your relationship to the student?

福島市 ナツシユビル市
Fukushima (%) Nashville (%) 

父 69 9,1 30
Father
母 680 89,5 221
Mother
義理の父 0 0・0 0 

2

0 
4

2

1

2

7

1 

0

0

5

1

0
 

.
0

3

5
 

a 
a 
a
o
o
o
o
o 

0

0

4

1

0

0

2

4 

Stepfather 
義理の母
Stepmother 
組父
Grandf1ather 
組母
Grandmother 
規成
Relative
兄
Brother
姉
Sister
その他
Other
無回答
NA. 

表G-Q2.お子さまの性別はどちらですか。
TabloG-QaWhieh sex is your child? 

福島市 ナッシユビル市
Fukushima Nashv細e

男 383 104
Male  
女 375 173
Female
無回答 2 3
NA 
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表G-Q3.お子さまとあなたまたは他の保護者の方が平日に話し合う時間は1日
あたりどれくらいですか。

Table G-03,On average,how long does your child talk with you or with other
parents/guardianson each weekday?

福島市 ナッシユビル市
Fukushima(%) Nashville(%)

ほとんどない 4.6 4.3
A!most no time
30分くらい 37.2 11.8
About30 minutes
1時間くらい 32_5 19.6
About an hour
2時間くらい 15.8 21.8
Aboutwohours
3時間<らい 6.8 14.6
About three hours
4時間以上 2.1 26.8
More than four hours  
無回答 0.9 1.1
NA 

表G-Q4.お子さまはあなたに学校や友達のことをよく話しますか。
Table G-Q4.How often does your child talk with you abouthis/her school and

friends? 
福島市 ナッシュビル市
Fukushima(%) Nashville(%)

自分からよく話す 46.7 67.9
Myohildoftentalks wiftlngty
聞けば話す 46。3 242
My child does not talk wmingly.butif l ask him/her,he/heroftentalks
あまり話さない 5.4 4.6
Even if f ask my child,he/shedoes not tatk very much
まつたく話さない 0.7 2.5
My child does not talk at all about sehoolandfri'ends
無回答 0.9 0.7
N.A. 
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表G-Q5.あなたの家の家族関係はうまくいつていると思いますかe
Table G-Q5.Doyouthinkthat your family members get along well each Other?

福島市 ナッシユビル市
Fukushima(%) Nashvilleｫ%)

うまくいっている 33.9 45.0
Very we能
まあまあうまくいっている 54.1 46.8
Fairly well
どちらとも言えない 7.6 5・0
Not won but not poorfy
あまりうまくいっていない 2_8 2.1
Poorly
うまくいっていない 1.2 0・0
Extremetypoorly
無回答 0.4 1・1
NA. 
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表G-Q6.あなたまたは他の保護者の方がお子さまとよく一結にされていることが
ありますか。

Table G-06.What do you often dowithyourohild?
福島市 ナッシユビル市
Ftlkushima(lt) Nashville(%)

スポーツをする 24,4 28.2
Playing sports together
スポーツを見に行く 7.0 425
Attending sports events
ハイキングに行く 5.0 5.4
Hiking
的りをする 9.7 14.6
Fishing
映画に行く 16.6 54.3
Going to the movies
教会に行く 1.7 63.2 

6

9

1

3

8

8

.
6

3

.
6

.7

7

3

9

4

.1

7

0
.
4
 

4

2

2'

9

1

1

8

4

8

5

5

4

3

5

6

0

8

2

6

2

1

2

5

7

6

6

5 

3

6

7

6

5

6

5

7

4

3

.
1

7

2

2

.3

8

d5
 

1

2

8

3

4

9

9

0

1

28

74

8

31

33

6

2

8

1

1

1 

i26 

Going to church
テレビ。ビデオを見る
WatehimgTVandvideos 
テレビゲームをする
Playing video games
音楽を聴く
ustening to music
楽器を演奏する .
Playing musical instruments
歌を項う
Sinendexeept eoing to Karaoke)
カラオケに行く
Going toKaraokeroomtosing songs
本を誌む
re8ding books
絵を描く
Painting pictures
パソコンをする
spending time togetheronpersonal comPute「S 
料理をする
Cooking
買い物をする
Shopping
繁華街に行く
Going to the mail
旅行に行く
Taking trip together
ドライプをする
Goingfor adrive
その他
Other
何もしない
I do nothing with the child
無回答
N.A. 
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表G-Q7.あなたは日頃お子さまにどのようなことを特に注意し指導していますか。 
Table G-Q7.Of the folbwing.wtlieh arethethreethings you are most concerned

about regarding your child? 
福島市 ナッシユビル市
Fukushima(%) Nashvme(%)

学校の成績 43_8 69_3
School grades
進学 10.9 38.6
Going on the next level of education
服装や髪型 23,3 5.4
Clothing and hairstyle
持ち物 3.0 1,4 
Belongl'ngs
お金の使い方 31.1 
use of money
言業づかい 44.3 
Appropriate use of language(courteous and respectful) 
'31んでいる本や雑誌 1.7 
Books and magazines that your child reads
見ているテレビやビデオ 6.6 
TV progr3ms and videos that your et'fld watehs
外出先や遊びの内容 28.0 
Where your chad goes and what your ehi;d does
起床時間、食事等の生活習慣 46.8 
LMng habits such as daily rw tine
同性の友逢との付き合い 13,3 
Assoeiationwithfriendsofthesame sex
異性の友違との付き合い 1.6 
Association withftiendsof theoppositesex
その他 4,5 
Other
特になし 4.3 
Nothing in particular
無回答 3.8 

N A _  
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表Ci-08,あなたはお子さまにどのような人間になつてほしいと思いますか。 
Table G-08Whiohofthe fbHoeing do you tell your child to be?

福島市 ナッシユビル市
Fukushimaｫ%) Nasilville(%)

正直な人間 28.2 539
l foamy chitd to be an honest person
正a感の強い人問 5.1 7.1 
l tellmy child to be a personwf1o 
自分に自信のある人間
Itel;my child to be a person with 
勇気のある人間
I tefl my child to be a courageous 
経済的に成功する人間
I tell my child to be a person who 
リーダーシップを発揮する人間
l tellmyohild to be a person who 
勉強のできる頭のいい人間
I tell my child to be a sfnartpersc 
安定的な生活を送れる人間
I tell my child to be a person who 
思i fカのある人間
!tel!myohitd to be a person wit:h 
人に好かれる人問
Itellmyohild to be a person who 
チャレンジ精神の旺盛な人間
l tellmy child to be a person who 
自立した人問
l tellmy eh部d to be an independel 
やさしい人問

has a stnngsense ofjustice
23.4 31.1 

sell・-confidence
3.8 43 

person 
1.4

sueoeedseeonomieatly
1.7

has leadership qua照:ies
l 2

In who does well at school
62

can 「lye a st3ble life
t4.2

perseverance 
19.1

is liked by people
87

elljoys a challenge
263

It person 

lte題my childtobe a kind-tlearted person
自分の好きなことをやつていく人間 22.6
ltellmy child to be a person who c3nfind his/herown way 
有名な人間 0・0 
ltellmy child to be a 
高い地位につく人問
I tell my child to be a 
社会に役立つ人間
I tell my child to be a 
親切でやさしい人間

2

1 

8

7
 

9

1

4

9

3

6

3

7

7
 

3

6

5

2'
4

3

4

5

0 

2

2

1 

famous person 
0.l 1.8 

personinahighposition 
78 a t 

personwttoserye societyandthecommtmity
22.2 79 

l teamyehild to be atdnd and gentle person
モラルを身につけた人間 14.6 21.8
lteamyohild to be a moral person
自分の行動に責任を持てる人間 61.8 46.4
lteRmy child to be a personwhocantake responsib統tyforhis/her actions 
その他 l.8 t.1
Othe
特にそのような話はしていない 2.1 2.5
I do not tell my child what todo
無回答 4.1 14_3
NA 

l28 
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表G-09.お子さまが付き合っている親しい友人は何人くらいいると思いますか。 
Table G-09 How manyolosefri'endsdoyouthinkthat your child has?

福島市 ナッシユビル市
Fukushima(%) N8shville(%)

いない 0.1 2。1
None
1~3人 25,1 42,1
One to three
4~6人 501 25,0
Four to six .
7~9人 11。7 7,1
Seven to nine
10人以上 8.7 l7,9
More than ten
わからない 0.1 4_6
l donotknow
無回答 32 1.1
NA 

表G-Q10.お子さまの交友関係で気になることがありますか。
Table G-Q10Doyou have any concerns about your child's relationship with friends?

福島市 ナ,ッシユビル市
Ftlkushirna(%) Nashville(%)

友人がいないようだ 1,2 1,4
He/She seems to have no friends.
友人はいるがa 友はいないようだ 21.1 129
Ho/Sho sooms fob3ve some acquaintances;but no close ftiends
異性との付き合い方が気になる 2.1 25.0
I am sometfling concerned abouthis/her relationship w設hafiiendsof theopposite. 
SOX

友人との付き合いで生活が乱れる 1.8 23。2
Ho/Sho is sometimes negatively influenced by hls/horfriends
あまり好ましくない友人と付き合つている 7.1 10.0
He/She seems to associate with less desirable friends
その他 1.8 ,43
Other concerns
特に気になることはない 65.8 486
l havonoooneoms in particular.
無国答 6.3 3.8
NA 
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表e-011.お子さまは仲のいい友通との付き合いの中で、次のようなことをしていると思
いますか。

Tabb 0-0 11 How often doyou thinkthat your ehilddoes the fdtowing things while
associating with friends? 

福島市
Ftlkus hm au :)

よくある ときどきある ほとんどない 無国答
Very ofbn does Sometimes da s ahno3t nen rdoes N.A. 

一精に遊んで時間を通ごす 31.1 57.2 7,4
Spending time j;laying w出l friends
お互いの家に遊びに行き来する i8,3 541 22_4 

3

9

6

1

4

.
6

.
1
 

8

7

9

5

5

7

9
 

5

2

4

4

2

3

6
 

1

7

2

6

5

8

2
 

3-

44

38

38

49

46

21
 

41 

7

4

8

.2

4

0
 

0

8

6

7

6

2' 

2

1
 

Goglg andooming to each other's house
一制二勉強する
Sb dyin g tag eth 8r

t 話で話しをする
T3adngwithfriends on the phone
異性のことを話す
T;出ing a施h friends about peopie of the opposite sell 
家やa の不演や悩みを話す
? ? a? ? e and pare成s to fnends
能 地 の友人の不蘭や個みを話す
Compidning about sehool and/orpeens to friends 
将案のことを話す
'h lkh g w対;inends 8bout tho future
お金や大切なものを責し借りする
Borrm lng or lendirlg money and valuables cach e;thor
言い争ったりけんかしたりする 1.4 22_1 693
A- ingorquarreHlngwithfriends
お互いの家に泊まつたりする 1_2 95 828
Stayinf tho night at e8ehother's house 

ナッシユビル市
Nashv部e(S)
よくある ときどきある ほとんどない 無国答
Very often ob os Sometimes does atnost nevor doe3 NA  

一構に違んで時間を過ごす 4t4 450 11t
動前的gtime ptaying wlth friendi
お互もa 家に違びに行き来する 30.0 4B8 18S 
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表a-Q12.子どもの次のような行a iこついて、どのようにお考えですか。
Table G-012What doyouthinkaboutthe follomngbdl8viors of 7th to 9thgadefs?

福島市
FukosHm (%)
とても最い 選い それほど悪くない 最くない 無国答
Very bad Bad Not so bad Not bat at all NA,

学校をサボる 43.2 46.6 5.4 0.5 0.4 
心 i昭M fw m  good reason
学校にどうしても行けない 7_6 2S3 0.3 17.9 5.7 
W1ouldliketo eoto sehool but is too afraidto go
学校で他人をいじめる 82_4 132 u , 0.1 4.1 
Bu發yng others at sohool
授集中用もないのに席を性れる 56.2. 312. 22 0.3 4.1 
Ltavng their seat in schoolwithout anyreason ・
授業中f報いで授業を妨書する 77.9 17.9 0,1 0.3 3.8 
Oisruptingeiasgby beingnoisy  
友人を書したり基力を據るう 91_7 42 00 0,1 39 
Tkrn teningorusmgviolenoe on peers
先生を管したりt カを授るう 912 5,0 00 0.1 3.7 
lt n atoningor usingviolenee on teachers
学校のものを壤す 822 13.7 03 0.1 3.7 
Oamaging sehool property
タパコを吸う 770 119 12  0.1 3.8 
Smoidng
.酒やビールを飲む 73.7 19「 2.5 03 3_8 
Om klng
シンナーを吸つたり業を乱用する 93.6 跡 0,1 0.1 3.7 
Sn統ng solvenb or ebusing drugs
麻集や覚醒剤を使用する 93.8 2◆ 0.0 0.1 3_8 
Tald n g n a f e o tie s o r st加'u b n ts

ポルノltltやアダルトビデオを見る 443 36.6 l3.4 1.4 4.2 
Wbtehmg polnon phy
夜中まで重り場で違ぶ 81.4 13.9 0.5 0.3 3.8 
Pbying in the mall.arn deormoyies until lateat night
保藤者に無新で外出する 81.7 13.7 0.5 0_3 3.8 
Stayngoot ovg n'm 商 前 一 a s'consent
家出する 71.4 21.8 2.5 0.4 3.8 
Run ing away6 from homo
学技の内で人を段ったりnったりする 871 89 0.0 0.1 3.8 
tf随ng and kiekhg other3 at school
学校の外で人を段ったりaったりする 878 83 0.0 0.1 3.8 
Hittn gmdkioking others outsitb of sehool
学校の内で人を書してお金や物を取る 933 2、6 a0 0.1 3.9 
M g 開 可 w bd 前o n解 合m others by th rn t at schoo1

学技の外で人を書してお金や物を取る 93_4 2.6 00 0_1 3.8 
Extoitingmoneyor belongingsf u n othors bythrn t outsidb of school
万引きする 89.9 61 0.t 0.1 3.8 
Shop脱ing
他人の自転章に無新で集る 770 18.7 Of  0_1 3.7 
Rldngother's bicycle w船lout pemlission
オートパイや自動章を速転する 82.e 12.4 1.1 0.1 3.8 
Driving a mota t ate or a ca '

友t の服などを機.がす 81.0 13_7 0.1 0.1 4.1 
Pu器ingoff someonos elothes
異性と性的な関係を持つ 64.S 26.8 3,2 0.9 4.6 
Htve so;mal intereoarse wi th fr iends
学校にナイフなどの凶響を持っていく 859 9.7 as 0.1 3.7 
Bm jfng a krffo or othor n apon8 to school
自裁する 85.7 9.1 05 0.7 4.1 
Ka himsetf/hersetf 
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ナッシユビル市
Nas hv観o(% )

とても最い 毒い それほどi くない最<ない 無国答
Very bad Bad Not so bad Not bgt at aE NA

学校をサボる 73.6 11,1 6.1 6.4 a9
Skippingsehool fbr no eood reason
学校にどうしても行けない 44.8 257 14.3 12.1 32
WouldEke to gotosehoolbutis too afraid togo
学校で他人をいじめる 71.8 13.6 39 7.1 3.e
Bd ;ying others at school
授集中用もないのに席を離れる 31_4 36_8 200 7_9 39
Leaving their geat in school without any reason
授集中にEいで授集を妨書する 493 33_9 9_8 3_6 3.6
Oisn v ta◆ob ss by being no'lsy
友人を骨したり●カを振るう 79.3 6.8 3,2 15 32
Thrn tonng or usingviolenee onpeers
先生をl貴したり基力を最るう 80.7 6.8 2.9 6.1 3.6
Tlweatening orusingviotence on teachers
学校のものを章す 73.e 13.9 2」i 8.8 3.2
Da心 g 通国 w 的
タバコを較う 68.g i7.5 32 7,5 29 
Smokhg
通やビールを般む
Or in k n g

シンナーを吸つたり業を乱用する 807 4.3 3.2 8.2 a.6 
Sn常ing soin nts or 8busing drugs  
南薬や覚醒書iを使用する 800 7.1 a5 as 3.6 
Takingna n ties or st加ulm ts
ポルJ義Bやアダルトビデオを見る
Wa Bh ing poh ography

夜中まで盛りiiで違ぶ 40.0 32.5 l4.3 9,e 3.6 
Pbying in tho nn n,n ado or movies m til lateat nil:ht
保a 者に無新で外出する 668 15.0 6.4 Bs 3.2 
Staying out ovor night w船out guardians'oonstnt
家出する 74.6 11。1 43 7.l 2.9 
R tm , in g a w a y s l i-a n h a u

学校の内で人を段つたりa つたりする 70.0 l3_8 aa 6.4 3.2 
Hi的ngand kiekhgoelers at school
学校の外で人を政つたりnつたりする 68_2 t3‘6 a。6 tit 3.e 
Hi的ngand ldo始1,ethers outsideof school
学校の内で人を? してお金や物を取る 7e.1 9.6 32 l s 3.8 
Exb rting mm y or belongings from others by threat at school
学校の外で人を書してお金や物を取る 77.9 7.5 3_2 79 3,6 
Extortngmo- or belongings fromothers by threat out5ide of sehool
万引きする 80.0 6.1 2.1 8:9 2.9 
Shopf船ig
他人の自転章に無新で表る 382 32.5 11_1 82 3.9 
Rid in◆other '‘ H'呼由 商 ” m s病

オートパイや自動章を通転する 375 24.6 n a 15.0 4.3 
Oriving●mota t iko or g ear
友達のnなどを股がす
PuMng ofh omeone's ebthes
異性と性的な関係を持つ
Have so:ulal intereourse'itll friends
学校にナイフなどの国器を持つていく 82,1 3_8 i 5 e。2 36 
8rhgin‘a knifo orotherwn ponsto sehool
自裁する .
K il l h im n lf/ h e 開 ltf  
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表G-Q13 中学生になってから現在までに.お子操は次のようないじめを経験したことがありますか。
Tabte G-013 lias your chi ld ever been bai lied ia ally 01 the following n ys since he/she besm a

jmior higk schoel st11denlf
福島市
F成u由iｧｱ%)
したことがある されたことがある
He/She has deon 

商方ある 商方ない 無国答
ila/She has done and has been done 

He/She has been done NA
He/She has not doneand has not been done

無視したり、仲間外れにする 4.3 12.5 3.4 73.0 6.7 
lg ioiing and ln ving someone out of the e'cup
最ロを言ったりからかう 10,1 15.8 14.7 52.0 7.4 
Maklng fun of and eaHb・lg someone name 
持ち物を目す 2.1 105 0,8 79.9 6.7 
Hiding someone's belonghgs
持ち物を活したり域す 2_2 6.1 1.3 82.9 7.S 
Oostroyingordirtyingsomeono's belongings 
言業で青す 22 5.4 2.0 833 7.t 
Thrn tenng someone with words
段ったりatる 1.6 3.4 3.0 85.0 7.0 
Haing and/orkiehing oiassmab s 
お金や物を取る 0.7 2.1 0.0 907 6.6 
Takmg away money and belongings
着ているものを験.がす 0、3 0.7 0_3 92_2 6.6 
Pulling o行someone s clothes
使い定りをさせる 1.2 2.1 0.5 89.6 6.6 
Ordom gto doofra ids
ti がることを無理にさせる 12 2.8 1.2 87.0 7.9 
Fon ingsomoone to do what thoy cfslke

ナッシユビル市
Nas加識e(% )

したことがあるされたことがある 面方ある 商方ない 無国答
He/Sho has doen He/Shoha dono and has boon done

rio/She hasbn n細Io NA
Ho/S ho has nat dono and has  not been d one

無a したり、仲間外れにする 12.9 13,6 23.e 42,5 7.5 
Ienoring and loa ing somoolu m t of the arou0
最日を言ったりからかう 150 16.1 32.1 31a  5.0 
Mak;ng fun of and c al「n g somoano 開no

持ち物をaす 10.4 8.6 le,4 58.9 5.7 
Hid ng s oM o no 3 b olon gn es

持ち物を汚したりltす 7.9 10.0 6.8 70.4 5.0 
Oostfoyingor drtyingsomeone's belongings
f 薬で書す 
Tb w tening someone w船;wor由
段.ったりa る 8.6 8.9 18.1 607 57 
H社ingand/orkiehingob8smates
お金や物を取る 1.1 13.9 43 68.6 6.1 
Td d n g a w 8 y m a e y a l d b d o n lj n g 8

着ているものを観がす 39 3.9 18 66.4 23.9 
Pulfh g off somoone s clothes
使い走りをさせる 86 4.8 118 861 8_9 
Ordoringtodoen・mds
人が城がることを無理にさせそ 5.0 5.0 6.1 58.9 2S.0 
Forcing someone todowlntthey cfdiko 
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表G-014.もし、お子さまがいじめられていると知つたらどうしますか。
Ta日e G-0 14 What would you do if youknew that your olf ldwas beulgbunjed?

福島市 ナッシユビル市
Fukushima(%ｻ Nashvilld i )

表tつて機子を見る t6.8 23.4
Teke a -wa識;and seea attitutb

子どもをlt.め.激動する 39.9 62.5
Comfbrt and enom ・;age my ehfld ・
やり返せと子どt をai;る 10.5 14.8
Scold l可child andtell him/her tofight back
子どもの友違に相設する 14.9 25,4
Taalwith my ehad's li iends 
担任の先生に相破する 82_6 69_6
Tak w識h classroom teacher
学年主任、教頭、校長に相談する 29.5 7a.4
TaBlwfth an assistant prinoipal and prineipat
保健の先生に相観する 7.0 3.2
「ah with o sehool nurse
スクールカウ:yセラーに福談する 22.5 48,8
T成商 a sd u ol counselor
知人に相競する 27.9 243
Tdh w就h my adt成mends
教育委a会などに相談する 7.4 24.3
ln with the board ef oduoation,etc.
公立の相試所に相議する l7.0 10_7
Taa,w就h eommulf ty s ervie o ageneies s ueh as ch部d guidm oo o「m ic and le国 能 商 ct  

i 票に相服する 6,e 22.9
Tdk wtth the po「leo
いC.めている子に直接注意する 175 26.8
Confn成tho chikt ・enwho art bullying
いじめている子の保通者に注意する 29,1 49・,8
? ? ? p? ? ard ans of tha chilOen who are bultying  
その他 5.1 6.4
Other

無国答 1.e 2.1
NA  

表0-015中学校になつてから、お子さまは特に使康上問題がないのに学校を体みたがるようなことがあ
りますか。

Table G-015 How often has your child wanted to be 8bsent fromsd1ool sinae 7th gado inspitoof
his/horgood boa使h? 

ii島市 ナッシユビル市
F成u出iM a ) Nashvafea 0

よくある 14 50
Voly o ft o n

ときどきある 8.9 20.7・
Sometimes

ほとんどない 254 382
A lm e s t M n r

まつたｫ�ﾈ�｢ 622 29.3
Nn r
わからない 03 14
ldonot know 
無国答 1.7 5.4
NA 
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表G-016.学校を体みたがる理由は何であるとお考えですか。
Table G-0 18Wtty cb you thinkthatyoureh器d w3nt toskip school?

福島市 ナッiンユビル市
Ftdcushima(%) N8shv税le(S)

いじめられている 6_3 20_8 
He/She is bullied by fe發ow student
友違とうまくいっていない 27_8 18_1 
Ha/Shodoes no,t get along w発h fellowstudents/friends
先生とうまくいっていない 22,8 38.1 
He/She does not get along with teachers
f2強がしたくない 39.2 38.9 
He/She does not feel like studying
援集がわからない 26.6 22.2 
HE/She does not undo総tand ofa8ses
学枝に行くのが最い,.不安 8,9 11・1 
He/She aftaidof ora xious 3boutgoingtosehool
人と語すのが室tい,不安 3.8 9・7 
He/She aflaid af ora xious abouttalkingwithpeopte 
体aがよくない 30.4 12,5 
His/Her ptty3ical heatth is not good
家度内に問題がある tit 11・1 
There a ・o pb brems 3t home

学校以外に興昧のある事がある 6。3 16・7 
He/She has n teresa ng thing s t o cb outside school

家族と離れたくない 1.3 42 
He/She tbe8notwant to be away from his/hor pn nts
校刷に問題がある 5.1 18・1 
He/She is dsa tisfiad wlth school reoulatiens
クラプ活動に問題がある 13.9 5・6 
He/Sho js dssatjsfjed w油 club aeti成ies gt school
子どもが意けている 19.0 25・0 
Ho/Sho is a lazypersa l
その他 11.4 18・1 
Other
わからない 13 12.5 
I donot know
無国答 1.3 61・1 
NA 
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お 願 い

中学生の日常生活に関するァンケート

とのアンケートは、 日本およびアメリカの中学生が学校や家庭でどのような生活を送っているのかを日べることを目的 しています。

? ? ケートl:こ名前を書く必要はありませんし、結果はコンピ:-,ーターで続計的に処理しますので、思ったままに答えて さいo 、一のアンケートはアメリカでも同一項目で実施されるので、いくつかの項目は不的確な表現があるかもし
れませんが、 ご協力をお願いいたします。 

Q1. あなたの性別はどちらですか。あてはまる番号に0をつけてください。

l . 男 2. 女

Q2.現在あなたが一結に住んでいるのはどなたですか。あてはまる人にすべて0をつけてください。

1_ 父 2. 母 3_ 兄第姉妹 4_温父 5.組母 6.義理の父または母
7. 義理の兄第姉妹 8. その他

Q3.家族で一番話しやすい人は誰ですか。あてはまる人に0をつけてください。

1. 父 2. 母 3. 兄弟的妹 4.組父 5.裡母 6.義理の父または母
7.義理の兄弟的妹 8.その他

Q4. あなたは、次の人と1-・日に平均すると一日どのくらい話をしますか。あてはまる番号に0をつけてくださいo 
この つ につい

(l)父 l . ほとんどない 2. 3 0分 3. 1時問 4. 2tli間 5. 31時間 6. 4? 問以上
(2t母 1. ほとんどない 2. 30分 3. l 時間 4. 2●寄問 6. 31寄問 6。 41t間以上
(3)兄弟姉妹 1. ほとんどない 2. 30分 3. l 時間 4‘ 21t問 5. 3時間 6, 4●寄問以上
(4)組父 1. ほとんどない 2. 30分 3. 11時間 4。 2時同 5. 3時問 e. 4時間以上
(5)複母 1。ほとんどない 2. 3 0分 3. l 時間 4. 2lf 間 5. 31寄問 6 . 4'i 間以上
(6)義理の父または母 1.ほとんどない 2. 3 0分 3. 1時間 4. 21等間 5. 3時問 e・ 4時間以上 
(?)義理の兄弟的妹 1_ ほとんどない 2. 30分 3, l 時間 4. 2lf間 5. 3時問 6, 41時間以上
(3)家庭内の他の大人 1. ほとんどない 2, 30分 3. 1時間 4。 2ff問 5. 3時間 6・ 41t間以上

Q5. 体目に家族と一結に何かをして過ごす時間は、平均して一日どのくらいですか°

1. ほとんどなぃ 2. 30分 3. 1時問 4. 2;t間 5- 3;t間
6. 4時間 7. 5時間 8. 6~12時問 9. l 2時間以上

Q6. ぁなたの家の家族関係はぅまくいっていると恩いますか。あてはまるf 号に0をつけてｫ�ｾ�ｳ�｢���

・, 、 、 2 まあまあ うまくいつている1. つまくt ってt る _ 、 _
3. どちらともぃぇない 4. あまり、うまくいつていない 5・ つまくいつていない

Q7 現在ぁなたがっきぁってぃる綴しぃ友選は何人くらいいますか。あてはまる書号に0をつけてください°

l ぃなぃ 2 1~3人 3 4~6人 4. 7~9人 5・10人以上
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Q8. Q7で答えたあなたがつきあっている親しい友達はどこで知り合った人ですか。あてはまる番号にす_ぺ・て:_0 1
くださいo

1.同じクラスの人 2. 同し一クラプ・部活動の人 3. 1, 2以外の同じ学校の人
4 .学校以外のクラプやスポーツチームで知り合った人 5.整やけいこごとで知り合つた人
6 .近所の人 7. ゲームセン夕一その他の遊び場で知り合った人
8. その他の人( ) 

Q9。あなたは友人関係や家族関係の悩み事は誰に相議しますか。あてはまる上位3つまでの番号に0をつけてくf 

l . 父 2. 母
7. 義理の兄弟城i妹
l2. 後輩
l5. その他( 

3 . 兄第お妹
8. 親成の大人
13. 学校の先生

) 

4. 祖父 5. 組母
9. 同性の友人 10. 異性の友人
l4. スクールカ_ウンセラー
l6_誰にも相t義しない

6. 義理の父まt 
u. 先輩

Q10. あなたは親しい友達とのつきあいの中で、どんなことをしていますか。当てはまる番号に0 をつけてくださl 

( l )一結に遊んで時間を選ごす
( 2ｻ�ｨ�ｽ�ｪ�｢�ﾌ�ﾆ�ﾉ�Vびに行き来する
( 3)一結に勉強する
(4)電話で話をする
( 5)異性のことを話す
(6)家や親の不満やt送みを話す
(7)学校や他の友人の不満や悩みを話す
(8)将来のことを話す
(9)お金や大切な物を貨し借りする
(10)言い争ったりけんかしたりする
(n )友通の家に泊まる

1. よくある
1. よくある
1. よくある
l . よくある
l . よくある
l . よくある
l . よくある
l . よくある
・・..よくある
l . よくある
l . よくある

2. ときどきある
2. ときどきある
2. ときどきある
2. ときどきある
2. ときどきある
2. ときどきある
2. ときどきあ、る
2. ときどきある
2. ときどきある
2, ときどきある
2. ときどきある

3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない
3.ほとんどない

Qu. あなたの趣味や好きな活動は何ですか。あてはまる番号にいくつでも0をつけてくださいo 

l . スポーyをする 2。 スポーツを見に行く
5.テレビやビデオを見る 6。映西館に行く
9.音楽をB く 10.楽器を演実する
13,マンガを義む 14. マンガ以外の本を議む
17.パソコンをする l8.料理をする
21.教会に行く 22. その他( 

3. ハイキングに行く 4.的りをする  
7.テレビ.ゲームをする 8, ゲームセンターに行く
n . 歌をl員.う(カラオケを除く) l2. カフォケに行く
15.絵やマンガを描く l6.電話で話す
l9. 買い物をする 20.繁率街に行く

) 

Ql2. あなたは家庭で毎日、平均してどのくらい勉強をしていますか。あてはまる番号に0をつけてください。 

1.ほとんどしていない
5. 3時間くらい

2. 30分くらい
6. 4時間くらい

3. l 時間くらい
7. 5時間以上

4. 2時間くらい

Q13. あなたは中学生になってから、学校に行くのがいやになったことがありますかo 

1. よくある 2. ときどきある 3. たまにある

l39 
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14 学校に行くのがいやになったのはどういう理由からですか。あてはまるものに通 0 をつけてくださいo

1.友だちにいじめられる 2。友だちとうまくいかない 3,先生がきらい
4.勉強がきらい 5.授業がわからない 6,学校に行くのがこわくて不安
7.人と話すのがこわい 8.体の調子がわるい 9。家庭がおもしろくない
10.学校の外におもしろいことがある ll 親と1・れたくない
12.校則に不満がある l3,学校の部活動が負担 l4.特に理由はない
l5. その他( )

015.学校に行くのがいやになったとき、あなたはどうしましたか。あてはまる番号に一つだけ0をつけてくだきい°

1.一度も休んだことがない 2. 運刻や早退をしたが,休まなかつた
3. 1~6日くらい休んだ 4, 1~3週間くらい体んだ 5. l ケ月以上体んだ

Q16.中学生になってから、あなたはクラスの中で次のょうないじめを経験しましたかoあてはまる番号に0をつけてくだ
さいo

(1)無視をしたり、仲間はずれにする 1. した 2. された 3‘高方ある 4・高方なし
(2)悪口を言たり、からかう 1. した 2. きれた 3.高方ある 4.再方なし
(3)持ち物を隠す 1. した 2. きれた 3.高方ある 4.高方なし
(4)持ち物を汚したり壊す l . した 2_ された 3.高方ある 4.高方無し
(5)言業で脅す l . した 2. された 3.再方ある 4.商方なし
(6)? ったり、けったりする l _ した 2. された 3.商方ある 4.高方なし
(7)お金ゃ物を取る, 1. した 2. された 3.有方ある 4.商方なし
(8)着ている物を磁がす 1. した 2. された 3.高方ある 4・商方なし
(9)使い走りをさせる l . した 2.・された 3.再方ある 4. 商方なし
(10)人が策がることを無理にさせる l . した 2. された 3.商方ある 4・高方なし
(n )その他、あなたが経験したり見たことがあるいじめがありましたら、教えてくださいo
( )

Ql7. あなたは今のクラスの中で「いじめ」 を目撃したとき, どのように振る舞いましたかo

l . とめょうとした 2.大人に話した 3‘その場から速げた
4_ 何もしなかった 5.面白がってみていた 6.いじめに加わつた

Ql8.中学生の次のょぅな行為にっいてどのょうにお考えですか。あてはまる番号に、0をつけてください° 

(1)学校をさぼる
(2)学校にどうしても行けない
(3)学校で他人をいじめる
(4)授業中用もないのに席を離れる
(5)授業中に題いで授業を妨害する
[6)友人を脅したり基カを振るう
(7)先生を脅したり基力を振るう
(8)学校の物を環す
(9)タパコを吸う
(10)酒やビールを飲む
(n )シンナーを吸ったり業を乱用する
(12)麻薬や覚震剤を使用する
(13)ポルノlt誌やアダルトビデオを見る
(l4)夜中まで盛り場で遊ぶ

t

,、

、

、

-

、

、

、

、

、

、

、

、

、

t
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t
・ 
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・ 
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一
軍
一
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重
一
f
一
整
一
重
一
u
u
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も
も
も
も
も
も
も
も
も
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も
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て

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
.1
-
l 
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3.それほど選くない
3.それほど系くない
3.それほど選くない
3.それほど要:くない
3.それほど整くない
3.それほど基ｫ�ﾈ�｢�
3.それほど基くない
3.それほど整くない
3.それほど基くない
3.それほど震くない
3_それほど震くない
3.それほど整くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない

4_選<ない
4.基くない
4.選くない
4.基くない
4.基くない
4,基くない
4.要くない
4_◆くない
4_基くない
4_a く.ない
4.◆くない
4.i くない
4.基くない
4.i くない



12

(l5)保◆者に無新で外i自する
(l6)家出する
(l7)学校の内で人を段ったりa -,たりする
(l8)学校の外で人を段ったりa ったりする
(l9)学校の内で人を'a してお金や物をとる
(20)学校の外で人を書してお金や物をとる
(21)万引きする
(22)他人の自転率に無新で集る
(23)オートパイや自動章を通転する
(24)友速のn などを配がす
(25)異性と性的な関保をもつ
(26)学校にナイフなどの国器を持っていく
(27)自設する

Ql9. 現在の自分自身について、

とても基い
とても選い
とても基い
とても悪い
とても震い
とても震い
とてもE い
とても悪い
とても毒い
とても藤い
とても基い
とても基い
とても基い

3.それほど系<ない
3.それほど選くない
3.それほど毒くない
3.それほど基くない
3_それほど最くない
3.それほど基くない
3.それほど,震くない
3.それほど毒くない
3.それほど震くない
3.それほど震くない
3。それほど震くない
3,それほど震くない
3.それほど震ｫ�ﾈ�｢�

あてはまる書号に0 をつけてくださいo
当てはまる どちらでもない 当てはまらない

少し二当てはまる 少し当てはまらない

(l)私は勉強がでi iる
(2)私はクラスで人気がある
(3)私は活動的である
(4)私は正直である
(5)私は他人に親切でやさしい
(6)私は正義感が強い
(7)私は勇気がある
(8)私はa i l力がある
(9)私はリーダーシップt 発Stしている
(10)私は自立している
(11)私は社会的なモラルを身につけている
(12)私は自分に自信がある
(13)私は自分のfi動に責任が持てる

1-1一1-

l 

Q20. あなたは次のようなことをしたいと恩ったことがありますか。あてはまるt 号に0 をつけてくださいo
よくある 時々 ある ほとんどない ない

(1)思いきり離かを段ってみたいと思うことがある l . 2. 3. 4.
(2)手あたりしだい物を原してみたいとBうことがある l . 2. 3. 4.
(3)lt も知らないところに行きたいと恩うことがある 1. 2。 3. 4.
(4)死んだら集になれると思うことがある 1. 2. 3. 4.

Q21. あなたは将来どんな大人になりたいですか。最も当てはまる書号を一つだけ通んで0をつけてください

l . お金持ちになりたい。
2. 像い人にな,,て, 人の上にたちたい。
3. テレビにでるタレントのように有名になりたい。
4. お金や名書よりも自分の好きなように生きたい。
5. 目立たないが人並みに●らしていける人になりたい。 
6. 世の中や社会のために後立つ人になりたい。
7. わからない
8. その他( ) 

ご協力ありがとうございました。 

l41 
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中学生の問題行動とその対応に関するアンケート l教師用
お 願 い

このアンケートは、中学生の問題行動と、それに対する対応について義ぺることを目的としていま
す。アンケート調査用紙にお名前を書く必要はありません。集約結果は続計的に処理し、各a人にご
迷感をおかけすることはありませんので、思ったままにお答えください。このアンクートはアメリカ
でも同一項目で実施されるので、いくつかの項目は、不的確な表現があるかもしれませんが、ごBカ
をお願いいたします。 

Ql ‘ あなたの性別はどちらですか。あてはまる番号一つに0をつけてください。

1.男 2. 女

Q2. あなたは何年生の担任をしていますか。あてはまる番号一つに0をつけてくださいo

l . 中学1年 2. 中学2年 3.中学3年 4.担当していない

Q3. あなたは、主に何年生を担当されていますか。あてはまる番号t :-・てに0 をつけてくださいo

1 中学l 年 2. 中学2年 3..中学3年 4.担当していない

Q4. あなたの教職i国ま、およそ何年くらいですか。あてはまる番号に0 をつけてくださいo

1.5年以内 2.6-10年 3.u-l5年 4.l6-20年 5.21-25年
6. 26-30年 7.31年以上

Q5. あなたは、学校で何を担当していますか。あてはまる番号:i _:i てf二0をつけてくださいo

1. 国語 2. 社会 3.数学 4.理科 5.外国語 6‘ 音楽 7.美術
8. 体育 9. 技術 10.家庭 11. スクールカウンセラー
12. スクールサイコロジスト 13.管理験(校長、教頭、教務主任) l4_ 養速教a
l5.特殊学截担任 l6. 國書館司書 17.教務員 l8. その他

Q6. あなたは生徒の親(保護.者)について、以下の事項に関してどの程度問題だとお考えですか。あて
はまる番号に0 をつけてくださいo 

開 とな・,ている 日●にな-,ていない

やa E な一,ている

(l)報子の会話や意志球通が少なくなっている l . 2, 3。
(2)教師への期待が親によりパラバラである 1・ 2・ 3・
(3)親が、教師に協力的でない 1・ 2・ 3,
(4)親が子どもの生活習價やモラルについて放任 1- 2・ 3・
(5)親が子どもに通保表.である 1・ 2・ 3・
(6)親に利己主義的なl貫向がifい 1・ 2・ 3・ 

l42 
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Q7 . あなたは、生litの生活実態に関する以下の項目について、どの程度問題だと思いますかo あてはま
る番号に0をつけてください。 

日●とな・,ている 'Pや目●となっている 同I t なつていない

(l.)学ぶ意欲をなくしている 1. 2. 3.
(2)良好な友人関係を形成できない 1. 2. 3.
(3)行動が消極的である l . 2. 3・
(4)正直さがなくなっている 1. 2, 3.
(5)他人に対する優しさがなくなっている 1. 2. 3,.
(6)正義感がなくなっている 1. 2. 3-
(7)勇気がなくなっている 1. 2. 3。
(8)我優強さがなくなっている 1. 2. 3・
(9)指導力がなくなっている 1. 2. 3・
(10)自立性がなくなっている 1. 2. 3-
(u )社会的な習慣やモラル形成ができていない 1. 2. 3,
(l 2)自分に自信を持てていない 1. 2. 3,
(13)自分の行動に責任を持てていない 1_ 2. 3・
(l4)忙しすぎて自由な時間をもてていない 1. 2_ 3-
(l5)物質的に惠まれすぎている 1. 2・ 3-
(16)大人を尊敬しなくなっている 1. 2. 3・
(l7)多くのストレスをかかえている _ l . 2. 3- 

Q8. あなたは、子どもの次のような行為についてどのようにお考えですかoあてはまる番号に0をつけ
てください。 

とても悪い 悪い それほど悪くない 選くない
(l )学校をさ價'る l . 2. 3・ 4・
(2)学校にどうしても行けない l . 2. 3・ 4・
(3)学校で他人をいじめる 1. 2. 3・ 4・
(4)授業中用もないのに席を離れる l . 2. 3, 4・
(5)授業中にa いで授業を妨書する 1. 2. 3・ 4・
(6)友人を脅したり基力をfi るう l _ 2・ 3・ 4・
(7)先生を脅したり基力を振るう 1. 2・ 3- 4・
(8)学校の物を壊す l . 2・ 3・ 4・
(9)タパコを破う l . 2. 3・ 4・
(10)酒やビールを飲む l . 2. 3・ 4・
(u )シンナーを破ったり薬を乱用する l . 2・ 3・ 4・
(12)麻薬や覚醒剤を使用する l . 2・ 3・ 4・
(13)ポルノjt誌やアダルトビデオを見る l . 2・ 3・ 4。
(14)夜中まで盛り場で遊ぶ 1. 2・ 3・ 4'
(15)保藤者に無断で外泊する 1. 2・ 3・ 4・
(l6)家出する l . 2・ 3・ 4・
(17)学校の内で人を殴ったり厳ったりする 1. 2・ 3・ 4・
(l8)学校の外で人を段ったり厳ったりする l _ 2・ 3・ 4・
(19)学校の内で人を'alしてお金や物をとる 1. 2・ 3・ 4・
(20)学校の外で人を脅してお金や物をとる l . 2・ 3- 4・
(21)万引きする 1・ 2・ 3・ 4'
(22)他人の自転車に無断で乗る l ・ 2・ 3- 4'

(23)オートパイや自動車を運転する l ・ 2・ ;・ :'(24)友達の服などを脱がす l ・ 2・ ' -

(25)異性と性的な関係をもつ l ・ 2・ ;' :'
(26)学校にナイフなどの国器を待一'て来る l ・ 2・ ' '
(27)自殺する l ・ 2・ 3・ 4' 

l43 
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選択般l
1. 保護者
4. 養護教論
7. スクールサイコロジスト
10. 教育委員会
13_ その他

2.担任の教師 3,学年主任,教育相議担当教員など
5.特殊学a 担当教論 6. スクールカウンセラー
8.校長や教頭等の管理藤 9。教育センター
u. 児童相談所等の公立の相議所 12 f 察

(1)学校を無断でさぼること , 
(2)学校にどうしても登校できないこと l 
(3)いじめがあること l 
(4)クラスが期壊状態にあること l 
(5)生使間で基力行為があること l 
(6)先生を脅かしたり、基力をふるうこと l 
(71)学校の物を演すこと l 
(8)タパコを破うこと ( 
(9)酒やビールを飲.むこと ( 
(10)シンナーを吸ったり薬を乱用すること ( 
(u )覚醒用や麻薬などの薬物を使うこと ( 
(l2)ポルノ操.誌やアダルトビデオを見ること ( 
(13)夜中まで盛り場で遊んでいること ( 
(14)親に無新で外泊すること ( 
(15)家出をすること ( 

Q10. 学校での問題行動に対処できないときに、あなたは以下のところに相設したことがありますかo
「ない」 「ある」のどちらかに0をつけてください。
●「ある」 とお答えになった場合→そのとき、その相談相手はどのような対応をしてくれましたt

あてはまる香号に0をつけてください。
よ く i 能;して くM : l i t り1幅 lして くn なか-' It

- f 期あしてｫ��1 t i海 してくn なか,,t:

(l )児童相談所

(2)精神保健福祉センター

(3)警察

(4)精神科の医者

(5)児重裁判所や家庭裁判所

(6)教育センター

(7)教育委員会

(8)電話相談

(9)その他(

( 

ない

ない

ない

ない

ない

ない

ない

ない

ない

ない

Q9. 生徒の次のような問題行動が起こったとき、あなたは誰が対応するのがいいと恩いますか。次の
択破からあてはまるものをすべて選び、その番号を括a 内に記入してください。 

l44 
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Qu _ 最近、生往の間題行動が話題となっています。あなたは、その理由についてどのように考えますか。
あてはまる書号に0 をつけてくださいo 

l -受験鐵争などにより、子どもにストレスがたまってきている
2。子どもたちに世の中のルールを守る意識がなくなってきている
3.子どもたちに正義感がなくなってきている
4.他人を配慮することがなくなってきている
5.子ども同士の相互関係に問題がある
6.子どもたちが人と関係を作るカが弱くなっている
7.非行・把罪に走る子ども自身に原因がある
8.教師の指導力が低下してきている
9.家庭の指導力が低下してきている
10.町内会や開Ii所などの地域社会の指導カが低下してきている
11.社会全体のモラルが低下している
l2.マスコミが大げさに報道しているだけである
l3.非行などは音からあり、特に新しい間題ではない
l4.その他お考えのことがあれば、お間かせください。

( 

そうt う i ま Ii そう◆b tt い 0 からな.い

ややそうIi う l :うS h ない

1. 2 . 3, 4, 5.
1. 2. 3. 4. 5.
1. 2。 3_ 4. 5.
l . 2, 3. 4. 5.
l . 2. 3。 4. 5.
l . 2. 3. 4. 5.
l . 2. 3. 4. 5.
1, 2. 3. 4_ 5.
l . 2. 3。 4. 5.
l , 2。 3. 4. 5.
l . 2. 3. 4. 5.
l . 2. 3. 4. 5.
l 2。 3。 4, 5. 

Ql2_ あなたは生'使の問題行動の解決に、学校として早急に取り組むぺきことは何であると考えますか。
以下の事について、あてはまる3の番号に0をつけてください。

a 書がa f  や-Pa c t  a f  ・ 0 まt でよい

(l)子どもとふれあう時間の確保 1. 2. 3‘
(2)教師間の連携を強める 1. 2. 3_
ｫ3)教師と保議者との速携を強める 1. 2, 3.
(4)教育方法や教育内容について工夫する 1. 2. 3.
(5)各教師の主体性を強める l . 2. 3.
(6)生i定指導・生活指導の力量を高める 1. 2. 3.
(7)その他お考えのことがあれば、次のQl3.の機にご記入ください。 

Q13. あなたは、生徒の問題行動に取り組むにあたって、学校や家庭、
えますか。学校、家庭、地域社会別に、自由にごa 入ください。
(1)学校

(2)家鹿

(3)地域社会

l45 

地域にどのような活動が必要と考

ご協力ありがとうございました。 
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中学生の日常生活と親子関係に関するアンケート

お 願 い . 

このアンケートは、目本とアメリカの中学生が学校や家庭でどのような生活を送っているか、また、報子関係はどの
ようになっているかを調べることを目的としています。このアンケートには名前を書く必要はありませんし、結果はコ
ンビ_::Lータで統計的に処理しますので、思ったままに答えて下さい。このアンケートはアメリカでも同一項目で前 さ
れるので、いくつかの項日は不的確な表現があるかもしれませんが、ごB力をお口いしますo 
このアンケートは、この用紙を持ち帰った中学生のお子さまと、
ーの方にご記入をお願いいたしますa なお、このアンケートの中で「お子さま」 とあるのは、 「このアンケートをお宅に
持ち得った中学生のお子さま」のことです。 

Q1. このアンケートに国答してくださる方は、どなたですか。あてはまる番号を1つだけl んで0をつけてくだきいoな
お、父、母などとは, このアンケートを持ち得った「お子さま」から見た父、母などを指しますo

l .父 2.母 3.義理の父 4.義理の母 5.組父 6.組母 7.a a  8-兄 9-的 l0-その値

Q2. 「お子さま」の性別はどちらですか。あてはまる方を0でかこんでくださいo 

1.男 2_女

Q3. 「お子さま」 とあなた、または他の保護者の方が、平日にいろいろ話し合う時間は、平均すると1日あたりどれくら
いになりますか。あてはまる番号を1つ選んで0をつけてください。 .

l .ほとんどない 2.30分くらい 3.1時間くらい 4.2時間くらい 5.3時間くらい 6.4時間以上 

Q4. 「お子きま」はあなたに学校や友達のことをよく話しますか。次の中からあてはまるものを1つ選んで0をつけてく
ださい。 .

l .自分からよく話す 2.自分からは言い出さないが、聞けば話す
3.いろいろ間いても、あまり話そうとしない 4.関いても、まつたく話さない

Q5. あなたの家の家族関係はうまくいっていると思いますか。あてはまるものをl つ選んで0をつけてくださいo

l .うまくいっている 2。まあまあ、うまくいつている
3.どちらともいえない 4.あまり、うまくいっていない 5・うまくいつていない

Q6. あなた、または他の保義者の方が「お子さま」 とよく一構にされていることがありますかoあてはまる番号にいくつ
で_も0 をつけてくだ.さいo , 

l .スポーツをする
5.映画に行く
9.音楽を尊く
l3.本を読む
l7.買い物をする
21.その他( 

2.スポーツを見に行く
6.教会に行く
10,楽器を演奏する
l4.絵を描く
l8.繁華街に行く 

) 

3.ハイキングに行く 4‘約りをする
7.テレビ・ビデオを見る 8.テレビゲームをする
u _歌を現う (カラオケを除く) 12。カラオケに行く
15.パソコンをする l6.科理をする
l9.旅行に行く 20.ドライプをする
22.何もしない

l46 
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Q7. あなたは日t買、 rお子さま」にどのょうなことを特に注意し、指導をしていますかo主なものをm 選んで0 を
つけてください。 

1.学校の成t  2.進学 3_a 装や髪型 4・持ち物
6.言素づかい 7.議んでいる本やit誌 8.見ているテレビやビデオ
10.起床時間、食事等の生活習價 u .同性の友速とのつきあい
13.その他( ) 14・特になし

5.お金の使い方
9.外出先や達びの内容
l2.異性の友速とのつきあい

Q8 あなたはrお子さま」に、どのょうな人間になってほしいとg いますか。書段よく言い聞かせていることを3つまで
選んで0をつけてくだきい。

l_正直な人間になる 2.正義感の強い人間になる 3.自分に自信のある人間になる
4.a 気のある人間になる 5.経済的に成功する人間になる 6.リーダーシツプを発第する人間になる
7.勉強のできる頭のいい人間になる 8安定的な生活を送れる人間になる
9.忍i f力のある人間になる 10.人に好かれる人間になる ll .チヤレンジ精構lのEE な人間になる
l2.自立した人間になる l3.自分の好きなことを見つけてやつていく人間になる
l4.有名な人間になる l5.高い地位につく人間になる l6.社会に役立つ人間になる
l7.報切で優しい l8,そラルを身につけた人間になる 19.自分の行動に責任を持てる人間になる
20.その他( ) 21_特にそのような器はしていない

Q9. 「お子さま」がつきあっている報しい友人は何人くらいいるとBいますか。あてはまる書号をl つだけ選んで0 をつ
けてください。 

l .いない 2.l ~3人 3.4~6人 4.7~9人 5.10人以上 6.わからない

Ql0. 「お子さま」の交友関保で気になることがありますか。あてはまることをす'iて:0でかこんでください。

l .友人がいないようだ
2.友人はいるが、表面的なつきあいだけで、親友はいないようだ
3.異性とのつきあい方が、気になることがある
4.友人とのつきあいを通して生活が乱れることがある
5.あまり好ましくない友人とつきあっているようだ
6.その他( )
7.特に気になることはない

Qu 「お子さま」は、仲のいい友速とのつきあいの申で、次のようなことをしていると屋いますか。あてはまる番号に0
をつけてください。 

( l )一幡に選んで時問を通ごす
( 2)おたがいの家に選びに行き来する
( 3)一管に勉強する
( 4)電器で器をする
( 5)異性のことを話す
( 6)家や親の不満や悩みを話す
( 7)学校や他の友人の不満や悩みを話す
(8)将来のことを話す
(9)お金や大切な物を責し借りする
(10)言い争ったりけんかしたりする
(u )おたがいの家に泊まったりする

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある
よくある

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2 

l47 

ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある
ときどきある

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3 

ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
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Ql2.子どもの次のような行為についてどのようにお考えですか。あてはまる番号に0をつけてｫ�ｾ�ｳ�｢o 

(1)学校をさぼる
(2)学校にどうしても行けない
(3)学校で他人をいじめる
(4}授業中用もないのに席をll れる
(5)授業中にa いで授業をt;i書する
(6)友人を青したり基力をf るう
(7)先生を書したり基力を長るう
(8)学校の物をi集す
(9)タパコをgtう
(10)置やビールを飲む
(u)シンナーを般.ったり業を乱用する
(12)麻薬や覚醒剤を使用する
(13)ポルノit誌やアダルトビデオを見る
(l 4)夜中まで盛り場で選ぶ
(15)保表者に無新で外泊する
(16)家出する
(17)学校の内で人を段ったりHったりする
(l8)学校の外で人を段ったり'a ったりする
(l9)学校の内で人を脅してお金や物をとる
(20)学校の外で人を青してお金や物をとる
(21)万引きする
(22)他人の自転事に無新で乗る
(23)オートパイや自動率を通転する
(24)友速のn などを第tがす
(21)異性と性的な関係をもつ
(26)学校にナイフなどの図器を持っていく
(27)自数する

l.とても悪い 2,毒い
l,とても雲い 2.選い
l.とても毒い 2.基い
l.とても是.い 2.? い
l.とても慧い 2.毒い
l.とても基い 2.最い
l.とても基い 2.i い
l .とても基い 2.基い
l.とても基い 2.整い
l .とても選い 2.毒い
1.とても震い 2.選い
1.とても毒い 2.選い
1.とても基い 2.基い
1.とても霖い 2.選い
1.とても基い 2.基い
l.とても整い 2.悪い
l.とても基い 2.基い
l.とても整い 2.選い
l.とても基い 2.基い
1.とても基い 2,g い
l.とても基い 2.基い
l.とても悪い 2.基い
1.とても悪い 2_基い
l .とても基い 2.毒1い
1.とても選い 2.基い
1.とても速い 2.選い
l .とても毒い 2.基い

3.それほど整;くない
3.それほど整くない
3.それほど基くない
3.それほど要.くない
3.それほど基くない
3.それほど要くない
3.それほど整くない
3。それほど要くない
3.それほど整くない
3.それほど毒くない
3.それほど基くない
3.それほど悪くない
3.それほど震くない
3.それほど毒くない
3.それほど震くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど整くない
3.それほど基くない
3.それほど速くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない
3.それほど基くない

4.基くない
4_基くない
4,基くない
4。是くない
4。基くない
4.基くない
4.整くない
41 くない
4.基くない
4.基<ない
4整くない
4.基くない
4.整くない
4.i くない
4。基くない
4_基くない
4。基くない
4.l要くない
4.基.くない
4_系くない
4.E くない
4.整くない
4.i くない
4.i くない
4.基くない
4_基くない
4.基くない

Q13.中学生になってから現在までに、 「お子さま」は次のような「いt;め」を経験したことがありますかoあ'
号に0をつけてください。 

(l)無視をしたり、仲間はずれにする 1_ したことがある 2. されたことがある 3,商方ある
(2)要ロを言たり、からかう l . したことがある 2. されたことがある 3_再方ある
(3)持ち物を題す l . したことがある 2. されたことがある 3‘商方ある
(4)持ち物を汚したりi表;す l . したことがある 2. されたことがある 3.高方ある
(5)言集で◆rす l . したことがある 2. されたことがある 3.高方ある
(6)段ったり、ける l . したことがある 2. されたことがある 3.再方ある
(7)ぉ金ゃ物を取る l したことがある 2 されたことがある 3.高方ある
(8)者ている物をHがす l . したことがある 2_ されたことがある 3.商方ある
9)使い走りをさせる l したことがある 2. されたことがある 3.商方ある( ・
(,0)人が城がることを無理にさせる l: したことがある 2. されたことがj る 3.商方ある
(,1)その他、 rお子さま」が経験したり見たことがあるいじめがありましたら、教えてくださいo

( ) 

l48 

4 0  

4 _  4. 
4 .  

4 _  

4
4
4
4 4 ・  
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Ql4. もし. 「お子さま」がいじめられていると知ったら、どうしますか。あてはまる番号にすぺて0をつけてくださいo 

l _際って構子を見る 2.子どもを最め it 動する 3.やりかえせと子どもをlt る
4_子どもの友建に相義する 5.担任の先生に相設する 6.学年主任の先生や教頭先生.校長先生に相議する
7.保健の先生に相議する 8.スクールカウンセラーに相設する 9.知人に相;表する
10.教育委員会などに相談する n .公立の相議所(是i 相設所. 法務局等)に相atする
l2。f 察に相談する 13。いじめている子に直接注意する 14.いじめている子の保表者に注t する
l5.その他( )

Ql5.中学生になってから、 「お子さま」は特に健康上問題がないのに、学校を体みたがるようなことがありますか。あて
はまるものを1つ選んで0 をつけてください。 

1.よくある 2.ときどきある 3,ほとんどない 4.まったくない 5.わからない

3、4、5を選んだ方はQl7に進んでください,

Ql6.学校を休みたがる理由は何であるとお考えですか。あてはまるものすぺてに0をつけてくださいo 

l .いt;められている 2.友速とうまくいっていない
4.勉強がしたくない 5_授業がわからない
7.人と話すのがIt い 不安 8,体調が良くない ・
10.学校以外に実味のあることがある
l2.校員lに問題がある . 13,クラプ活動に問題がある , 
l5.その他( ) 

3.先生とうまくいっていない
6.学校に行くのが体い・不安
9.家庭内に間題がある
u .家族と●れたくない
l4,子どもがなまけている
l6.わからない

Ql7.近年、青少年の*行や把罪が問題となっていますが、あなたはその原因をどのようにお考えですかoあてはまる番号
に0をつけてください。 

l .受験義争などにより、子どもにストレスがたまってきている
2.子どもたちに世の中のルールを守る意識がなくなってきている
3.子どもたちに正義感がなくなってきている  
4.他人を配慮することがなくなってきている
5.子ども同士の相互関係に間題がある
6.子どもたちが人と関係を作るカが弱くなっている
7.非行・把罪に走る子ども自身に原因がある
8.教師の指導力が修下してきている
9.家庭の指導力が低下してきている
10.町内会や房近所などの地城社会の指導カが低下してきている
u .社会全体のモラルが低下している
l2.マスコミが大げさに報道しているだけである
l3.非行などは音からあり、特に新しい問題ではない
l4.その値お考えのことがあれば、お聞かせくだきい。

( 

そう◆i  a t りそうt b な.い b t 'らない

-M 'そう●う そうt わない

l . 2 . 3. 4。 5.
l. 2. 3. 4. 5.
l . 2. 3. 4. 5.
l. 2. 3. 4_ 5.
l . 2. 3. 4. 5.
l. 2. 3. 4. 5.
1. 2. 3. 4_ 5,
l . 2. 3. 4. 5.
l . 2. 3. 4。 5. 
1. 2. 3. 4. 5. 
1. 2. 3. 4. 5. 1. 2_ 3_4。5. 
1. 2. 3. 4. 5. 

ご協力ありがとうごさいました
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F& M JOmt Ra u rd . QM lionn ire (For So da ts) 

When yOu COmPleteO iSqua tionnaire you are pa ·ticip. 0- g in , a a ·leh proj ect compt rjng the ,chool n d 
home lives Of 8thgrader'Sin the U.S. tn- d in JapalLH eu edonot , rite ya r nameon tlm qM tjonm jre 
your M ponses are monymoa  Ya r 0  lndMda lly,  -ra poIM s not be m lym l but only u t part of the 
enti re group. No One Will bM b le to iaenti0 ,you or ym ·m wea  Some of the item ;m. y ,eem m um l for 
AmeriCan StudentS- thn items ·re on the qua tionm ire beem ethey t re fm ilia ·to Jo na stodents, 
who i rn ln completing thi, n rvey. 

Ql. Which are you· Circle one:
l.M lle 2.F;emale 

0 . WhiCh flm ily membeI· are lMmg wia . ya at prHent·  Ci rd e ldl tln t . pply:
l F'ather 5.Grandmotha ·  -
2_Mother 6. St0 .pm lts
3-Bro;thers & Sisters 7. Sic:pOKIOa sand1or slep-sisters
4. Gm dlilther 8.0 thers

Q3 . WllOare tbeOm ily members th t ya rmd it n iHt tot .lk with'! · Circle ? ? 0 ply:
l.f ather 5. Gra!ldmother
2 .Mother 6. Step p rents
3.BrOthers& sisters 7. Ste:p.0 roOMsand1or stqHisters
4. Gn ndfatl:for 8. Others 

Q4. g -n wa .?? 1!!ma ,, on the · ven ge, row long do you talk wl:th a d . of the fm w ing people a cll d-y·'!' 

l Fac er 
l. Almost no time
2. 30 mmutes
3. An hour

2. Mother
1. Almost no time
2. 30 minutes
3. An hour

3. Brothers & sisters
l. Almost no time
2. 30 minutes
3. An hour

4. Grandf nher
l. Almost no time
2. 30 mmutes
3. An lm ·

5. Grandmother
l_ Almost no time
2. 30 minutes
3. An hour

6 . St0 .p a nts
l. Almost no time
2. 30 mmmes
3. An hollr

7. StepOroOers andfor stelHisters
l. Almost no time
2. 30 minutes
3. An hour

8 . 0 0 er adults at home
l. Almost no time
2. 30 mmu;tes
3. An hour 
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4. Two hours
5. Tlu·ee hours
6. More tlm  four hours 

4. Two hours
5. Three horurs
6. More tlm . four hours 

4 . Tw  hoflu ·s
5. Three hours
6 More than four lm rs 

4. Two lmu·s
5. Three hours
6. More tlm  four lm rs 

4 Two ba rs
5. Three hours
6. More fla t four lm rs 

4 Two lm rs
5. Time lm rs
6. Mole tlm  fn r lm rs 

4. Two lnu s
5. Three lm rs
6. More than four ba rs 

4_ Two lm rs
5. Thin  lm rs
6. More fla n four lm rs 
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�4 �O�O�� �: �O�� �L�E �U �H�\ �R�X�U �K�R�E�E�\ �R�U �I�D �R�U �L�W�Q �F�W�0 �2 �D �
 �� �&�L�U �G�0 �O�O�W�O�Q�W�Â �S�S �O�\ �u�…
�O�� �' �R�L�Q�J �� �V�S�R�U �W�V�� �O�� �� �* �R�"�
�� �W�R�O�D�D�H�. �D�P �R�K�H�W�R�R�P �W�R �V�L�Q�J �6�2�Q�J �6

�� �� �* �R�Z �D�O�O�H�K�L�Q�J �V�S�R�Q�V�� �� �� �O�� �� �5 �H�D�G�L�Q�J �R�R�P �L�F �E�R�R�N�V
�� �� �+ �L�N�L�Q�J �� �O�� �� �5 �D �G�L�Q�J �E�R�R�N�V�R�W�O�� �O�L�H�U �� �W�K�D�Q�� �F�R�P �L�F�V
�� �� �) �L�V�K�L�Q�J �� �O�� �� �' �U �D�Z �L�Q�J �S�L�F�W�X�U �H�V�D�Q�G�F�D�Q�R�R�Q�V
�� �� �� �: �D�W�F�K�L�Q�J �7 �9 �D�Q���G�� �Y�L�2 �H�R�V�� �O�� �� �7 �Q �L�Q�J �O�� �� �\ �W�H�O�H�S�W�Â �R�D
�� �� �* �R�M�Q�J �W�R�W�E�H�P �R�Y�L�H�V�� �O�� �� �3 �H�U �V�R�Q�D �R�R�P �I �� �D�J �U �V���� �Â�D�F
�K�H�� �� �� �� �� ���W�K�H�U �V���4 �O�� �� �� �� �Q�� �Y�Q�J�H
�� �K�R�Z �P�X�F�O�O�W�L�P�H�H�X�K�D�� �\ �G�R�\�D �V�R�G�\ �� �W�L�P�H�Â ���&�L
�U �H�W�H�2�Q�H �u�… �� �� �$ �O�P�R�V �W�� �Q�R�Q�H�� �� �� �D�[ �O�X�� �� �K�P�Â�V
�� �� �$ �E�R�X�W�� �� �P �L�P�W�H�V�� �� �� �� �D�P�L�W �� �� ���K �R�X�U �V �� �� �$ �E�R�X�W�D�Q�O���P�Â��
�� ���0 �R�U �H�W�� �O�D�P �6�O�P�U �V �� �� �$ �E�R�X�W�� �K�R�X�U �V �4�O�� �� �� �6�
 �X�O�F�H�W

�E �H���W�K�J �Q�G�H�� �K�R�Z �� �R�I �W�H�Q�W�O�Q�\ �R�0 �X�� �H�G�\ �R�X�H�D�O �G�T �X�Q�J �F�O�L �R�R�O �
 �
 �� �&�L�U �H�N�2�Q�H��
�O�� �9�H �U �\ ���R �I �W�H �Q �� �� �� �6�R�P �H �W�L �P�H�V

�� �� �� �2�Q�F�H�� �L �Q�� �D�Z �K�L �O�H �� �� ���1 �H�Y �H�U �,�I�\
�R�R�F �L�U �H�O�H�G �� �� �� �1�H �Y�H�U �� �� �S �O�H�X�H�V �N �L�S �T�0�W�L
�R�O�X�O�� �P�G�O�6�� �4�O��

�� �Â�: �K�D �W�F�D�D�H�G�\ �R�X �W�R�G�L�G �L�L�N�H�J �R �L�Q�J �W�R�V �F�O�O �R�R�/ �& �L�U �� �R�O�H�� �J �� �W�L�Q�W�� �S�S�O�\ �� �O�, �D�P�E�X�O �O�L�H�G�E�\
�I�H �O�E�U �Z�V �W�X�G�H�Q�W�V

�� �� �� �, �G �R �� �Q �R �W�J�H

�W�D�� �R�Q�J �Z�L �W�K�I �H�O�O�R�Z �V�W�O
�. �O�D �U �W�6����

�� �, �G�R�Q�R�W�P�V�H�W�H�D�G�( �U �V�� �� �� �� �� �, �G�R�Q�
 �W�I �O�R �G�O�L�K�H �V�P�G �\ �L�Q�J��

�� �, �G�R�Q �
 �W�X�Q�D�Q �V�W�P�G�W�K�H�V�X�E�M�H�F�W�V�Z �H�V�W�X�µ�O �\ �D�W�V�F�K�R�R�O�� ���� �,�D �P�D�I �L�D�L�G�D�I �J�R�L
�Q �J �W�R �V�F�K�R�R�O�� �� �� �, �D�P�D �I�L�D�L�G�R�I�W�D�O�N
�L�Q�J �Z �L�W�K�S�H�R�S�O�H�� �� �B�, �D�P�� �R�I�L�H�Q�V�L�F�N�� �� �� �0�\�

�K�R�P�H�L �V�P�S �O�H�D�V�D�Q�W�I �R�U �P�H��

�O�� �� �, �K�D�Y�H�L�Q�W�H�U �H�V�W�L�Q�J �W�K�L�Q�J�V�W
�R �� �G�R�R�X�W�V�L�G�H�V�F�O �. �[ �� �O�� �O�O�� �, �G�R�Q�
 �W�Z �D�Q�W�W�R�W�� �H�D�0�\ �I�U�R
�P�� �P�\ �S �H�Q�W�V�� �O�� �� �,�D�P �G�L�V�+ �W�L�V�I�L�H�G
�Z �2�[ �E�O �2�I�R�Q�V�� �H�W�F�� �O�� �� �$ �F�O�X�E�D�F�2�Y�L�W�\�D
�W�V�F�K�R�R�O�L�V�D�W�P�W�Q�I �R�U�P
�H�� �O�� �� �7 �K�H�O�H �
 �V�P�P�P�D �O�� �� �� �W�K�H�U

�U �H�D�V�R�Q�V�� �� �S�O�D�V�H�Â�V�S�H�F�L�H�Â�� �4�, �6�� �: �O�O�� �W�µ�O�L�G�� �� �D�G�R�� �O�L�H
�� �Q�\ �D�I �O�H�O�W�U �H�K�� �F�W�D�Q�W�W�R �J �R�W�R�Â�F �K�H�H �U �� �&�L�U�F�O
�H�� �R�Q�H�u�… �O�� �, �E�0�: �2�Q�W�I �U �R �P�V �F �K�R�R�O�� �����,
�, �+ �Y�H �E�H�H�Q �O�D�W�H�I�O�R�U �V�F�K�R�R�O�R�U �, �O�O�D �Y�H�O�H�I �W�V�F�O�P
�O�H�D�, �O�L�H�U �W�K�D �Q �X �V�X�D
�O�� �K�W�, �, �% �Y�� �H�Q�H�Y�D �D�O�V�H�Q�W�I�U �R�P�V�F�K�R�R�O��

�� �� �, �K�O�O�Y�H�W�D�Q�D�O�V �H�Q�W�I�O�R�P�V�F�R �R�� �O�I �R�� �U �O�2�D�W�R�Q�H�G�D�\ �W�R�V�L�[ �µ�O �D�\ �V�� �� ���, �E�E�0�R�P�V�F
�K�R�R�O �I �R �U �D�O�R�X�W�R �Q�H�Z �H�D�"�W�R�W
�O�X�H�H�Z �H�D�V�� �� �� �,�K�D�Y�H�E�H�H�Q�D�� �V�H�Q�W�I�L�Q�P�V�F�K�R�R�O�I�R�U �P�R�I�H�O�K�D�Q�R�Q�H�P �R�Q�W�K�� �� �� �� �� ��
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�4 �O�� �� �+ �D�Y �H�\ �R�X �H���� �H�U�M�H�P �G �E�X �, �O�\ �L�Q�J �L�Q �P �\ �R�I �W�K�H�I�R�X �R�Â �L�Q�J �0 �\ �V�P �F�H�� �R �J �Q �G �H�Â �� �& �L�U�G �H�J �E �� �� �3 �O�\ ��
�Z �L�W�W�� �� ����

�O� �U�Y �H�G �R�Q�H�W�K�D �H�W�K�L�Q�O�J �W
�� � �, �K�D �H�O�� �� �G �W�O�( �O�H�W�K�L�L�Q�J �V�D�R�Q�H�W�R�P �H��
�� � �U�Â�Y �H�D�R�Q�H�W�K�J �H�W�K�L�Q�J �0 �Q�G �W�K�H�\ �O�Q�Y �H�E�H�H�Q�G �R�Q�H�W�R �P �H��
�� � �, �K�D �H�Q�R�W�G �R�Q�H�W�,�D �H�W�K�L�Q�J �0 �Q�G �W�E�H�\ �O�O�D �H�Q�R�W�O�� �H�D �G �R�Q �W�2 �P �H��

�O �, �J �Q�R�� �� �Q�J �D�Q�G �O�H�D�Y �L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�R�X �W�R�I �W�K�H�J �R�X �S�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �0 �D�N�L�Q�J �I �X �Q�R�I �D�Q�G �F�D�D�L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�Q�D�P �H�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �+ �L�G �L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�W�� �H�O�R�Q�J �P �J �V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �' �H�V�W�U�R�\ �P �J �R�U�G �L�O�W�\ �L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�E�H�O�R�Q�J �L�Q�J �V�� �O�� �� �� �� �� �� ��
�� �� �7 �K�U�H�D�W�H�Q�L�Q�J �V�R�O�Q �R�Q�H�Z�L�W�K�Z�R�U�G �V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �B�+ �L�W�W�L�Q�J �� �D�Q�D�O�� �R�U�W�L�G �G �Q�J �F�O�D �V�P �D�W�H�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �Â �, �Q �Q�J �D���Z�D�\ �P �R�Q�H�\ �D �G �E�H�O�R�Q�J �P �J �V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �S �X �� �O�L�Q�J �R�I�U�V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�F�O�R�2 �H�V�� �O�� �� �� �� �� ��

�
 �J �� �)�J �D�D�� �� �I �� �ƒ �� �( �� �I�� �� �� �Q�� �� �� �M�� �� �� �� �� �� �H���X �� �, �I �\ �R�X �Z�D�W�F�E�H�G �R�U�H�[ �S�H�U�L�H�� �D�Q�R�� �R�P �R�� �\ �P �J �� �� �H�D�6�H�: �U�L
�L�W�L�Q �W�K�H�O�D �H�Q�W�K�H�V�L�V�� �� �� ��

�4 �O�� �� �� �: �K�D�W�G �L�G �\ �R�X �G �R �Z �K�D �\ �R�X �Q �Z �Â �Q �P �D �Q�H�K �O�O�O�\ �L�Q�J �R�W�O�Â �H�P �
 �� �& �L�U�F�O�H�� �R�Q�H��
�O �, �W�U�L�H�D�W�R �V�W�R�S �L�W��
�� �� �, �W�R�O�G �D�Q�D�G �X �O�W��
�� �� �, �P �O�D�Z �\ �I �U�R�P �W�K�H�V�F�H�Q�H��
�� �, �G �L�G �Q�R�W�K�L�Q�J ��
�� �� �, �Z �D�W�F�K�G �� �Z �L�W�K�L�Q�W�H�U�H�V�W�K�O�W�G �L�G �Q�R�W�� �� �0 �2 �W�H��
�� �� �, �D�F�W�L�Y �H�O�\ �S�D�U�W�L�F�L�S�D�W�H�G �L�Q�W�K�H�O�Q�O�O�\ �L�Q�J ��

�4 �O�� �� �Z �K�D�W�G �R�\ �R�X �D�O�I �Q�N �� �R�O�, �W�W�K�H�I�R�, �O�R�� �� �E �P �R �G �� �Â �W�R�� �R�J �Q �G �H�O�Â �Â �I �R�U�� �Q �R�E�� �L�W�D �O�� �& �L�U�F�O�H�� �2 �Q�H�� �: �L�W�K��
�O�� �� �9 �H�U�\ �� �E�D�G �� ��
�� �� �� �% �D�D
�� �� �� �1 ���R�W�V�R �E�D�G
�� �� �� �1 �R�W�� �E�D�G �� �D�W�Â �, �O��

�O�� �� �6�N�L�S�S�P ���J �� �V�F�� �� ���� �O�� �Z�L�W�K�R�X �W�� �U�H�D�V�R�Q��
�� �� �� �: �P �O�G �� �O�L�N�H�� �W�R�� �J �R�� �W�R�� �V�F�K�R�R�O�� �E�X �W�� �L�V�� �W�R�R�� �D�I �U�D�L�G �� �W�R�� �J �R
�� �� �� �% �X �O�O�\ �L�Q�J �� �R�W�K�H�U�V�� �D�W�� �V�F�K�R�R�/
�� �� �� �/ �H�D�Y �L�Q�J �� �W�K�H�L�U�� �V�H�D�W�� �Z�L�W�K�R�D�� �D�O�O�\ �� �U�H�D�V�R�Q��
�� �� �� �' �L�Q �R�W�L�Q�J �F�O�D�V�V�� �W�Y �� �E�H�P �J �� �Q�R�L�V�\ ��
�� �� �� �7 �K�U�H�D�W�H�Q�L�O�Q�J �� �R�U�� �X �V�L�Q�J �Â �Y �L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �S�H�H�U�V��
�� �� �� �7 �O�P �D�W�H�Q�L�Q�J �� �R�U�� �X �V�L�Q�J �� �Y �L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �W�H�D�F�K�H�U�V��
�� �� �� �' �D�P �D�J �L�Q�J �� �V�F�K�R�R�O�� �S �R�S�H�U�W�L�H�V��
�� �� �� �6 �P �G ���P �J �� �� ����

�� �� �� �� �' �U�L�Q�+ �Q�J �� �D�O�F�R�K�R�O�� �V�X �F�K�� �D�V�� �E�H�H�U�� �R�U�� �Z�K�L�V�D�� �O��
�O�O�� �� �6�Q�L�I �I �Q�J �� �V�R�O�Y �H�Q�W�V�� �R�U�� �D �X �V�L�Q�J �� �G �U�X �J �V��

�( �� �� �� �M�D �G �D �D �D �D �D �0 �V�� �X �Q�L�W�� �W�D�O�H�� �D�W�� �Q�L�J �L�K�W�� �� �� �� �6 �W�D�\ �L�Q�J �� �D �O�W�� �P�P �L �H�K�W���Z �L �W�K�R�X �W���Â���
���R �2�Q�+ �, �W��
�� �� ���5 �X �P�L �Q�J ���D �� ���I �X �Q���K �R�P�H��
�� �� ���+ �L �W�W�L�Q�J ���D �Q�G �N�L�G �L �Q�J ���R �I �I�(�U�V���D �W���V �F�E�� �O����
�� �� ���+ �L �W�W�L�Q�J ���D �Q�G ���N �L�G �G �Q�J �R�W�O�P���R �X �W�V�L�G �H���R �I �V�F�W�. �� �R�I ����
�� �� ���( �O�D�R�I �W�L�Q�J ���P �R�Q�H�\ ���R �U���E �H�O�R�Q�J �L�Q�S���I �U�R�P���R �W�K�H�U�V���W �� �\ ���W �K�U�H�D�W���D �W���V �F�K�R�R�O����
�� �� ���( �[ �W�µ�� �U�W�L�Q�J ���P �R�Q�H�\ ���R �U���E �H�O�R�Q�J �P �H ���I �U�R�P���R �W�K�D�V ���I �O�\ ���W �K�O�H�D�W���R �X �W�V�L�2�H���R �I �Â�6 �F�K�R�R�O����

�� �� ���6 �K�R�S�O�L�I�W�L�Q�J ����
�� �� ���5 �L�G �L�Q�J ���H �W�K�H�U�
 �V���E �L�F�\ �F�O�H���Z �L�W�O�X �O�O�X�W���S �H�U�P�L�V�V�L�R�Q����
�� �� ���' �U�L�Y �L�Q�J ���D���P �R�W�R�2�L�N�H���R �U���D���F �D�U����
�� �� ���% �U�L�Q�J �L�Q�J ���D���N �Q�L�I�H���R �U���R �W�K�H�U���Z �D�S �R�Q�V���W �R���V �F�K�R�R�O�� ����

�� �� ����
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Ql9. W1lich of the fouo,mig u ·e you, f or u cll item,cird e the numOer tl·· t ,pplia ,? 'th:
l Very muchlike me 2.Alittlelikeme 3.Undecided
4. Not much like me S. Not like me at ,ll

l. I amgoodatstuOing. l 2 3 4 5
2 I ampopular withmy classmales. 1 2 3 4 5· ·

3.I am actlve. 1 2 3 4 5
4.I amhonast 1 2 3 4 5
5. Iamkindandgentle toothers. l 2 3 4 5
6.I havea strong senseof justice. l 2 3 4 5
7.Iamcourageo,us. l 2 3 4 5
8.I am lBtient. l 2 3 4 5
9. I have leadership :c itify. l 2 3 4 5

10. Iamindependent l 2 3 4 5
l l. Iam amoralpea on. l 2 3 4 5
l2. I IEve confidenee" f t na m myself. 1 2 3 4 5
l3 . I can oondMt 0 o e 0 0 0 . 1 2 3  4 5

Q20. Eave you ever wm ted todo the fouowing things', For cu b item, cird eOe m mlMr 0 ·b PPlia , ,lith:
l Very often :Z.Sometime, 3.Alma tno,or 4.Never · 

1 I havewantedto givesomdxxtyagoodbeating. 1. 2. 3. 4.
2 I havewantedtodlstny anythingIcan laymy handon. l- 2- 3. 4-
3 I llave wanted to gon M b m m b m . l . 2. 3. 4.
4. 0 0 er (p,lease specie ,: ) 

Q2l . What kjind of a pern . do you w·m t to be in th e filtm e, Cirele g !f th·t moSti PPlieSì£
l Iwant toberich.
2. Iwant tobeaperson inahigllerposition.
3. Iwant tobea lamous personsuchasTVstars.
4. Iwant to livefreely as Ilike ratherthan toberichortobefimous.
5_ I want tobe a la sonwtKlcan liveanofdinaIy life.
6. Iwant tobeapeaonwhoser,l1essocietyandtheam mmity.
7. Iaon'tknowwhatkmdof personIwanttobe_
8. 0 ther 0 la se 0 ocify: )

Tllankyou forya r coopeMtion! 
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�4 �� �� �: �K�D�W�G�R�\ �R�X �W�K�L�Q�N�D�E�R�X �W�W�K�H�I�R�O�O�R�Z �L�Q�J �E�H�K�D�Y�L�R�U �V�R�I �V�W�X �G�H�Q�W�V�� �� �) �R�U �D �F�E �L�W�H�P �� �F�L�U �G�H�W�K�H�P �Q�O�� �R�U �� �W�K�D�W��
�D�S�S�O�L�H�V�� �Z �L�W�K

�O�� �� �9 �D �\ �E�L�G
�� �� �� �% �L�G
�� �� �� �1 �R�W�Q �W�� �� �G
�� �� �� �1 �R�W�E�D�G�D�W�D�O�O�� ����

�� �O�� �� �6 �N�L�R �L�Q�J �� �V�F�Â�K�R�R�I�� �Z �L�W�K�R�X �W�� �U �H�D�V�R�O�/
�� �� �� �� �: �R�X �O�G�� �O�L�N�H�� �W�R�� �J �R�� �W�R�� �V�F�K�R�R�Â�O�� �O�K�O�W�� �L�V�� �W�R�R�� �D�I �U �D�L���G�� �W�R�� �J �R��
�� �� �� �� �% �X �O�O�\ �L�Q�J �� �R�W�K�H�U �V�� �D�W�� �V�F�� �� ���� �O��
�� �� �� �� �/ �H�D�Y�L�Q�J �� �W�K�H�L�U �� �V�H�D�W�� �Z �L�W�K�R�X �W�� �P �\ �� �U �H�D�V�R�Q�� ����
�� �6�� �� �' �L�V�P �I �L�Q�J �� �F�O�D�V�V�� �E�\ �� �W�L�H�L�Q�J �� �Q�R�L�V�\ ��
�� �� �� �� �7 �K�U �H�D�W�P �L�O�� �O�J �� �R�U �� �X �V�P�J �� �Y�L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �S�H�H�U �V��
�� �� �� �� �7 �K�U �H�D�W�P �P �J �� �R�U �� �X �V�P �J �� �Y�L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �W�H�D�F�K�H�U �V��
�� �� �� �� �' �D�P �D�J �L�Q�J �� �V�F�K�R�R�O�� �S �U �R�S�H�U �W�\ ��
�� �� �� �� �6 �P �R�N�L�O�Q�J ��

�� �� �� �� �� �' �U �L�Q�N�L�Q�J �� �D�O���F�R�E�R�O�� �Q �L�O�� �D�V�� �E�H�H�U �� �R�U �� �Z �K�L�V�W�\ �� ��
�� �O�� �O�� �� �6 �Q�L�I �I�L�Q�J �� �V�R�O�Y�H�Q�W�V�� �R�U �� �O�R�X �V�L�Q�J �� �G�U �X �J �V��
�� �� �� �� �� �E �N�L�Q�J �� �Q�D�U �D �W�L�F�V�� �R�U �� �V�W�L�P �X �O�D�Q�W�V��
�� �� �� �� �� �3 �O�D�\ �P �J �� �D�U �R�X �Q�G�� �D�W�� �W�K�H�� �P �D�O�W�� �� �D�U �F�X �W�� �� �R�U �� �P �R�Y�L�H�V�� �X �Q�P �� �O�D�W�H�� �D�W�� �P �J �E�W
�� �� �� �� �� �6�W�D�\ �L�Q�J �� �R�X �W�� �R�Y�H�P �L�J�O�O�W�� �Z �L�W�W���W�R�X �W�� �J �X �D�Q�I �D�Q�V�
 �� �F�R�Q�V�H�Q�W
�� �� �� �� �� �5 �X �P �L�Q�J �� �D�Z �D�\ �� �I�U �R�P �� �K�R�P �H
�� �� �� �� �� �+ �L�W�W�L�Q�J �� �D�Q�G�� �N�L�µ �O�L�Q�J �� �R�W�K�H�U �V�� �D�W�� �V�F�K�R�R�O��
�� �� �� �� �� �+ �L�W�W�P�J �� �D�Q�G�� �N�L�G �� �P �J�� �R�W�K�H�U �V�� �R�X �W�V�L�G�H�� �R�I �� �V�F�K�R�R�O��
�� �� �� �� �� �( �[ �W�R�� �W�L�Q�J �� �P �R�Q�T�\ �� �R�U �� �E�H�O�R�Q�J �L�Q�J �V�� �I�U �R�P �� �R�W�K�D �V�� �W�K�\ �� �W�K�U �H�D�W�� �D�W�� �V�G �. �� �R�� �O��
�� �� �� �� �� �( �[ �W�R�U �W�L�Q�J �� �P �R�Q�H�\ �� �R�U �� �E�H�O�R�Q�J �P �J �V�� �I�U �R�P �� �R�W�K�D �V�� �E�\ �� �W�O�O�I �H�D�W�� �R�X �W�V�L�G�H�� �R�I �V�G �. �� �R�I��
�� �� �� �� �� �6 �K�R�S�O�L�I�W�L�Q�J ��
�� �� �� �� �� �5 �L�G�L�Q�J �� �R�W�K�O�H�U �
 �V�� �E�L�F�\ �F�O�H�� �Z �L�G�L�R�X �W�� �S�H�P �O�L�V�V�L�R�Q��
�� �� �� �� �� �' �U �L�Y�L�Q�J �� �D�� �P �R�W�R�2 �L�N�H�� �R�U �� �D�� �F�D�U ��
�� �� �� �� �� �% �P �J�P �J �� �D�� �N�Q�L�I�O�H�� �R�U �� �R�W�K�D�� �Z �H�D�S�R�Q�V�� �W�R�� �V�F�K�� �/ ��
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�4 �� �� �O�Q�\ �D �U �� �F�E�R�R�O�� �Z �K�R�G�R�\ �R�D�W�K�L�Q�N���� �D�� �O�G�E�H�W�W�� �H�O�L�J �O�W�W�S �H�P �W�R�O�D �S�R�Q�G�W�R�W�K�H�I �R�O�O�D �U �L�Q�J �S �U �R�E�O�D�Q �W�L�F
�E�H�K�D�Y�L�R�U �V�" �: �U �L�W�H�W�K�H�Q�X �P �E�H�U �V�W�K�D�W�D�S�S�O�\ �L�Q�W�E�H�S�D�U �H�Q�W�O�0 �L�W
�O�� �* �D �U �2�L�D�Q�V�� �� �� �+ �R�P �H�U �R�R�P �W�D �� �� �K�H�U �� �� �� �' �H�S�D �W�P�Q �W�K�H�� �G�� �O�D �G�W�D �O�O�H�O�Â �O�P �E �U
�� �� �6 �F�K�R�R�O�� �Q�X �Q �F�� �6 �� �7 �K�H�V�S�Q �L�D�O�H�D�X �D �W�L�R�Q �W�H�D �K�H�U
�� �6 �F�K�R�R�O�F�D �O�D�H�O�R�U �� �
�W�B�6�F�K�R�R�O�� �S�V�\ �F�K�R�O�R�J �L�V�W
�� �6�F�K�R�R�O�D�G�P �L�Q�L�V�W�Q �W�R�Q �� �
 �U �L�Q�L�S�� �O�� �9 �L�D �� �S �U �L�Q�F�L�S �O�I �� �&�X �Q�L�D �,�X �P �F�R�R�U �O�O�L�O�Q�W�R�U ��
�� �� �7 �O�O�H�O�R�D �O�W�H�� �F�E�H�U �F�D �W�H�U �� �O�� �� �7 �K�H�O�R�D �O�E�R�D�U �G �R�I �H�G�O�0 �O�Q �Q�� ��
�W�L �S �Â �O�E�O�L�F �Q�+ �� �X �U �H�D �� �Q �F�E �D �F�K�D�G �J�X �L�G�� �Q�H�H�� �F�H�Q�� �R�U �� �O�� �� �0 �F�H�� �O�� �� �� �W�E�H�U

�� �O�� �7 �Q�P �F�\ �I �U �R�P �V�F�K�R�� �O�� �� �� ��
�� �� �� �: �R�X �O�G �O�L�N�H�W�R�J �R�W�R �V�F�K�R�R�O�E �W�L�V�O�R�R�D�I�L�U �D�L�G�W�R�J�R�� �� �� �� ��
�� �� �� �% �X �O�O�\ �L�Q�J �S�O�R�E�O�H�P �V�� �� �� ��
�� �� �� �� �D �Z �� �� �H�� �O�H�O�+ �Â�Y�L�R�U �D�O�O�Q �2 �H�P �V�D�I �V�W�X �D�Q �W�V�� �� �� ��
�� �6 �� �9 �L�R�O�H�Q�R�H�D�J�O�O�L�Q�V�W�V�W�X �D�O�, �W�V�� �� �� ��
�� �� �� �7 �O�Q�Â�H�D�W�D �L�Q�J �D�Q�µ �O�Y�L�R�O�H�Q�F�H�D�J�D�L�Q�V�W�W�H�D�G�( �U �V�� �� �� ��
�� �Q �< �P �D �D �V�F�K�P �O�� �� �� ��
�� �� �� �6 �P �R�N�L�Q�J �� �� �� ��
�� �� �� �' �U �L�Q�" �
 �D�O�R�R�K������ �K�� �O�V�X �G�O�D�V�E�H�H�U �R�U �Z �K�L�V�W�\ �� �� �� �� ��

�� �O�� �� �6 �Q�L�I�I �L�Q�J �V�R�O�Y���H�Q�W�V�R�U �D�Q�V�P �J �G�P �J �V�� �� �� �� ��
�� �� �� �� �
 �U �I �L�Q�J ���P �H�R�W�L���F�V�R�U �Q �P �O�O�P �G�U �X �J �V�� �� �� �� ��
�� �O�� �� �3 �O�D�\ �P ���J �D�U �D�P �G�D�W�W�O�O�H�D�Q�X �V�H�P �H�Q�W�G�L�V�W�, �L�F�W�W�L�O�O�, �D�W�H�D�W�P �J �O�O�W�� �� �� ��
�� �O�� �� �6 �W�D�\ �L�Q�J �R�X �W�R�Y�H�P �L�J�O�K�W�Z �L�W�O�P �W�J �0 �U �G�L�Q �V�
 �F�R�Q�6�H�� �� �W�� �� �� ��
�� �� �� �� �5 �P �Q�P �J �D�Z �D�\ �I�U �R�P �K�R�P �H�� �� �� �� ��

�� �� �� ��
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�4 �O�� �� �, �I �� �D �Q�D �O�D �O�D �L�O�P �F�H�L�Q �E�P �O�O�L�Q�J �� �E�G �O�D �L�R�U �S �U �R�E�N �P �L�Q �W�E�0 �F�E�R�R�O�� �E �O�O�H�O�D �H�9 �H�U �X �O�D �O�W�E �H �O�O�G �3 �2 �I
�W�E�H�I�D �P �P �2 �0 �P �� �&�L�U �G�H�1 �R�R�U �< �D
�O�I �\ �D �G �U �H�O�H�G�Â �Â �< �D �� �´ �, �� �H�� �� �Â �� �X �W�K�H�O�D �S�R�Q �H�R�U �W�K�H�D �W�G�G�H�, �R �D �U �H�H�� �3 �L�H�Â �R �&�L�U �G�H�2 �H�Q�X �Q�E�H�U �� �Â �W�� �3 �3 �O�L�D ��

�M �a �F �2 �Q �F �� �� �� �� �X �W�M�O�K �W�R�U �\ �� �� �� �P �X �W�L�I �� �F�W�R�U �\ �� �� � �9�H�U �\ �P �X �W�L�2 �G �2 �U �\

�� �O�� �&�P �G�J �X �L�G�P �H�F�H�Q�W�D�Â �� �1 �R �< �H�V�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��
�F�� �� �0 �D �D �0 �R �P �R �� �1 �R �< �H�V�� �O�� �� �� �� �� �� �� �� �� ��
�© �� �� �� �S�R�O�L�F�H�� �1 �R �< �H�V�� �O�B�� �� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �3 �V�\ �F�K�L�D�W�, �L�V�W�� �1 �R �< �H�V�� �O�� �� �� �� �� �� �� �� �� ��
�� �6�� �- �D�Y�H�Q�L�O�H�F�R�X �U �� �R�U �I�L�P �L�O�\ �F�R�X �U �W�� �1 �R �< �H�V�� �O�B�� �� �� �� �� �� �� �� ��
�© �� �� �7 �E�H�W�H�D�G �+ �Â �D �Q�W�D�Â �� �1 �R �< �H�V�� �O�B�� �� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �
 �0 �H�H�O�P �H�D�L�V�L�V�E�R�W�O�L�R�H�� �1 �R �< �H�V�� �O�� �� �� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� �Z �� �� �1 �R �< �D �� �O�� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

�4 �, �/ �K �U �0 �Q�W�a �� �0 �W �K �0 �� �E �2 �: �H �� �S �U �G �� �E�Â �Â �� �7 �R�Â �E�Â �W�R�� �O�W�D �W�G�R �\ �D �W�K�L�Q�N
�D �F�K�R�I �W�O�O�F �E �O�O�R�� �� �M�R�J�� �L�� �� �O�D �R �Q�I �R�U �W�O�O�L�� �� �
 �+ �H�D �F�L�U �G�H�R�Q �I�R�U �D �F�� �Â �� �� �P �� �� �� �W�K��

�O�� �V�W�U �R�Q�J �O�\ �� �I �U �H�H�� �W�E�� �W�L�W�
 �� �� �P �R�R�� ���� � �$ �J �U �H�H�W�K�� �W�L�W�
 �� �u�… �U �R�X �H�Â �� �" �' �0 �J �U �H�H�W�K�D�W�L�W�
 �0 �U �D �D
�� �� �6 �W�U �R�Q�J �O�\ �D�X �J �U �H�H�W�O�Q�W�L�W�
 �� �W�U �X �R�Q�� �6�� �, �G�R�Q�
 �W�N�Q�R�Â

�� �O�� �D �D �R �P �P �E �� �� �O�� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �O�&�K�0 �U �D �O�D�D �� �D�D �V�H�R�I �L�I �M�O�L�Q�J �W�O�O�H�U �X �O�D �R�I �V�R�F�L�H�W�\ �� �O�� �� �� �� �� �� �� �6
�� �� �� �&�K�L�O�G�U �P �O�D�F�N�D�D �" �R�I �M�X �V�W�L�F�H�� �O�� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� ���� �&�K�L�O�G�U �D �O�D�D �R�R�P �µ �O�H�D �W�L�R�Q�I�R�U �R�W�O�+ �V�� �O�� �� �� �� �� �� �� ��
�� �6�� �&�K�L�O�G�U �Q �K�D�Y�H�S �P �E�O�H�P �V���P �U �H�O�D�W�L�D �V�L�O�L�O�V �Z �L�W�K�W�K�D �Â �I�L�L�H�Q�G�V�� �O�� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �&�K�L�O�G�U �D �O���D�F�O�O�� �" �" �" �� �" �Q �0 �" �� �" �� �" �� �O�� �� �� �� �� �� �� �6
�� �� �� �&�K�L�, �G�U �D �E�H�F�R�P �µ �O�H�O�L�Q�T�X �D �W�R�U �F�R�P �P �L�W�2 �: �E �E

�S�D �R�P �O�L�W�\ �S �R�E�O�H�P�O�V�� �O�� �� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �/ �H�D�G�H�U �D�� �L�S �T�O�D�O�L�W�L�D �D�I �O�D �F�O�+ �V�O�( �Y�H�G�H�F�O�P �H�G�� �� �O�� �� �� �� �� �� �� �6
�� �� �� �/ �H�D�G�D�2 �L�S �T�D �O�L�W�L�H�V�R�I �W�O�P �L�O�� �D �O�( �Y�H�G�Q �O�L�Q�H�G�� �� �O�� �� �� �� �� �� �� ��

�� �O�� �� �/ �D �D�H�Q�K�L�S �T�X �D�O�L�O�L�D �I �2 �Z �P �K�D�V�F�K�X �Q�K�H�V�� �� ��
�R�H�L�H�P �R�� �R�R�G�L �0 �O�D�J�Q �D �V�� �D �� �O�+ �Y�H�µ �O�H�H�O�L�' �H�G�� �� �O�� �� �� �� �� �� �� ��

�� �O�O�� �7 �O�D �P �D �D�O�L�W�\ �R�I �W�E�H�Z �K�R�O�H�V�D �L�H�W�\ �K�D�V�G�Q�O�L�Q�H�G�� �� �O�� �� �� �� �� �� �� �6
�� �O�� �� �7 �E�H�P �D�V�V�P �H�G�L�� �K�O�Y�H�D �D�J �J�R�D �H�µ �O�W�O�O�H�V�L�W�X �W�L�R�Q�� �O�� �� �� �� �� �� �� �� ��
�� �O�� �� �- �X �Y�Q �L�O�H�G�H�O�L�Q�R�P �T�\ �L�V�P �W�D�Q�H�Z �� �O�� �� �P �� �� �O�� �� �� �� �� �� �� �6
�� �O�� �� �� �W�O�+ �Â �� �" �D �H�: �� ��

�4 �O�� �� �+ �R�� �R�O�O�O�D �W�W�U �H�H�� �G�� �R�U �2 �H�I �D �R�Â �K�O�W�X �N�� �W�R�E�H�G�R�R�0 �W�� �F�O�Q �O�O�R�R�� �� �� �� �D �a �H �G ��
�2 �G�D �W�� ��

�+ �H�X �H�F�O�U �G�H�R�R�H�I�R�U �H�� �G�O�O�W�P �� �� �L�G�O�� �D �W�O�O�I �Q�N�D �O�D �W�R �G �O�P �S �R�U �W�R �W�� �Â �Q ��
�O�� �Q �U �� �� �U �� �O�O�Q �W�� �� �� �Q �H�� �O�X �O�W�X ���S �L�W�� �� �� �Â �R�W�R�U �
�O�D �W��

�� �O�� �� �7 �L�P �H�� �W�R�� �L�Q�O�Q �F�W�� �Z �P �� �G�O�0 �U �D
�© �� �� �� �&�R�R�S�D �W�L�R�Q�� �L�P �� ���� �W�D �G�D �V
�&�� �� �� �&�R�P �P �P �L�D �O�L�R�Q�� �Z �L�W�K�� �O�D �P �W�V
�� �� �� �6 �W�X �� �� �R�I �� �Q�H�Z �� �W�D �F�K�L�Q�J �� �P �G �Q�� �� �P �G�� �P �D �L�D�O�V
�� �� �� �� �( �Q �E�O�L�V�� �� �W�D �F�O�+ �Â �
 �V�� �P �O�H�S�D �2 �Q �H�H

�� �� �� �� �, �( �R �U �R�Y�H�� �� �� �J �� �X �L�D�P �H�� �P �W�� �H�R�X �D �G �L�Q�J �� �G�G�O�O�V�� �R�I �� �I�D �F�L�D �V��
�� �� �� �� �, �I �� �\ �R�X �� �K�D�Y�H�� �R�G�+ �Â �� �Q �Q �� �� �O�L�H�D�V�H�� �Z �U �L�W�H�� �W�O�P �� �L�Q�� �4 �O�� �� ��
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�2 �Q �� �� �Z �� �D �� �R �W�L�F�� �X �� �D�R�� �� �D �� �R �D �J �� �� �R�E �R�O�L�� �� �I �Q �L�O�L�H�� �� �� �X �G�� �D �D �P �L�W�L�D �� �W�� �O�� �H�� �W�R�� �G �D�U �D �� �R �2 �D �R�
 �� �E�2 �D �X �U
�S�U �R�E�O�D�P �
 �


�6�G�� �R�G�O�� ��

�� �� �� ��



1

�) �P �L�O�L�H�V��

�&�R�P �P �X�Q�L�W�L�D�� ��

�
 �Q �X�P �N�� �\ �R�X�� �Y �H�U�\ �� �P �X�F�K�� �I�R�U�� �\ �D �U�� �F�Q �S �H�U�Â �W�L�R�Q�� ��

�� �� �� ��



2

�) �	 �0 �- �R�L�Q�W�5 �H�X �O�U�G�� �4 �X�H�V�W�L�R�Q�P �L�U�H�� �U�R�U�3 �D�U�D�O�W�" �* �P �U�G�L�D�Q�6��

�+ �D �H�F�R�P �S �O�H�W�H�W�K�M�V�T�X�D �W�M�R�P �L�U�H�W�E�R�X�W�\ �R�X�U�� �W�K�J �Q �G�H�F�K�L�O�G�� �R�O�Â �H�T�R�H�V�W�L�2�Q�0 �L�U�H�3 �H�U�&�K�L�, �G�Â �3 �O�H�D�V�H�� �G�R�� �Q�R�W��

�"���% �� �" �\ �ƒ �
�� �
 �U���P �Q�" �� �P�� �D �\ �� �" �� �D �D ���% �I�"�" �D �" �" ���% ���% �ƒ�D�Q�"�"�P�"�� �ƒ�X�N�6�D�� �D�D�� �D�Q ���V �R �P�H�� �R�I ���W �K�H�� �L�W�H�P�� �P�D�\ �� �V �H�H�P�� �X�Q�X�V �D�O�� �I �R �U�� �$ �P�H�U �L �F �D�Q�� �I �P�L�O �L�H �V�� �� �� �H�6 �H�� �, �W�H�P �V�� �I �U �R�� �R�Q���H�� �T�0 �W�M
�R�P �D�M�U�H �W�� �F�D�X�V�H�� �W�K�H�\�� �D�Â�H�I �P �L�O�L�D �U�W�R�- �D�S�W�Q�H�V�H�V�W�X�G �H�Q�W�V�� �Z �K�R�D�U �H�W�O�V�2 �&�2�P�3 �O�H�W�L�Q�J�W�O�O�O�L�6�6�X�U�9 �H�\ �Â �4 �O����

�: �K�D�W�� �� �V�W�� �R�X�U�U�H�O�D�W�L�R�Q�V�K�L�S�W�R�W�K�H�V�W�� �D�G�H�Q�W�" �&�L�U�F �O�H�� �R�Q�H�� �O�����5

�O�O�W�K�H�U�� �� �� �6�W �H�S�P�R�W�K�H�U�� �� �� �5�H �O�D�W�L�Y �H�� �O�� ���� �W�K�H�U �� ���0�R
�W�K�H �U�� �� �� �*�P �G�I �D�W �K�H�U�� �� �� �%�U �R�W�K�H�U �� �6�W�H
�S �I �
 �D�W�K�H�U�� �� �� �*�P �G�P�R�W �K�H�U�� �� �� �6�L �V�W�H�U�4�� ���:

�K�L�F �K �� �V�D���L �L���R �X�� �U�F�K�L�O�G�
 �� �&�L�U�F�O�H�� �R�Q�H�� �O���0�D
�O�H�� �� �� �I�H �P�D�O�H �4������

�2 �Q���D �� �O�O �H�Q�J�H�� �� �K�R�� �� �O�R�Q�J�� �G�R�D�� �\ �R�X�U�� �F�K�L�O �G�� �W�D�O�N�� �Z �L�W�K�� �\ �R�X�� �R�U���Z �L�W�K�� �R�W�O�O �H�U�� �S�D�U�H �Q�W�J�O�J�X�U�G�L�P �� �� �R�Q�� �D�B�B�� �� �� �� �P�"�"�"
�&�L �U �F�O�H�� �R�O�L�R �� �O���$�O

�P�R�V�W�Q�R�W�L�P�H�� �� �� �$�E �R�X�W�� �� �P�L�P�O�W�H�V�� �� �� �$�E �R�X�W�D�Q�K�R�X�I �� ���$�E
�R�X�W�W�Z �R�K�R�X�U�V�� �� �� �$�E �R�X�W�W�� �O�D�E�R�X�U �V�� �� �� �0�R �U�H�W�K�D�Q�I�L�R�X�U�K�R�X�U�V �4�����+

�R�� �R�I �W�H�Q�G�R�H�V�� �� �R�X�U�F�K�L�O�G�W�W�O�N�Z �L�W�K�\ �R�X�� �E�R�X�W�K�L�V�� �K�H�U�V�F�O�� �R�R�O�Q�G�I �U�L �H�Q�G�V�" �&�L�U�F�O�H�� �R�Q�H�� �O�0�\�H
�K�L �O�G�R�I�O�D�W�D�O�N �Z �L�O�O �L�U�J�O�\ �� ���0�\
�F�K�L �O�G�G�R�H�V�Q�R�W�W�D�O�N�Z �L�O�O�L�Q�J�O�\ �� �E�X�W�L�I �\ �R�X�D�V�N�K�L�P�� �K�H�U�� �K�H�� �V�K�H�R�I�L�D�W�D�O�N �V �� ���(�Y
�H�Q�L�I �, �D�V�N�P�\ �F�K�L�O �G�� �K�H�� �V�K�H�K�R�D�Y �R �P �P �K �� ���0�\
�G�O�L �O�G�G�R�H�V�Q�R�W�W�D�O�N�D�W�D�O�O�D�E�R�X�W�V�F�R�R�� �O�P�G�I �L�L �H�Q�G�V�� �4�6���'

�R�� �R�X�W�O�O�O�L�Q�N�W�E�D�W�� �R�X�U�I �P�L�, �\ �P �H�P�E �H�U�V�J �H�W�D�O�R�Q�J �Z �H�O�O�D�F�E�R�W�E�H�U�" �&�L�U�F �O�H�� �R�Q�H�� �O�9�D�\
�Z �H�O�O�� �� �� �)�D �U�O�\ �Z �H�O�O�� �� �� �1�R �W�Z �H�O�O�E�X�W�Q�R�W�S�R�R�U�O�\ �� �� �� �3�R �R�U�O�\ �� �� �� �(�P �2�0�� �4 �����:

�W�O�� �W �G�R�� �R�X�R�I �W�H �Q�G�R�Z �
 �W�K�\ �R�X�U�F �K�L�O�G�" �3�O�H�0 �F�L�U�F �O�H�� �X�P�W�Q�� �P �Q�Q�D �W �U �H �W �S �S�O�L�F�G�Â�O�H�� �O���3�K
�\ �L�U�H�V�S�D�W�V�W�R�J�H�W�O�Q�U�� �� �� �$�� �O�P�O�O�L�Q �J�V�S�R�U�W�V�H�Y �H�Q�W�V�� �� �� �+�L �O�G�, �O�J�� �� �� �)�L �V�K�L�Q�J �6���*�R
�L�Q�J �W�R�W�O �"�� �P�a�L �H�V �� �� �� �*�R �L�Q�J �W�R�F�K�P�K�� �� �� �:�D �W�F�K �L�U�H�� �7�9�P �D�Y �L �G �Q�V �� ���3�O
�R�X�H�Y �L�D�� �R�J�P�H�V�� �� �� �/�L �V�W�H�Q�L�Q�J�W�R�P�X�V�L�F�� �O�� ���3 �O�D�\ �L�Q�J�P�X�V�L�G�P �O �O���6

�L�Q�J�L�Q�J�� �D�F�H�S�W�J�R�L�Q�J �W�R�. �D�D�R�K�H�� �� �O�� ���* �R�L�Q�J �O�R�N�P�G�H�U�R �D �Q�W�R�V�P�J�V�D�O�J �V �O�����5
�D�O�L�Q�J �E�R�R�E�� �O�� ���3 �D�L�Q�W�L�Q�J �S�L�F�W�D�V�� �O�� ���6 �Q�E�2�P�S �D �P �D �O�F �R �P�S�X�O�D�V�� �O�� ���&
�R�R�N�L�Q�J�� �O�� ���6 �K�R�S�S�L�Q�J�� �O�� ���* �R�L�Q�J �W�R�W�K�P�D�O�O �O�����Q
�� �O�J�� �W �U�L�S�V�W�R�J�H�2�H�U�� �� �� ���* �R�L�Q�J �I �R�U�D�G�U�L�Y �H �� �O����

�G�+ �Â�� �S �O �H�D�V�H�� �V�S�H�F �L�I �\ �� �� ���� �����,
�2 �P �2 �Z �� �� �0 �� �Â�4 ������

�2 �U�W�W �O�H�I�R�O�O�R�Z �P�J�� �� �O�O�L�F�K�X�H�2�H�W�E �U�H�H�W�K�L�Q�J�� �� �Â�R �X�Q�P�D�W�F �R�R �D�U�Q�H�G �Â�E �R�O �, �W�U�H�S�U�G�L�Q �J�\ �R�X�Â�F �K�L �O�G�Â �&�L�U�F
�O�H�W�K�U�� �D �O���6��

�R�R�, �J �U�D�W�V�� �� �� �7�9 �� �� �� �E �0 �D �G �Z �D �W �2 �H �V �� ���*�R
�L�Q�J �R�Q�W�R �2 �H�Q�Q �W�O �H�Y �G�R�I �D�O �0 �W�L �R�Q �� �� �� �"�" �" �" �" �" �" �" �G �� �G �R �H�V �� �&�P�P
�� �� �� �� �� ���/ �L�Y �L�Q�J�K�D�E�L �W�0�L�O�µ�� �K�D�V�G�� �L�W�Y �� �U�D�W�L �Q�H �� �� ���%�H
�O�D�D �J �L�Q �J�V�� �O�O���� �� �� �G�W �P �D �6 ���8�V

�H�R�I �P �D�� �� �U �Â �� �� �� ���" �" �0 �G�" �" �" �D �� ���$�S
�S�U�R�S�I �L�D�W�H�X�V�H�R�I �, �D�O�J �X�O�J�H�� �F�R�X�U�W�H�R�X�V�D�Q�D�U�D�S�H�F�W�I �L�O�O�� �� �O�� ���� �W�K�D�Â �� �� �S �O�H �D�H�V�S�Q�L�� �� �� ���� ���0�P
�� �� �0 �P �G �U �D �G �V�� �O �� ���1 �R�W�K�L �Q�J�L�Q�S �D �O�L �µ�� �X�I �D�Â �� ��������
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�4 �� �� �: �K�L�F�K�R�I �W�K�H�I �R�O�O�R�Z �L�Q�J �G�R�\ �R�X�W�H�O�O�\ �R�X�U�F�K�L�O�G�W�R�E�H�" �� �&�L�U�F�O�H�W�� �� �� �( ��
�O�, �W�H�Q�P �\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�Q�K�R�Q�H�V�W�S�H�U�V�R�Q
�� �� �, �W�H�O�O�P �\ �F�P �G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �K�R�K�D�V�D�V�W�U�� �R�Q�J �V�H�Q�V�H�R�I �M�X�6�W�L�&�H
�� �� �, �W�H�X�Q�� �\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q �Z �� �R �0 �R �I �P
�� �� �, �W�H�Q�P �\ �F�P �G�W�R�E�H�D�F�R�X�U�D�J �H�R�X�V�S�H�U�V�R�Q

�D �D �D�( �� �D � �H�( �( �D �/ �� ���� �� �, �W�H�X�P�\ �G�O�L�O�G �W�R�E�H�D�P �D �W�S�H�U�V�R�Q�� �R�� �R�H�V�Z �H�� �D�W�� �� �� ��
�� �� �, �W�H�Q�P �\ �G�O�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �K�R�H�D�Q�O�L�Y �H�D�V�W�D�E�O�H�O�L�I �H
�� �� �, �O�H�X�P�\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �L�W�K�S�H�U�V�H�Y �H�U�D�Q�F�H��

�� �� �� �, �W�H�Q�Q�\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �K�R�L�V�O�L�N�H�G�E�\ �S�H�R�S�O�H��
�O�/ �, �W�H�Q �P�\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q �Z �K�R�H�, �O�M�R�\ �V�D�F�K�D�O�O�D�H�� �H��
�O�� �� �, �W�H�O�O�P�\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�Q�L�Q�G�H�S�D �G�O�P �W�S�H�U�V�R�Q�B
�O�� �� �, �W�H�O�O�P �\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�N�L�Q�G�� �K�H�D�O�W�H�G�S�H�U�V�R�Q
�� �� �B�, �W�H�O�O�P �\ �H�K�L�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �K�R�F�D�Q�I�L�Q�G�K�L�V�� �K�H�U�R�Z �Q�: �D�\
�� �� �B�, �W�H�O�O�P�\ �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�I�L�P �R�X�V�S�H�U�V�R�Q
�� �� �B�, �W�H�Q �P�\ �G�O�L�O�G �W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q �L�Q �D�K�L�J �E �S�R�V�L�W�L�R�Q
�O�� �� �, �W�H�Q�P�\ �F�K�M�O�G�W�R�E�H�D�S�H�U�V�R�Q�Z �K�R�V�H�U�Y �H�V�V�R�F�L�H�W�\ �D�U�� �O�W�K�H�H�2�P �P �X�Q�L�W�\
�� �� �� �, �W�H�O�O�P �\ �� �F�K�L�O�G�W�R�E�H�D�N�L�Q�G�D�P�G�J �H�Q�W�O�H�S�H�U�Q �Q��

�I �( �( �D �D �D�Q�1 �� �P �� �D�N�H�U�H�V�S�R�Q�V�L�E�Q�L�O�\ �I�R�U�K�L�V�� �K�H�U�D�W�L�R�Q�V�� �� ��
�� �� �B�, �G�R�Q�R�W�W�H�Q�P�\ �Â �F�K�L�O�G�Z �K�D�W�W�R�E�H��

�+ �R�Z �� �F�O�R�V�H�I�O�U�M�H�Q�G�V�G�R�\ �R�X�W�K�L�Q�N�W�K�D�W�\ ���R�X�U�F�K�L�O�G�K�D�6�
 �
 �&�L�U�F�O�H�� �2�Q�H�Â�4 �� �� �� �P �D�Q�\
�� �� �1 �R�Q�H�� �� �� �6�H�Y �H�Q�W�R�Q�P �H
�� �� �� �Q�H�W�R�W�K�U�H�H�� �� �� �7�D �2�U�P �2�U�H
�� �� �) �R�X�U�W�R�V�L�[ �� �� �� �, �G�R�Q�
 �W�N�Q�2�: ��

�4 �O�� �� �' �R�\ �R�X�K�D�Y �H�D�Q�\ �F�R�Q�F�H�P �V�D�E�R�X�W�\ �R�� �O�U�F�K�L�O�G�
 �V�U�H�O�D�G�R�Q�V�K�L�S �Z �O�W�K�I �U�L�H�Q�G�6 �
�W�&�L�U�&�O�H�D�� �� �W�K�D�W
�O �+ �H�� �V�K�H�V�H�H�P �V�W�R�K�D�Y �H�Q�R�I�L�L�H�Q�G�V�B
�� �� �+ �H�� �V�K�H�� �W�R�K�D�Y �H�V�D�P�Q �F�T�X�D�L�Q�W�D�1 �O�H�V�� �E�X�W�Q�R�&�O�R�6�H�I�L�L�H�Q�G�6
�� �, �D�P �Q �D�D �D �F�R�Q�F�H�P �H�G�D�E�R�X�W�K�L�V�� �K�H�U�U�H�O�D�G�R�X�K�L�S �Z �L�W�K�D�I�L�L�H�U�G �2�I �W�K�H�2�3 �3 �2�6�L�W�H�6�H�; �Â
�� �+ �H���� �V�K�H�L�V�V�D�P �H�W�L�P �H�V�0 �J �D�W�L�Y �H�O�\ �L�Q�I�O�X�" �" �" �Q �" ��
�� �� �+ �H�D �� �H�V�H�H�P �V�W�R�D�V�V�R�F�L�D�W�H�Z �L�W�K�O�H�V�V�G�H�V�O�U�D�E�O�H�I �L�L�H�Q�G�6��
�� �� �� �W�K�H�U�F�R�Q�F�H�P �V�� �� ��
�� �� �, �K�D�Y �H�Q�R�F�R�Q�H�H�P �V�L�Q�S�D�U�W�L�F�X�O�D�U��

�W�K�L�Q�N�� �W�K�D�W�� �F�K�M�O�G �G�R�H�V�W�O�O�H�I�R�O�O�R�Z �L�Q�J �W�K�L�Q�J �6 �: �K�L�O�H�D�6�6�2�&�L�D�W�L�Q�J �� �Q�2 ���4 �O�O�� �+ �R�Z �R�I �W�H�Q�G�R�\ �R�X�� �\ �R�X�U
�S�N�D�V�H�U�D �S�R�Q�G �W�R�H�D�F�K�E�\ �F�L�U�F�O�L�Q�J �R�Q�H�R�I �W�K�H�I�R�O�O�2�: �P �J �&�K�2�L�&�H�6��

�F �M�U�F�O�H�O�L�I �\ �R�D�W�K�L�Q�N�O�O�H�I�V�K�H�Y �H�U�\ �R�I �W�H�Q�G�2�H�6
�F �L�U�F�O�H�� �L�I �\ �R�R�� �W�K�L�Q�N�E�H�O�V�K�H�V�R�P �H�W�L�L�P �H�6 �G�2�D
�&�L�U�G�H�� �L�I �\ �R�X�W�K�L�Q�N�E�H�I�V�K�H�W�O�P �R�� �W�� �Q�H�Y �H�U�� �G�R�H�V��

�V�S�H�Q�G�L�Q�J �W�L�P �H�S�O�P �Z �2 �I �D �� �O�� �� �� ��

�M�" �D �" �E �H�D�F�K�ƒ �W�K�D�
 �V�K�ƒ �X�V�H�� �M�� �M�� �M

�I �� �D�� �" �" �" �D ���% �I�� �K���H���% �S�S�F���V�O�� �H�� �V�H�[ �� �� �� �� �M�� �M
�� �F �R�P �S�O�D�L�Q�L�Q�J �D�0 �E �P �0 �E �I�L�L�H�Q �O�6�� �O
�� �� �Z �O�P �0 �� �O�2 �D �S�H�H�U�V�W�R �I�L�L�H�Q�G�V�� �O�� �� �� ��

�� �Â �D�� �D �D �D�D�D �D �X�E�� �R�V�� �H�D�F�K���% �� �K�H�U�� �L�� �M�� �M
�O�� �� �$ �U�J �X�P �J �R�U�0 �P �Z �2 �I �D �� �O
�O�O�B�V�" �Â �Q�J �W�K�H�P �J �O�K�W�D�W�H�D�G �O�R�G�D �Â �
 �V�K�R�X�V�H�� �� �� �� �� �� ��

�� �� �� ��
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�4 �O�� �� �� �Z �K�� �W�D�R �\ �D �W�K�M�Q�N �� �E�R�X�W�W�O�� �H �I�D �E �Z �L�Q�J �E�H�K�D�Q�R�U�
 �V�R�I �� �� �
 �� �W�R�� �� �W�
 �J �Q �W�Q �� �3 �O�H�X �H�� �U�+ �3 �2�Q�G �W�R�� �X �&�K�� �E�\ ��
�F�L�U�G�L�Q�J �R�Q�H�R�I�
 �W�K�H�U�� �R�X�R�Â �L�Q�J �F�E�R�L�F�H�V��

�� �� �� �9 �H�U�\ �� �E�� �G
�� �� �� �% �L�G
�� �� �� �1 �R�W�� �R�K�Â �G
�� �� �� �1 �R�W�E�� �G�� �W�Â �, �, ��

�� �O�� �� �6 �N�L�S�S�L�Q�J �� �V�F�K�R�R�O�� �I�E�U�� �Q�R�� �J �R�R�G�� �U�H�D�V�R�Q��
�� �� �� �� �Z �R�X�O�G�� �O�L�N�H�� �W�R�� �J�R�� �W�R�� �[ �O�Q�R�O�� �W�� �� �W�� �L�V�� �W�R�R�� �D�I�U�D�L�G�� �W�R�� �J�R
�� �� �� �� �% �X�O�O�\ �L�Q�J �� �R�W�K�H�U�V�� �D�W�� �V�F�� �� ���� �O��
�� �� �� �� �/ �H�D�Y �L�Q�J �� �W�K�H�L�U�� �V�H�D�W�� �L�Q�� �V�F�K�R�R�O�� �Z �L�W�K�R�X�W�� �D�Q�\ �� �U�H�D�V�R�Q��
�� �6 �� �� �' �L�V�U�X�O�P �J �� �F�O�D�V�V�� �O�� �\ �� �E�H�L�Q�J �� �Q�R�L�V�\ ��
�� �� �� �� �7 �K�U�H�D�W�P �L�Q�J�� �R�U�� �X�V�P �J �� �Y �L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �S�H�H�U�V��
�� �� �� �� �7 �K�U�H�D�O�P �L�Q�J�� �R�U�� �X�V�P �J�� �Y �L�R�O�H�Q�F�H�� �R�Q�� �W�H�D�H�K���H�U�V��
�� �� �� �� �' �D�P �D�J �P �J �� �V�F�� �� ���� �O�� �O�P �S�H�, �W�\ ��
�� �� �� �� �6 �P �R�N�L�Q�J ��

�� �O�� �O�� �� �6 �Q�L�I�I �Q�J �� �V�R�O�Y �H�Q�W�V�� �R�U�� �D�O�Q �V�L�Q�J�� �G�U�X�J �V�B
�� �� �� �� �� �
 �, �0 �Q�J �� �Q�D�U�F�R�W�L�F�V�� �R�U�� �V�W�L�P �X�O�D�Q�W�V��
�� �� �� �� �� �S�O�D�\ �P �J �� �L�Q�� �W�L�F�� �P �D�O�W�� �� �D�U�L�D �µ �W�� �R�U�� �P �R�Y �L�H�V�� �X�Q�W�L�O�� �O�D�W�H�� �D�W�� ���Q�L�J �O�O�W��
�� �� �� �� �� �6�W�D�\ �L�Q�J �� �R�X�W�� �R�Y �H�U�Q�L�J �K�W�� �Z �L�W�K�R�X�W�� �J �X�D�U�G�L�D�Q�V�
 �� �F�R�Q�V�H�Q�W��
�� �� �� �� �� �5 �P �Q�L�Q�J �� �D�Z �D�\ �� �I�U�R�P �� �K�R�P �H
�� �� �� �� �� �+ �L�W�W�L�Q�J �� �D�Q�G�� �N�L�F�N�L�Q�J �� �R�W�O�% �U�V�� �D�W�� �V�F�K�R�R�O��
�� �� �� �� �� �+ �L�W�W�L�Q�J �� �D�Q�G�� �N�L�F�N�L�Q�J �� �R�W�K�H�U�V�� �R�X�W�V�L�G�H�� �R�I �� �V�F�� �� ���� �O��
�� �� �� �� �� �( �[ �W�R�U�W�L�Q�J�� �P �R���" �� �R�U�� �E�H�O�R�Q�J �P�J �V�� �I�U�R�P �� �R�W�O�0 �V�� �E�\ �� �W�K�U�H�D�W�� �D�W�� �V�F�K�R�R�O��
�� �� �� �� �� �( �[ �W�R�U�W�L�Q�J�� �P �R�Q�T�U�� �R�U�� �E�H�O�R�Q�J �P �J�V�� �I�O�H�P �� �R�W�K�H�U�V�� �E�\ �� �W�K�U�H�D�W�� �R�X�W�V�L�G�H�� �R�I �6�& �R�R�� �O��
�� �� �� �� �� �6 �K�R�S�O�L�I �I �Q�J ��
�� �� �� �� �� �5 �L�G�P �J �� �H�W�K�H�U�
 �V�� �E�L�T�U�F�O�H�� �Z �L�W�K�R�X�W�� �S�H�P �O�L�V�V�L�R�Q��
�� �� �� �� �� �' �U�L�Y �L�Q�J �� �D�� �P �R�W�R�2 �L�N�H�� �R�U�� �D�� �F�D�U��
�� �� �� �� �� �% �U�L�Q�J �L�Q�J �� �D�� �O�P�L�I�O�H�� �R�U�� �R�G�O�H�U�� �Z �O�� �R�Q�V�� �W�R�� �V�F�K�R�R�O�� ��
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�4 �O�� �� �+ �X �\ �R�X�U�F�K�M�O�G�H���Y �H�U�E�H�H�Q�E�X�O�O�L�H�G�L�Q�D�Q�\ �R�I �W�K�H�I�R�O�O�R�Z �X�O�J �Q �\ �V�V�P �F�H�K�H�� �V�E�H�E�H�P �O�H�D�M�P �L�2�U�K�L�J �K��
�� �F�E�R�R�O�V�W�X�G�H�Q�W�" �3 �O�H�X�H�U�H�V�S�R�Q�G�W�R�Q �F�K�E�\ �F�L�U�F�O�L�Q�J �R�Q�H�R�I �W�, �O�Q �F�E�R�L�F�H�V��

�O�� �0 �\ �F�K�L�O�G �O�� �X �G�R�Q�H�W�� �H�V�H�W�K�L�Q�� ��
�� �� �� �0 �\ �F�O�O�L�,�G�O�D �K�D�G�W�O�O�D �H�W�K�L�Q�J �V�G�R�Q�H�W�R�K�L�P �� �K�H�U��
�� �� �0 �� �O�F�K�L�O�G�K�D�V�G�R�Q�H�2 �D�H�W�O�O�L�Q�J �V�D�Q�G�W�K�H�\ �K�D�Y �H�E�H�H�Q�G�R�Q�H�W�R�K�L�P �� �K�H�U��
�� �� �0 �� �F�O�O�L�O�G�K���X �Q�R�W�G�R�Q�H�W�E�0 �W�K�L�Q�S �D�Q�D�W�K�H�\ �O�Q�Q �Q�R�W�E�H�H�Q�G�R�Q�H�W�R�K�L�P �� �K�H�U��

�� �O�� �, �J �Q�R�U�L�Q�J �D�Q�G�O�H�D�Y �L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�R�X�W�R�I �W�K�H�J �0 �S�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �0 �N�L�Q�J �I�X�Q�D�I �D�Q�G�F�D�P �Q�J �V�R�P �R�R�Q�H�Q�D�P �H�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �+ �L�G�P �J �V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�E�H�O�R�Q�J �L�Q�J �V�� �O�� �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �' ��� �O�R �L�Q�J �R�U�G�L�O�W�\ �L�Q�J �V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�� �� �H�� �R�Q�J �L�Q�J�V�� �O�� �� ���� �� �� ��
�� �� �� �7 �E �Â�H�D�W�P �L�Q�J �V�R�P �R�R�Q�H�Z �L�W�K�Z �R�U�G�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �+ �L�W�W�L�Q�J �D�P�D�R�U�W�L�G �L�Q�J �F�O�D�V�P �D�O�H�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �
 �, �0 �Q�J �D �Â�D�\ �O�P �H�\ �D�Q�� �G�W�H�O�R�Q�J �L�Q�J �V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �3 �X�O�O�L�Q�J �D�I�U�V�R�P �H�R�Q�H�
 �V�F�O�R�� �W�K�H�V�� �O�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �U�2�H�U�L�Q�J �W�R�G�R�H�Q�D�Q�G�V�� �O�� �� �� �� �� ��

�D �1 �1 �: �D �D�H �M�I �D �H���Q�H�H�G�� �D�Q���% �� �E�H�U�W�" �P �� �R�I �L�� �� �O�M�P�J�� �� �O�� �O�H�D�V�H�� �Z �U�L�� �H�� �� �� �� �L�Q�� �� �K�H��

�� �� �� ��
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�4 �O�� �� �Z �K�D�W�� �Z �R�X�O�G�� �\ �R�X�� �G�R�� �M�I �� �O�R�X�� �N�Q�H�Z �� �W�K�D�W�� �\ �R�X�U�� �F�K�L�O�G�� �Z �D�V�� �E�H�L�Q�J �� �E�X�O�O�L�H�G�" �� �&�L�U�F�O�H�� �O�� �� �� �� �W�K�D�W�� �2 �3 �O�\ �Â

�O�� �� �7 �D�N�H�� �D�� �´ �Z �D�L�W�� �D�U�G�� �V�H�H�� �D�W�W�L�W�X�G�H
�� �� �� �&�R�P �I�M�R�U�W�� �D�U�G�� �H�Q�F�R�X�U�D�J �H�� �Q�\ �� �F�K�L�O�G
�� �� �� �6�F�R�O�G�� �� �P �\ �� �F�K�L�O�G�� �D�Q�G�� �W�H�O�O�� �K�L�P �� �K�H�U�� �W�R�� �I �L�L�I �O�W�� �E�D�F�N��
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �P �\ �� �F�0 �G�
 �V�� �I�U�L�H�Q�G�V
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �F�O�D�V�V�U�R�R�P �� �W�H�D�F�K�H�U�V�� �Â
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �D�Q�� �D�V�V�L�V�W�D�Q�W�� �S�U�L�0 �L�S �D�O�� �R�U�� �S�U�L�P �L�3 �D�O��
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �D�� �V�F�� �� ���� �O�� �P �O�U�V�H��
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �D�� �V�F�K�� �O�� �F�R�X�Q�V�H�O�R�U
�� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �Q�\ �� �D�G�X�O�W�� �I�L�L�H�Q�G�V

�� �� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �W�K�H�� �E�R�D�U�G�� �R�I�
 �H�G�X�F�D�W�L�R�Q�� �� �H�W�F�� �� ��
�O�O�� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �F�R�P �P �X�Q�L�W�\ �� �V�H�U�Y �L�F�H�� �D�J �H�Q�F�L�H�V�� �V�X�G�O�� �D�V�� �F�K�L�O�G�� �J �X�L�G�D�P �H�Â �� �F�O�L�Q�L�F�� �D�L�G�� �O�H�J �D�O�� �D�I �D�U�6�� �R�I�L�L�&�H�Â
�� �� �� �� �7 �D�O�N�� �Z �L�W�K�� �W�K�H�� �S�R�O�L�F�H

�� �( �� �D�� �D�( �D �� �D ���% �D�0 ���% �P �� ���� �� �� �� �2 �W�K�H�U�� �� �S�O�H�D�V�H���� �V�S�H�F�� ��

�4 �O�� �� �+ �R�Z �� �R�I �W�H�Q�� �K�D�V�� �\ �R�X�U�� �F�O�I �O�G�� �Z �D�Q�W�H�G�� �W�R�� �E�H�� �D�E�V�H�Q�W�� �I �U�R�P �� �V�F�K�R�R�O�� �V�L�Q�F�H�� �� �W�K�� �J �U�D�G�H�� �L�Q�� �6�S �L�W�H�� �R�I �K�L�6�� �O�O�H�U�� �J �R�R�G
�K�H�D�O�W�K�� �� �&�L�U�F�O�H�� �R�Q�H�� �W�K�D�W�� �D�S �S�O�L�H�V��

�� �� �9 �H�U�\ �� �R�I�W�H�Q��
�� �� �� �6 �R�P �H�W�L�P �H�V��
�� �� �� �$ �O�P �R�V�W�� �Q�H�Y �H�U��
�� �� �� �1 �H�Y �H�U��
�� �� �� �, �� �G�R�Q�
 �W�� �N�Q�R�Z ��

�, �I �� �\ �R�X�� �F�K�R�V�H�� �L�W�H�P �V�� �� �� �� �� �� �� �R�U�� �� �� �S�O�H�D�V�H�� �V�N�L�S�� �T�X�H�V�W�L�R�Q�� �� �� ��

�4 �O�� �� �� �Z �K�\ �� �G�R�� �\ �R�X�� �I �O�X�Q�N�� �W�K�D�W�� �\ �R�X�U�� �F�K�L�O�G�� �P �L�J �K�W�� �Z �U�Q�W�� �W�R�� �V�N�L�S �� �6�F�K�R�R�O�" �� �&�L�U�F�O�H�� �J �R �W�� �D�S �S�O�\ �Â

�O�� �+ �H�� �� �� �6�K�H�� �L�V�� �E�X�O�O�L�H�G�� �E�\ �� �I�H�Q�R�Z �� �V�W�X�G�H�Q�W�V��
�� �� �+ �H�� �� �� �V�K�H�� �G�R�H�V�� �Q�R�W�� �J �H�W�� �D�O�R�Q�J �� �Z �L�W�K�� �I�H�Q�R�Z �� �V�O�P�G�H�Q�W�6�� �I �H�Q�D�6��
�� �� �+ �H�� �� �� �6�K�H�� �G�R�H�V�� �Q�R�W�� �J �H�W�� �D�O�R�U�J �� �Z �L�W�K�� �W�H�D�F�K�H�U�V��
�� �� �� �+ �H�� �� �� �6�K�H�� �G�R�H�V�� �Q�R�W�� �I�H�H�O�� �O�L�N�H�� �V�W�X�G�\ �L�Q�J ��

�D �� �
�� ���" �"�( �
 ���%�D�" �( �D �D �S�� �H�� �� �� �+ �H�� �� �� �6 �K�H�� �L�V�� �D�I �O�L�L�� �R�� �R�U�� �D�Q�[ �L�R�X�V�� �Â
�� �� �� �+ �L�V�� �+ �H�U�� �S�K�\ �V�L�F�D�O�� �K�H�D�O�W�K�� �L�V�� �Q�R�W�� �J �R�R�G��
�� �� �� �7 �K�O�D�Â �H�� �D�U�H�� �S�U�R�E�O�H�P �V�� �D�W�� �K�R�P �H��

�� �Z �D �G�D �D �E�D �Z �D �� �V�D�� �� �� �+ �H�� �� �� �V�K�H�� �L�V�� �G�L�V�V�D�W�L�V�I�L�H�G�� �Z �L�W�K�� �V�F�� �� ���� �O�� �� �� �D�W�O�2�Q�6�Â
�� �� �� �+ �H�� �� �� �V�K�H�� �L�V�� �G�L�V�V�D�W�L�V�I�L�H�G�� �Z �L�W�K�� �F�O�X�E�� �D�F�W�L�Y �L�W�L�H�V�� �D�W�� �6�&�K�R�R�� �O�Â
�O�� �B�� �+ �H�� �� �� �6 �K�H�� �L�V�� �D�� �O�D�] �Â�\ �� �S�H�U�V�R�Q�� �� ������ �� ��
�� �� �� �� �2 �W�K�H�U�� �U�H�D�V�R�Q�V�� �� �S�O�O�H�D�V�H�� �6�S�H�F�L�H ��
�� �� �� �� �, �� �G�R�Q�
 �W�� �N�Q�R�Z �� ��

�� �� �� ��
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�4 �O�� �� �K �U�H�F�H�Q�W�\ �H�W�O�� �� �M�X�Y �H�Q�D�H�G�H�O�L�Q�T�X�H�Q�F�\ �O�Q�V�L�Q�F�U�D �V�P �� ���\ �E�H�F�2�P �H�D�3 �U�2�E�O�H�P �� �7 �2 �Z �K�D�W�D �W�F�Q�W�G�R�\ �R�X��
�W�K�L�Q�N�D �F�K�R�I �W�K�H�I�R�O�O�R�Z �P �J �L�V�W�U�X �V�R�Q�I�R�U�W�K�L�6�"

�S�O�D �H�F�M�U�F�O�H �R�R�H�I�R�U�D �F�K�M�W�H�P �Z �L�W�K�� �� �� � �6 �W�U�R�Q�J�O�\ �D�J �H�H �W�K�D���W�L�W�
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